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　大学生の 1 日の読書時間（電子書籍も含む）は「0 分」が 50.7％で、

1 日の読書時間の平均は 28.4 分だそうです（全国大学生活協同組合連合

会「第 57 回学生生活実態調査」）。大学生の読書離れが進んでいること

は、スマートフォンの影響もあるのですが、実は高校までの読書習慣が

ないことの影響が大きいようです。

　かく言う私も、高校時代は野球部だったため日夜練習に明け暮れ、高

校時代に読んだ本はたったの 1 冊でした。それも夏休みの課題の読書感

想文を書くため、野球に関する本という有り様でした。そんな私が大学

に入ってから本を読み始めたのは、下宿の友人が薦めてくれた司馬遼太

郎の『坂の上の雲』を読んでからです。それがきっかけとなり読書に嵌

まっていったのです。今思い起こせば、心に傷を負ったときに私を癒や

してくれたのが奥田英朗の『イン・ザ・プール』でした。もちろん、今、

私が大学の教員でいるのはこれまで読んできた多くの本のおかげです。

読書は私に知識を与えてくれるだけではなく、夢を与え励まし癒やして

くれます。

　学生に聞くと、「アルバイトで時間がない」「インターネットの方が便

利だから」「面倒くさい」「楽しくない」「時間がかかる」などの理由で、

読書から遠ざかっているという答えが返ってきます。しかし、一方で、

読書のすすめ
―読書が創り出す新たな世界と大きな実り―

政治経済学部長　藤永　修一
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「教養や知識が身につく」「語彙力が上がり文章力が向上する」「発想力

や創造力が高まる」「視野が広がる」「知らない世界へと導いてくれる」

など読書のメリットも理解しています。

　さて、皆さんはこれからの大学生活で本とどう向き合っていくので

しょうか。私は「読書のすすめ」とタイトルに書いたように、皆さんに

本を読んで欲しいと思っています（もちろん、本が好きな人はこれから

も読み続けていってください）。しかし、おそらく押しつけられている

と感じるようでは本を読むことはないでしょう。やはり YouTube を見

るように読書を楽しみ好きにならなければ長続きはしないでしょう。

　本が好きな人もそうでない人も、まず、この『政治経済学部ブックガ

イド』のページをペラペラとめくることから始めてください。ここには、

政治経済学部の先生たちの薦める本が、それも様々な分野の本が、しか

も説明付きで掲載されています。世の中に出回っている莫大な本のなか

から、良書を見つけることは簡単なことではありません。しかし、この

一冊には良書が満載です。「良書の宝庫」です。ページをめくって皆さ

んの目にとまった本があれば、それはあなたが興味を示した証ですから、

その本から読み始めてみてはどうでしょうか。

　そして、本を読んでいくなかで、気に入った言葉や印象に残った文章

を何かに書き留めておくこともお勧めします。少しずつ書き溜めていっ

たものが、やがて皆さんの財産になります。これから皆さんが行ってい

くレポート作成、ゼミナールでのプレゼンテーション、さらには就職活

動でのエントリーシートの作成や面接で必ず役に立ちます。

　最後に、皆さんが読書に勤しんでくれることを願って、読書にまつわ

る名言を紹介することにします。この『ブックガイド』がきっかけに、
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1 人でも多くの皆さんが本と向き合うようになることを、教員一同、心

から願っています。

　　ソクラテス

　　　�　本をよく読むことで自分を成長させて生きなさい。本は著者が

とても苦労して身につけたことを、たやすく手に入れさせてくれ

るのだ。

　　　　�Employ�your� time� in� improving�yourself� by� other�men’s�

writings,� so� that� you� shall� gain� easily�what� others�have�

labored�hard�for.

　　デカルト

　　　�　良き書物を読むことは、過去の最も優れた人達と会話をかわす

ようなものである。

　　　　�The�reading�of�all�good�books�is�like�a�conversation�with�the�

finest�minds�of�past�centuries.

　　ウォルト・ディズニー

　　　�　宝島の海賊たちが盗んだ財宝よりも、本には多くの宝が眠って

いる。そして、何よりも、宝を毎日味わうことができるのだ。

　　　　�There� is�more�treasure� in�books�than�in�all�the�pirates’� loot�

on�Treasure�Island�and�best�of�all,�you�can�enjoy�these�riches�

every�day�of�your�life.
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【執筆者紹介】

相原　耕作（あいはら　こうさく）
　【主要担当科目】　日本政治思想史、日本政治文化論
　【現在の研究テーマ】　江戸時代の言語研究と政治思想
　【新入生へのメッセージ】
　この世の中は「異質な他者」でいっぱいです。到底、理解
しがたい考え方をする人もいます。しかし、「異質な他者」
の思想こそ、皆さんの物の見方を揺さぶり、思考の幅を広げ
てくれます。「異質な他者」の言うことに従う必要はありま
せんが、「異質な他者」の立場に立ってみることで、今まで
見えなかった世界をのぞいてみて下さい。

碇　陽子（いかり　ようこ）
　【主要担当科目】　社会調査法、フィールドワーク論
　【現在の研究テーマ】　「不確実性の人類学」の理論的実践
的研究、アメリカ研究
　【新入生へのメッセージ】
　もし今私が大学生に戻れるなら、いくつかの好きな民族誌
を携えて、そのフィールドを訪れる旅をしたいなあ。興味の
あることに 4 年間も自由に時間を費やせるなんてことは卒業
後にはもうないかもしれませんよ。自らの後悔の念とともに。

荒木　淳子（あらき　じゅんこ）
　【主要担当科目】　現代心理学、産業心理学、消費心理学
　【現在の研究テーマ】　企業で働く個人の主体的なキャリア
形成とそれを支える組織、学習環境について
　【新入生へのメッセージ】
　ご入学おめでとうございます。大学 4 年間に自分の興味の
あることについてしっかり取り組み深く学んだ経験は、社会
に出た後もきっと、みなさんを支える土台となるはずです。
これから一緒に学んでいきましょう。
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木寺　元（きでら　はじめ）
　【主要担当科目】　政治学基礎、政治理論基礎
　【現在の研究テーマ】　現代日本政治
　【新入生へのメッセージ】
　君は政治を TV やネットニュースの向こう側の出来事の
ように想像しているかもしれない。しかし、権力は禍々しい。
働く、子供を育てる、怪我や病気に罹る、介護する・される…、
これからのライフステージで君が困ったときに、権力は作為
／不作為で君を苦しめるかもしれない。そのとき、権力の正
体とは何であり、とういう言説で抗えばいいか。そのヒント
を、政治学は与えてくれるはずだ。政治学という、知の武器
を取れ。

伊藤　剛（いとう　つよし）
　【主要担当科目】　国際政治学
　【現在の研究テーマ】　国際政治理論、日米中関係、インド
太平洋戦略関係
　【新入生へのメッセージ】18 歳のときに四国から出てきて
30 余年。当時の私は「何か国際的な仕事がしたい」とおぼ
ろげに考えていました。大学卒業後アメリカに行き、30 歳
のときに帰ってきて、この仕事に就きました。つい最近まで
一年の半分以上海外に行っていましたが、コロナ禍で海外渡
航が困難な状況に。でも、その分国内旅行が増え、結局飛行
機にはよく乗っています。飛行機一つからも国際関係を語る
ことができます。そう、東京の空は自由に航空機が飛べるわ
けでないのです。詳しくは授業で話します。

高橋　一行（たかはし　かずゆき）
　【主要担当科目】　政治学原論
　【現在の研究テーマ】　西洋の政治思想における所有論、他
　【新入生へのメッセージ】
　本を読んで下さい。インターネットの時代ですが、ゆっく
りと本を読むことでしか、充実感は得られない。またあちら
こちら出かけて下さい。何かしら思うところがあるはずです。
時間的、空間的に、精神の拡がる感覚を楽しんで下さい。

執筆者紹介
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水野　剛也（みずの　たけや）
　【主要担当科目】　ジャーナリズム論
　【現在の研究テーマ】　アメリカ・ジャーナリズム史（とく
に日系アメリカ人の新聞）、政治と漫画、フィクションに見
るジャーナリズム・ジャーナリスト像、など
　【新入生へのメッセージ】
　何といっても、大学は「自由」です。これまで通った学校
とは異なり、たいていのことは許されます。というか、放っ
ておかれます。でも、いずれ気がつくでしょう。「自由」もけっ
こう、やっかいだと。なぜなら、「自分で決めなければなら
ない」から。もちろん、「決めない」のも自由ですが。

堀金　由美（ほりかね　ゆみ）
　【担当科目】　比較政治論（東アジア）
　【現在の主な研究テーマ】　開発（経済発展）と政治の関わ
りを国際比較を通して考えること
　【新入生へのメッセージ】
　本を沢山読みましょう。ネットで検索する（＝調べる）こ
とと本を読んで考えることは「別物」です。本を読んで、考
える力、論じる力を身につけて下さい。

樋口　収（ひぐち　おさむ）
　【主要担当科目】　現代社会心理学、心理学概論
　【現在の研究テーマ】　社会的判断におけるバイアス、自己
制御（セルフ・コントロール）
　【新入生へのメッセージ】
　入学おめでとうございます。大学 4 年間は長いようで短い、
本当に貴重な時間です。将来の自分のために、しっかりと投
資をしてください。自分と真剣に向き合い、色々な経験をし
て、心の底から夢中になれるものをみつけてください。
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　皆さんが学ぶ政治学という学問には、古代ギリシア以来の 2000 年以

上の伝統があります。政治学は、西洋の歴史や思想や政治的現実のうえ

に成立・発展してきた学問ですから、「西洋政治学」と言ってよいでしょ

う。日本は近代になって「西洋政治学」を輸入しますが、日本と無関係

に発達してきた「西洋政治学」は、日本にとってしっくりこないところ

がありました。時間をかけてなじんできましたが、今でも日本と西洋に

は違いがありますから、日本の歴史や思想や政治的現実を踏まえて「西

洋政治学」を学ぶ必要があります。そこに私の専門分野である「日本政

治思想史」の役割があります。

　私は日本の特殊性を強調したい訳ではありません。日本が特殊なら西

洋も特殊です。西洋とは異なる日本について考え、日本から考えて発信

することが、普遍理論としての政治学の発展に寄与するという観点から、

日本・政治・思想史に関わる文献を紹介します。

１．『「日本」　国号の由来と歴史』
　　神野志隆光（著）、講談社学術文庫、2016年
　まず「日本」について考えましょう。皆さんは「日本」という国名を

奇妙だと思ったことはありませんか。「日本」は日本語でしょうか。「日

日本・政治・思想史
―日本について考える・日本から考える―

相　原　耕　作
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本」とはどういう意味でしょうか。

　近代以前の日本は中国から多大な影響を受けてきましたから、日本語

には多くの漢語が含まれています。漢語に対して日本固有の言葉を大和

言葉ということがありますが、漢字二文字を音読みする「日本」は、大

和言葉ではなく漢語です。漢語でも日本語には違いないのですが、なぜ

日本人は自分たちの国の名前を日本固有の言葉で表現しないのでしょう。

　そもそも「日本」とは何を意味するのでしょうか。「日が昇るところ」

を意味すると考えることが多いと思いますが、なぜ日本が「日が昇ると

ころ」と言えるのでしょうか。太陽は東から昇りますから、視点を日本

にすえれば日本は「日が昇るところ」ではありません。日本から日が昇

るためには、視点を日本より西、つまり中国や朝鮮に移す必要がありま

す。どうして自国の名称をわざわざ外国に視点を置いて表現するので

しょう。

　本書は、奇妙な「日本」という国号の成り立ちと歴史について考察し

ます。著者の神野志隆光氏（名字は「こうのし」と読みます）は、『古

事記』をはじめとする上代文学の研究者として著名です。神野志氏は、

『古事記』『日本書紀』などの古代の資料のほか、新出資料も用いて、「日

本」は国号となる以前、「古代中国の世界像」のなかに、「東夷の極」「東

の果ての日出の地」を表現する言葉としてあったと推測します。「古代

中国の世界像」とは、中国が世界の中心にある文明的な地域で、周辺に

野蛮な地域が広がっているという世界の捉え方、「東夷」とは、中国の

東にある野蛮な地域のことです。中国周辺の野蛮人たちは、中国と関係

を持つことによって先進的な文明を取り入れてきました。古代日本も同

様で、「日本」は、中国に遣唐使を派遣する際に使われるようになった

日本・政治・思想史―日本について考える・日本から考える―
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と言います。

　「日本」の由来はそうであるとしても、「日本」がこのような意味で使

われ続けた訳ではありません。中国目線の漢語もどきの言葉を、様々に

意味づけ直し、捉え直してきた歴史があります。神野志氏はその歴史を、

古代から近代まで辿ります。「日本」は、日本の自意識や対外観の変遷

とともに変遷してきました。本書とともに「日本」という国号の歴史を

辿ることによって、「日本について考える」ことを実践して下さい。「日

本」について考えると「天皇」のことも気になるという方は、神野志隆

光　『古事記とはなにか―天皇の世界の物語』（講談社学術文庫、2013

年）も読んでみましょう。

２．『愛国・革命・民主　日本史から世界を考える』
　　三谷博（著）、筑摩選書、2013年
　次に、「政治」について「日本から」考えてみましょう。三谷博氏は、

明治維新の研究に多くの業績を挙げてきた歴史学者です。サブタイトル

から窺われるように、三谷氏は、江戸時代以来の日本の経験から「普遍」

を探ります。その際、西洋ではなく東アジアとの比較を重視しています。

本書は「日本から考える」ための恰好のお手本です。

　本書のテーマの愛国・革命・民主は、「西洋政治学」由来の概念のな

かでも、日本にとってあまりしっくりこない概念かもしれません。日本

人には愛国心がない・日本はナショナリズムが弱い、と言われることが

ありますし、日本には市民革命も天皇制を打倒するという意味での革命

もなかったという見解がありますし、日本の民主主義の未熟や機能不全

が指摘されることは多いようです。ところが、三谷氏はこういった見解
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を取りません。

　三谷氏は、江戸時代の日本はナショナリズムに有利な条件を備えてい

て、近代以降、ナショナリズムの成立・浸透がスムーズに進んだと考え

ます。また、明治維新を、日本社会に根本的な変革をもたらした「革命」

と捉えます。さらに、民主的な政治制度を導入するだけではデモクラシー

は機能しないと指摘したうえで、東アジアのなかで日本が早期にデモク

ラシーに移行し、それなりに民主的な国家を形成しえた条件について検

討します。

　三谷氏が「日本から」見出した「普遍」的な契機について、一つだけ

紹介しましょう。ナショナリズムに関わる「忘れえぬ他者」という考え

方です。ナショナリズムは、自己と他者を区別し差別する意識を伴い、

「忘れたくても忘れられない他者」が存在すると言います。日本は中国

から多大な影響を受け続けてきたため、中国が「忘れえぬ他者」となり、

中国に対抗して江戸時代の「日本」意識が高揚します。しかし、近代以

降は中国を意識しなくなり、欧米が「忘れえぬ他者」となります。一方、

中国は、近代以前は特に日本を意識することはありませんでしたが、近

代化に遅れ、日本と戦争をしたことによって、日本が「忘れえぬ他者」

となります。このように、「忘れえぬ他者」には非対称性があり、歴史

認識をめぐる対立にもつながると、三谷氏は指摘します。

　政治学者ではない三谷氏の政治概念の捉え方には問題があるところも

ありますが、「日本から考える」ことによって「普遍」を探る姿勢は、

政治学の徒も見習うべきでしょう。

　明治維新という革命を経て形成された近代日本に関心のある方には、

三谷太一郎　『日本の近代とは何であったか―問題史的考察』（岩波新書、

日本・政治・思想史―日本について考える・日本から考える―
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2107年）もお薦めします。

３．『日本思想史への道案内』
　　苅部直（著）、NTT出版、2017年
　最後に「思想史」について。「日本思想史」という言葉の響きは、あ

まりよくないかもしれません。堅苦しくて難しそうで右翼的で危険な響

きかもしれません。日本史の文化史のように、細かい事項が羅列された

暗記モノを思い浮かべたり、古文や漢文で書かれた思想史のテキストを

見て、国語の授業を思い出したりするかもしれません。古臭い昔のこと

ばかりだ、と思う方もいるでしょう。本書はこうしたイメージを一新し

てくれます。

　著者の苅部直氏は、日本政治思想史の研究者です。苅部氏は、時代や

ジャンルを飛び越えて、幅広い対象を軽やかな筆致で描き出します。堅

苦しくて難しげなイメージは払拭されるでしょう。また、右翼的な「日

本思想史」が行われた時代もありましたが、それに批判的な「日本思想

史」が、政府や右翼との緊張関係のなかで生き抜いたことが分かります。

　本書は、知識の羅列ではなく、重要なテーマを選び、思想に関する複

数の読み方を示します。選ばれたテーマは、日本神話、『神皇正統記』、

武士の倫理（武士道）、戦国時代の「天」とキリシタン、江戸時代の儒学・

古学・国学、明治維新と福澤諭吉です。思想に関する様々な読み方を学

びながら、皆さん自身が考え、「思想する」ことになります。

　本書の叙述スタイルは、過去の思想・それに関する近代の読み手の読

み方・苅部氏の読み方の三層構造になっています。皆さんは、過去の思

想はもちろん、近代日本の思想や現代の研究も知ることができます。そ
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して、思想が多様な解釈に開かれていることが分かります。そのことの

面白さを感じとることができたら、是非、原典にも挑戦して下さい。

　本書の叙述スタイルは、過去の思想が現在と無縁ではないことも教え

てくれます。思想は、後の時代の読み手によって、形を変えながらよみ

がえります。例えば武士道は、武士が戦場で戦った中世、武士が戦う機

会を失った近世、武士が消滅した明治後期、昭和の戦争の時代と、変容

しながら繰り返し復活してきました。時に危険なよみがえり方をするこ

ともありますが、過去を現在に生かす積極的な道も、本書から学ぶこと

ができます。

　本書を読むと、西洋の学問を大々的に学び始めた近代日本の学者たち

が、西洋と比較しながら過去の日本の思想の解釈・再解釈を積み重ね、

自己の思想を構築してきたことが分かります。本書を「道案内」として、

日本について考え、日本から考えてみましょう。

　本書が日本の思想の「読み」の名手として頻繁に呼び出す丸山眞男は、

日本政治思想史という学問の出発点に位置します。『丸山眞男セレクショ

ン』（平凡社ライブラリー、2010年）や『超国家主義の論理と心理　

他八編』（岩波文庫、2015年）を手に取ってみて下さい。

日本・政治・思想史―日本について考える・日本から考える―
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■相原耕作先生　紹介書籍

１．『「日本」　国号の由来と歴史』
神野志隆光【著】、講談社学術文庫、2016 年、880 円＋税
　はじめに
　第一章　「日本」の登場
　第二章　古代帝国における「日本」
　第三章　古代中国における「倭」と「日本」
　第四章　『日本書紀』講書のなかの「日本」
　第五章　「日本」と「やまと」
　第六章　「日本」の変奏
　第七章　「東海姫氏国」ほか
　第八章　近代における「日本」
　おわりに
　補論　新出資料「祢軍墓誌」について

２．『愛国・革命・民主　日本史から世界を考える』
三谷博【著】、筑摩選書、2013 年、1,800 円＋税

はじめに
第 1 講　愛国　一
第 2 講　愛国　二
第 3 講　革命　一
第 4 講　革命　二
第 5 講　民主　一
第 6 講　民主　二

３．『日本思想史への道案内』
苅部直【著】、NTT 出版、2017 年、2,000 円＋税
　まえがき
　序章　日本の思想をどう読むか
　一章　「日本神話」をめぐって
　二章　『神皇正統記』の思想
　三章　武士の倫理をどうとらえるか
　四章　戦国時代の「天」とキリシタン
　五章　儒学と徳川社会
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　六章　「古学」へのまなざし―伊藤仁斎・荻生徂徠
　七章　国学思想と「近代」
　八章　明治維新と福澤諭吉
　読書案内

日本・政治・思想史―日本について考える・日本から考える―
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　私は組織で個人が活き活きと働き、自分らしくキャリアを形成してい

くためにはどのような組織の支援や学習環境が求められるかという視点

から研究を行っています。

　大学生のみなさんには、まだ「働く」ことへの実感はなかなか湧かな

いでしょう。「将来やりたい仕事は決まっている」という方も、反対に「将

来何をやりたいか、よくわからない」という方もいるかもしれません。

今は、そのどちらでも大丈夫です。大切なのは、これから大学での 4 年

間の中で「学び続ける大人になる」ことだと思います。というと、「こ

れまでも学び続けてきたのに心外だ」と思われるかもしれません。みな

さんはこれまでも勉強を一生懸命頑張ってきたはずですから。でも、大

学での「学び」は、高校までの勉強とは少し違います。それは、自分で

課題を発見し問いを立て、そのために何を学ぶ必要があるかを考え、様々

な情報リソースや他者の力を借りながら、自律的に学んでいくことです。

途中で立ち止まって自分の学び方を振り返ったり、様々な人の視点や考

え方を参照したりすることも学びをより深くします。それはきっと、将

来もみなさんを支えてくれるはずです。そして大学とは、学び続けるた

めの力を身に付ける場とも言えます。そこで学び続ける大人になるため

の助けとなる本 3 冊をご紹介します。

学び続ける大人になろう

荒　木　淳　子
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１．�溝上慎一『大学生の学び・入門　大学での勉強は役に立つ！』
　　有斐閣、2006年
　本書は、青年心理学について研究する著者が大学生向けに書いた本で

す。サブタイトルに「大学での勉強は役に立つ！」とありますが、本書

は決して、「社会ですぐに役に立つ勉強をしよう」と言っているわけで

はありません。

　筆者は、もし大学生に「大学での勉強は役に立つのか？」と聞かれた

ら、「大学での勉強が役に立つかどうかは君次第だ」と答えると言います。

それは、第一に大学とは「学習力を身につける場」であり、第二に大学

での学びと社会をつなげるのは、結局自分自身だからです。学習力とは

先ほど述べたように、自分で問題を発見し、問いを立てて自分なりの答

えを導き出すプロセスのことです。こうした学習力が身に付くかは、み

なさんが大学での学びにどう向き合うかによります。でも大学での学び

に真剣に取り組むことは、なかなか難しいことでもあります。「これを

やれば〇〇に受かる」というようなすぐに得られる効果はなく、「そも

そも自分は何をやりたいのか」と問い続けなくてはならないからです。

筆者はだからこそ、「自分は何をやりたいのか」と日々問い続けながら

も立ち止まることなく、日々の学びを大切にしようと呼びかけます。

　本書は、ただ「学ぼう」と呼びかけるのではなく、朝起きてから夜寝

るまでの間にどこでどんな風に学んだらいいのか、大学での学びを社会

とつなげるためにはどんな授業や活動に参加するとよいのかということ

を一つ一つ具体的に挙げています。さらに巻末には、大学 4 年生がこれ

から大学生になるみなさんに向けて、大学でどんな風に学んだかという

体験を綴ったレポートもついています。

学び続ける大人になろう

20



　これからの大学生活に期待と希望でいっぱいの方も、大学でどんな風

に学んだら良いのかちょっぴり不安な方も、ぜひ手に取って読んで見て

下さい。本書はきっと、みなさんの大学での学びの地図になってくれる

と思います。

２．�キャロル・S・ドゥエック『マインドセット「やればでき
る！」の研究』草思社、2016年

　タイトルを見ると怪しい自己啓発本のようですが、本書はアメリカの

高名な心理学者キャロル・ドゥエックが 20 年にわたる研究を踏まえて

書いた研究書です。研究書といっても、豊富な事例を挙げながらドゥエッ

クが読者に語りかけるように書かれており、とても読みやすい本です。

　ドゥエックが注目するのが「マインドセット」、つまり心の持ちよう

や物事の捉え方です。もともと心理学では「氏か育ちか」が重要な課題

とされ、長く論争が続いてきました。人間は遺伝などによって生まれつ

き能力や性格が決まっているのか、それとも育ち方などによって後から

形成されるのかという課題です。今ではそのどちらも大切であることが

わかっていますが、ドゥエックは私たちにとって大切なのは、「氏か育

ちか」のどちらを信じるかによって、私たちの学び方や生き方に大きな

開きが出てくるということだと言います。

　もともとドゥエックは子どもたちに難しいパズルの問題に取り組ませ

る実験の中で、難しい問題に直面した時にあきらめてしまう子どもがい

る一方で、難しい問題に夢中になって取り組む子どもがいることに気づ

きました。この子どもたちは、失敗してもあきらめることなく、ますま

す夢中になってパズルに取り組んでいたのです。このことからドゥエッ
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クは、なぜ子どもたちにこのような違いがみられるのかを考え始めます。

そしてたどり着いた答えが「マインドセット」でした。

　ドゥエックはマインドセットには、「自分の能力は固定的で変わらな

い」という「コチコチマインドセット（fixed mindset）」と、「人間の

基本的資質は努力しだいで伸ばすことができる」という「しなやかマイ

ンドセット（growth mindset）」とがあると言います。コチコチマイン

ドセットの子どもたちは、自分の知能や能力は生まれつき変わらないと

信じているため、教室でも自分の有能さを示すことばかりに心を奪われ、

失敗することを恐れ避けようとしていました。一方、しなやかマインド

セットの子どもたちは、自分の知能や能力は努力次第で伸ばすことがで

きると信じており、失敗も自分の学びになると捉えていたのです。みな

さんのマインドセットはどちらでしょうか？

　しなやかマインドセットのように粘り強く物事に取り組む姿勢は

OECD の報告書で「社会情動的スキル（非認知スキル）」と呼ばれ、学

力や将来の経済状態にも影響を与えるスキルとして最近注目されていま

す。マインドセットは生まれ育った家庭や環境の中で形成されるもので

あり、しなやかマインドセットを持てるような恵まれた家庭環境や教育

環境になかった子どもたちは、たとえ知能の面で劣っていなくても、し

なやかマインドセットの子どもたちに比べ学力や経済面で不利になる可

能性があるのです。このためドゥエックは、しなやかマインドセットを

育てるためのワークショップを自ら開発、実施するなど、研究を活かし

た実践にも積極的に取り組んでいます。しなやかマインドセットに関心

を持った方、また心理学の実験や研究に興味がある方はぜひ読んでみて

下さい。

学び続ける大人になろう
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３．�M. チクセントミハイ『フロー体験入門　楽しみと創造の
心理学』世界思想社、2010年

　チクセントミハイはイタリア生まれのアメリカの心理学者で、「フロー

理論」を提唱したことで知られています。「フロー」とは流れのことで、

ある物事に没頭している状態について、体験者が「フロー（流れ）の中

にいるよう」と語ったことから「フロー理論」と名付けられました。

　チクセントミハイは大学の心理学の授業で学生たちに「大人の遊び」

をテーマにインタビューをする課題を課しました。当時、心理学者たち

はもっぱら子どもの遊びだけを研究していました。しかし学生たちが提

出したレポートには、大人達もフットボールやジャズ、チェスやダンス

など様々な遊びに没頭していることが書かれており、しかもその活動過

程にはある共通性見られました。活動に没頭している最中、人はとても

リラックスし、自分が周囲の環境をコントロールしているような不思議

な感覚の中にあったのです。チクセントミハイはこのようなフロー体験

に注目し、遊びや楽しみに集中することで生まれるフロー体験が、イノ

ベーションや充実した人生につながると考えました。

　チェスプレイヤーやロッククライマーなどだけでなく、私たちは誰も

がフローを体験することができるとチクセントミハイは言います。しか

し一方で、大人が実際に一日の中でフローを体験する時間はとても少な

いものでした。そこでチクセントミハイは、フローを体験するためには、

自分の興味を持てること、それも映画鑑賞といった受身的レジャーでは

なく、料理を作る、スポーツをするなどの積極的レジャーに打ち込むこ

と、自分のレベルよりも少し上のことに挑戦することが大切だと言いま

す。つまり、今、目の前のことに集中することが大切だと言うのです。
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その後、フロー理論はマインドフルネスなどにも影響を与え、仕事を楽

しみ、仕事に没頭する環境をいかに作るかという研究などへもつながっ

ています。

■荒木淳子先生　紹介書籍

１．『大学生の学び・入門　大学での勉強は役に立つ！』
溝上慎一【著】、有斐閣、2006 年、1700 円＋税
はじめに
　第 1 章　将来やりたいことを考え続ける
　第 2 章　勉強しながら将来を考える
　第 3 章　大学での勉強は役に立つ（1）
　第 4 章　大学での勉強は役に立つ（2）
　第 5 章　自分なりの見方や考え方を持つために
　第 6 章　生活フォームを作ろう！
　第 7 章　本を読もう！
　第 8 章　勉強会、自主ゼミをやろう！
　第 9 回　1 回 1 回の課題や発表を大事にしよう！
あとがき

２．『マインドセット「やればできる！の研究』
キャロル・Ｓ・ドゥエック【著】今西康子【訳】
　第 1 章　マインドセットとは何か
　第 2 章　マインドセットでここまで違う
　第 3 章　能力と実績のウソホント
　第 4 章　スポーツ―チャンピオンのマインドセット
　第 5 章　ビジネス―マインドセットとリーダーシップ
　第 6 章　つきあい―対人関係のマインドセット
　第 7 章　教育―マインドセットを培おう
　第 8 章　マインドセットをしなやかにしよう

３．『フロー体験入門　楽しみと創造の心理学』
Ｍ．チクセントミハイ【著】大森弘【監訳】
　第 1 章　日々の生活を構成しているもの
　第 2 章　体験の内容

学び続ける大人になろう
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　第 3 章　さまざまな体験をどう感じているか
　第 4 章　仕事についての矛盾
　第 5 章　レジャーの危険と機会
　第 6 章　人間関係と生活の質
　第 7 章　生活のパターンを変えよう
　第 8 章　自己目的的パーソナリティー
　第 9 章　運命愛
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　私の専門は文化人類学という学問です。文化人類学者は、特定の異文

化に、たいてい 1 年間以上入り込んでフィールドワーク調査を行い、そ

こで得た文化社会や集団についての詳細なデータを民族誌（エスノグラ

フィ）という形で提出します。この一連の活動において、文化人類学で

は、二つの志向の異なる問いを同時に考えなければなりません。その二

つの問いとは、一つは、潜入した「特定の異文化をどのように理解する

か」という問いです。もう一つは、「人間とは何か」という問いです。

　前者は、例えば、パプア・ニューギニアのトロブリアンド諸島のクラ

交換や、フィリピンの地方都市の呪術信仰、あるいは、ニューヨーク市

のマンハッタンにあるトランスジェンダーのコミュニティについて、ど

のように理解するかという問いです。この問いは文化の特殊性や個別性

を志向する問いです。もう一つの問いでは、文化の特殊性や個別性を越

えてもなお私たち人間に通底する何かについて考えます。ですから、こ

ちらは普遍性や一般化を志向する問いだと言えます。もちろん「人間と

は何か」という問いは、哲学でも問われることですが、文化人類学では

その問いを個々の文化の差異を意識しながら考えるのです。この二つの

志向性が異なる問いを同時に考えることは、とても容易なことではあり

ません。しかし、そのことがまた、文化人類学を面白くもしています。

「異文化を知る」と「人間とは何か」を探究する

碇　　　陽　子
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　文化人類学は「異文化」との出会いから始まります。ぜひ本をたずさ

えて、フィールド（現場）に出てみてください。あなた自身の「当たり

前」を取り払ってみるならば、異文化は、例えば遠く離れたアマゾンだ

けでなく、我々の身近にもあることに気づくでしょう。そして、文化や

人間の多様性に圧倒されるかもしれません。そこから「人間とは何か」

という問いについて探究してみてください。

１．『汚穢と禁忌』
　　�メアリ・ダグラス（著）、塚本利明（訳）、ちくま学芸文庫、2009年

　例えば誰かとしゃべっていて、相手の口から唾が飛んでくることがあ

るでしょう。その時、「嫌だな」「汚いな」と思ったことはありませんか？

あるいは、食卓の上に靴が置かれている状況を想像してください。その

靴が例えまだ履いていない新品であっても、汚いと思いませんか？汚い

と思う理由はどちらも同じであると、イギリスの文化人類学者であるメ

アリ・ダグラスは言います。すなわち、口から出た唾や食卓に置かれた

靴は、我々の秩序を侵しているから汚いのです。唾が口の中にある限り

は汚くないし、靴が玄関にある限り汚いと思わないのは、「相応しい場所」

に置かれているからなのです。実際、たとえ自分の唾であっても、一旦

口を離れれば汚いと思うでしょう。この説明に対して、病原菌の有無と

いった衛生的観点から汚いのだと反論する人も出てくるでしょう。もち

ろんそうした説明も可能でしょう。しかし、もしそうなら、食卓の上に

あるのが新品の靴であれば汚いとは思わないはずです。このことについ

て、ダグラスは、「汚穢とは本質的に無秩序である。絶対的汚物といっ

たものはあり得」ないとまで言い切ります（p.33）。
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　世界各国の文化には、穢れや不浄についての観念が存在します。それ

は、象徴的な意味体系を乱すものだとダグラスは指摘します。人間は世

界を恣意的に分類します。しかしどうしても分類から外れるものが出て

しまう。人は分類から外れた無秩序を嫌います。そこで、その「分類で

きないもの」を、穢れたものや不浄なものとしてタブー視して遠ざける

傾向があるのです。その分類規則は、我々の社会規範や行動規範にまで

影響を与えているのです。しかし同時に、穢れは、秩序創出の過程で「分

類できないもの」として出てきたものだからこそ、潜在的創造能力を持

つこともあるとダグラスは言います。考えてみると、我々の社会では、

祭りや儀礼を通して無秩序を創造したり、死や性や出産などの非日常性

に触れることによって、時として生命力を得たりすることがあります。

　こうしたダグラスの議論が面白いのは、我々は秩序を好みつつも、徹

底的に秩序を追求するわけではなく、ある程度の無秩序や異物を受け入

れる寛容さを持っているという人間のあり方を言わんとしているところ

だと思います。秩序を乱す人や不浄な物を徹底的に排除する社会がきっ

と生きづらいことを我々は知っているからです。

　本書は、イギリスの文化人類学者メアリ・ダグラスによる 1966 年に

刊行された現在では古典の部類に入る本です。私にとっては、文化人類

学を学ぶきっかけとなった本でもあります。ダグラスはその後、穢れの

議論を元に、環境問題などを例に、何を危険とみなすかは文化や集団に

よって異なるという議論を展開していきます。まだ邦訳されていません

が、Risk�and�Culture:�An�Essay�on� the�Selection�of�
Technical�and�Environmental�Dangers, Douglas,�M.�and�A.�
Wildavsky�（University�of�California�Press,�1982）などがあ

「異文化を知る」と「人間とは何か」を探究する
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ります。何でも彼でもリスク（例えば、食、健康、環境問題、移民など

についての議論で）だとして除去・排除しようとする現代社会に警鐘を

鳴らしているように思えます。また、清浄と不浄、内部と外部などの境

界領域に注目した日本の民俗学者赤坂憲雄の『異人論序説』（ちくま学

芸文庫、1992年）や『排除の現象学』（ちくま学芸文庫1995年）

もおススメです。

２．『くらしのアナキズム』
　　松村圭一郎（著）、ミシマ社、2021年

　本書は、国家なき社会を研究してきた人類学者の視点から国家につい

て考える本です。著者は、「明日の朝、目が覚めて、日本という国がな

くなっていたら、どうする？」と大学の授業で問いかけるといいます。

国がない状況を想像したこともない学生たちは驚きます。強盗が起きて、

人々は殺し合い、大混乱が起きるのではないか、直感的にそう考えるの

かもしれません。ところがそんなこともないらしいということを、人類

学者は「未開社会」や近代国家の周縁に暮らす人達についての研究を通

して示してきました。デヴィッド・グレーバーという人類学者は、調査

先のマダガスカルの街で無政府状態を経験したらしいのですが、彼は半

年間もそれに気づかなかったらしいです。本書はそんなエピソードから

始まります。

　アナキズムという本のタイトルから、革命や反逆をイメージするかもしれ

ませんが、この本では歴史上の著名なアナキストたちが紹介されているわけ

でも、革命による国家転覆を呼びかけているわけでもありません。むしろ、

本書はそうした暴力的なイメージからは程遠い相互扶助について描かれて
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います。国家や支配的な権力と向き合って、自分たちの暮らしを自分たちの

手で助け合いながら守ってきた、名もなき人々が主人公です。

　本を通じて、著者が言いたいことはとてもクリアです。今、日本に住む

私たちは、政府や行政といった、大きな仕組みや制度に自分たちの生活を

ゆだねすぎてはいないか。そのことは、だれかが決めた規則や理念に無批

判に従うこととつながっているのではないか、ということです。国家が私た

ちを幸せにしてくれるはずだから政府に従っておこうという考え方は、新型

コロナ感染症のパンデミックでも見られました。ルールだから、正しいから

と、いろんな問題に目をつぶろうとする。不満が溜まると、ルールを守って

いないように見える他人のせいにする。そういう生き方や思考から離れるに

はどうすればいいのでしょうか。著者は、人間が不完全であることを肯定

的に評価すること。そして、その不完全な者同士が、話し合ったり、配慮

し合いながらうまくやっていくような人々の営みを大切にし、そうしたささ

やかなつながりの場や関係を耕しておくことが大事だと結論づけています。

本書に出てくる、人類学者のジェームズ・スコットの『反穀物の人類史』

や『実践：日々のアナキズム』、デヴィッド・グレーバーの『負債論』や『ア

ナーキスト人類学のための断章』も手に取ってほしいです。また、こうした、

近代国家が理想とする自律的な人間像ではなく、依存し合いながら生きる

不完全な人間像という発想は、昨今、フェミニズム理論のケアの倫理など

にも新たな展開をもたらしていることも付け加えておきます。

３．『「その日暮らし」の人類学：もう一つの資本主義経済』
　　小川さやか（著）、光文社新書、2016年

　著者の小川さやかさんは、嘘や駆け引きが熾烈に繰り広げられるタン

「異文化を知る」と「人間とは何か」を探究する
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ザニアの路上で、自ら古着を売り歩きながら 500 人もの常連客を抱え、

その商売の仕組みや商人の生き抜き実践を詳細に民族誌に描きました。

『都市を生きぬくための狡知：タンザニアの零細商人マチンガの民族誌』

（世界思想社、2011年）でサントリー文学賞を受賞した新進気鋭の

人類学者です（5000 円以上する本なので、まず新書を読んで興味が出

た人は読んでみてください）。

　彼女はこの本の中で、アフリカ商人の Living for Today（その日暮ら

し）という生き方について書いています。今を生きるといえば聞こえは

いいですが、例えば、失敗しても誰かの稼ぎで食いつなぎ、最小限の努

力で生き、借金は返さず、法的に違法（でも社会的には許されている）

な商売で生計を立てるような生き方です。こういう人が親戚に一人でも

いたら、煙たがられること間違いなしでしょう。タンザニアではこうし

た生き方が一般的だそうです。しかも、Living for Today を前提として

組み立てられた経済は、現在、主流派の経済システムを脅かすほど拡大

しており、もう一つの資本主義経済として台頭しつつあります。それは、

国家の統計や記録にのぼらないようなインフォーマルな経済圏であり、

そこでは騙しや詐欺を含めた自由な市場取引が行われるのです。そこで

の彼らの生計実践の原理は、まず個人がバラバラで試しにやってみて、

稼げないとわかったら転戦する。誰かが儲けるとその商売の秘訣を皆で

共有する。しかし、同じ商売に同業者が殺到するため、1、2 年のうち

にたち行かなくなり、新たな市場や商品の開拓を繰り返すというもので

す。こうした生計実践は、零細商人たち自身が不確実性の高い混沌とし

た市場を生み出すことにつながっています。共同経営や組織化すれば、

コスト削減や確実性の向上は可能でしょう。しかし、彼らは組織化に意
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義を感じないメンタリティを持ち、むしろそのことがこの経済圏を活気

づけていると著者は言います。

　現在の日本社会では Living for Today とは真逆の生き方が指向され

ます。「今きちんと勉強して大学に行き、将来いい会社に就職しなさい」

と言われたことがある人は少なくないでしょう。今の行いが将来の安定

に直結するという考えは、未来のために現在を「犠牲」にした生き方で

す。未来は現在の延長線上にあるという直線的な時間観は決して普遍的

ではなく特定の場所と時代に生まれた価値観なのです。そもそも現在に

おいて将来のことは完全には予見できません。その代わり、私たちはで

きる限り将来の不利益を縮減するために、テクノロジーによる予測可能

性の精度を高めてきました。今や、将来のリスクの見極めと回避に努め

ることは当たり前のこととなっています（天気予報の降水確率が 100%

の日に傘を持っていかなかったら、バカにされるでしょう！）。そうし

た社会に息苦しさを感じている人も多いかもしれません。もちろん、日

本社会で Living for Today に生きることは難しいでしょう。しかし、

自分の生き方が当たり前ではないと気づくことだけでも大事です。人類

学には、このように自分の価値観を相対化してくれる本がたくさんあり

ます。もし本書を読んで、民族誌というものに興味が出たら、最近は面

白い民族誌がたくさん刊行されていますので、試しに以下のような本を

読んでみてください。『呪われたナターシャ：現代ロシアにおける呪術

の民族誌』　藤原潤子（人文書院、2010年）、『新宿二丁目の文化人類

学 :�ゲイ・コミュニティから都市をまなざす』　砂川秀樹（太郎次郎社

エディタス、2015年）。

「異文化を知る」と「人間とは何か」を探究する
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■碇陽子先生　紹介書籍

1．『汚穢と禁忌』
メアリ・ダグラス【著】、塚本利明【訳】、ちくま学芸文庫、
2009 年、1,500 円＋税
　第一章　祭祀における不浄
　第二章　世俗における汚穢
　第三章　レビ記における嫌忌
　第四章　呪術と奇蹟
　第五章　未開人の世界
　第六章　能力と危険
　第七章　体系の外縁における境界
　第八章　体系の内部における境界
　第九章　体系内における矛盾
　第十章　体系の崩壊と再生

２．『くらしのアナキズム』
松村圭一郎【著】、ミシマ社、2021 年、1,800 円＋税
　はじめに　国家と出会う
　第一章　人類学とアナキズム
　第二章　生活者のアナキズム
　第三章　「国家なき社会」の政治リーダー
　第四章　市場（いちば）のアナキズム
　第五章　アナキストの民主主義論
　第六章　自立と共生のメソッド
　　　　　――暮らしに政治と経済をとりもどす
　おわりに

3．『「その日暮らし」の人類学もう一つの資本主義経済』
小川さやか【著】、光文社新書、2016 年、740 円＋税
　プロローグ　Living for Today の人類学に向けて
　第一章　究極の Living for Today を探して
　第二章　 「仕事は仕事」の都市世界―インフォーマル経済

のダイナミズム
　第三章　 「試しにやってみる」が切り拓く経済のダイナミ

ズム
　第四章　 下からのグローバル化ともう一つの資本主義経

済
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　第五章　 コピー商品／偽物商品の生産と消費にみる Living for Today
　第六章　 〈借り〉を回すしくみと海賊的システム
　エピローグ　 Living for Today と人類社会の新たな可能性

「異文化を知る」と「人間とは何か」を探究する
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～「合成の誤謬」という話～
　大学に入った。統計を取ると、高卒で働くより大卒でそうした方が高

い生涯賃金を得られると言う。もちろん例外もある。統計の話なので、

結果としてこうなっているということに過ぎないが、それでも大学へ進

学するインセンティブとしては十分説得力がある。大学 4 年間はみんな

に与えられた自由な時間であるとともに、自分のこと、自分の周りのこ

と、そして「周り」をどんどん拡大して、自分の住んでいる街のこと、

国のこと、国際社会のことについて考えてみよう。

　国際政治は、まさにこの「周り」を大きく拡大させた内容を扱ってい

る。個人で良かれと思ったことが集団や国家といった「大勢の人」の集

まりになると、必ずしもうまく行かないことがある。こういうのを経済

の分野では「合成の誤謬」という。個人が節約をして貯蓄を増やしても、

国全体としては消費が滞り、経済全体が停滞してしまう。こういった状

態を回避しないといけない。みんなが大学に入学するということは、自

分が幸福になることはもちろんだが、その個人の幸福は社会全体と密接

に関連しているということであって、そういった「社会」や「世の中が

どう成り立っているか」について勉強することこそが、大学に進学した

ことの理由になるだろう。

パワー・バランスの変容と国際秩序を考える
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　私の教える国際政治学もその典型である。私は長い間授業で、日本の

学校では習わないことが二つあると言ってきた。第一は、防衛や安全保

障の重要性。第二は、おカネの稼ぎ方である。

　最初の点について、戦争や紛争は、あるよりない方がいいに決まって

いる。しかし、それをどうやって実現するか。日本は憲法 9 条で武力の

保持・行使を禁じている。自分の国の武力保持の話は、字面を見れば自

国民で決められる課題である。しかし、自国以外の国の軍事力まで憲法

9 条で制限できるわけではない。世界全ての国が一斉に軍事力を制限で

きれば論理上は可能だが、そんなことは起きないだろう。では、自国の

安全を守りながら、どうやって国際社会全体の平和状況を作り出すか、

そういう国際社会全体のことを考えるのが、国際関係の出発点である。

１．ジョセフ・ナイ『国際紛争―理論と歴史』有斐閣、2017年
　私が明治大学に赴任したのはもう 25 年ほど前のことであるが、ちょ

うどその頃本書の英語版が出版され、外書研究で最初の 1 年か 2 年これ

を使った記憶がある。その後、この邦訳が出版された。Windows も

iPhone もどんどんバージョンが変わるが、この本もすでに第 10 版を超

えた。アメリカの知的財産はこうやって金儲けするのだ。

　この本は初学者にも、ある程度国際政治を学んだ人にも役立つ。「理

論と歴史」という副題が付いているように、最初は導入部として簡単な

理論が紹介され、それを現象に当てはめるとどのような解釈ができるか

について述べられている。人間の歴史は「戦争の歴史」であったことも

事実だが、「やらなくて良い戦争を、本当にやらないように、また犠牲

者が少なくて済むようにするにはどうした良いか」を模索してきた歴史

パワー・バランスの変容と国際秩序を考える
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でもあった。国際協調がなぜ裏切られるか、戦争に正義はあるのか、主

権国家体制はいつ頃どうやってできたのか、といった基本的な問題を解

説しているのが本書である。バージョンが新しくなるに従って、第 7 章

以降が加筆修正されている。私のゼミでは入室して最初に読む本として、

ここ 20 年ばかりこれを挙げている。

　ジョセフ・ナイも、もう 80 歳を超えた。カーター政権の頃から political 

appointee として次官補等要職を歴任し、最近まで公共政策大学院の院長

職にあった。ソフト・パワーとか、スマート・パワーとか形容詞付きの用

語を作ったのも彼である。最近では、中国のことをシャープ・パワーと呼

ぶらしい。かつてジョージ・W・ブッシュ大統領は、アメリカを批判する

欧州諸国を「古いヨーロッパ」と呼んだが、シャープ・パワーは、ナイの

言葉ではない。誰が最初に使ったか調べるだけでも、国際関係についての

理解が深まるだろう。

２．�鈴木健人・伊藤剛編著『米中争覇とアジア太平洋―関与と
封じ込めの二元論を超えて』有信堂、2021年

　私がアメリカ留学から帰ってきた 1997 年、中国の GDP は日本の 5

分の 1 程度であった。あれよあれよという間に中国は経済成長し、今や

日本の 3 倍程度の経済規模である。2009 年 1 月にオバマ大統領が就任

したとき、中国の GDP は米国の 3 割くらいだった。しかし、オバマ大

統領とトランプ大統領の 12 年過ぎて、現在のバイデン大統領に就任す

る際には、それが 6 割を超えてしまうくらい、米中間の経済規模は全体

として近接するようになった。

　なので、中国は最近頭を下げなくなったのである。かつては「韜光養
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晦」と言って、自らの孤立を避けるために自分たちの主張は強く展開し

なかったが、今は「戦狼外交」と言って唯我独尊、中国の主張を理解し

てくれない国には脅しを込めた好戦的用語を用いて非難を続けている。

なので、「刺々しい」意味も込めて、中国のことをシャープ・パワーと

呼ぶことが最近見られるようになった。

　このような米中対立の機運が高まる中で、米中関係と日本の対応を吟

味したのが本書である。このような「封じ込め」アプローチに対して、

いや中国は経済的に重要なパートナーなんだという主張も古くからあっ

て、これを「関与」アプローチと言っていた。実際には、「封じ込め」

と「関与」とが混合して存在しているのが現実であろう。本書は、私が

企画立案し、日本の中堅若手の研究者に執筆をお願いした論文集である。

　近年、日本の対中政策は、QUAD や AUKUS のように封じ込め戦略

に傾きつつある。あの「正しいのは自分で、周りは間違っている」式の

外交を中国が行う限り、その傾向は強くなる一方だろう。もっとも、オー

ストラリアと中国との関係はここ数年最悪であるが、その結果中国企業

はアメリカと新しい業務提携を進めている。日中関係も同じようなこと

が起こらぬことを願うばかりである。

３．�納家政嗣・上智大学国際関係研究所編『自由主義的国際秩
序は崩壊するのか―危機の原因と再生の条件』勁草書房、
2020年

　この本は、難しい。初学者が読むには、かなり読みごたえがある。上

智大学国際関係研究所メンバーによる論文集である。日本の国際関係研

究は戦後の団塊の世代が大学進学する頃から多くの学部や研究所ができ

パワー・バランスの変容と国際秩序を考える
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始めたが、戦後最初の日本国際政治学会理事長は、明治大学の教授であっ

た。上智大学はその昔今ほどの難関大学でなかったが、国際関係研究所

を創設してから評判が良くなった。企業の人と話をすると、グローバル

展開している方が国内市場だけを相手にしているよりも収益は高いとの

こと。確かにそうだろう。日本は人口減少社会だが、世界的には真逆で

ある。必然的にグローバル化に舵を切ることがサバイバル戦略を取るこ

とになるのだろう。

　このグローバル化は、人、モノ、カネが国境を超えて動くことを意味

するが、当然人は生活基盤の不安定なところから裕福なところに移動す

る。移動した結果、人種、民族、生活様式等、自分とは「違う」人と同

居することとなる。「人類、みな兄弟」で宇宙船地球号となれば良いが、

現実はそう行かない。自分よりも安い賃金で働く人がいて、その人に仕

事を奪われる。自分がこの土地にはずっと長く住んでいるのに、こんな

社会にしたのは誰だ、となる。世界中から外国人がやって来るから、ア

メリカもイギリスも高等教育の授業料が高くなる。オバマ大統領が大統

領になったときにやっと student loan を返済し終えたという話があっ

たように、良い仕事を得るための投資として高等教育は高額になり過ぎ

た。今や、住居も、エネルギーも物価がどんどん上昇している。頑張っ

て勉強しても、自分の収入は伸びない。それでも頑張らねばと考える人

と、どうせ頑張ってもダメなら既存社会を壊した方がいいのだと考える

人と、両者の分断は激しくなる。

　結果、第二次世界大戦後長く続いた「リベラル」な社会が変わり始め

た。アメリカは民主主義の伝道者であり、「世界の警察官」であった。

しかし、リベラルと思われた社会は、Black Lives Matter や Rust Belt
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地域で暴動が起こり、世界の警察官はアフガニスタンやイラクを滅茶苦

茶にした上に撤退し、誰の手を頼りにしていいのか分からない不安な状

況が展開している。リベラルな国際秩序はいったい何の役に立つのか、

という疑問から本書は執筆されている。

　中国は一党独裁の権威主義体制だが、中国の行う国際協力を擁護する

国が多いのも事実だ。「民主主義では食えない。中国からの経済協力が

大事だ」とばかりに、台湾から中国に国家承認をスイッチする国も増え

ている。人類は王制を打倒し、議会を開催し、選挙を実施、生活権と社

会権とを考え、一人一人の幸福が実現できる社会を目指してきたはずだ。

しかし、自由、平等、民主主義といった「理念」でどうやって食ってい

くのか、その国際ガバナンスが問われている。

～さいごに～
　最後に、もう一つの経済の話をしたいと思ったが、もう紙面が尽きた。

これ以上の話は、学部 3～4 年履修の国際政治学の授業にしよう。自分

の将来のことと同時に、社会全体のことを「誤謬」でなく、「幸福」実

現のために勉強してほしい。若者には「将来」がある。明治大学のスロー

ガンは「前へ」だが、前に進むにも決意とエネルギーが要る。

　大いに読み、大いに語り、多くの人と知り合う、そんな大学生であっ

てほしい。でも、世の中は良い人ばかりでない。関東には、日本の全人

口の 3 分の 1 が集まっている。そこで、「色々な人」がいることを知る

ことから始めてみよう。

パワー・バランスの変容と国際秩序を考える
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■伊藤剛先生　紹介書籍

１．�ジョセフ・ナイ『国際紛争―理論と歴史』有斐閣、
2017年。

　第 1 章　世界政治における紛争と協調には一貫した論理があるか？
　第 2 章　紛争と協調を説明する──知の技法
　第 3 章　ウェストファリアから第一次世界大戦まで
　第 4 章　集団安全保障の挫折と第二次世界大戦
　第 5 章　冷戦
　第 6 章　冷戦後の紛争と協調
　第 7 章　現在の引火点
　第 8 章　グローバリゼーションと相互依存
　第 9 章　情報革命と脱国家的主体
　第 10 章　未来に何を期待できるか？

２．�鈴木健人・伊藤剛編著『米中争覇とアジア太平洋―関
与と封じ込めの二元論を超えて』有信堂、2021年

序論　　本書の課題と構成
第 1 部　アジア太平洋リバランスと日米関係
　第 1 章　日本の国家アイデンティティと戦略的課題
　第 2 章　 さまよえるエンゲージメント――ロバート・ロスの議

論を追って
　第 3 章　 1970 年代における日本の核武装論の戦略的思考――日

米同盟の作用と日本の政策的選択のバランス
第 2 部　中国をめぐる戦略環境
　第 4 章　台頭する中国の多元化と対日外交
　第 5 章　オバマ政権における台湾への戦略的曖昧政策――リバランスからの新アプローチ
　第 6 章　アメリカの同盟関係から見る対中国政策の変遷
第 3 部　中国の経済発展と日本の人的交流の一側面
　第 7 章　 世界経済におけるアメリカと中国の戦略――アメリカの TPP 離脱は本当に有効

な戦略か？
　第 8 章　国際共産主義運動と邦人抑留から考える日中交流人口の今後
第 4 部　コロナ禍とインド太平洋の国際環境
　第 9 章　コロナ禍とアジア太平洋の安全保障環境
おわりに
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３．�納家政嗣・上智大学国際関係研究所編『自由主義的国
際秩序は崩壊するのか―危機の原因と再生の条件』勁
草書房、2020年。

第 I 部　序論
　第 1 章　「ガラス細工」のリベラルな国際秩序
　第 2 章　自由主義的国際秩序――その思想的背景と危機
第 II 部　国際公共圏と自由主義的秩序
　第 3 章　リベラルな国際秩序と国連
　第 4 章　 内なる危機？――国境管理の国際協力とリベラル国際

秩序
　第 5 章　北極ガバナンスと規範形成――大国間紛争という幻惑を越えて
　第 6 章　自由主義的国際秩序と平和構築――日本の役割を中心に
第 III 部　主要国の国内過程と国際秩序戦略
　第 7 章　 トランプ政権の対中政策――「自由主義的国際秩序の危機」の象徴か、「理念外

交」への回帰か
　第 8 章　現代中華世界の自由民主と「社会的想像」試論――中国、台湾、香港 
　第 9 章　日本における政治改革と安全保障
　第 10 章　GATT ラウンド交渉における多角主義の盛衰
　終章　自由主義的国際秩序と米中関係
あとがき
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　君たちの多くが一番よく知っている政治は、日本政治だろう。現代日

本政治の歩みは、はっきりいって自民党政治史だ。だから、戦後の日本

政治の概要をつかみたいならば、自民党政治のこれまでをまとめた本を

読むといい。

１．『歴史劇画 大宰相』（1〜10 巻）
　　 さいとうたかを（著）（戸川猪佐武・原作）、講談社 + α文庫、1999 年

　もうしわけないが、いきなり漫画だ。

　1955 年からほぼ自民党は政権の座にあったけど、出来たばかりの自

民党や高度経済成長期の自民党、バブルが崩壊した前後の自民党は、君

たちが今の自民党をみてイメージしている政党とはそれぞれ同じところ

もあれば違うところもある。どうちがうのか。そして、それはどうして

変っていったのか。

　まるで昔の自民党のイメージがつかめない、とか、もっと手軽に自民

党史を知りたい、という人にはこの漫画がおススメだ。原作者の戸川猪

佐武が早くに亡くなったこともあって、中曽根政権前後で終わっている

のは残念なところだが、第二次世界大戦後から戦後の混乱期を経て自民

党という政党ができていって、高度計再成長を迎えていく中での自民党

日本政治を読み破れ

木　寺　　　元
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史を手軽に理解することができる。自民党、と明示していないけれども、

80 年代〜90 年代の「自民党的な政治」あるいは「自民党的な選挙」の

イメージを漫画でつかみたいならば、ケニー鍋島・原作、前川つかさ・

作画の『票田のトラクター』シリーズを読んでも面白いかもしれない。

こちらはあくまでフィクションだけれども。

　戦争が終わってから自民党ができるまでは、10 年ある。この時期は

社会や経済と同様、政治も混乱期であった。占領下という時期も長く、

案外理解することが難しい時代でもある。2016 年 9 号から 2017 年 27

号まで週刊モーニングで連載されていた、大和田秀樹（2017）『疾風

の勇人』（1-7）講談社は、焦土と化していた終戦直後の日本にあって

高度経済成長を推進した政治家・池田勇人を軸に戦後史を描く作品。残

念ながら、池田自身が首相になる前に連載は終わってしまったのだが、

とっつきづらい時代を舞台とした作品である。Kindle 版もあるので通

学の合間や息抜きにでも。

２．『二つの政権交代』
　　竹中治堅（編）、勁草書房、2017 年

　漫画で空気が掴めたら、中北浩爾（2014）『自民党政治の変容』

NHK ブックスはその見方を教えてくれるだろう。それでもっと学問的

に、なんで自民党は長期政権を実現できたかを解明したい、と思ったら、

M・ラムザイヤー、F・ローゼンブルース（川辺裕幸、細野助博（訳）、

加藤寛（監訳））（1995）『日本政治の経済学 政権政党の合理的選択』

弘文堂、建林正彦（2004）『議員行動の政治経済学：自民党支配の制

度分析』、斎藤淳（2010）『自民党長期政権の政治経済学』勁草書房な

日本政治を読み破れ
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どが定評のある自民党政権の研究本である。ちょっと難解かもしれない

が、政治学で政治を分析する醍醐味を味わってほしい。1 年生で全部理

解できなくても大丈夫だ。2、3、4 年生で分かればいい。なんだったら、

卒業して何気なく手に取ってみて「こういうことだったのか！」と思う

こともあるだろう。自分の成長とともに少しずつ理解できればよい。こ

れらの本にはそれだけの価値がある。

　民主党政権以降については、選挙に関して、出井康博（2010）「民

主党代議士の作られ方」新潮新書、政権についての証言集でいえば、薬

師寺克行（編）（2012）『証言　民主党政権』岩波書店、山口二郎・中

北浩爾（編）（2014）『民主党政権とは何だったのか　キーパーソンた

ちの証言』岩波書店　などなどである。やや高度だが、民主党政権を多

方面から分析した政治学の論文集としては、伊藤光利・宮本太郎（編）

（2014）『民主党政権の挑戦と挫折』日本経済評論社などがある。君

自身がゼミで民主党政権を研究するというのもアリだ。

　そして、民主党政権とその後の自公連立政権について、共通点と差異

について分析したのが竹中治堅（編）（2017）『二つの政権交代』勁草

書房、だ。全く違うように見えるかもしれない民主党政権と、第二次以

降の安倍政権。しかし、案外、民主党政権前の自民党政権よりも、政策

が近いところもある。もちろん、違うところもある。外交、安全保障か

ら子育て支援など、様々な政策領域を比較した本。なお、恐縮なことに

私も「消費税」を巡る過程で一つの章を書いている。
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３．『日本帝国と大韓民国に仕えた官僚の回想』
　　任文桓（著）、草思社、2011 年

　政党政治から現代政治の理解に入っていくのが難しい場合は、個人か

ら入るというのも手である。どんなに偉い政治家や官僚だって、君たち

と同じ若者だった頃もあるわけで、そういう彼らが自分たちと同じ歳の

頃どこにいて何を思い、なぜ政治や行政の道を歩みに至ったのか、を知

ることは、別に政治に興味が無くたって人生の先輩として関心を持ちや

すいだろうし、自分の今後の生き方に参考になることだってある。

　ありがたいことに、現在ではオーラル・ヒストリーというプロジェク

トが積極的に進められている。オーラル・ヒストリーとは、元職・現職

の政治家や官僚経験者など存命中の主要な人物にインタビューして歴史

を語らせる、というものだ。（もちろん企業人や芸能人のものもある。）

　誰のオーラル・ヒストリーでも構わない。先ほど挙げた『歴史劇画 

大宰相』を読んで、興味を持った政治家のオーラル・ヒストリーを探し

て、あればそれを読んでみる，というのもいいだろう。私は、御厨貴、

中村隆英（編）（2005）『聞き書 宮沢喜一回顧録』、後藤田正晴（2007）

『情と理 - カミソリ参謀回顧録 -』（上・下）講談社 + α文庫や、御厨貴、

牧原出（編）（2012）『聞き書 野中広務回顧録』岩波書店、水野勝

（2006）『税制改正五十年―回顧と展望』大蔵財務協会などを楽しく

読んだ。

　あえてマニアックな（？）ものをおススメするとすれば、この本であ

る。どういう人であるかはタイトルに書いてある通りである。任氏は、

日本が韓国を併合する前の朝鮮半島に生まれた。ものすごく貧しい小作

農の、しかも次男であった。この彼が、その後たいへんな努力と様々な

日本政治を読み破れ
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人の支えによって、東京帝国大学を卒業し、高等文官試験（今で言えば

国家総合職）に通り、戦前の日本や戦後の韓国で官僚を勤め、李承晩政

権下では農林部長官（大臣）にまで上り詰めた。その彼の半世記は、そ

の時代時代の朝鮮半島や日本の社会の雰囲気、空気感を見事に表現して

いる。日本と韓国の間には、いまだに深い溝がある。その溝がなぜ生じ

たのか。それを知る一つの大きな手がかりになるだろう。僕らは、過去

の「事実」なるものを非常にしばしば現代の価値観で評価してしまう。

しかし、当時の価値観は今と同じとは限らない。また、技術的に現在可

能であることが過去においても可能であったとは限らない。歴史を知る

ためには、その背景にある社会的な文脈を理解しておく必要があるだろ

う。オーラル・ヒストリーや回顧録は、当人の人生だけでなく、僕らの

知らない過去の社会的な空気感を教えてくれる。

■木寺元先生　紹介書籍

１．『歴史劇画　大宰相』（1～10巻）
さいとうたかお【著】（戸川猪佐武・原作）、講談社＋α文庫、
1999 年、9,800 円＋税（全巻セット）
　第 1 巻　吉田茂の闘争
　第 2 巻　鳩山一郎の悲運
　第 3 巻　岸信介の強腕
　第 4 巻　池田勇人と佐藤栄作の激突
　第 5 巻　田中角栄の革命
　第 6 巻　三木武夫の挑戦
　第 7 巻　福田赳夫の復習
　第 8 巻　大平正芳の決断
　第 9 巻　鈴木善幸の苦悩
　第 10 巻　中曽根康弘の野望
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２．『二つの政権交代』
竹中治堅【編】、勁草書房、2017 年、3,300 円＋税
　序章　　政権交代は何を変えたのか
　第 1 章　農業政策
　第 2 章　電力システム改革
　第 3 章　コーポレート・ガバナンス改革
　第 4 章　子育て支援政策
　第 5 章　消費税増税
　第 6 章　対外政策
　第 7 章　防衛大綱改定
　第 8 章　憲法解釈の変更
　終章　　安倍政権と民主党政権の継続性

３．『日本帝国と大韓民国に仕えた官僚の回想』
任文垣【著】、草思社、2011 年、2,800 円＋税
　第 1 章　明滅する星に守られて
　第 2 章　大望なき星雲の志
　第 3 章　目高が鯉に成りはしたが
　第 4 章　深淵上の曲芸
　第 5 章　三度、四度、五度目の国籍変更
　第 6 章　乱世の理、政治の非理
　第 7 章　余禄

日本政治を読み破れ
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　政治学というのは、私たちがどうしたらより良い生活ができるのか、

それを具体的に考える学問であって、だからこそ、政治学は飛び切り面

白いのである。私たちは、共に集団の中で生きている。そして様々な集

団のレベルの中で、とりわけ国家という枠組みが際立って大きな意味合

いを持っている。私たちはその国家の中で、税金を集めて、私たちの日

常生活を快適にするよう、具体的にその使い道を決めている。さらには

他国とどう付きあうのか、その繋がりを模索する。そのようにして世界

はでき上がっている。私たちはその世界が今までどんな風に展開して来

たのか、その歴史を知り、現在どうなっているのか、それを解釈し、そ

してそれをどういう風に持って行くべきなのか、皆で考えたいと思う。

１．『問題は英国ではない、EUなのだ―21世紀の新・国家論―』
　　エマニュエル・トッド（著）、文春新書、2016年

　それぞれの国の人口、出生率、家族制度、国民性から政治と経済の未

来を考える。

　2016 年の国民投票でイギリスは EU 離脱を選んだのだが、まずそれ

はしばしば言われるように、その年のトランプ大統領の選出と同じく、

政治学　世界を解釈するだけでなく、どう変
えるのか、それを考えるのが政治学の仕事だ

高　橋　一　行
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典型的なポピュリズムと見なすべきものなのだろうか。トッドに言わせ

るとそれは間違いである。第一に、イギリスは元々EU に属しながらも、

EU から距離を置き、むしろアメリカを中心とする英語圏の一員、ない

しはかつての盟主である。第二に、以下に述べる理由で、イギリスの

EU 離脱は賢明な政策である。つまり離脱すべくして、離脱を選択した

のである。しかもそれを主導したのは、保守党の一部のエリートたちで

あり、従って今回の投票行動を、エリートに対する大衆の感情の発露で

あるポピュリズムと捉えるべきではない。

　では、その EU 離脱をむしろ望ましいと考える理由とは何か。それは

まさしく移民の受け入れの問題なのだが、トッドは、もちろん、移民排

除を主張するのではなく、移民は受け入れるべきであるという立場を取

りつつ、しかしまずドイツ、イギリス、フランスの 3 国を考えた場合、

それぞれの国民性の違いを考えるべきであると主張する。つまりドイツ

人は権威主義的であり、しかし実際には日本と同じく、現代においては

父親の権威が保証されないので、出生率は低くなる。それに対して、イ

ギリス人は自由主義的個人主義で、フランス人は平等主義的個人主義で、

出生率は高い。そういう移民を受け入れる側の国民性とその国の状況が

異なる。そこに加えて、入って来る人たちも異なり、ドイツには、かつ

てはトルコ人が多く来て、今はシリア人が押し寄せる。フランスには北

アフリカから多く来る。イギリスは、この数年は、EU 域外からの移民

の制限に成功していて、しかし、EU 域内、特にポーランドあたりから

たくさん入って来る。そうすると、それらの人々をどう受け入れるべき

か、その対策が異なるはずである。つまり国別に、移民対策をしなけれ

ばならないのに、実際には、EU 全体で移民を受け入れるべきだという

政治学　世界を解釈するだけでなく、どう変えるのか、それを考えるのが政治学の仕事だ
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主張がなされる。それはやはり功を奏さず、ここでは国家の役割が重要

で、EU 全体ではうまく機能しない。移民の増大は、EU の機能不全を

露呈させてしまったのである。そのように主張される。

　本書は、その国の人口、出生率、家族制度、国民性を重視し、イデオ

ロギーから考えていると見落としてしまう盲点をうまく解明している。

また移民の増大、イギリスの離脱に揺れる EU の問題は、EU という特

定の地域のものではなく、まさしく私たちに国家とは何か、国家の役割

はどうあるべきかという根源的な問い掛けをするものである。

２．『ポスト資本主義―科学・人間・社会の未来―』
　　広井良典（著）、岩波新書、2015年

　超長期的な視点で政治を考えることの重要性を指摘する。

　政治学を歴史的に振り返る、つまり政治史だとか、政治学説史の講義

だと、主権概念がどのように成立し、フランス革命に繋がったのかとか、

宗教改革がどのようにイギリスに影響を与えて、ピューリタン革命や名

誉革命をもたらしたのかということが議論され、それはそれで重要な話

なのだが、著者がこの本で提出するのは、もっと長期的な視点である。

人類は第一のサイクルとして約 20 万年前に狩猟採集を始め、やがて第

二のサイクルとして、約 1 万年前に農耕を始める。さらに第三のサイク

ルとして、300 年前から産業革命を始める。今私たちは、この第三のサ

イクルの成熟期にいる。つまりこの 300 年、拡大、成長を続けて来て、

ここに来て、定常化の時代を迎えている。そしてこの第三のサイクルに

おける拡大、成長の時期は資本主義の展開と重なり、そして今私たちは
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その成熟、定常化を迎えているということは、ポスト資本主義の時代を

生きているということに他ならないのである。

　それは世界人口の増大が終焉し、人口の高齢化の時代に突入したとい

うことでもある。そういう時代に資本主義がどのように変容し、それに

合わせて私たちはどのように生きて行くのかが問われている。これは政

治の問題である。私たちがどのように生きるべきか、その集団的な生き

方を決めるものこそ政治に他ならないからである。

　さらにそこから、いささか SF を読んでいるかのような感じを受ける

かもしれないが、遺伝学、ロボット工学の飛躍的な発展を受け、高度に

発達した人工知能が、私たちの意識にどのような影響を与えるかという

ことも議論される。個人の意識や記憶、感情等は、すべて情報化される。

そしてこのことと、社会全体が、情報化、金融化していることとが結び

付けられる。またその際に重要なのは、私たちの集団的意識の根底には、

自然や生命の次元があり、その考察を含めないとならないということで

ある。

　際立って大きな問題を提示している本である。しかし難点を挙げれば、

本書後半部で展開される、その対策はいささか凡庸だ。すなわち、社会

保障の強化、資産の再分配、地域コミュニティの活性化という対策案は、

今や誰もが指摘することに他ならない。しかしふたつのことは言える。

問題というのは、提起されたときに、半分は解決している。つまり重要

なのは、問題提起なのだと言うことはできる。ふたつ目は、実際に対策

は難しく、誰もがここに書いてある程度のことしか、実は思い浮かばな

いのである。それは皆で今後考えて行くべきことなのである。

政治学　世界を解釈するだけでなく、どう変えるのか、それを考えるのが政治学の仕事だ
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３．『ベーシック・インカム―国家は貧困問題を解決できるか―』
　　原田泰（著）、中公新書、2015年

　人はなぜ働くのかという根源的な問題を突き付ける。

　ベーシック・インカムとは、国民全員に一率、例えば毎月 8 万円程度

のお金を支給するという制度である。これは究極の福祉であることは間

違いなく、すると賛成派からは、しかし財源はどうするのだという話が

出て、反対派からは、そんなことをしたら、だれもが怠けて働かなくな

る。経済成長が鈍化するという声が聞こえて来る。前者に対しては、し

かし、所得税か、消費税か、あるいは相続税かで十分賄えるという試算

があり、実際に様々な案があり、その気になれば十分現実的な話である

し、何より、今までは、生活保護の申請を受けて、その人が本当に保護

を必要としているのかどうか、審査をしたり、様々な手続きを経ること

が必要だったのに、それを一律に国民に給付するということであれば、

福祉に要する人件費は要らなくなり、かえって財政的には楽になるとい

う主張もある。また後者に対しては、そもそも人はなぜ働くのかという

根源的な問いを突き付けることになる。政治学というのは、そこまで考

える必要があるのではないか。

　ベーシック・インカム論者は、例えば今後の社会では、老人の福祉が

必要になり、しかも大半の老人は貧乏なのだから、そうすると、それを

税金で賄うと大変な経費が掛かり、むしろベーシック・インカムを国民

全員に出し、その上で、あとはボランティアで福祉をしたいという若い

人がたくさん出て来るだろうという、楽観論を展開する。つまり最低限

の生活が保障されれば、人は喜んで、金にならない仕事に従事するだろ
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うという訳である。しかしそれはどうだろうか。人は金のために働くの

ではないだろうか。そういったことを考えねばならない。さらに情報化

社会では、人は働かなくても良くなる。あるいは雇用は必然的に減る。

つまり、100 年前なら、多くの人が第一次産業に従事し、そこでは一日中、

田んぼの草むしりの仕事などがあり、人手不足ということはあっても、

雇用がないということはあり得ない。また 50 年前なら、製造業の仕事

は充実していて、終身雇用が保障されて、人は中卒、高卒で、生涯仕事

を保証されて働くことができる。しかし今や情報化社会で、第一次産業、

第二次産業に従事する人は少数で良く、また第三次産業で収入を得るこ

とができるのは、一部の高度な知識を持ったエリートか、営業の才能の

ある人に限られる。そうなると、そこでは一部の人にしか仕事はなくな

るのである。そういう時にどうするか。ベーシック・インカムしか対策

はないかもしれない。今や社会の大きな転換期における労働の意義を再

考すべき時なのである。

■高橋一行先生　紹介書籍

１．�『問題は英国ではない、EUなのだ―21世紀の新・国家論―』
�エマニュエル・トッド【著】、文春新書、2016 年、830 円 + 税
　1　なぜ英国は EU 離脱を選んだのか ?
　2　�「グローバリゼーション・ファティーグ」と英国の「目

覚め」
　3　ドッドの歴史の方法
　4　人口学から見た 2030 年の世界
　5　中国の未来を「予言」する
　6　パリ同時多発テロについて
　7　宗教的危機とヨーロッパの近代史

政治学　世界を解釈するだけでなく、どう変えるのか、それを考えるのが政治学の仕事だ
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２．『ポスト資本主義―科学・人間・社会の未来―』
広井良典【著】、岩波新書、2015 年、820 円 + 税
　序章　　人類史における拡大・成長と定常化
　＜第 I 部　資本主義の進化＞
　第 1 章　資本主義の意味
　第 2 章　科学と資本主義
　第 3 章　電脳資本主義と超資本主義 vs�ポスト資本主義
　＜第 II 部　科学・情報・生命＞
　第 4 章　社会的関係性
　第 5 章　自然の内発性
　＜第 III 部　緑の福祉国家／持続可能な福祉社会＞
　第 6 章　資本主義の現在
　第 7 章　資本主義の社会化またはソーシャルな資本主義
　第 8 章　コミュニティ経済
　終章　　地球倫理の可能性

３．『ベーシック・インカム―国家は貧困問題を解決できるか―』
原田泰【著】、中公新書、2015 年、740 円 + 税
　はじめに　ベーシック・インカムとは何か
　第一章　所得分配と貧困の現実
　第二章　ベーシック・インカムの思想と対立軸
　第三章　ベーシック・インカムは実現できるか
　おわりに　国家は貧困を解消できるか
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　皆さん、初めまして。現代社会心理学・心理学概論を担当している樋

口収です。政治経済学部に入学された皆さんは、もしかすると、心理学

には興味がないかもしれません（心理学に興味があれば、心理学部や心

理学科のある大学を目指したでしょうから）。では、なぜ政治経済学部

に心理学が置かれていて、心理学を学ぶことができるのでしょうか？そ

の理由は、心理学が政治学や経済学に（実は）密接に関わっているとい

うことにあります。2017 年のノーベル経済学賞が行動経済学者に与え

られたことは、その一つの象徴ともいえるでしょう。ですから、政治学

や経済学を学びたい皆さんにこそ、心理学も
4

学んでもらいたいのです。

　では、心理学はわざわざ学ぶ必要のあるものなのでしょうか？中には、

自分の気持ちや他人の気持ちはよく分かるから、学ぶ必要はないと考え

ている人がいるかもしれません。しかし、そう考えているなら間違いで

す。確かに、私たちは自分の気持ちが分かります。受験で合格して嬉し

いとか、大学に入って新しく友達ができるか心配だとか（だって、高校

時代の仲間は最高の仲間でしょうから！）、私たちは日常的に自分の気

持ちを知る（心理学では、アクセスすると言います）ことができている

ので、とくに自分の気持ちは良く分わかっていると思いがちです。しか

し、実はそうではありません。心理学の研究は、私たちが日頃アクセス

社会心理学
―私たちの知らない、隠れた心の働きを知る―

樋　口　　　収
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している心理（過程）は氷山の一角にすぎず、実際にアクセスできる心

理（過程）は非常に限られていることを「実証
4 4

」しています。言いかえ

れば、私たちの心は、その多くがアンコンシャス
4 4 4 4 4 4 4

（非意識的
4 4 4 4

）なのです。

ですから、この事実からだけでも「心理学を学ばなければ、人の心理は

分からない」と言えます。以下には、心がアンコンシャスネスであるこ

とを示した本を紹介します。これらの本の中には、自分たちが知らない、

心の働きがたくさんあります！

１．『第1感 :「最初の2秒」の「なんとなく」が正しい』
　　�マルコム・グラッドウェル（著）、沢田博・阿部尚美（訳）、光文社、2001年
　このブックガイドを読んでくれている皆さんの多くが、きっと子ども

の頃から「良く考えて行動しなさい」と言われてきたことでしょう。私

もそうです。このように言われる背景には、良く考えて行動した方が良

い結果が得られるという、一見当たり前の、暗黙の想定があります。し

かし、この想定は本当に正しいのでしょうか？

　この問いに対する社会心理学の答えは、正しいとはいえない、という

ものです。つまり、良く考えて行動することが必ずしも良い結果につな

がるわけではなく、良く考えずに行動した方が良い結果につながるとき

もあるのです。

　この本は、実際に起きた出来事や、実際に行われた社会心理学の研究

を例に挙げながら、上記の答え（なぜ良く考えて行動することが必ずし

も良い結果につながらないのか）について、分かりやすく丁寧に説明し

ています。たとえば、冒頭には、アメリカの美術館で実際に起こった、

1000 万ドルもの詐欺話が紹介されています。14ヶ月もの時間をかけて
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鑑定され、本物とされた 1000 万ドルの大理石像が実は偽物であったと

いうのです。しかも、それだけではなく、この像をみた「ある一部の人

たち」は「一瞬で」偽物であると看破したというのです。膨大な時間や

お金をかけて、良く考えられた判断が、ある人たちの瞬時の判断に劣る

というのはなぜなのでしょうか？

　こうした内容に興味がある人は、是非この本を読んでみてください。

この本を読めば、良く考えることが必ずしも良い結果をもたらすわけで

はないこと、また、私たちヒトは、自分たちが思っている以上に実は良

く考えずに判断・行動していて、それでも（いや、それだからこそ）上

手くいっていることが分かります。

　ただし、この本は社会心理学者によるものではなく、サイエンスライ

ターによるものです。もしこの本を読んで、こうした内容のことをもっ

と専門的に知りたいと思ったなら、『なぜ直感の方が上手くいくのか？:

「無意識の知性」が決めている』ギーゲレンツァー（著）小松淳子（訳）

インターシフトを読んでみてください。

2．『影響力の武器 : なぜ、人は動かされるのか　第三版』
　　�ロバート・B・チャルディーニ（著）、社会行動研究会（訳）、誠信書房、

2014年

　1. では最後に、私たちは自分たちが思っているほど（実は）考えては

いないという話をしました。そのような話をすると、すぐにでも、いや

（少なくとも自分は）考えているという人が出てきます。たとえば、商

品を購入するとき（とくに高額のものを購入するとき）などは、自分は

厳選していると思っている人も多いでしょう。たしかに主観的にはそう

社会心理学―私たちの知らない、隠れた心の働きを知る―
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かもしれません。しかし、自分自身は厳選しているつもりでも、本当は

（企業から）選択させられているとしたら…？

　改めて言うまでもなく、私たちは、他の存在（他者、企業など）と相

互作用をしており、互いに影響を与えあっています。このような影響は、

社会心理学では、社会的影響とよばれる領域で研究がなされています。

たとえば、大学の試験前になれば、ノートを貸して欲しいと友達に頼ん

だり、あるいは、貸して欲しいと友達から頼まれたりするようになるで

しょう。社会的影響の研究は、このようなとき、どのようにすれば相手

を承諾させやすいか、あるいは、自分が承諾しやすくなるのか、そのテ

クニックを明らかにしています（そのようなテクニックがあるとすれば、

企業がそれを使って、皆さんに上手く商品を購入させていることにも気

がつくでしょう）。本書は、こうしたテクニックなどを中心に、社会的

影響について論じたものです。この本を読めば、自分が今まで知らず知

らずのうちに誘導されていたことがよく分かります。

　なお、本書のもう一つの特長として、丁寧に実験・調査内容が書かれ

ていることが挙げられます。ですので、この本を読めば、伝統的な心理

学の研究法（の一部）が理解できます。丁寧に説明を加えている分、こ

こで私が紹介している他の本と比べて分厚くなっていますが、多くの人

が関心を持てる内容となっているので、恐れずに是非読んでみてくださ

い。

　最後に、もし本書を読んで興味が湧いたら、以下の本も是非読んでみ

てください。きっと面白いと感じるはずです。『インビジブル・インフ

ルエンス　決断させる力 : あらゆる行動を方向づける影響力の科学』

ジョーナ・バーガー（著）吉井智津（訳）東洋館出版社、『予想どおり
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に不合理 : 行動経済学が明かす「あなたがそれを選ぶわけ」』ダン・ア

リエリー（著）熊谷淳子（訳）早川書房

３．『ヒトの本性 : なぜ殺し、なぜ助け合うのか』
　　川合伸幸（著）、講談社現代新書、2015年
　ヒトとは善なる存在なのか、それとも悪なる存在なのか、この問いは

古くから哲学的問題として議論がなされてきました。哲学の流れを汲む

心理学もまた、この問題に取り組んでいます。

　ところで、心理学では、こうした種々の問題に対してどのようにアプ

ローチしているのでしょうか？心理学を少しでも学んでいれば、成人に

対して実験や調査を実施し、得られたデータを統計学的に分析するとい

うことは知っているかもしれません。しかし、近年の心理学は発展著し

く、上記のような伝統的なアプローチを超えて、多様なアプローチで心

理学的問いを追究しています。

　本書は、その一端を分かりやすく示してくれています。本書で紹介さ

れている研究は、成人を対象とした研究の他に、乳幼児の研究、ヒトの

近縁種であるチンパンジーを始めとした動物の研究、脳やホルモンなど

といった神経生理学的研究など、多岐に及んでいます。たとえば、私た

ち大人は、お互いが助け合って生きていて（誰も助けず、誰からも助け

てもらっていない、などという人はいないはずです）、助け合いを可能

にする心理的基盤を持ち合わせていますが、乳幼児や動物は果たして

持っているのでしょうか？その答えは本書に譲りますが、現代の心理学

はこうした様々なアプローチを通じて、ヒトの心理的基盤やその起源に

迫っています。

社会心理学―私たちの知らない、隠れた心の働きを知る―
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　なお、本書の著者は比較認知科学が専門で、主に（ニホンザルなどの）

動物の研究から、ヒトの心にアプローチをしています。私たちは、とも

すると、ヒトもまた動物であるという視点を忘れがち（あるいは、ヒト

は他の動物に比べて圧倒的に優れていると思い込みがち）ですが、現代

の心理学の研究を知れば、そのような偏見はなくなり、また、ヒトとは

どのような存在なのか、新しい視点から考えることができるようになる

でしょう。

　最後に、もし本書を読んで興味が湧いたら、以下の本も是非読んでみ

てください。きっと楽しめると思います。『コワイの認知科学』川合伸

幸（著）新曜社、『モラルの起源 :�実験社会科学からの問い』亀田達也（著）

岩波新書

■樋口収先生　紹介書籍

１．『第1感 :「最初の 2秒」の「なんとなく」が正しい』
マルコム・グラッドウェル【著】、沢田博・阿部尚美【訳】、
光文社、2006 年、1,500 円 + 税
　第 1 章　「輪切り」の力 : ちょっとの情報で本質をつかむ
　第 2 章　無意識の扉の奥 : 理由はわからない、でも「感じる」
　第 3 章　見た目の罠 : 第一印象は経験と環境から生まれる
　第 4 章　瞬時の判断力 : 論理的思考が洞察力を損なう
　第 5 章　�プロの勘と大衆の反応 : 無意識の選択は説明でき

ない
　第 6 章　心を読む力 : 無意識を訓練する

２．『影響力の武器 : なぜ、人は動かされるのか　第三版』
ロバート・B・チャルディーニ【著】、社会行動研究会【訳】、誠信書房、2014 年、2,700 円
+ 税
　まえがき
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　第 1 章　影響力の武器
　第 2 章　返報性
　第 3 章　コミットメントと一貫性
　第 4 章　社会的証明
　第 5 章　好意
　第 6 章　権威
　第 7 章　希少性
　第 8 章　手っとり早い影響力

３．『ヒトの本性 : なぜ殺し、なぜ助け合うのか』
川合伸幸【著】、講談社現代新書、2015 年、760 円 + 税
　はじめに
　第 1 章　テレビ・ビデオゲームと暴力
　第 2 章　暴力を生み出す脳と遺伝子
　第 3 章　性と攻撃性——男性の暴力、女性の仲間はずれ
　第 4 章　ヒトはなぜ殺しあって絶滅しなかったのか？
　第 5 章　「身内」と「よそ者」
　第 6 章　他人を援助するヒト
　第 7 章　ヒトとは
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　すでにみなさんもご存じのとおり、いまや、グローバリゼーションは、

文字通り世界中を巻き込んで深化しています。一昔前にも、日本社会の

「国際化」が声高に叫ばれた時代がありましたが、当時の「国際化」と

現代の「グローバリゼーション」は、その規模・深さ・インパクトなど

において、大きく異なります。昔の「国際化」は、元気な人、外国語の

得意な人や大企業など、国際経験と国際感覚に恵まれた一部の人の「格

好いい」ものでした。しかし、今は違います。IT 技術に代表される現

代の技術は、私たちの住む世界を本当に大きく変えました。特に少子高

齢化・人口減の社会で生きてゆかねばならぬ私たちにとって、グローバ

リゼーションへの対応は、好むと好まざるに拘らず、待ったなしの課題

です。「地方創生」、地方の経済や中小企業振興も、そして私たちの住む

コミュニティーや子育て・介護の問題も、この枠組みで考える必要があ

る、そしてそこにこそクリエイティブな解決法が潜んでいるかもしれな

い時代となりました。「グローバル人材」はもはや全く他人事ではあり

ません。

　そこで、ここでは、日本の地域の問題を考える際にも鍵となりうる、

実は身近な「グローバル」の本を紹介したいと思います。今や日本経済

を考える際に切り離すことは全く不可能なアジアの経済に関するもの

身近な「グローバル」について考えてみよう

堀　金　由　美
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（以下の１）、そして、そのアジアで、今、起こりつつある大きな変化

に関するもの（２）、さらには、国内の地域振興、地域おこしと国際協

力の接点に関するもの（３）、の３冊を取り上げます。

１．�大泉啓一郎　『消費するアジア―新興国市場の可能性と不
安』　中公新書　2011年

　この本のメインタイトルを見ると、「何だろう？アジアの消費にはあま

り関心はない……」と考える人も多いかもしれませんが、これは、著者

によると「アジア新興国で起こっていることを分析し、これから起こり

うることを議論する、そして日本経済も含めたアジア発展の新しいメカ

ニズムを考え直す作業」、つまりは日本から見たアジア経済論です。い

まや、日本企業にとって、生産拠点としてのみならず市場としても非常

に重要となったアジアでは何が起こっているか、そしてそれがどうして

日本経済にとって重要かといったことがわかりやすく説明されています。

　著者がメガ都市・メガリージョンと呼ぶアジアの豊かな都市部では、

すでに先進国と同レベルの生活を享受する中間層や富裕層が巨大な消費

需要を生んでいます。しかし彼らと都市労働者、そして農村住民との間

では大きな格差が広がっていて、そしてその格差は、大きな政治社会上

の不安・リスクとなっているのです。こうした状況が多くの図表や事例

などを通して提示され、最後には、このアジアが格差などの問題を克服

して先進国になることができるのか、また、アジアは高い技術を持つ「課

題先進国」日本にとって、どれだけ大きな可能性を秘めているか、それ

を生かすには何が必要かということを論じて結ばれます。新書版 200

身近な「グローバル」について考えてみよう
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ページ余りの中に若干理論的な説明もあり、アジア経済、そしてその日

本とのかかわりについて今まで改めて考えてみたことのなかった人に

とって、格好の入門書となるでしょう。アジアに興味のある人はもちろ

ん、特に興味はないと思っている人にも、今、必須の教養を身に着ける

ためにぜひお薦めしたい１冊です。

２．�西濵徹　『ASEANは日本経済をどう変えるのか』　NHK
出版新書　2014年

　さて、アジアの新興国の中で、「ネクストチャイナ」として、今、最

も注目を浴びているのが ASEAN（東南アジア諸国連合）の国々です。

この国々では対日感情も概して良好で、1970～80 年代以来、援助・貿易・

投資を通じて日本と緊密な経済関係を育んできました。昨今、急速な経

済成長により豊かになりつつあるこの 10 か国が、2015 年末には統合を

さらに深化させて ASEAN 経済共同体（AEC）を設立し、ここに人口

６億人を擁する巨大な市場が誕生しました。こうした事実を踏まえ、こ

の本では、ASEAN とは何なのか、どうして豊かになったのか、これか

ら大きな可能性を秘める地域はどこか、何が起こりそうなのか、リスク

は何か、ということを初心者向けにわかりやすく説明した上で、最後に

その ASEAN で日本はいかに戦うか、ASEAN 諸国とどう付き合って

いくべきかを考えています。

　著書も強調するとおり、ASEAN は文化・社会的にも、そして経済発

展の度合いにおいても極めて多様です。それぞれの国との付き合い方を

考えてゆくには、またさらなる勉強が必要でしょう。しかし、太平洋に
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面し、太平洋とインド洋をつなぐ人口６億の「若い」経済圏は、少子高

齢化の進む日本にとって、生産拠点としても消費市場としても非常に魅

力的です。今や、大企業だけでなく、地方の地場産業や農業、そしてイ

ンバウンドの観光産業も含めてすべての日本企業・事業者がグローバル

な視点で戦略を考える時代です。日本の「ご近所」で起きつつある大き

な変化に、ぜひ首を突っ込んでみてください。

３．�西川芳昭、木全洋一郎、辰己佳寿子（編）　『国境をこえた
地域づくり―グローカルな絆が生まれた瞬間』　新評論　
2012年

　さて、グローバリゼーションは、日本国内の状況をも変えつつありま

す。この本は、日本の農村・山間部の小さな村や町において、「地域お

こし」とは一見無関係と見える開発途上国への援助、国際協力が、実は

両立し、それどころか、互いに影響しあって有益な関係・絆を生みうる

ことを、そうした「グローカル」な４つの事例を通じて紹介しています。

詳細に紹介されるそれぞれの事例が、実際の自治体の経験として興味深

いことに加え、その経験を一般化して理論的に論じようとする編著者た

ちの説明にも、考えさせられることがあるでしょう。

　従来、地域の発展は基本的には地域固有の文化や伝統に根ざした「内

発的発展」でなければならないという立場をとってきた内発的発展論が、

もはや避けては通れないグローバル化の中で、「ソト」「よそ者」がいか

にして内からの発展を促すかということを説明しようとしています。内

発的発展論の理論を知らない読者もこの本の理論部を読むことに難しさ

身近な「グローバル」について考えてみよう
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はないとは思いますが、もし、わかりにくいと感じたときには、「内発

的発展論」について少々勉強してみると、非常にスッキリするかもしれ

ません。　

■堀金由美先生　紹介書籍

１．消費するアジアー　新興国市場の可能性と不安
大泉啓一郎【著】、中公新書（2011/5/25）

第１章　消費市場の拡大と高まる期待
第２章　メガ都市の台頭
第３章　�浮上する新しい経済単位―メガリージョン化するア

ジア
第４章　成長力は農村まで届くか
第５章　アジア新興国の政治不安
第６章　�アジアの持続的市場拡大の条件―新しい日本の立ち位置

２．ASEANは日本経済をどう変えるのか
西濵徹【著】、NHK 出版新書（2014/5/8）

第１章　ASEAN が日本経済を動かす
第２章　「大メコン川流域圏」が生産・物流を変える
第３章　なぜマレー半島の国々は急成長できたのか
第４章　超巨大市場で日本はいかに戦っていくべきか
第５章　ASEAN に「試練のとき」が忍び寄っている
終　章　これからの ASEAN との付き合い方

３．国境をこえた地域づくり―グローカルな絆が生まれた瞬間
西川芳昭、木全洋一郎、辰己佳寿子【編著】新評論（2012/3/22）

序　章　「地域」と「国際協力」を考える切り口
第１章　�国際協力が育む「絆」と「共生」―せせらぎ遊園の

まちづくり　滋賀県甲良町
第２章　�島と島を結ぶ地域づくり―人材育成を軸とした長崎

県小値賀町
第３章　�地域は「ソト」とのつながりをどのように活かせる

のか―山口県阿武町の選択
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第４章　�甘楽富岡から日本と世界を元気に―農家の誇りに触れたとき
第５章　�地域づくりの現場は国境をこえる―コミュニティ・ファシリテーション

の展開を目指して
第６章　国境をこえた地域づくりにおける「媒体者」の役割

　終　章　地域づくりの国際協働へ
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　何ごとも、まずは興味が湧かないと、うまくいかぬものです。

　「知りたい」「やりたい」「うまくなりたい」という感情が内面からほ

とばしれば、人は大抵のこと（すべて、ではない）は、なし遂げること

ができます。

　逆に、「仕方ない」「こんなはずじゃなかった」「早く帰ろう」などと思っ

ているうちは、いくら時間や労力をかけてもうまくいかず、まったく身

につきませんし、もちろん楽しめません。

　講義、飲み会、アルバイト、部活動、就職活動など、なんでもそうで

しょう。

　そこで紹介するのが、興味を突きつめた人たちによる 3 点の書籍です。

１．『ヘンな論文』
　　サンキュータツオ（著）、角川文庫、2017年
　政治学であれ、経済学であれ、あるいは他の学問分野であれ、基本的

に「何をやってもよい」のが大学です。

　いや、そうはいっても、結局、いわゆる「堅い、真面目な」研究をし

なくちゃいけないんでしょ？

　ごもっともな疑念ですが、さにあらず。

興味が湧いたら、とことんやるべし！

水　野　剛　也
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　文字どおり「何でもあり」、なのです。

　その証拠として紹介するのが、「学者芸人」が選りすぐったこの「珍

論文」集です。

　帯いわく、

　こんな研究アリですか？　今日も、どこかで、だれかが研究している！

　著者は、漫才コンビ「米粒写経」として活動しながら、大学院で言語

学を研究した経歴を買われ、大学でも教鞭をとる、異色のお笑い芸人です。

　その彼が、実際に刊行された論文のなかから、とくに「ヘン」な、い

や、「独創的」な作品を解説しています。以下に列挙するタイトルを見

ただけで、ワクワクしてきませんか？

　「傾斜面に着座するカップルに求められる他者との距離」

　「行動伝染の研究動向　あくびはなぜうつるのか」

　「男子生徒の出現で女子高生の外見はどう変わったか　母校・県立女

子高校の共学化を目の当たりにして」

　「オリックス・バッファローズのスタジアム観戦者の特性に関する研

究　元大阪近鉄バッファローズファンと元オリックス・ブルーウェーブ

ファンに注目して」

　「走行中のブラジャー着用時の乳房振動とずれの特性」

　「湯たんぽの形態成立とその変化に関する考察」

　興味さえあれば、こんな「研究」を大真面目にできるのが大学です。

興味が湧いたら、とことんやるべし！
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２．�『オンエアできない！　女ADマフネコ（23）、テレビ番
組つくってます』真船佳奈（著）、朝日新聞出版、2017年

　次は、教えているジャーナリズム、マス・メディアから。

　テレビ東京の新人 AD（アシスタント・ディレクター）が、仕事の悲

喜こもごもを率直、かつユーモラスに描いたマンガです。AD とは要す

るに、テレビ局で一番下っ端の、何でもやらされる、裏方の役職です。

　帯いわく、

　独自色を放つ人気番組を送り続けるテレビ東京、その人気番組の裏側

に潜む悲哀と笑いの数々。

　とかく明るく、楽しく、魅力に満ちた世界と思われがちなテレビ業界、

とくにバラエティ部門ですが、著者によれば、「華やかな日は 365 日中

15 日くらいなので、あとの 350 日はクッソ地味」だそうです。

　仕事場がぐちゃぐちゃで、あちこちで不潔なスタッフがごろ寝してい

たり、街頭インタビューで通行人にまったく相手にされなかったり（近

寄ってくるのは変人ばかり）、アイドルが乗る台車を独りで押したり。

しかも、しょっちゅう、怒鳴られる。

　とまあ、確かに大変そうなのですが、けっして「かわいそう」とは思

わせないのがミソです。それは、著者が自分で望んだ職に就き、かつ番

組づくりに関わっていることに手応えを感じているからでしょう。ご本

人の言葉を借りれば、「好き」なんですね。だから、テレビの仕事に、

自然と興味が湧いてきます。

　どんな研究・仕事にもいえることですが、「やりがい」はどこかに必
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ずあり、それさえ見つけることができれば、それなりに成果があがるし、

長つづきするものです。

　テレビに限らず、マス・メディアに関心のある人は政経にも少なくな

いはず（基礎マスコミ研究室への入室をおすすめします）。画面には映

らぬ業界内の事情もよくわかり、テレビの見方が奥深くなる一冊です。

３．『博論日記』
　　ティファンヌ・リヴィエール（著）、中條千晴（訳）、花伝社、2020年
　新入生の 1％くらいは、将来、大学院に進学し、研究の世界に足を踏

み入れるかもしれません。そんな、ごく一部の君たちにむけて紹介します。

　帯いわく、

　高学歴ワーキングプアまっしぐら！？な文系院生が送る、笑って泣け

る院生の日常を描いたバンド・デシネ。

　「バンド・デシネ」とは、マンガのことです。

　さらに帯いわく、

　「その研究、何の役に立つの？」「で、まだ博論書いてるの？」　世界

中の若手研究者たちから共感の嵐！

　主人公は、文学者フランツ・カフカに関する研究をこころざし、大学

院の博士課程にすすんだフランス人女性です。彼女が、博士論文を書く

興味が湧いたら、とことんやるべし！
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ために、ありとあらゆる辛苦を経て、最後の関門である口頭試問に臨む

までの話です。

　はい、ここはフランスではないし、文学部でもありませんね。

　でも、いわゆる「人文社会」の分野で博士号を取得した人（あるいは、

取得しようと奮闘している人）なら、「嵐」とまではいわなくても、「共

感」はできるはず。つまり、普遍性があるんです。

　自分はアメリカの大学院でジャーナリズムの歴史を専攻し、また日本

でも院生を指導しますが、場所や時代を超えて、研究者の卵の多くが経

験する「あるある」に満ちています。

　一つ、指導教官とすれ違う。

　一つ、何をしているのか、周囲からまったく興味をもたれないし、も

ちろん理解もされない。

　一つ、貧乏する。

　一つ、博士論文を書きはじめるまでが長い。

　一つ、部分にとらわれ、全体を見失う。

　一つ、独りよがりな研究発表をしてしまう。

　一つ、いまだ「何者でもない」自分に不安で仕方ないが、根拠のない

自信もある。

　一つ、とにかく、書けない。

　一つ、ひたすらに苦しいが、やめようとは思わない。いや、苦しいか

らこそ、やめられない。

　とまあ、こんな感じですが、なぜこんな苦行をするのかって？
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　それはね、きっと、理屈ではなく、興味をもってしまった。ただ、そ

れだけなんですよ。

■水野剛也先生　紹介書籍

１．『ヘンな論文』
サンキュータツオ（著）、角川文庫、2017 年、1,800 円＋税
　一本目　　「世間話」の研究
　二本目　　公園の斜面に座る「カップルの観察」
　三本目　　「浮気男」の頭の中
　四本目　　「あくび」はなぜうつる？
　五本目　　「コーヒーカップ」の音の科学
　六本目　　女子高生と「男子の目」
　七本目　　「猫の癒し」効果
　八本目　　「なぞかけ」の法則
　九本目　　「元近鉄ファン」の生態を探れ
　十本目　　現役「床山」アンケート
　十一本目　「しりとり」はどこまで続く？
　十二本目　「おっぱいの揺れ」とブラのずれ
　十三本目　「湯たんぽ」異聞
　Column.1　論文とはどんなもの？
　Column.2　小林茂雄先生訪問記
　Column.3　研究には 4 種類ある
　Column.4　塚本浩司先生訪問記
　Column.5　画像がヘンな論文たち
　Column.6　タイトルの味わい　研究者の矜持

２．�『オンエアできない！　女ADマフネコ（23）、テレビ
番組つくってます』

真船佳奈（著）、朝日新聞出版、2017 年、1,000 円＋税
　1　AD はつらいよ
　2　新人さんいらっしゃい！
　3　制作局だよ！　全員集合
　4　渋谷の中心で、愛をさけぶ
　5　着ルナンデス！
　6　逃げるは TV の役に立つ
　7　靄をかける少女
　8　勇者マフネコとインサートの島

興味が湧いたら、とことんやるべし！
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　9　You は何しに合コンへ？
　10　エンカの神様
　11　プロフェッショナル 1？　〜AD の流儀〜

３．『博論日記』
　ティファンヌ・リヴィエール（著）、中條千晴（訳）、花
伝社、2020 年、1,800 円＋税

75



政治経済学部ブックガイド― 経済学科 ―
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経済思想
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　� �倉　地　真太郎　（�108�）

グローバルな視野と経済学という学問
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日本経済史
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【執筆者紹介】

大高　研道（おおたか　けんどう）
　【主要担当科目】　協同組合学
　【現在の研究テーマ】　社会的排除問題に取り組む非営利協
同組織・社会的企業の研究
　【新入生へのメッセージ】
　大学で学ぶことの意義と目的は、多様な居場所と関係性の
構築を通して能動的に考える力を育むことにあります。多様
な他者との出会いや学びを通して多（異）文化理解を深め、
視野を広げてください。そのことは、自分が社会に存在する
ことの意味を見出せない「存在論的不安」をひとつの特徴と
する現代社会で生きる術を獲得する契機にもなります。

奥山　誠（おくやま　まこと）
　【主要担当科目】　経済思想
　【現在の研究テーマ】　世界恐慌期の経済政策思想
　【新入生へのメッセージ】
　ご入学おめでとうございます。皆さんには自由に時間が使
えるという「特権」があります。学生のうちにできるだけた
くさんの本を読んで下さい。小説、エッセイ、歴史書、哲学
書…。ジャンルを問う必要はありません。ここで紹介された
本を一冊ずつ読破していくだけでも相当な「知の蓄積」が得
られると思います。自らの知見を広げるためにも、事柄を論
理的に考える力を養うためにも、そしてまた良い文章を書く
力を身につけるためにも、読書は不可欠です。

奥山　雅之（おくやま　まさゆき）
　【主要担当科目】　地域産業論
　【現在の研究テーマ】　地域産業のグローバル化、繊維産業・
食産業の産地問題
　【新入生へのメッセージ】
　ご入学おめでとうございます。経営学は「組織を導く」た
めの学問ですが、政治経済学部で学ぶ政治学、経済学そして
社会学は「世の中を導く」ための学問です。政治情勢、国際
紛争、地域創生、雇用と失業、環境悪化など世の中の課題と、
これから大学で吸収する知識とを常に頭の中で結合させてみ
てください。課題と学びとの結合が自分を変える、さらには
世界を変える原動力になることでしょう。みなさんのさらな
る成長を期待します。
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小早川　周司（こばやかわ　しゅうじ）
　【主要担当科目】　金融論、金融政策
　【現在の研究テーマ】　金融のデジタル化と貨幣の将来像
　【新入生へのメッセージ】
　3 か国語を母国語に――英語＋アルファを自分のものにし
て世界に飛び立とう！

倉地　真太郎（くらち　しんたろう）
　【主要担当科目】　財政学
　【現在の研究テーマ】　北欧諸国・デンマークの財政
　【新入生へのメッセージ】
　ご入学おめでとうございます。やりたいことがあれば、何
でも挑戦して、何度も失敗してください。やりたいことがな
ければ、旅に出て、音楽を聴き、古典を読みましょう。

勝　悦子（かつ　えつこ）
　【主要担当科目】　国際金融論
　【現在の研究テーマ】　新興国の通貨制度と金融システム
　【新入生へのメッセージ】
　ご入学おめでとうございます。4 年間はあっという間です。
大学という場で、いろいろな人に出会い、いろいろな事を語
り合い、いろいろな本を読み、いろいろな事にチャレンジし
てください。あなたの大きな財産になります。大学の場だけ
で閉じるのではなく、広い世界にチャレンジしてください。

下斗米　秀之（しもとまい　ひでゆき）
　【主要担当科目】　経済史・国際経済史
　【現在の研究テーマ】　アメリカの移民政策、技術援助の歴史
　【新入生へのメッセージ】
　本を読んだら友人と語り合うと良いでしょう。同じものを
食べても人によってその感じ方が違うように、本にも多様な
読み方、捉え方があることに気づかされます。読書を通じて、
自分の世界が広がることを実感してください。

執筆者紹介
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髙橋　聡（たかはし　さとし）
　【主要担当科目】　経済原論
　【現在の研究テーマ】　グローバル化段階の資本主義経済
　【新入生へのメッセージ】
　みなさんは、法学部政治学科でもなく経済学部でもなく、
政治経済学部というわが国の大学でも数少ない学部に入学し
ました。ここでは政治・経済・行政・文化・哲学・言語など
様々な学問のスキルを身に着けることができます。学科や専
攻の国境を自由に越えてそのメリットを十分に生かすような
4 年間となることを願っています。

杉本　隆司（すぎもと　たかし）
　【主要担当科目】　社会思想史
　【現在の研究テーマ】　社会的信頼・信仰論からの社会思想
の再検討
　【新入生へのメッセージ】
　新入生の皆さん、入学おめでとうございます。高校とは違
い、大学では時間割や授業を自分で決めることができます。
でも先生や親から強制されないぶん「自由」ですが、自分で
自分を律しなければならないので決して「楽」ではありませ
ん。卒業までの四年間、勉強はもちろん、サークルにゼミに、
バイトに恋愛に（？）、何か打ち込めるものを見つけたら、「自
由」と「楽」をしっかり区別して有意義に過ごしてください。

末永　啓一郎（すえなが　けいいちろう）
　【主要担当科目】　開発経済学
　【現在の研究テーマ】　経済発展論、開発経済学、イノベー
ション論
　【新入生へのメッセージ】
　長いようで短い学生生活。充実した時間をお送りください。
興味を持った書物を乱読してみてもいいかもしれません。
　この「ブックガイド」で紹介している書物も、ぜひ手に
取ってみてください。
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中島　満大（なかじま　みつひろ）
　【主要担当科目】　社会科学方法論
　【現在の研究テーマ】　人口と家族の歴史人口学的研究
　【新入生へのメッセージ】
　科目と関係はないですが、山口つばさ『ブルーピリオド』
というマンガもおすすめです。

宮崎　イキサン（みやざき　イキサン）
　【主要担当科目】　国際経済学
　【現在の研究テーマ】　国際貿易における金融面の役割
　【新入生へのメッセージ】
　世間一般では読書家であることが良しとされており、私もそ
の点については同感です。しかし、例えば同じ1時間であるなら、
本を読むよりもYouTubeを観ていたい気持ちも大変良く分かり
ます。それでも本を読むことを皆さんに勧めたいのは、書物と
皆さん自身の想像力が織りなす世界は、決してYouTubeの画
面からは得られないからです。どんな本であれ、是非皆さんの
スタイルで書物を愛でることに挑戦してみてください。専門書を
読んで得た知識も、小説を読んで覚えたキザなセリフも、きっと
皆さんの血となり肉となるでしょう。

原　ひろみ（はら　ひろみ）
　【主要担当科目】　労働経済学
　【現在の研究テーマ】　日本の労働市場に関する実証分析
　【新入生へのメッセージ】
　みなさん、ご入学おめでとうございます。大学に入ったら
これをやろう、あれもやろうと胸を膨らませていると思いま
す。ぜひ、勉強もしてください。本もたくさん読んでくださ
い。すぐには成果が目に見えないかもしれませんが、みなさ
んの中に“栄養”として蓄積され、将来必ず、みなさんの人
生にプラスに働くはずです。

執筆者紹介
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藤本　穣彦（ふじもと　ときひこ）
　【主要担当科目】　食料経済学
　【現在の研究テーマ】　食と農のまちづくり、食と農の倫理
　【新入生へのメッセージ】
　経験は大事だ。旅は人生を豊かにしてくれる。出会いこそ
が人生さ。4 年間の自由な時間を、興味の赴くままに過ごす
ことができる、その入り口に立つ皆さんはきっとこんな言葉
を奉わることでしょう。では、なにをどのように経験すると
よいのか。よい経験をするにはセンスがいります。感情を捉
えたり、世界の見方を変えたり、見えないものを見るという
センス。「経験する」ことに注目して、そのセンスを磨くヒ
ントを紹介します。

平口　良司（ひらぐち　りょうじ）
　【主要担当科目】　ミクロ経済学・マクロ経済学
　【現在の研究テーマ】　経済成長論
　【新入生へのメッセージ】
　入学おめでとうございます。大学の 4 年間では勉強したり、
友人関係を深めたり、部活動を頑張ったり、本当にいろいろ
なことをすることができます。ただ、この 4 年間は長いよう
でいて、実にあっという間に過ぎ去ってしまうものです。私
自身はそのことをあまり意識せず過ごしてしまったために、
今になって後悔していることがいくつもあります。上手に計
画をたてるなどして、有意義な学生生活を送ってください。

日向　祥子（ひゅうが　しょうこ）
　【主要担当科目】　日本経済史
　【現在の研究テーマ】　生協産直事業の展開
　【新入生へのメッセージ】
　皆さんの「大学生活でやりたいことリスト」に読書を加え
ていただけたらと思います。本は「自分が知りたいこと」を
ピンポイントで教えてはくれない，素晴らしい媒体です。目
次や著者名で見当をつけ，「自分が知りたいこと」を「含んだ」
様々な本を渉猟してゆく過程は「自らよく考えること」を不
可避的に（！）伴います。その経験は，コンテンツそのもの
を超えて，論理的思考力や建設的批判能力までも与えてくれ
ることでしょう。
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盛本　圭一（もりもと　けいいち）
　【主要担当科目】　経済変動論
　【現在の研究テーマ】　法人税のマクロ経済分析、金融政策
委員会の制度設計
　【新入生へのメッセージ】
　大学時代の 4 年間は、長いようで短いです。取り組むべき
ことはいくつもあるのですが、その中で優先順位が高いこと
は、読書力を鍛えるでしょう。易しいものを多読する一方、
難しいものを時には一行に何時間もかけて読み込んでくださ
い。これは今しかできないでしょう。その価値は、早ければ
十年後には分かります。歳をとるのは、あっという間です。
後悔しないで済むよう、今すぐ始めましょう。

執筆者紹介
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１．『音楽の基礎』芥川也寸志著、岩波書店（1971年）
　我が家にはテレビがなかった。そのような日常にあったのは本と音楽

だった。そして、自然と音楽家（指揮者）を目指すようになった。音大

受験を諦めた高校三年の冬までは、ただひたすら「夢」にむかって歩ん

でいた。

　大きな挫折を乗り越えて（まだ少し引き摺りながら ･･･）、今、私はまっ

たく違う学問の世界で生きている。この歳になっても空想的な理想論を

語り、かつそれを信じている子どものような大人になってしまった私の

ような生き方をお勧めすることはできないが、それでも、やはり、一般

的に「ムダ」と思われる時間がどれだけ大切であったか、そのことを伝

えたいと思う。そのために、私にとってもっとも大切な本の一つである

本書を最初の推薦図書とさせていただいた。政治経済学部の学生諸君に

とってはまったく関係のないような本を題材とすることをお許しいただ

きたい。

　音楽はまず、静寂を美しいと認めるところから出発する、という語り

から本書は始まる。音を表現の手段とする音楽は、音を奏でてこそ、そ

の目的が完結する。しかし、それは「静寂」を否定するものではない。

「静寂は音楽の一部である」というメッセージは、どれだけきれいな音

協同組合学

大　高　研　道
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を出すか、どれだけきれいなハーモニーを醸し出すか、ということだけ

を追求し続けていた音楽少年の私には衝撃的であった。

　たとえば、フレーズの合間や演奏が終わった直後の一瞬の静寂を含め

て全てが音楽であるという説明は説得的である。また、本書のほとんど

は音楽の専門的な知識について論じているが、全体を通して、筆者の語

りには音楽の基礎（本質）とは何かという問いが常に底流にある。それ

は、音楽をひとつの素材とした表現やコミュニケーションの真髄をも考

える大きな思考的な刺激を与えてくれる。

　人生論を語る力量はないが、私は、何もしていない（ように見える）

時間も人生の重要な一部であると考えている。スピードや効率性が求め

られる現代社会は「時間の概念」が崩壊している。その意味では、日々

の営みにたとえれば静寂とは自分の時間であり、そのような時間を過ご

す際に本は良き友となる。自分自身の内面を見つめ、がむしゃらに走り

続けている日常の中でふと立ち止まって考える時間。それは欠かすこと

のできないものであり、学生時代の私たちに与えられた特権である。単

なる知識を身につける道具としてではなく、「理性的な精神」を育み自

己を見つめる大切な時間としての読書は、真の意味での「知」の源とな

る多くの種を心の中に植えてくれるであろう。そのような時間と空間を

大切にしてもらいたい。

協同組合学
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２．�『自分で考える勇気―カント哲学入門』�
御子柴善之著、岩波書店（2015年）

　私は、文献輪読型のゼミであろうが外書購読であろうが、ゼミ中に本

を音読するということはしない。事前に該当箇所を読んできてもらい、

当日は担当者による簡単な概要紹介の後、内容理解を深める議論やディ

ベートに多くの時間を費やす。ただし、主にプレゼンテーションの技法

やレジュメの作成方法に関するテキストを読みながら解説する初回ゼミ

だけは別である。その際、いつも気になることがある。ほとんどの学生

が章タイトルや小見出しを「スルー」して、本文から読み始めるのだ。

もったいない。

　タイトルや小見出しは、これから著者が何について論じようとしてい

るのか、そのエッセンスが詰まった言葉であり、その一文に言いたいこ

とや思いが込められている。読み手からすれば、今、自分は何について

知ろうとしているのか、自分の立ち返る場所を教えてくれる道標のよう

なものである。

　『純粋理性批判』、『実践理性批判』、『判断力批判』といった 3 つの批

判書を記した近代哲学の巨匠であるカントの名は、皆さんも聞いたこと

くらいはあるだろう。その哲学は複雑で難解である。にもかかわらず本

書を紹介するのは、自分の考えをもち、語るためには哲学者の思索（苦

悩）から多くのてがかりを得ることができるからである。

　カント哲学入門である本書は「自分で考える勇気」という表題がつい

ている。自分で考えるということは簡単なようで、実はとても難しい。

考えないでいれば楽かもしれないが、私たちが自分らしく生きるために

は考えることをやめることはできない。筆者は、自己内外から考えるこ
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とを妨げるような力が働く人間社会において、それらをはね退け、自分

で考え始める勇気のひとつの源泉をカントの思考に求める。

　カントにとって、理性的に考えるとは「いつでも自分自身と一致して

考えること」を意味する。そこには自己存在の意味を確認することにも

通じる重要なメッセージが含まれている。諸君は、これからの人生にお

いて、自分はなぜ存在するのか、存在に意味はあるのか、と自問自答す

る場面が何度かやってくるだろう。おそらく、カントの著作を読んでも

その答えを見出すことはできないかもしれない。しかし、私たちが道を

見失い、立ち止まったとき、立ち返るべき場所はどこか、自分で考え前

に進む勇気を与えてくれるだろう。

　ルソーに影響を受けたカントは「ひとは知識をもっているから尊いの

でも、文明社会になじんでいるから尊いのでもなく、むしろ、ひとは（ひ

ととして）すでに尊いこと」（15 頁）を学んだ。誰でも「実際に生きて

ここにいる」ことには意味がある。そして、同じように悩み、誠実にそ

の答えを見つけ出そうとする人が世の中には沢山いる。いつもそのこと

を思い出してほしい。その「私の現実存在の意識」が生きる勇気を与え

てくれるのではないだろうか。

　なお、代表作『純粋理性批判』が刊行されるまでに「沈黙（静寂）」

の 10 年があったことも付記しておきたい。また、カント自身による作

品に関心をもった方は、有名な小著『永遠平和のために』に是非挑戦し

てほしい。

協同組合学
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３．�『貧困の克服―アジア発展の鍵は何か』�
アマルティア ･セン著、大石りら訳、集英社（2002年）

　現 代 社 会 の 主 要 関 心 事 を 表 す 言 葉 の 一 つ は「持 続 可 能 性

sustainability」であろう。2015 年「国連持続可能な開発サミット」によっ

て提起された SDGs（持続可能な開発目標 2030）は、この地球を将来に

わたって持続可能なものとするためのシステムづくりに本気になって取

り組もうとする姿勢を示している。

　「持続可能性」という概念はすでに私が学生時代の 1980 年代後半から

提起されており（ブルントラント報告）、決して目新しい用語ではない。

しかし、この 30 年間の歩みを振り返ってみると、むしろ環境破壊や社

会不安は増大するばかりである。いま、私たちは真剣に自らの問題とし

て持続可能な社会の建設にむけて何ができるかを考え、実践することが

求められている。その際に重要なことは、単なる環境問題として持続可

能性を捉えるのではなく、経済、政治、文化といった多面的な角度から、

これからの社会の進むべき方向性を見定めることである。経済学的な観

点からすれば、そのひとつの重要課題は市場経済のあり方そのものを問

い直す試みに見出すことができる。

　私たちが経済と聞いて真っ先にイメージするのは市場経済であろう。

しかし、そもそも人間社会の生活は多様な側面から成り立っており、経

済的領域はその一部に過ぎない。それが、産業化が進むにつれ、経済的

領域と（人を生み育て、人の生産と再生産の過程からなる）社会的領域

は分離し、社会（暮らし）のなかに埋め込まれていた経済が離床し、逆

にあらゆる人間関係が金銭で換算される「普遍的市場」が人間社会を覆

いつくしている。その意味では、「経済（的生活）」を捉え直す際には、
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社会的生活、政治的生活、文化的生活と切り離して考えることはできな

い。

　本書の著者であるアマルティア・センは、初めてノーベル経済学賞を

受賞したアジア人として知られているが、それ以上に経済至上主義を軸

とした自由主義経済理論ではなく、「人間的発展（人間開発）アプローチ」

を基盤とした経済学を探求した学者がノーベル賞を受賞したという事実

によって、大きな驚きと偉大さを私たちに知らしめた。

　センの 4 つの講演をまとめた本書の内容は、経済、政治、哲学、公共

政策といった多面的な領域にわたる。それは、単なる既存の（市場）経

済の批判ではなく、人間らしい生き方や働き方を実現するための手段と

しての経済理論であり、センの思想と理論を理解するうえで最良の入門

書といえるだろう。

　サブタイトル「アジア発展の鍵は何か」に表されているように、主に

アジアでの講演録をまとめた本書に通底するキーワードは「アジア的価

値」である。ただし、決してアジア的価値を礼賛しているわけではなく、

ヨーロッパ中心主義的なまなざしからアジアを見つめることに対する批

判とともに、その反動としてのアジア中心主義・アジア特殊主義の非生

産性についても厳しく警鐘を鳴らしている。むしろ、「誤った他者理解

は誤った自己理解」（154 頁）につながることを指摘しているのである。

　今日、巷には分かりやすさを追求した「専門書」や啓蒙書で溢れてい

る。センの経済理論はその社会に対する複眼的な視点がゆえに難解と感

じられるかもしれない。事実、その研究領域 ･ 関心の広さとそれらの内

的連関を決裂させずに構築した理論体系の奥深さからすれば、経済学者

というよりも哲学者・社会理論家として理解したほうが適切かもしれな

協同組合学
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い。ノーベル経済学賞を受賞した際のスウェーデン王立科学アカデミー

が、経済学と哲学を架橋したことを功績として述べていることは、その

証左であろう。

　翻って、そもそも諸君がこれから船出しようとしている社会という大

きな海原は、白とも黒とも言えないような「グレー」な世界である。こ

の世の中自体が複雑怪奇であることに鑑みれば、逆に「分かりやすい言

葉や説明こそ気をつけろ」を一つの金言としたい。そのためにも、自分

で考え、語れる力を身につけることは重要である。

　なお、さらに挑戦してみたいと思った方には、センの学問体系の中で

ももっとも重要な概念である「Capability（実現可能性）」を論じた『不

平等の再検討―潜在能力と自由』（岩波書店、1999 年）をお勧めしたい。

■大高研道先生　紹介書籍

１．『音楽の基礎』
芥川也寸志著、岩波書店（1971 年）
　1　音楽の素材（静寂；音）
　2　音楽の原則（記譜法；音名　ほか）
　3　音楽の形成（リズム；旋律　ほか）
　4　音楽の構成（音程；和声　ほか）

２．『自分で考える勇気―カント哲学入門』
御子柴善之著、岩波書店（2015 年）
　1 章　港町・ケーニヒスベルクの哲人
　2 章　�「自由」なくして善悪なし―『純粋理性批判』を読む

（“ いちばん善いこと ” よりもっと善いこと；その “ 善
いこと ” は誰にとっても善いはずだ。しかし…　ほか）

　3 章　�“ 善く生きる ”って難しい？―『実践理性批判』を
読む（善と悪を分けるもの；意志への問い　ほか）

　4 章　�自然の世界で自由に生きる？―『判断力批判』を読

93



む（個物との出会い；判断するということ　ほか）
　5 章　�最高善をめざす私たち―『永遠平和のために』を中心に一七九〇年代のカ

ントを読む（人間には悪が巣くっている！；権利の領域を確立せよ　ほか）

３．『貧困の克服―アジア発展の鍵は何か』
アマルティア ･ セン著、大石りら訳、集英社（2002 年）
　危機を超えて―アジアのための発展戦略
　人権とアジア的価値
　普遍的価値としての民主主義
　なぜ人間の安全保障なのか
　アマルティア・セン人と思想

協同組合学
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１．�『経済学の歴史―いま時代と思想を見直す』�
ジョン・ケネス・ガルブレイス著、鈴木哲太郎訳、ダイヤモンド社（1988年）

　新入生の皆さんには「経済思想」というと何とも堅苦しい、小難しい

イメージを持たれてしまうかもしれません。この科目の担当教員であり

ながら、実は私にも「経済思想」という学問分野を明確に説明すること

は未だに覚束ないところがあります。しかしそれでもあえて私なりの言

葉で定義するならば、「経済思想」とは「各時代の克服すべき様々な経

済問題に真摯に取り組んだ経済学者たちの知的営為の歩みを検討する学

問」ということになります。

　たとえば、経済学という学問の創設者として知られるアダム・スミス

にせよ、社会主義経済学を起こしたカール・マルクスにせよ、あるいは

近代経済学の巨星であるジョン・メイナード・ケインズにせよ、この 3

人は生きた時代こそ異なりますが、いずれも各時代が抱えた深刻な経済

問題に怯むことなく対峙し、それと懸命に格闘する道を選びました。そ

の過程で彼らが紡ぎ出した処方箋のなかには、時代に淘汰されることな

く生き残り、普遍的な価値をもつ「経済理論」ないし「経済学説」へと

昇華されて、今日では「人類共有の財産」となっているものが少なくあ

りません。

経済思想

奥　山　　　誠
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　アメリカ経済学会会長も務めた、わが国でも著名な経済学者ジョン・

ケネス・ガルブレイスは表題作で、経済学がその背景となる経済環境と

の緊密な繋がりのなかで生成・発展してきた学問であることをはっきり

と指摘しています。ガルブレイスによれば、経済理論ないし経済学説と

は「時代環境に対する行動および応答」であり、あるいは「その時代と

場所の産物」として捉えられるのですが、しかし彼は過去の経済学説が

歴史上の一時期にのみ通用する「時代遅れの遺物」とは考えません。そ

れどころか、過去の経済学説に習熟することは「われわれが今生きてい

る世界を理解するのに不可欠」であるとさえ彼は断言しています。

　ガルブレイスがこのように過去の経済学説を学ぶことが現在の理解に

とって有用であると見なす背景には、「現在は過去の所産」であり、「今

われわれが経済学において信じていることは、深く歴史に根ざしている」

という彼なりの持論があります。本書の結論部分で彼はこうも述べてい

ます。「過去は受動的な興味の対象ではない。過去は、現在のみならず

未来をも、能動的かつ強力に形づくるものである。経済学に関するかぎ

り、歴史のはたらきはきわめて大きい。過去を無視しては、現在を理解

することはできない」と。

　「経済思想」という学問の存在意義は、ガルブレイスのこの言葉に尽

くされているように私には思えます。経済学の傑物たちが残した思想と

学説をわざわざ学ぶ理由は「過去」に対する理解を深めることにのみあ

るのではありません。その醍醐味は「現在」の経済社会をより複眼的な

視座から捉えることができる力を養うことにこそあるのです。

経済思想
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２．�『社会科学の方法―ヴェーバーとマルクス』�
大塚久雄著、岩波書店（1966年）

　社会科学とは、ごく簡潔に言えば、人間の営みから生じるさまざまな

社会現象を分析しようとする「科学」のことで、みなさんがこれから学

んでいく政治学や経済学は普通、社会科学の一学問分野と見なされてい

ます。しかしそもそも生きた人間の営みを研究対象とする社会科学が、

自然現象ないし自然に存在する「モノ」を研究対象とする自然科学と同

様の「科学的」な認識を有していると、どうしていえるのでしょうか。

　人間は生来「意志の自由」をもつために、その行為にはたえず非合理

性が付きまとい、こうして人間の営みである社会現象においては「原因

と結果の関連」をたどることは、自然現象の場合とは違ってなかなか難

しい。それゆえ「科学的」な認識としては、社会科学は自然科学に比べ

ると「程度の低いもの」とならざるを得ない。社会科学に対するこのよ

うなネガティブなイメージは、今日でも広く見られるように思います。

　西洋経済史学の泰斗・大塚久雄は、本書でヴェーバーとマルクスとい

う 2 人の碩学に学びながら、人間の営みに起因するさまざまな社会現象

を考察する社会科学が自然科学と同様の「科学」として成立する根拠に

鋭く迫っていきます。とりわけ社会科学の「科学的」な認識の確立とい

う問題を論じるにあたって大塚が注目したのがヴェーバーの社会学にお

ける「理解的方法」でした。それによると、社会科学的な認識の場合に

は、自然科学には見られない、人間の「動機の意味理解」が何よりも重

要になります。自然現象の場合、科学者がその意味を問うことはあり得

ませんが、人間の営みについては人々がなぜそうした行為をするのか、

その動機のもつ意味を「理解」できるので、それによって確実に「原因
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と結果の連関」をたどり、また将来をある程度予測することも可能にな

ります。

　この点について大塚のわかりやすい説明を引くならば、たとえばある

通りが何曜日の何時頃にいつも人出で混雑する場合、その人手がある野

球場へ野球を見に行くためのものだというようにその意味が「理解」で

きると、その混雑の因果関連が確実に見通され、将来における混雑の日

時や程度をより正確に予測することができるようになるというわけです。

　このように、人間の行為の意味を「理解」できると社会現象における

因果関係を追跡し、それに依拠して将来を見据えることも可能になるの

であって、その意味で社会科学にも、自然科学と同様、十分「科学的」

といってよい認識が成立することになります。しかもその際、人間の意

志が自由になればなるほど、ますます彼らの行為は実は合理的になり、

客観的に「理解」しやすくなるので、社会現象における因果関連はいっ

そうたどりやすくなります。つまり、「意志の自由」は社会科学的認識

を曇らせるどころか、かえっていっそう確実にするものだとさえいえる

のです。本書を窓口として「科学としての社会科学」に関心をもった学

生諸君には、ぜひヴェーバーの著作にも挑戦してみてほしいと思います。

３．『デパートを発明した夫婦』鹿島茂著、講談社（1991年）
　現在、先進国のほぼすべては「資本主義」と呼ばれる経済システムを

導入し、その枠組みのなかで経済活動を営んでいます。そうである以上、

われわれは、好むと好まざるとにかかわらず、これを制度的前提として

生きていかざるを得ません。しかし「資本主義」をどのように定義する

かは実はそれほど簡単ではないのです。「資本主義」はその生誕以来た

経済思想
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えず変容し続けてきましたし、そもそもその歴史的な起源についても諸

家によって見解の相違があります。また同じ「資本主義」であっても内

容には国ごとに少なからず違いがあるのも事実です。こうして「資本主

義」の特質と生成をめぐっては、その難解な、けれども興味を引く問い

に答えるべく、これまでにも膨大な数の考察が提起されてきました。

　本学国際日本学部で教鞭をとられている鹿島茂氏は、本書で 19 世紀

半ば、パリに産声をあげた世界初のデパート「ボン・マルシェ」とそれ

を率いた天才経営者アリスティッド・ブシコーに着目しつつ、とてもユ

ニークな資本主義生成論を展開しています。

　鹿島氏によれば、「デパートとは純粋に資本主義的な制度であるばか

りか、その究極の発現」でもあります。なぜなら「必要によってではな

く、欲望によってものを買うという資本主義に固有のプロセスは、まさ

にデパートによって発動されたもの」だからです。本書の主役であるブ

シコーは「デパートという欲望の装置」を考案し、それは「大衆消費経

済」を導くうえで決定的な動因となりました。かくて鹿島氏は「デパー

トを発明したこのブシコーこそが資本主義を発明した者なのである」と

まで極言しています。

　鹿島氏の主張は一読、大風呂敷の観が否めなくもないのですが、しか

しこの大胆な仮説は説得的な考証によって次第に真実味を帯びてきま

す。ブシコーは薄利多売方式とバーゲン・セールを発明して商品の回転

効率を高め、また高品質の商品を廉価で販売する「目玉商品」の商法を

編み出しました。他方で顧客の信頼を勝ち得るために押し売りはせず、

返品を認めます。巨大な店舗のなかでは眩いばかりの商品ディスプレイ

が顧客の購買意欲を覚醒し、特にブシコーは「自分のグレードが一段アッ
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プしたと感じられるような贅沢品」で女性たちを鷲づかみにしました。

彼はまたアッパー・ミドルに憧れる中産階級に理想のライフ・スタイル

を教えるために広告をフルに活用するとともに、本格的なカタログによ

る通信販売にも乗り出します。こうした商業戦略の一端を見てもブシ

コーの非凡さは十分に窺えますが、さらに労使関係・従業員に対する福

利厚生の面でもブシコーには現代の「資本主義」の礎石をなすといって

も過言ではない斬新な発想が随所に見出されます。「資本主義とは何か」

を再考するうえで必読の書であることを保証します。

■奥山誠先生　紹介書籍

１．『経済学の歴史―いま時代と思想を見直す』
ジョン・ケネス・ガルブレイス著、鈴木哲太郎訳、ダイヤモン
ド社（1988 年）
　アダムの後―古代ギリシャ・ローマの時代
　長い中間期―中世の思想
　商人と国家―重商主義
　フランス的構想―重農主義
　アダム・スミスの新しい世界
　洗練、肯定、反乱の種―セイ、マルサス、リカード
　�偉大な古典的伝統（周辺にいた経済学者；主流にいた経済

学者；信仰を擁護した経済学者）
　大攻勢―マルクス
　貨幣の独自性
　アメリカ的関心―貿易、独占、富豪
　完結と批判―不完全競争理論、ロシヤ革命の影響
　大不況の衝撃
　福祉国家の誕生
　ジョン・メイナード・ケインズ
　軍神マルスの支持
　経済学の最盛期

経済思想
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　たそがれ、晩鐘
　未来としての現在

２．『社会科学の方法―ヴェーバーとマルクス』
大塚久雄著、岩波書店（1966 年）
　1　社会科学の方法―ヴェーバーとマルクス
　2　経済人ロビンソン・クルーソウ
　3　�ヴェーバーの「儒教とピュウリタニズム」をめぐって

―アジアの文化とキリスト教
　4　ヴェーバー社会学における思想と経済

３．『デパートを発明した夫婦』
鹿島茂著、講談社（1991 年）
　第 1 章　ブシコーとデパート商法
　第 2 章　欲望喚起装置としてのデパート
　第 3 章　教育装置としてのデパート
　第 4 章　管理の天才、ブシコー
　第 5 章　利益循環システムとしての福利厚生
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１. �『「マルちゃん」はなぜメキシコの国民食になったのか？』
安西洋之／中林鉄太郎著、日経BP社（2011年）

　世界市場を席巻している日本ブランド商品としては、自動車、カメラ、

ゲーム機、工作機械などを挙げることができるが、実は食品分野でも多

くの商品が海外で絶大な人気を誇っているのをご存じだろうか。醤油の

キッコーマン（KIKKOMAN）はすでに売上の半分以上を海外で稼ぎ、

グリコのポッキーはフランス、タイ、中国をはじめ世界各国で愛されて

いる。

　実は、「即席カップめん」もそのなかのひとつである。たとえば、日

清食品の「カップヌードル」が世界的商品であることは周知の事実であ

ろう。しかし、北中米、特にメキシコでは、その勢いを凌ぐのが東洋水

産の「マルちゃん」シリーズである。では、「マルちゃん」はいかにし

てメキシコの人気商品となったのであろうか。

　食品は地域の文化を反映する。このため、海外市場に打って出るとき

には、日本文化で育まれた食品が異文化でも受入れられるように、まず

はターゲットとなる市場の異文化を理解し、その地域に商品を「調整」

していく必要がある。こうしたプロセスを「ローカリゼーション／ロー

地域産業・地域活性化
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カライゼーション（localization）」と表現する。

　この本では、こうしたローカライゼーションによって海外市場開拓に

成功した商品・サービスをわかりやすく紹介している。食品分野だけで

なく、TOTO の「ウォシュレット」、ブラジルなどで人気がある公文式

の学習塾なども採り上げられている。

　TPP など貿易自由化推進に揺れる農水産業も現在、国の主導によっ

て海外輸出を推進している。この本に描かれているローカライゼーショ

ンのプロセスは、こうした分野の海外輸出にも参考になるはずであろう。

　最後に、グローバルとローカルは繋がっている。その二つをつなぎ合

わせた「グローカル」という造語もある。どちらか一方ではなく、グロー

バルとローカルの両方を学生には学んでほしい。この本は、グローバル

とローカルの両方を知り尽くした「グローカル人材」をめざすための入

門書としても最適である。

２．�『年収は「住むところ」で決まる　雇用とイノベーションの
都市経済学』�
E.�モレッティ著／安田洋祐解説／池村千秋訳、プレジデント社（2014年）

　タイトルだけみると「年収は日々の努力や能力ではなく、住むところ

で決まってしまうの？」と衝撃を受けるが、どこに住んでいても日々の

努力や職業能力がなければ職に就けないので、大学時代もしっかりと勉

強しなければならないことを先に断っておきたい。そのうえで、いった

い、住むところと年収との関係はどのようにして生まれるのか、とても

気になるのではないか。
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　ポイントはイノベーションにあると本書は主張している。イノベー

ションとは、新しいアイデアから社会的意義のある新たな価値を創造す

る活動であり、社会的に価値のある新製品・新サービスの開発はイノ

ベーションに含まれる。

　簡潔に説明すると、イノベーションが地域間の所得差を生むのは、次

のようなプロセスによる。まず、イノベーションが企業の付加価値を飛

躍的に高め、それが社員の賃金を上げるとともに、新たな雇用を生み出

す。すると、賃金上昇や新たな雇用により、レストランやヨガなど地域

内の高価格なサービスの消費が増える。さらに、それが飲食店の従業員

やヨガのインストラクターなど地域内のサービス従事者の所得を増や

す。結果として、同じ飲食店の従業員やヨガのインストラクターでも、

イノベーションが起こる地域とそうでない地域とでは年収が大きく違っ

てくることになる。イノベーションの拠点はひとつのシステムになって

いるため簡単に移動しない。また、低所得者は地元志向が強く高所得地

域への移動が少ないため、地域間の格差は、なかなか埋まらない。

　最近の研究では、イノベーションは企業の力と地域の力との相乗効果

の結果だと考えられるようになり、地域のイノベーションの関係を解明

する研究が活発に行われている。このような新しい地域経済の理論を理

解するための入門書としてもお薦めしたい。

地域産業・地域活性化
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３．�『［改訂版］立地ウォーズ：企業・地域の成長戦略と「場所
のチカラ」』�
川端基夫著、新評論（2013年）

　立地の「ウォーズ（＝戦争、争い）」とは何だろうか？…と、このユニー

クなタイトルが気になりだしたら是非手に取って読むべきである。私た

ちが暮らす街、仕事や学びに通う街など、一見、何もないようにみえる

街も、その裏では激しい「ウォーズ」が繰り広げられているのである。

外食チェーン店は、多くの来客が見込まれる場所を日夜探して、積極的

に場所を取り、出店を続ける。一方、ロードサイドにショッピングモー

ルが新設されると、商店街からショッピングモールへと、買い物する場

所にも大きな変化が起こる。ものづくりに目を向ければ、工場は、より

多くの収益を求めて日本から海外へと移転する。そして各地域は、豊か

な財政と住民の雇用の場を獲得するため企業の誘致競争を繰り広げる。

こうした「ウォーズ」が引き起こされる要因は「場所のチカラ」なので

ある。

　「人はエネルギー。そのエネルギーが街を育てる」と、三井不動産の

テレビコマーシャルが我々に話しかける。「場所のチカラ」は単にその

場所の地勢や歴史的経緯のみに依存するものではなく、「集積」という

人や企業が集まることによって発生するチカラであり、それが街を育て、

さらに人や企業を吸引するのである。

　この本を読めば、場所のチカラと、立地をめぐる攻防について興味を

持って理解できるようになるだろう。高校で学習した地理とは一味違う、

産業や経済からみた政治経済学部ならではの「地理学」「地域学」への
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第一歩となることを期待している。

　さて、地域と産業に興味を持ったら、皆さんが数年間を過ごす明治大

学駿河台キャンパス周辺の地域にも興味を持ってもらいたい。日本には、

100 年以上続く老舗が世界的にも多いことで知られているが、神田の街

にも多くの老舗が存在する。キャンパスのある神田駿河台にも、たとえ

ば医薬品の宇津救命丸、ホテルなどを営む龍名館など、江戸時代、明治

時代から続く老舗が今でも立地している。この街は、それだけ企業と人

を惹きつける「場所のチカラ」があるのだろう。

　街は時代とともに姿を変えていく。しかし、路地裏に迷い込み、ふと

辺りをみると、ところどころに昔ながらの「産業の風景」がみられるも

のである。せっかく明治大学に入学したのだから、4 年間のうちに何度

かは、企業の立地と街の発展との深い関係性を思いながら、千代田区神

田でこうした「産業の風景」を探してみてはどうか。

■奥山雅之先生　紹介書籍

１．『「マルちゃん」はなぜメキシコの国民食になったのか？』
安西洋之 / 中林鉄太郎著、日経 BP 社（2011 年）
　1　�世界のお客さんの「頭の中」（生活パターンが違うとロジックも違う；コンテ

クストと脚本のミスマッチ　ほか）
　2　�世界で売れる 8 つの日本製品（キッコーマンの醤油は「日

本食」ではなく「グローバルスタンダード商品」；「マルちゃ
んする」とメキシコで独自解釈されたカップ麺　ほか）

　3　�現地化のチェックポイント（ユーザー調査に必要な 4 つ
の基礎的素養；翻訳は、文化適合してこそ、意味が通じ
る　ほか）

　4　�ローカリゼーションマップを作る（自分の商売のための
「地図」を作る；ローカリゼーションマップの目的と方

地域産業・地域活性化
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向　ほか）

２．『年収は「住むところ」で決まる　雇用とイノベーションの都市経済学』
E.�モレッティ著／安田洋祐解説／池村千秋訳、プレジデント社（2014 年）
　日本語版への序章　浮かぶ都市、沈む都市
　第 1 章　なぜ「ものづくり」だけでは駄目なのか
　第 2 章　イノベーション産業の「乗数効果」
　第 3 章　給料は学歴より住所で決まる
　第 4 章　「引き寄せ」のパワー
　第 5 章　移住と生活コスト
　第 6 章　「貧困の罠」と地域再生の条件
　第 7 章　新たなる「人的資本の世紀」

３．『［改訂版］立地ウォーズ：企業・地域の成長戦略と「場所のチカラ」』
川端基夫著、新評論（2013 年）
　序　章　街の風景が語る場所の価値
　第 1 章　企業の成長を支える場所のチカラ
　第 2 章　競争の視点から立地を考える
　第 3 章　集中化・分散化の視点から立地を考える
　第 4 章　ネットワークの視点から立地を考える
　第 5 章　集積の視点から工業の立地を考える
　第 6 章　集積の視点から商業の立地を考える
　第 7 章　立地ウォーズー場所のチカラをめぐる攻防
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1．宇野重規『〈私〉時代のデモクラシー』岩波新書
　高校を卒業し、これから大学に入学する／入学した読者へ。読者の多

くは、これから明治大学政治経済学部で 4 年間学ぶわけだが、正直、大

学生になることに漠然とした不安を持っているのではないだろうか。

　話は変わるが、フランツ・カフカ『城』の主人公である測量士は、仕

事のために城下町へと向かった。しかし、街に到着しても依頼主を見つ

けることができず、彼は各所でたらい回しにされる。そのうち彼はこの

街でのアイデンティティを失っていく。なんとも理不尽な話だ。

　私たちはどうだろうか。読者の多くはこれから大学生になるが、それ

によって「何者」かになれたわけではない。おそらく、少しの希望と漠

然とした不安を抱えているのではないか。中には「憧れの会社の社員」

というポジションとアイデンティティを得るために、入学当初から就活

に勤しむ人もいるだろう。　

　このような悩みは大学生に限らない。私たちは、近代化によって、伝

統や人間関係から開放された「個人」になった。しかし、同時に私たち

は、平等に扱われたいと思いながら、一方で他人とは違う自分らしさを

追い求めている。現代社会で私たちは自由に生きることができる反面、

自分が「何者」であるか、常に答えを探している。

「私（わたし）」から始める財政学

倉　地　真太郎
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　宇野重規『〈私〉時代のデモクラシー』は、フランスの政治思想家・

アレクシ・ド・トクヴィルの思想（『アメリカのデモクラシー』等）を

手がかりに、「私」が自分らしさを模索する現代において、「私たち」の

デモクラシーを発展させることが可能かを思索する。昨今、被選挙権が

18 歳に引き下げられたとはいえ、大学生にとって政治／デモクラシー

は依然として遠い存在かもしれない。これに対し本書では、「私」の問

題を「公」へつなぐデモクラシーの回路の必要性を論じ、一人ひとりの

声を汲み取るためのデモクラシーのあり方を検討する。

　デモクラシーのあり方を考え、社会について想像を巡らすことは、私

が「何者」かを知り、私たちのもやもやした気分を解消するために役立

つ。学問をすることは、誰かのためだけでなく、「私」のためにもなる

はずだ。さあ、「私」から学問を始めてみよう。

2．ロバート・パットナム『われらの子ども』創元社
　昨今、多くの若者にとって SNS は欠かせないものになっている。大抵、

クラス・部活・バイトなどコミュニティごとに LINE グループを作るわ

けだが、当然、グループの外からはやり取りを知ることはできない。イ

ンターネット黎明期、コミュニケーションはインターネットによってよ

りオープンになると言われてきた。しかし、蓋を開けてみれば、同じ趣

向を持つ集団でクローズドなコミュニティを作るようになった。カール・

シュミットはかつて『政治的なものの概念』で友と敵の対立を政治の本

質と述べた。現代社会において「私たち」の結束を強固にしようとする

ほど、時に異なる「私たち（彼ら）」との分断を広げてしまうことがある。

　欧州諸国における極右政党の台頭やヘイトスピーチをみれば、「私た
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ち」と「私たち（彼ら）」の間の分断が広がってきていることは想像に

難くない。このような動きは、コミュニケーションの世界に留まらず、

人種間の分断、地域的な分断、所得間の分断など、様々なレイヤーで起

こっているが、その多くは「私たち」の目には見えにくい。

　格差・分断といえば、所得や資産の格差が直ぐに思いつくだろう。し

かし、格差・貧困の発生メカニズムはそれほど単純ではない。ロバート・

パットナムは、『孤独なボウリング』で「社会関係資本（ソーシャル・キャ

ピタル）」、人々・社会の信頼関係を資本に例えた概念を提唱し、米国の

社会関係資本の弱体化を検証した。社会関係資本が豊かな社会ほど、取

引コストが少なく、経済・学力格差が小さくなるが、社会関係資本が乏

しいとその逆の状態になる。続く『われらの子ども』では、近年米国に

おいて人種間格差より人種内格差が広がり、所得間の移動性が失速して

いることを、統計分析と丹念なインタビュー調査から明らかにした。ま

た、本書では虐待、暴力、治安などの家族内・地域の問題がマイナスの

影響を強く与えることが明らかにされた。

　貧困・格差問題を考えるとき、ベーシックインカムのように最低限の

所得を保障すればよいとか、教育機会の保障をすればよいとか、単純に

考える人は少なくはない。しかし実際に学力・所得格差が広がる要因は、

学校内外の競争であったり、社会関係資本の豊かさであったり、非常に

多面的である。「私たち」と「私たち（彼ら）」の分断を埋めることは容

易ではない。だからこそ、読者には「私」とは「何者」かを問い続け、

社会的な分断を越境するための「想像力」を身につけて欲しい（塩原良

和・稲津秀樹編『社会的分断を越境する』）。

「私（わたし）」から始める財政学
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3．ジョセフ・シュンペーター『租税国家の危機』岩波文庫
　では、社会的分断を「私たち」はどのように越境していけばいいのだ

ろうか。その一つの技法が財政である。

　財政は、税金、社会保障、公共事業など、「私たち」に身近な存在で

ある。だが、実際のところ、ほとんどの人にとって距離の遠い存在だと

思われる。それは財政が国家と結びつきが深いことが理由だと考えられ

る。「私」や「私たち」の関係について考えることと比べて、国家は途

方もなく巨大である。出会ったこともない、話したこともない、存在も

知らない人同士が巨大な集団を作り、税金を集めたり、選挙をしたり、

年金を給付したりする。冷静に考えれば驚異的なことである。

　最近はクラウドファンディングなど仲間や賛同者同士でお金を融通し

合うサービスが流行っている。それにもかかわらず、なぜ、「私たち」は

わざわざ国家に税金を納め、給付・サービスを受けているのだろうか。

　この疑問を解消するには、国家について改めて考える必要がある。か

つてマックス・ウェーバーが『職業としての政治』の中で国家を暴力装

置と表現し、そこに正当性を見出した。さらに、ウェーバーの国家観は、

法制度や官僚制の自律性を強調するものであった。

　対して、ジョセフ・シュンペーターは、マクロ的要因、例えば経済・

政治動向、文化・歴史的要因などが国家に与える影響に注目し、国家を

構造的なものとして考えた。そして、シュンペーターにとって近代国家

とは租税そのものであった。ジョセフ・シュンペーターは『租税国家の

危機』で、租税国家の成り立ちについて論じ、財政社会学の理論的出発

点を打ち出したことで知られている。

　シュンペーターは、財政社会学の理論的出発点として、近代国家、近
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代財政―租税国家―の成り立ちと民主主義の関係性を描き出した。財政

の成り立ちと議会制民主主義の形成には深い関係がある。封建時代では、

領主や国王が年貢を集めたり、労役を課したりしていた。領主による領

民へのサービスはあくまで領主の財産から拠出されていた。そこには選

挙で選ばれた議員もいないし、近代的な民主主義が成立しているとはい

えない状態だった。当然、今のような形の税金もなかった。だが、戦争

が続き、有産者である国王や領主が無産者になっていくと、次第に近代

国家・議会制民主主義が成立し、貨幣が全国的に流通し、税金が誕生す

ることになった。

　税金は強制的にとられるが、税金のルールを変えるには国会で法案を

可決しなければならない。つまりは納税者の合意を得なければならなく

なった。税金を支払うことは強制であるが、「私たち」の合意のもとで

初めて強制力を持つようになったのである。

　翻って現代の日本財政は、未曾有の財政赤字、少子高齢化・人口減少

による社会保障費の増大や地方消滅など、危機的な状況にある。だが、

財源確保のために税負担を引き上げようとすれば、納税者は強く抵抗す

る（佐藤滋・古市将人『租税抵抗の財政学』）。

　どうすれば日本財政の危機を脱し、持続可能な社会を構想することが

できるだろうか。財政学は原則を覚え、収支の計算をするだけの学問で

はなく、社会を読み解く方法でもある。財政社会学者ゴルトシャイトは

かつて「予算は国家の骨格」であると述べたが、確かに予算を読み解く

と、各国の社会の姿がよく見えてくる。近年、日本では絆という言葉を

頻繁にみるようになったが、実際は税収の規模が小さく、財政による再

分配機能は弱く、子ども支援・公教育支出は小さい。このように、財政

「私（わたし）」から始める財政学
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は日本社会の姿をはっきりと表している。

　財政とは何か。財政とは「私たち」をつなぐ社会の媒介、すなわち絆

のような存在でもある。現実の財政は複雑で、初年度の学生には難しい

かもしれないが、財政は「私」や「私たち」と身近な所で繋がっている。

今回紹介した書籍を手かがりに財政学の楽しさを知ってほしいと願うば

かりである。

■倉地真太郎先生　紹介書籍

１．『〈私〉時代のデモクラシー』
宇野重規、岩波新書（2010 年）
　第 1 章　�平等意識の変容（グローバルな平等化の波可視化した

不平等「いま…この瞬間」の平等）
　第 2 章　�新しい個人主義（否定的な個人主義「自分自身である」

権利自己コントロール社会の陥穽）
　第 3 章　�浮遊する「私」と政治（不満の私事化「私」のナショ

ナリズム政治の時代の政治の貧困）
　第 4 章　�「私」時代のデモクラシー（社会的希望の回復平等社

会のモラル“私”からデモクラシーへ）

２．『われらの子ども』
ロバート・パットナム、創元社（2017 年）
　第 1 章　アメリカンドリーム―その神話と現実
　第 2 章　家族
　第 3 章　育児
　第 4 章　学校教育
　第 5 章　コミュニティ
　第 6 章　何をすべきか

３．『租税国家の危機』
ジョセフ・シュンペーター、岩波文庫（1983 年）
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　皆さん、ご入学おめでとうございます。これからの 4 年間、どのよう

に過ごすのか、今から期待で一杯であると思います。私は駿河台キャン

パスで国際金融論を教えていますが、是非皆さんには和泉キャンパスで

勉強するうちからグローバルな視野を身につけて、経済学、政治学、教

養などの基本を理解し、社会を生きる力を備えて欲しいと思います。特

に経済学科の方は、経済学を体系的に理解するとともに、経済学を通じ

て、国の政策、企業の経営戦略、個々人の生き方を考えて欲しいと思い

ます。ここに 3 冊の本を選び、ご紹介したいと思います。

１．�ジョセフ・E・スティグリッツ『プログレッシブキャピタ
リズム』

　ジョセフ・E・スティグリッツは、世銀のチーフエコノミストも務めた著

名な経済学者であるが、IMF 批判でも物議を醸し、その著書 Globalization 

and Its Discontents（邦題：『世界を不幸にしたグローバリズムの正体』）で

は、1997 年のアジア通貨危機に対する IMF の処方箋を真っ向から否定し、

いわゆるワシントンコンセンサスのもと自由化を強要することに異を唱え

た。加えて IMF や世銀は、トップスクールでも三流学生が就職する場だ

と痛烈に批判した。これに対して IMF エコノミストでもあったロゴフは公

グローバルな視野と経済学という学問
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開書簡で反論するなど、経済学者同士の感情的なやりとりにも注目が集

まった。

　本著は、スティグリッツがこれまでに書きためたエッセイ等を集めた

ものだが、それぞれの章を独立で読んでも読み応えがある。アメリカの

所得格差がこの 30 年で大きく拡大したというファクトのもと、これま

での経済政策への批判が中心となっているが、特に強調しているのが、

市場の力に頼るだけでは豊かさを共有することも持続することもできな

いという点である。市場が万能ではないことは、情報の非対称性や独占

など従来の経済理論の枠組みでも捉えることができるが、成長の果実を

公平に分配するための政策が必要だとし、経済が成長すれば誰でもが利

益を得られるというトリクルダウン理論は否定している。

　特に、GAFA などテック産業については、市場支配力が増した結果、

市場支配力を利用してマークアップを増やし利益率は増大する一方、労

働者の交渉力は低下し、トリクルダウンは実現しなかったとした。イノ

ベーションは重要であるものの、テック産業は情報統制を可能とするの

でメディアの支配力も増し、真の民主主義を危うくする。このため反ト

ラスト法の改定やデジタル税の導入など資本主義のルールを置き換える

必要があると論じる。

　グローバル化が富をもたらすことについても、高い技術を必要としな

い財の輸入が先進国の未熟練労働者の賃金を低下させ、貿易協定や税制

により海外に製造拠点を移す動きも進む。タックスヘイブンへの税移転

や法人税低下など税収にも影響を与えるが、トランプ流の保護主義では

解決しないとして、グローバル化の修正や、経済社会の根底にある価値

感の重要性をも説く。自由貿易を行えば中国の民主化が進む、などといっ
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た馬鹿げた考え方は捨て、多様な価値体系のもとでのグローバル化が必

要だと強調する。アダムスミスの「見えざる手」は働かず、結果として

上位 1％に富が集中したと切り捨てる。

　著者は 1965 年フルブライト奨学金で英国のケンブリッジ大学に留学

し、ジョーン・ロビンソン、カルドア、ミードに師事、シカゴ大学では

宇沢弘文の基で学ぶなど、多様な経済理論からも影響を受けており、格

差の問題や資本主義の本質に迫る著書となっている。

２．ジャン・ティロール『良き社会のための経済学』
　スティグリッツがアメリカの伝統的経済学者であるのに対し、ジャン・

ティロールは、基本的には社会民主主義の理念の影響を受けている欧州

の経済学者である。原題は、Economie du BIEN COMMUN（「公共善の経

済学）で、前書きには「経済学は、市場がすべてを決めることにも、政府

がすべてを決めることにも与しない。経済学は共通善（Bien Commun）

に尽くし、世界をよりよくすることをめざす。この目的を達成するために、

全体の利益を高めるような制度や政策を示すことが経済学の仕事とな

る。」（p. 21）とある。

　本著の前半の 5 つの章では経済学と経済学者について言及しており、

筆者によれば、経済学は道徳と哲学に関わる学問であること、心理学や

社会学も経済学に取り入れられており、また政策策定にとっての経済分

析の有用性と限界、さらには企業の社会的責任の重要性も説いている。

　第三章、第四章では、経済学者とは何か、経済学者の仕事に多くのペー

ジを費やしている。例えば第三章では、経済学者は公共の知識人である

とし、象牙の塔に引きこもる危険性を説くと同時に、専門性があるが故

グローバルな視野と経済学という学問
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に社会に貢献する必要性を説く。一方でメディアにどう対処するか、政

治にコミットすることの危険性、国際的な専門誌での発表の重要性など

の考え方を示すと同時に、経済学者の研究のあり方についても言及して

いる。

　経済学は自然科学と同様、仮説を立て、モデル（理論）を構築し、実

証する。著者はフランスのエコールポリテクニークで工学を専攻し、パ

リ第 9 大学で数学の博士号を取得後 MIT で経済学の PhD をとった経

歴から、経済学は科学か、と自問している。人間の行動は様々な動機に

突き動かされ感情にも大きく支配されるのであまりにも複雑すぎるなど

物理学等とは異なる。経済学の場合モデルを単純化し、さらには仮定に

対する結果の頑健性を検討し、データが質量とも十分であれば、実証分

析で計量経済学的な検定を行う。この意味では経済学は科学だが、計算

の精密さ、複数均衡があることなど自然科学とは大きく異なると説いて

いる。

　フランスの経済学者である著者は、気候変動、失業、国家と市場、欧

州統合、金融危機、デジタル経済、イノベーションなどの様々なトピッ

クについても欧州の観点からそれぞれ章を割いて検討している。それぞ

れの章は独立して読んでも多くの示唆に富んでおり、同時に、ゲーム理

論、情報の経済学、行動経済学等様々な経済理論に触れることのできる

良書である。

３．服部正也『ルワンダ中央銀行総裁日記』
　上の二冊とは大きく異なり、この著作は、現実にルワンダ中央銀行総

裁としてアフリカに赴任した元日本銀行行員によるものである。1965
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年に着任したということから、現在アフリカは大きく経済発展している

ものの、当時は生活環境面でもかなりの困難に直面したことは容易に想

像できる。著者は、海軍予備学生出身で、入行後フランスにも駐在し、

IMF 総会後に IMF から打診され、金融技術支援を目的に赴任した。

　当時のルワンダは独立直後の最貧国のひとつで、経常収支の赤字が続

き外貨準備もなく、通貨制度も整備されていない。金融政策に至っては

ルワンダ中央銀行で政策会議も開催されないなど、混乱した状況であっ

た。著者は、大統領から経済再生計画立案を要請され、フランス駐在で

の経験、すなわちフラン切り下げに関しての知識も織り交ぜながら、通

貨制度改革などに着手する。これについては、ルワンダの隣国ブルンジ

への出張、IMF や先進国商業銀行団との会議など詳細な記録がなされ

ているが、特に旧宗主国であるベルギーのルワンダに対する考え方、中

央銀行の位置づけなどの根源的政治的な問題も指摘しており、日本やフ

ランスでの中央銀行の実務経験に基づくだけでなく、ルワンダを取り巻

く様々な経済的歴史的事象をくまなく足で分析したことが、経済政策立

案をより適切なものにした。

　特に、アフリカの現地での人々のビヘイビアについて、とかくステレ

オタイプに、すなわちアフリカの住民が怠け者で程度が低いと外国人、

とりわけ旧宗主国の人々は考えがちだとし、仕事上の接触に基づきそれ

らについて疑問を呈した。働かないのは住民が怠け者であるのではなく、

経済合理性がないからであり、それを把握することで国民にとってより

良い経済再生計画を立案した。

　服部氏は IMF とも交渉しルワンダの通貨の切り下げを含む通貨改革

を断行した。その後コーヒー等農産物の生産は増大し、農業生産の再生

グローバルな視野と経済学という学問
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と流通整備のため、金融システム改革にも着手し、ルワンダ開発銀行、

ベルギー系商業銀行等の設立も先導した。アフリカ諸国の教育問題にも

言及しており、人的資源についての持論も展開している。

　本著は、2021 年に再ブレークした新書だが、様々な困難に立ち向かい

ながらも、経済問題の本質について足を使って分析し、世界の動向のみ

ならず各組織の内部問題も勘案して政策立案をした。金融経済の理論や

実務という専門性とコミュニケーション能力があってこそ可能になった

ものだが、現地の様々な情報を入手し、異文化を正しく理解する胆力な

ど、まさに服部氏自身に現在の日本に最も必要なグローバル人材の資質

があった。そのなかには日本人の哲学も垣間見られ、増補では、彼の開

発援助哲学も披露されている。是非手に取って読んで欲しい一冊である。

■勝悦子先生　紹介書籍

１．プログレッシブキャピタリズム
　1 部　迷走する資本主義
　　第 1 章　分断された世界
　　第 2 章　悪化が進む経済
　　第 3 章　搾取と市場支配力
　　第 4 章　グローバル化により自らの首を絞める国家
　　第 5 章　金融が引き起こした危機
　　第 6 章　新たなテクノロジーが提示する課題
　　第 7 章　なぜ政府の介入が必要なのか？
　2 部　政治と経済を再建するために
　　第 8 章　民主主義を回復する
　　第 9 章　万人に仕事やチャンスを提供する力強い経済を回復する
　　第 10 章　万人にまともな生活を
　　第 11 章　市民社会を再生する
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２．良き社会のための経済学
　第Ⅰ部　社会と経済学
　　第 1 章　経済学はお好きですか
　　第 2 章　市場の倫理的限界
　第Ⅱ部　経済学者の仕事
　　第 3 章　市民社会における経済学
　　第 4 章　研究の日々
　　第 5 章　変貌を遂げる経済学
　第Ⅲ部　経済の制度的枠組み
　　第 6 章　国家
　　第 7 章　企業、統治、社会的責任
　第Ⅳ部　マクロ経済の課題
　　第 8 章　気候変動
　　第 9 章　失業
　　第 10 章　岐路に立つヨーロッパ
　　第 11 章　金融は何の役に立つのか
　　第 12 章　2008 年グローバル金融危機
　第Ⅴ部　産業の課題
　　第 13 章　競争政策と政治
　　第 14 章　デジタル技術とバリューチェーン
　　第 15 章　デジタル経済と社会的課題
　　第 16 章　イノベーションと知的財産権
　　第 17 章　産業規制

３．ルワンダ中央銀行総裁日記
　Ⅰ　国際通貨基金からの誘い
　Ⅱ　ヨーロッパと隣国と
　Ⅲ　経済の応急措置
　Ⅳ　経済再建計画の答申
　Ⅴ　通貨改革実施の準備
　Ⅵ　通貨改革の実施とその成果
　Ⅶ　安定から発展へ
　Ⅷ　ルワンダを去る
　〈増補 1〉　ルワンダ動乱は正しく伝えられているか
　〈増補 2〉　「現場の人」の開発援助哲学
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　新入生の皆さん、はじめまして。私は、駿河台キャンパスで「金融論」

「金融政策」の授業を担当しています。和泉キャンパスでこれからの 2

年間を過ごす皆さんとお目にかかるのは、もう少し先になってしまうか

もしれませんが、以下では、これから勉強を始めるにあたって何かきっ

かけが欲しいと思っている人向けに幾つかの本を紹介します。

1．�『統計学が最強の学問である』�
西内啓著、ダイアモンド社（2013年）

　「統計学」と聞くと、身構えてしまう人が多いのではないでしょうか。

自分は数字を扱うのが苦手だ、データは大嫌いだ、エクセルなんて使っ

たことがないという意見を耳にすることがあります。この本は、そういっ

た苦手意識を持っている人に、実は数字やデータを扱うと、皆さんの人

生の可能性が大きく拓かれることを、様々な事例を通じて具体的に教え

てくれます。そのベースにあるのは、「エビデンス（証拠）に基づく」

という発想です。

　例えば、皆さんがゼミで仲間の発表を聞くような場面を想像してみて

ください。発表者の言いたいことが言葉だけで書いてあるプレゼンテー

ションを見聞きするのと、グラフでわかりやすく表されているプレゼン

金融論
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テーションを見聞きするのとでは、どちらの方が分かりやすいでしょう

か。多分、後者ではないでしょうか。いくらロジックがしっかりしてい

ても、それを裏付けるデータがある方が相手への説得力は格段に高まり

ます。このような話は、社会に出てからも当然のように起きます。忙し

い上司や取引先の顧客に対して、限られた時間の中で自分の言いたいこ

とを如何に説得的に伝えられるか――皆さんがビジネスで活躍する上で

は、重要なスキルになると思います。その基礎になるのがデータを見る

目を養うこと、データの因果関係をきちんと理解すること、それをベー

スにどのようにロジックを組み立てることができるかということだと思

います。

　これからの社会では、統計データの重要性が格段に上がります。具体

的には、ほとんどの人がスマホを持っていることを前提に、誰がどこで

いつ何を買ったかといった情報を含め、これまで入手できなかったよう

なデータを含め、大量のデータを扱っていく機会が増えていくことにな

ります。また、皆さんのネット上でのつぶやき、LINE で友達に送った

メッセージなども、皆さん一人一人の性格や特徴を知る上で、重要な手

掛かりになります。これらの情報を基に、個人の嗜好にあった商品やサー

ビスを提案できるような世界に変わってきています。世の中にあふれる

多種多様な情報をどのように収集し、これをどう分析し、ビジネスチャ

ンスにつなげるか――これは、これからのビジネスを切り拓く皆さんに

とっても、とても大切な視点です。そういった活動を展開していく上で

の手がかりがこの本にはあります。この本が扱う社会調査法、データマ

イニング、テキストマイニング、計量経済学は、やや小難しく聞こえる

かもしれませんが、要は、データの使い方について具体例を交えて説明
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し、皆さんがデータ分析を応用するきっかけを作ってくれているのだと

思います。最後に、この本には数学編、実践編、ビジネス編といった続

編があります。興味の湧いた人は、これらの続編も参考にしながら、デー

タを扱うことに慣れてみては如何でしょうか。

2．�『中央銀行が終わる日』�
岩村充著、新潮選書（2016年）

　タイトルだけみると、ぎょっとする本ですが、中身は、仮想通貨・ビッ

トコインが誕生したことによって、中央銀行の将来像がどうなるのか、

我々が普段の生活で使うお金は今後どうなるのだろうか、といってテー

マについて掘り下げたものです。

　皆さんは、スマホを持っていると思います。でも、友達との割り勘を

スマホで決済したり、日々の買い物の支払いにスマホを使ったりしてい

る人は割と少ないのではないでしょうか。多分、ほとんどの人が現金を

使っているのではないかと思います。この本は、こうした貨幣のあり方

や使われ方に対して根本的な問題提起をしたビットコインと、それを支

えるブロックチェーン技術について、かみ砕いて説明したものです。ブ

ロックチェーンと言うと、今まで誰も思いつかなかった新しい技術のよ

うな印象がありますが、著者によれば、この技術はすでに良く知られた

「枯れた技術」をコロンブスの卵のような発想で上手く組み合わせて、

今まで誰も実現できなかったものを実現させたと捉えています。その上

で、ビットコインの最大の貢献は、競争原理が貨幣を生み出すことであ

ると述べています。すなわち、貨幣の発行と流通を中央銀行という特定

の主体に任せておいて良いのかという問題を提起しているのが、発行体

123



がいないビットコインなのです。こうした議論は、貨幣発行の自由化を

提唱した経済学者フリードリヒ・ハイエクの主張を彷彿とさせます。

　皆さんにとって、貨幣は中央銀行が発行するものかもしれません。し

かし、長い人類の歴史を紐解くと、実は中央銀行が発行する貨幣が流通

している期間はごくわずかです。例えば、皆さんにとっての中央銀行で

ある日本銀行は、明治 15 年（1882 年）に開業しました。世界で最も古

い中央銀行は 1668 年に設立されたスウェーデンの国立銀行です。これ

に対して、最初に誕生した貨幣は紀元前 670 年ごろに鋳造された「リディ

ア貨幣」だと言われています。中央銀行ができる随分以前から人々の経

済活動を支えるために貨幣が使われていたことになります。その期間は

2300 年を超えており、中央銀行ができてから今日までの 350 年の 6 倍

以上の長さになります。このような貨幣の歴史に照らせば、中央銀行は

ごく最近になって登場したものに過ぎません。その中央銀行が発行する

貨幣がデジタル化の中で、様々なチャレンジに直面しています。その一

つが、発行体がいないにも関わらず貨幣として機能する可能性を秘めた

仮想通貨の登場です。

　もう一つのチャレンジは、中央銀行が発行する貨幣同士の競争です。

仮に円の使い勝手が悪いままで放置されると、みんなが円を使わなくな

り、それを発行する日本銀行の役割もなくなるというのが著者の主張で

す。将来は、デジタル化された人民元が使われるようになるかもしれま

せん。果たして著者が主張するようなストーリーどおりに事態が展開す

るかはわかりませんが、この本は、皆さんが日々の生活をする中で、お

金って何だろう、どうして自分は円を使うのだろうか、紙幣を使わずに

スマホを通じて友達とのお金のやり取りをした方がよいのではないかな
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ど、色々と考えるきっかけを作ってくれると思います。

3．�『ポール・ボルカー』�
ジョセフ・トリスター著、中川治子訳、日本経済新聞社（2005年）

　世界には多くの中銀マンがいますが、その中から最も尊敬すべき人を

挙げて下さいと問われれば、私はアメリカ連邦準備制度理事会の議長を

務めたポール・ボルカーを挙げます。この本は、ボルカーの生い立ちか

ら 1970 年代にアメリカが経験した戦後最悪のインフレ不況を克服するた

めに大なたをふるった FRB 議長としての活躍ぶりを活写したものです。

　皆さんは、緩やかに物価が下落する中で生まれ育っていることから、

インフレといっても余り実感がわかないと思います。日本がオイル

ショックをきっかけに狂乱物価に陥ったのは 1970 年代のことで、それ

以降は、バブル経済の絶頂期を含めて日本の物価は低水準で推移してい

ます。ところが、海外に目を転じると、とんでもないインフレに悩まさ

れている国もあります。2000 年代に入ってから、2 億パーセントを超え

るインフレを経験したアフリカのジンバブエでは、10 兆、50 兆、100

兆ジンバブエ・ドルのお札を刷ったり、通貨単位を切り下げるデノミを

実施したりとあらゆる施策を講じましたが、混乱を収拾することができ

ず、ユーロや米ドルといった海外の法定通貨やビットコインが使われて

いるようです。

　1970 年代のアメリカはそこまでひどいインフレに悩まされたわけで

はありませんが、長い目でみてインフレはアメリカの利益にはならない

との信念の下、断固たる姿勢で思い切った金融引締め策を講じ、インフ

レ退治を成し遂げたのがボルカーでした。当然ながら、強力な金融引締
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め策を講じる過程では政治家から大きな批判を浴びました。当時、政治

家の元には、選出地区の有権者から、20% に達する高金利による企業

倒産や失業への対策を求める請願書が山のように届いていた訳ですが、

公聴会で証言するボルカーは、細いシガーをふかしながら、アメリカ経

済を巣食うインフレ・マインドを克服することが如何に重要かを滔々と

語りました。政治から不人気な政策であっても、アメリカの長期的な利

益のためには必要だとする彼の信念に支えられた当時の政策は、政治か

ら独立した中央銀行が何をやらなければならないかというエピソードを

如実に表しているように思います。

　インフレが鎮静化した 1986 年になると、ボルカーを辞任に追い込も

うとする政治圧力が高まります。結局、レーガン政権が送り込んだ

FRB 理事会メンバーが、ボルカーを押し切って、利下げ動議を出すと

いう「事件」を契機として、ボルカーは FRB 議長を辞する決心を固め

ます。かつて「マエストロ」（音楽監督）と呼ばれたグリーンスパンに

襷を渡したのは翌 87 年 6 月のことでした。しかし、ボルカーは現在でも、

アメリカで最も尊敬を集める人物として、リーマン・ショック後の銀行

監督規制の見直しといった難しい局面を乗り越えるために重要な役割を

果たしています。公共の利益のために働くとはどういうことか――ボル

カーの経歴とその後の活躍が静かに物語っているように思います。

■小早川周司先生　紹介書籍

1．『統計学が最強の学問である』
西内啓著、ダイアモンド社（2013 年）
　第 1 章　なぜ統計学が最強の学問なのか？
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　第 2 章　サンプリングが情報コストを激減させる
　第 3 章　誤差と因果関係が統計学のキモである
　第 4 章　「ランダム化」という最強の武器
　第 5 章　ランダム化ができなかったらどうするか？
　第 6 章　統計家たちの仁義なき戦い
　終章　　巨人の肩に立つ方法

2．『中央銀行が終わる日』岩村充著、新潮選書（2016年）
　第 1 章　�協調の風景―良いが悪いに、悪いが良いに
　第 2 章　�来訪者ビットコイン―枯れた技術とコロンブス

の卵
　第 3 章　�ビットコインたちの今と未来―それはどこまで

通貨になれるか
　第 4 章　�対立の時代の中央銀行―行き詰る金融政策とゲ

ゼルの魔法のオカネ
　第 5 章　�中央銀行は終わるのだろうか―ビットコインか

ら見えてくる通貨の未来

3．『ポール・ボルカー』
ジョセフ・トリスター著、中川治子訳、日本経済新聞社（2005
年）
　第 1 章　金融界の伝説
　第 2 章　七六歳
　第 3 章　連邦準備制度の力
　第 4 章　FRB 議長
　第 5 章　少年時代
　第 6 章　学生時代
　第 7 章　苦境
　第 8 章　難しい選択
　第 9 章　フォールアウト
　第 10 章　フライ・フィッシング
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はじめに

　日本の大学生の読書量は、世界でもトップクラスに少ないという。あ

る調査（全国大学生活協同組合連合会、2018 年）によると、日本の大

学生の実に 5 割近くは一日の読書時間が 0 だそうだ。不名誉な事実では

あるが、見方を変えれば、読書は人と差をつけるチャンスでもある。読

書を通じた時空を超えた人や世界との出会いは、皆さんの視界を大きく

広げてくれるはずだ。オンライン講義に追われて読書に励む余裕はない

かもしれないが、ぜひ座右の書を見つけて、学生時代を有意義に過ごし

てほしいと思う。ここでは、私の専門である経済史、とくにアメリカ経

済やその歴史に関する文献を中心に紹介しよう。

１．�［危機の時代のリーダーシップを学ぶ―佐藤千登勢�
『フランクリン・ローズヴェルト—大恐慌と大戦に挑んだ
指導者』（中公新書、2021年）］

　「いま私たちが最もおそれるべきは、恐怖それ自体です。」これは

2020 年 4 月 7 日の緊急事態宣言を発令した時の安倍首相（当時）の言

葉である。もともとは大恐慌の真っ只中にあった 1933 年 3 月、大統領

経済史―現在と過去、経済と歴史とを結ぶもの

下斗米　秀　之
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就任演説でフランクリン・ローズヴェルトが国民に語りかけた有名な台

詞であった。

　ウイズコロナという困難な時代に求められる指導者像とは何か。ここ

で紹介する『フランクリン・ローズヴェルト』は実に多くのヒントを与

えてくれる。歴史学者や政治学者が選ぶ歴代大統領ランキングでも、リ

ンカーンやワシントンと並んでトップクラスの人気を誇るローズヴェル

ト。名門の家に生まれ、過干渉な母と高齢な父のもとで育ち、弁護士を

経て政治の世界に飛び込んだ。世界大恐慌と第二次大戦という二つの危

機に挑んだ 20 世紀を代表する指導者だ。大戦下の酒豪チャーチルとの

親交の記録は、その後の国際政治に大きな影響を与えただけに、歴史の

舞台裏を覗き見したような気分にさせられる。ポリオとの闘病生活や愛

人との交際など、プライベートな記述も豊富で読みやすい。

　ローズヴェルトの代名詞であるニューディール政策は、その評価をめ

ぐって論争的だ。飢えと恐怖とが社会に蔓延した時代に、失業者を減ら

し、社会保障を整備して国民の不安を和らげた功績は大きい。市場経済

に対して国家が大胆に介入して国民生活を助ける「大きな政府」が、そ

の後の民主党政権の基本的な考え方となった点でも評価できる。その一

方でニューディール政策は場当たり的で一貫性に欠いたことでも知られ

る。民間需要の不足分を政府が補うことの重要性を説いたケインズ経済

学を十分に理解せず、ローズヴェルトは事業効果の小さい財政政策に終

始した。社会的弱者に恩恵をもたらしたイメージとは裏腹に、1920～30

年代にかけて所得分配は変わらず、構造的な不平等は解消されなかった。

政治的な判断を優先し、人権の擁護や人種平等の実現に向けた取り組み

に消極的だったとの批判も強い。とはいえ、高いコミュニケーション能
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力で自分の考えを国民に伝え、国民を勇気づけたローズヴェルトは、コ

ロナ禍の指導者に求められる資質とも重なる。その時々の状況に合わせ

て政治的な妥協を繰り返し、考え方を柔軟に変えつつ、実験的な政策に

果敢に取り組むその姿は、未知の危機との向き合い方を教えてくれる。

レーガンやオバマなど、その後の歴代大統領がローズヴェルトを「モデ

ル」とした所以である。「品位、公正、科学の力」を最優先すべき価値

と掲げ、アメリカの理想を語るバイデン大統領の姿は、1932 年のロー

ズヴェルトに重なるところがある、と筆者はいう。先行きの不安なコロ

ナ禍だからこそ、過去の危機に立ち向かったローズヴェルトから学べる

ことも多いはずだ。

２．�［今と過去とを結ぶ―坂出健・秋元英一・加藤一誠編�
『入門アメリカ経済Q&A100』（中央経済社、2019年）］

　次にもう少しアカデミックな視点からより体系的にアメリカ経済を学

ぶための文献を紹介しよう。グローバル資本主義経済におけるアメリカ

の地位低下は深刻だが、それでも経済大国として世界をリードしている

のも事実だ。iPhone を使って気になる商品をグーグルで検索し、アマ

ゾンで購入してその感想をフェイスブックやインスタグラムに投稿す

る。GAFA（グーグル、アップル、フェイスブック、アマゾン）に代表

される世界的 IT 企業は、われわれの生活に深く浸透し、世界を席巻し

ている。

　その一方で、脚光をあびるニューエコノミーとは対照的に、忘れられ

るオールドエコノミーの国内労働者の仕事はますます縮小の一途をた

どっている。莫大な富の集積と経済の不安定性は、格差社会を到来させ

経済史―現在と過去、経済と歴史とを結ぶもの

130



た。「ウォール街を占拠せよ」運動や世界規模での「ポピュリズム」運

動の台頭はグローバル資本主義経済への批判的な反応とみてよいだろう。

　このように両極端な「光」と「影」を併せ持つアメリカ経済をどのよ

うに理解するべきなのか。おすすめは『入門アメリカ経済 Q&A100』

である。この本は、20 人を超える研究者による共著で（「移民」につい

ては私も執筆している）、アメリカ経済を中心とした国際経済の見取り

図を提供してくれる。アメリカ経済史、アメリカ経済論の両分野を産業・

金融・財政・地理・経済理論の諸側面から包括的に学ぶことができる。

例えば、リーマン・ショック後のゼロ金利から脱却する出口戦略とは何

か？ 1930 年代の世界大不況や 70 年代のオイル・ショック、スタグフレー

ションをどのように打開し克服したのか？ラストベルトのホワイト・プ

アとは何か？年金や医療保険の見直しはどうなるのか？気になるトピッ

クから自由に拾い読みしてもらってかまわない。それぞれのトピックが

見開き 1 ページの Q&A 形式となっているため、気軽に読み始められる

はずだ。さらに掘り下げたくなった場合には、各トピックの最後に紹介

されている参考文献に進んでもらいたい。本書を読むことで、アメリカ

経済の強さの源泉と貧困な大衆の出現という、アメリカ経済の「強さ」

と「貧しさ」の二面性を把握することができるだろう。

３．�［歴史を学ぶ意味を考える―川北稔、玉木俊明�
『私と西洋史研究―歴史家の役割』（創元社、2010年）］

　最後に、川北稔・玉木俊明『私と西洋史研究―歴史家の役割』（創元社、

2010 年）を紹介したい。そもそも経済史研究の主要課題とは現代の支

配的な社会経済システムである近代資本主義や市場経済の成立・発展・
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変質の過程を把握するということにある。そうであるならば、近代資本

主義や市場経済を生み出したヨーロッパ、なかでも世界に先駆けて工業

化に成功したイギリス経済の歴史についても理解しておきたい。　

　筆者の川北先生は、イギリス近世・近代史の専門家である。川北先生

はイギリス経済史に社会史的な手法を取り入れて、統計上の数字からだ

けでは見えない人々の生活の実態を重視した。砂糖などの日常品の売買

や流通、消費の側面から人 （々庶民）の生活や文化を具体的に描き出す。

川北先生は専門書のみならず、初学者向けの新書なども多く書かれてい

るので、気になる作品から読み進めてもらいたい。

　著名な歴史家は、どのような想いで研究し、若者たちに何を伝えたい

のか。先達が苦労しながらも真摯に歴史研究に向き合ったその姿勢に大

いに触発されることになるだろう。歴史を学ぶ意味を考えるためにも、

ぜひ読んでもらいたい。この他にも歴史家が自分自身の研究生活を回顧

する作品は数多くある。阿部謹也『自分のなかに歴史をよむ』（ちくま

文庫、2007 年）も刺激的で読みやすい。歴史研究をより身近なものに

感じてもらえるのではないかと思う。経済や歴史をいうフィルターを通

すことで、現代社会が違ってみえてくるはずだ。

■下斗米秀之先生　紹介書籍

１．�［危機の時代のリーダーシップを学ぶ―佐藤千登勢�
『フランクリン・ローズヴェルト—大恐慌と大戦に挑ん
だ指導者』（中公新書、2021年）］

　第 1 章　名門に生まれて 
　第 2 章　政治の世界へ
　第 3 章　大恐慌に立ち向かう
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　第 4 章　ニューディールの新たな展開
　第 5 章　第二次世界大戦の舞台へ
　第 6 章　最高司令官として
　終　章　ローズヴェルトの遺産

２．�［今と過去とを結ぶ―坂出健・秋元英一・加藤一誠編�
『入門アメリカ経済Q&A100』（中央経済社、2019年）］

３．�［歴史を学ぶ意味を考える―川北稔、玉木俊明�
『私と西洋史研究―歴史家の役割』（創元社、2010年）］
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１．�『国富論』�
アダム・スミス著、大河内一男監訳、中公文庫（1978年）［原著1776年出版］

　誰もが知っている有名な『国富論』（あるいは『諸国民の富』）。経済

学の父と呼ばれるアダム・スミスが 1700 年代に著した本だが、古い時

代に書かれた書物のため、じっくりと読まずに、大学を卒業してしまう

学生もいるかもしれない。

　この本では、最初の 3 つの章で、有名なピン工場の例などを挙げなが

ら、分業について詳しく議論されている。

　　第 1 章　分業について

　　第 2 章　分業をひきおこす原理について

　　第 3 章　分業は市場の大きさによって制限される

　この本は、産業革命よりも前の時代に書かれたものだが、その一方で、

現代（特に 1990 年以降）は、分業の時代とも言われている。iPhone を

例に挙げれば、米の Apple 社が製品の設計をし、日本や韓国などの企

業が主要な部品を生産し、台湾企業の子会社が中国で組み立てるといっ

たグローバルな分業構造が構築されている。ちなみに、日本のシャープ

を買収したのは、この台湾企業「鴻海」である。また、日本の電機メー

カーや半導体メーカーが次々と撤退してしまった要因として、世界的に
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進む分業の進展に日本企業がついていけなかったためと考える研究者も

多い。分業は、現代の経済を考える上でも、最も重要なキーワードの 1

つなのである。

　アダム・スミスの分業論は、「見えざる手」という概念とも密接に関

係している。「見えざる手」とは、様々な分業が行われる中で、そうし

た分業を神の「見えざる手」（すなわち市場メカニズム）が調整してく

れるという考えだ。一方で、チャンドラーという経営史家は、アダム・

スミスの時代以降、分業と市場の重要性が相対的に低下し、大企業の経

営者という「見える手」が経済活動の調整を行う時代になっていったと

いう。そして、ラングロアという研究者は、アダム・スミスの「見えざ

る手」の時代（つまり分業の時代）は 1880 年頃までで、その後、チャ

ンドラーの「見える手」の時代（つまり分業が重要ではない時代）が

1990 年頃まで続き、そしてそれ以降、「見える手」が消えて「消えゆく手」

の時代（つまり再び分業が重要となる時代）になったと言う（ラングロ

ワ著『消えゆく手』慶應義塾大学出版会（2011 年）や、チャンドラー

著『経営者の時代』東洋経済新報社（1979 年）もぜひ読んでみてほしい）。

　日本は、「見える手」の時代（1880～1990 年）になってから産業革命

を迎え、その後、高度経済成長期を経て、急速な経済発展を遂げた。し

かし、「消えゆく手」の時代（1990 年以降）になってからは、バブル崩

壊や「失われた数十年」を経験し、将来的な展望が十分に見いだせない

時期を迎えている。日本人の協調性を大切にする文化は、大企業が重要

な役割を果たす「見える手」の時代に適合していたかもしれないが、分

業の役割が重要となる「消えゆく手」の時代には適応できないのか？ア

ダム・スミスやチャンドラー、ラングロアが論じた分業の概念は、日本
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経済の動向や、世界経済の発展の歴史を理解する上でも、欠かすことの

できないものとなっている。これらの書物は、今後、自分が進むべき業

界を考える上でも必須のものであるため、ぜひとも手にしてみてほしい。

２．�『なぜ豊かな国と貧しい国が生まれたのか』�
ロバート・アレン著、グローバル経済史研究会訳、NTT出版（2012年）［原

著2011年出版］

　産業革命以降、欧米のように急速な経済発展を遂げた国々が存在する

一方で、東アジアの国々のように少し遅れてキャッチアップに成功した

国々もある。そうした国々とは異なり、ラテンアメリカのように、当初

は、ある程度の発展を遂げたものの、その後停滞を続けたり、アフリカ

のように長期に渡って停滞したりしている国々も存在する。本書は、こ

うしたグローバルな経済発展の歴史と要因を、非常に平易な文章で分か

りやすく論じている。

　目次

　　第一章　大いなる分岐

　　第二章　西洋の勃興―最初のグローバル化―

　　第三章　産業革命

　　第四章　工業化の標準モデル―ドイツとアメリカ―

　　第五章　偉大なる帝国―インド―

　　第六章　南北アメリカ

　　第七章　アフリカ

　　第八章　後発工業国と標準モデル―帝政ロシアと日本―
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　　第九章　ビックプッシュ型工業化―ソ連・戦後日本と東アジア―

　著者が、こうした発展と停滞の要因として強調するキーワードは、技

術変化、グローバル化、経済政策の 3 つである。ここでは、グローバル

化について書かれた文章を少し引用してみよう。「経済成長を説明する

上で、制度、文化そして地理が背景として重要ではあるが、技術変化、

グローバル化および経済政策こそが不均等な経済発展の直接的な原因で

あったことが判明している。さらに産業革命それ自身も、グローバル化

の第一局面の結果であった。グローバル化は、コロンブス、マゼラン、

その他偉大な探検家たちの航海によって 15 世紀後半にはじまった。そ

れゆえ、『大いなる分岐』は第一次グローバル化とともに始まるのである」

（22 頁）。

　その後、豊かな国と貧しい国に分かれていく過程と要因については、

本書をじっくりと読んでみてほしいが、こうしたテーマは、「大分岐」

というキーワードで世界中の学者の論争の的となってきた。少し難解に

なるが、ポメランツ『大分岐―中国、ヨーロッパ、そして近代世界経済

の形成』名古屋大学出版会（2015 年）という書物もぜひ読んでみてほ

しい。豊かな国々と貧しい国々に分かれていったのはなぜか？研究者が

100 人いれば、見解も 100 通り分かれるというほど、難しいテーマであ

るが、学生時代に、ぜひ熟考し、出来れば論文を書いてみてほしいテー

マの 1 つである。その取り掛かりの 1 冊として、本書、ロバート・アレ

ン『なぜ豊かな国と貧しい国が生まれたのか』を推奨する。
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３．�『10万年の世界経済史』�
グレゴリー・クラーク著、久保恵美子訳、日経BP社（2009年）［原著2007

年出版］

　　�　「1800 年当時の平均的な生活水準は、紀元前 10 万年の平均的水

準を上回っていたわけではなく、……東・南アジアの住民の大部分、

とくに中国や日本の人々は、原始人のそれに比べてもはるかに劣悪

だったと考えられる生活条件のもとで、細々と暮らしを立てていた

のである。……どの狩猟採集民もわずかな労働量で物質的欲求を満

たすことが出来たのに対し、1800 年の英国では、ごく慎ましやか

な生活ですら、一生あくせく働き続けなければ手に入らなかった」

（上巻 16 頁）。

　　�　「タンザニアなどの国々は、産業化の進んだ国々と接触せず、産

業化以前の状態を維持していれば、物質面ではもっと豊かになって

いただろう。……過去 200 年間に生み出された多様な技術をつぎつ

ぎに導入したことで、物質的生活水準はかつてなく低いレベルまで

落ち込んでいる」（上巻 18 頁）。

　本書では、刺激的な文章とともに、10 万年に及ぶ長期的な視野から、

世界経済の発展と停滞の歴史が解き明かされる。そもそも人類は、どの

ようにして猿から進化し、石器を作るようになったり、文明を築くよう

になったりしたのか。そして、どのようにして現在のような水準まで発

展を遂げてきたのか。こうしたテーマは、リチャード・クライン / ブレ
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イク・エドガー『5 万年前に人類に何が起きたか？―意識のビッグバン』

新書館（2004 年）といった考古学の研究でも盛んに議論されているので、

ぜひ一読を勧めるが、この問題に対する明確な答えが見つかっているわ

けではない。

　この問題は、経済発展の源泉とは何か、ということでもあるのだが、

経済学の基本的な教科書では、経済成長の要因として、物的資本や人的

資本といった生産要素に注目しつつ、技術進歩の重要性が強調される。

その一方で、シュンペーターは『経済発展の理論』岩波書店（1977 年）

の中で、経済発展の要因として、イノベーションを最重要視している。

ただし、こうしたイノベーションは、どのようにして生み出されるのか。

石器や鋼、蒸気機関や半導体といったイノベーションが、どのようにし

て生み出されたのか。こうした長期に渡るイノベーションの源泉を明ら

かにする理論はまだ存在していないのだが、ぜひとも若い学生たちに解

き明かしてほしい研究テーマの 1 つである。

■末永啓一郎先生　紹介書籍

１．『国富論』
アダム・スミス著、大河内一男監訳、中公文庫（1978 年）［原著
1776 年出版］
　第 1 篇　�労働の生産力における改善の原因と、その生産

物が国民のさまざまな階級のあいだに自然に分
配される秩序について（分業について；分業を
ひきおこす原理について；分業は市場の大きさ
によって制限される；貨幣の起源と使用につい
て；商品の真の価格と名目上の価格について、
すなわち、その労働価格と貨幣価格について；
商品の価格の構成部分について；商品の自然価
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格と市場価格について；労働の賃銀について；資本の利潤について；労
働と資本の種々な用途における賃銀と利潤について；土地の地代につい
て）

　第 2 篇　�資本の性質、蓄積、用途について（資本の分類について；社会の総資財
の一特定部門とみなされる貨幣について、すなわち、国民資本の維持費
について；資本の蓄積について、すなわち、生産的労働と不生産的労働
についてほか）

　第 3 篇　�国によって富裕になる進路が異なること（富裕になる自然の進路につい
て；ローマ帝国没落後のヨーロッパの旧状においては農業が阻害された；
ローマ帝国没落後における都市の発生とその発達についてほか）

　第 4 篇　�経済学の諸体系について（商業主義または重商主義の原理について；国
内でも生産できる財貨を外国から輸入することにたいする制限につい
て；貿易差額が自国に不利と思われる諸国から輸入されるほとんどあら
ゆる種類の財貨にたいする特別の制限について；戻税について；奨励金
について；通商条約について；植民地について；重商主義の結論；重農
主義について、すなわち、土地の生産物がすべての国の収入と富の唯一
またはおもな源泉だと説く経済学上の主義について）

　第 5 篇　主権者または国家の収入について（主権者または国家の経費について）

２．『なぜ豊かな国と貧しい国が生まれたのか』
ロバート・アレン著、グローバル経済史研究会訳、NTT 出版（2012
年）［原著 2011 年出版］
　第 1 章　�大いなる分岐―「豊かな国」と「貧しい国」のルー

ツをたどる
　第 2 章　西洋の勃興―最初のグローバル化
　第 3 章　産業革命―なぜイギリスではじまったのか
　第 4 章　�工業化の標準モデル―ドイツとアメリカの

キャッチアップ
　第 5 章　偉大なる帝国―インドの工業化の挫折
　第 6 章　南北アメリカ―なぜ南北格差が生じたのか
　第 7 章　アフリカ―なぜ貧しいままなのか
　第 8 章　後発工業国と標準モデル―帝政ロシアと近代日本のキャッチアップ
　第 9 章　ビッグプッシュ型工業化―ソ連・戦後日本と東アジアの奇跡

３．『10万年の世界経済史』
グレゴリー・クラーク著、久保恵美子訳、日経 BP 社（2009 年）［原著 2007 年出版］
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　「世界で最も豊かな 8 人が全人類の下位半分、36 億人に匹敵する資産

を所有している」――。昨年、貧困の支援活動で知られる国際 NGO オッ

クスファムが驚きのレポートを発表しました。この団体が毎年出す同様

のレポートを見ても富裕層と貧困層の格差は、年々拡大の傾向にありま

す。世界のトップ数人の資産額がギリシアやデンマークの国家予算に匹

敵する一方、世界の 10 人に 1 人が 1 日 2 ドル以下の生活を余儀なくさ

れていると聞けば、さすがにおかしいと感じる人もいるはずです。地球

上の男性の数が「35 億」のギャグで笑えても、その総資産とほぼ同じ

額がたった 8 人の手中にあると聞いて笑える人はいないでしょう。

　資本が世界中を自由に駆け巡るグローバル社会では、先進国と第三世

界、富裕層と貧困層の境界で格差と軋轢が生じています。安価な資源や

労働力を求める競争の過熱は企業の海外流出や多くの非正規雇用、移民

の流入を生み、それに伴い少子化や排外主義の蔓延、国際的には先進国

を標的とした無差別テロなど社会問題の遠因ともなっています。一昨年

は、その反動からトランプ政権の誕生、英国の EU 離脱、仏国の極右政

党の大統領決選投票進出など、10 年前であれば一笑に付されたことが

ここ 1 年の間に次々と現実になりました。

　こうした時代の転換期を読み解くには、個々の出来事よりも歴史や思
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想、文化や宗教といった大きな視点から現実を考え直してみるのも悪く

はないでしょう。ここで紹介する 3 冊はそうしたスケールの大きな視点

を与えてくれるものを選びました。

１．『僕らの社会主義』國分功一郎／山崎亮著、筑摩書房（2017年）
　「いまさら社会主義？」もしかしたら若い人たちからはそんな呟

ツイート

きも

聞えてきそうです。著者の國分功一郎は「報道ステーション」でもお馴

染みの気鋭の政治哲学者、山崎亮はコミュニティ・デザインを専門とす

る建築デザイナーです。共に 40 代の彼らは（紹介者もそうですが）ベ

ルリンの壁崩壊からソ連の解体、東欧のビロード革命、中国の天安門事

件まで社会主義体制の衰退をリアルタイムで見てきた世代、多少自嘲的

にいえば既存の社会主義にはじめから期待などしたことのない（？）世

代に属します。しかし、それでも社会主義にこだわるのはなぜかという

問いからこの本は出発します。

　異業種の二人を引き合わせたもの、それは現在の社会状況が社会主義

を生んだ 19 世紀のヨーロッパに図らずも逆戻りしているという共通認

識です。封建制から産業社会へ転換した当時の西欧社会は、都市に工場

労働者が大量に流入し、治安や衛生の悪化、過酷な労働条件下で貧困の

増大を招きました。そこで社会権や労働権の獲得に当時尽力したのが広
4

い意味
4 4 4

での社会主義者たちでしたが、規制緩和や福祉の削減、ブラック

企業や過労死・自殺など今やこうした権利が次第に蔑
ないがし

ろにされていると

いうのが著者たちの危機感です。

　いま広い意味
4 4 4 4

と言いましたが、これはロシア革命以降、マルクス＝レー

ニン（M-L）主義に独占された 20 世紀の狭い
4 4

社会主義と区別するため
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です。「科学的」社会主義を標榜する M-L 主義はそれ以前の 19 世紀社

会主義を “ ユートピア ”、“ 非科学的 ” だと批判してきました。ところが

M-L 主義に依拠した社会体制が崩壊すると、それがそのまま社会主義

自体の失効とみなされてしまいました。この本の書名 “ 僕らの ” には、

もう一つ別のオルタナティヴな社会主義の提案という意味が込められて

います。

　そこで著者たちが注目するのがマルクス主義以前の 19 世紀の初期社

会主義、特に R・オウエンを始祖とし、T・カーライル、W・モリス、J・

ラスキンへと受け継がれるイギリスの社会主義思想です。彼らは産業革

命による機械化と失業者をまえに、人間の生活の豊かさを生産力だけで

はなく、都市空間、労働環境、教育、住民組織といった全人格的な形成

の場から考えようとしました。このスケールの大きさが “ ユートピア ”

と批判された一因ですが、一方的に大量消費の側に生産を従属させるの

ではなく、働く側の “ 楽しさ ”、商品の “ 美しさ ” を前提としない労働

にノーを突きつける彼らの美的構想力は私たちの社会主義のイメージを

一新するはずです。「富なにするものぞ、ただ生活あるのみ（There is 

no wealth, but life）」（ラスキン）。

２．�『自由だけではなぜいけないのか―経済学を考え直す』�
荒井一博著、講談社選書メチエ（2009年）

　でも人格的に豊かな生活という理想はわかるけど、100 年以上も昔の

国も時代も違う思想から現代の複雑な問題を考えるには漠然としすぎる

なぁ、と思う人もいるでしょう。次に紹介する本は 19 世紀から一転して、

現代日本の労働・雇用問題を具体的に論じたものです。著者は、長年一
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橋大学でミクロ経済学を講じてきた経済学者で、終身雇用制の擁護論者

として知られます。現代の主流派経済学である新古典派の理論の欠陥を

例証しながら、経済を取り巻く生活や文化、世界観にまで一経済理論が

なぜ大きな影響を及ぼしているのかを論じる本書は、社会主義の立場で

はないにもかかわらず、一冊目の本と問題意識は重なっています。

　経済学科に入った皆さんは、“ 個人が自己利益を追求して自由に行動

すると、経済の資源配分が効率的（最適）になる ” という経済学の原則

を最初に習うでしょう。でもこの本はいきなりこの命題に挑戦します。

経済学に限らず理論の構築には多少とも現実の捨象は避けられません。

経済学が対象とする「人間」も「高能力をもつ合理的で自立した個人」

が市場で前提され、こうした合理的人間は「経
ホモ・エコノミクス

済人」と呼ばれます。

経済人はあくまで現実から抽出したモデルに過ぎませんが、“ 現実の人

間のほうがこのモデルに従うべし ” というエートスに転化すると、どの

ような弊害（非効率）が社会を襲うのかを本書は詳細に論じています。

興味深いのは、自由主義経済学が極度に効率的（＝非人間的）だからで

はなく非効率であるという理由から問い直され、むしろ因襲的・前近代

的と批判されてきた会社組織や同業組合の持続的な信頼関係のほうが効

率性を生むというその逆説です（その典型が終身雇用制というわけです）。

　ただ、これから経済学を学ぶ皆さんが “ 経済学を考え直す ” という本

を読むのは、多少骨が折れるかもしれません。またかなり原理的に新古

典派の世界観を描いているのでひょっとすると幻滅する人もいるでしょ

う。ここは発想を変えて「読んでもよくわからない」、「本当にそこまで

主張できるのか」など疑問を胸に授業に臨んではいかがでしょうか。自

分で納得できるまで勉強するための講座が政経学部には一通り用意され
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ているのですから。

３．�「社会制度論」ロバート・オウエン著（1822年）、『世界の名著　オウエン、
サン=シモン、フーリエ』所収、中央公論社（1980年）

　先ほど「経済人」に触れましたが、“ 自立した個人 ” という理念は産

業革命とフランス革命を経た 19 世紀以降、教会や王権に依拠する封建

体制を否定して人権や個人の権利を樹立した近代社会の基本原理と重な

るものです。したがって自由権や個人の権利は自由な経済活動を行うた

めに不可欠な条件なのですが、裏を返せば個人の活動の責任はすべて個

人が負うことも意味します。個人の能力や努力の成果はすべてその人に

帰される一方、失敗や無能力もすべてその個人が負う（自己責任）とい

うわけです。

　このことは当然のように思うかもしれません。でも日本なら「みなさ

んのおかげ」、西欧なら「神の恩恵」のように近代以前の世界では必ず

しもそうではありませんでした。ところが「神」が死に、伝統的な共同

体が解体して社会が世俗化すると、富と社会的地位の源泉のすべてが分

割不可能な「個人」に還元されることになりました。しかし、「個人」

はすべての能力を「自分」のうちに宿して生まれてくるわけではありま

せん。例えば、今話してる言語や受けてきた教育・文化は自分で発明し

たものでしょうか。自明すぎて気づきませんが、ここには「社会」から

個人へのいわば無償の贈与があります。

　いうなれば、「神」ならぬ「社会」の恩恵というこの考えから近代の

自己責任論に挑んだのが、すでに名前の出たオウエンです。彼によれば、

人間は自己を形成した環境に責任はありません。人間は自分の意思で家
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庭や教育、社会環境を選べないからです。19 世紀に蔓延した貧困や犯

罪の責任を、彼は単純に貧民個人の無知には還元できないと考えました。

社会制度が人間を作るという思想から、彼は実際に工場を建設し、その

周りに世界初の幼稚園を含む学校、病院、住居を集めて労働者の生活全

般を保障する村を作り、成果をあげました。同時代の他の社会改革者に

はないオウエンの魅力は単なる思想に留まらない企業経営者としての顔

にあり、一冊目の著者らが惹かれたのも現在の生活協同組合運動まで続

くその実践的性格にあります。

　いきなりオウエンから読むとその強烈な“自己無
4

責任論”に反発すら

覚えるかもしれません。でも一冊目から順番に読めば現代の問題と重な

る本質的な問いが見えてくるはずです。ちなみにこの本の共訳者の一人

は長年、本学部で経済史を講じられた田村光三先生です。ぜひ図書館で

探してみてください。

■杉本隆司先生　紹介書籍

１．『僕らの社会主義』
國分功一郎／山崎亮著、筑摩書房（2017 年）
　はじめに　ポストモダンの素敵な社会主義
　第 1 部　いまこそ大きなスケールで―政治哲学編
　第 2 部　あったかもしれない社会主義―故郷イギリス編
　第 3 部　ディーセンシーとフェアネス―理念提言編
　第 4 部　行政×地域×住民参加―民主主義・意思決定編
　おわりに　社会主義をつまみ食いしませんか

２．『自由だけではなぜいけないのか―経済学を考え直す』
荒井一博著、講談社選書メチエ（2009 年）
　新自由主義が日本を劣化させた
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　新古典派経済学パラダイムの構造と主張
　個人の独立性という虚構
　法化社会で自己利益を追求する個人という虚構
　高能力を持つ合理的な個人という虚構
　情報の非対称性
　取引費用と契約の不完備性
　業績は評価できるのか
　ネットワークと社会関係資本
　社会関係資本と人間の行動
　良質な文化をいかにして形成するか
　日本社会をいかに立て直すか

３．「社会制度論」
ロバート・オウエン著（1822 年）、『世界の名著　オウエン、サン
= シモン、フーリエ』所収、永井義雄、五島茂、田村光三ほか訳、
中央公論社（1980 年）
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１．『現代経済学の群像』都留重人著、岩波現代文庫
　本書そしてその前編にあたる『近代経済学の群像』は、経済学者の人

物伝である。『近代』では、ミクロ経済学の創始者メンガーとワルラス、

マクロの創始者ケインズが登場する。本書のハンセンの財政政策やロビ

ンソンの不完全競争理論は、現在も多くのテキストに掲載されている。

しかし筆者の見るところ、本書の主眼は、ミクロ・マクロへの入門より

も、「制度派経済学」ないしは「政治経済学」への入門に置かれている。

実際都留は、『近代』『現代』の人物にマルクスを加えた総括の書を後に

出している（『制度派経済学の再検討』岩波書店）。

　それでは制度派とは一体何であろうか。環境経済学者カップに即して

都留は説明する。制度派は、歴史的に進化する社会制度の中に経済現象

を置く。そして技術進歩がこの制度を変革する原動力になると見る

（204-205 頁）。ミクロ経済学では、個人の消費欲求は他人から影響を

受けることがないと仮定する。しかし本当にそうだろうか？制度派の始

祖ヴェブレンが明らかにしたように、見栄やみせびらかのためにブラン

ド物が欲しくなったりはしないだろうか？つまり、他者の存在によって

影響されて欲求が形成されているのではないだろうか？あるいは欲求

は、企業の広告によって人為的に作り出されてはいないだろうか？これ

経済原論
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は、技術進歩により大量供給が可能になったことで、これに見あう消費

を創出すべく、寡占企業が大量宣伝をする形に市場経済が進化したから

である（ガルブレイス）。このように制度派は、文化・家族・企業・国

家などの社会制度の中に置いて人間の経済行為を分析する。経済の分析

はこれら制度内の人間関係から切り離せない。かくして制度派経済学は、

政治学や社会学とも分析すべき課題を共有することになる。

　また制度派は、カップやロビンソンが示す通り、生産・消費・雇用の

量的増加を求めるだけではない。その質と中身を問う。ここではハンセ

ンを見ることにしよう。マクロ経済学では彼の財政政策を学ぶ。不況時

に政府が財政支出を増やすと、乗数効果というものを経て雇用と所得が

増え、不況を脱することができる。

　教科書の説明はここまでである。だが、ハンセン自身はもう一歩踏み

こみ、財政支出とこれによる雇用の質を問う。彼はその例として、学校

や病院建設、都市住環境、公共住宅、再植林と土壌保全、音楽美術の施

設などをあげる（94-95 頁）。これらはいずれもわが国の財政支出の中

では配分の少ない事業である。たとえば、GDP に占める教育機関への

公的支出比率は、OECD 加盟 34 か国中日本は最下位である（日本経済

新聞電子版 2017 年 9 月 12 日）。大学の高学費の原因の一端はここにあ

る。あるいはわが国において、どのように子育て支援・高齢者対策を進

めるべきか。これらを含むコミュニティ形成ないしは住環境のあり方は、

全国各地で現在進行形の課題となってはいないだろうか。

　今日では、制度派のセンスを受けつぐかのような生活の質を重視した

豊かさの指標づくりも行われている。その一例として、現代を代表する

経済学者スティグリッツとセンの『暮らしの質を測る』（金融財政事情
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研究会）をあげておこう。

２．『怠ける権利』ポール・ラファルグ著、平凡社ライブラリー
　経済学は豊かさの学問である。付加価値ないし財・サーヴィス量をい

かにして増やし、いかに分配して国民の生活水準を引き上げるか。これ

を経済学者は考えてきた。しかし、豊かさの見方を根本的に変えた人物

が 19 世紀に登場する。カール・マルクスである。彼の見るところ、資

本主義経済の機械制大工業によって、人類はあふれんばかりに物を生産

できるようになった。だがそれは、過剰生産恐慌を通じて、豊かさより

もむしろ失業や貧困の原因になっている。こう分析した彼は、豊かさの

概念自体がいつか変わると考えた。豊かさとは自由時間であり、そこで

の個々人の潜在能力の伸長である。本書の著者ラファルグはこのマルク

スの娘婿である。彼はマルクスからは嫌われていたといわれるものの、

この短いエッセイの中で義父の思想を的確に伝えている。

　まず、ラファルグは技術進歩を歓迎する。これによって労働時間の削

減が可能になるからである。そして大胆に宣言する。「人権などよりも

何千倍も高貴で神聖な、怠ける権利を宣言しなければならぬ。一日三時

間しか働かず、残りの昼夜はうまいものを食べ、怠けて暮らすよう努め

ねばならぬ」（37 頁）。こうして彼は、過剰生産への対応として労働時

間の規制と休日の増加を訴える（56 頁）。

　ヨーロッパでは 1970 年代から大幅に時短が進んだ。わが国では逆に、

男性正社員の労働時間の延長と睡眠時間の短縮傾向が、1980 年以降に

見られる（森岡孝二『過労死は何を告発しているか』岩波現代文庫 99 頁）。

なぜだろうか？日本人は勤勉な国民性だからという答え方がある。しか
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し、そうだとは言い切れない。明治期にわが国を訪れた外国人たちは、

日本人が怠惰で享楽的であると母国に紹介しているからである（武田晴

人『仕事と日本人』ちくま新書 33 頁）。

　このように技術進歩は時短を可能にする一方で、これはこれで大きな

問題を引き起こすかもしれない。失業である。メガバンクは、ネット取

引やキャッシュレス化等の技術進歩に伴う大量の人員整理にすでに動い

ている。「働かざる者食うべからず」という倫理がある。だが、働く場

や必要がなくなった時、いかにして食べていけばよいだろうか？企業の

報酬制度のあり方、社会保障のあり方など多方面で制度の見直しが必要

となる。制度派式にいえば、技術進歩が進むと、社会の制度も人々の倫

理観もそれに見合うよう変更を迫られるのである。この論点、とりわけ

AI と社会制度の関係をめぐる近年の議論として、井上智洋『人工知能

と経済の未来』（文春新書）と小谷敏『怠ける権利！』高文研（9 章）

をあげておく。

３．『家事労働ハラスメント』竹信三恵子著、岩波新書
　経済原論では、資本（≒企業）が利益を求めて増殖運動を続けるメカ

ニズムを講義する。これを資本の拡大再生産という。これには不可欠の

条件がある。労働力の再生産である。企業内の労働時間でエネルギーを

使い果たした人間は、その後家庭で食事・睡眠・娯楽の時間をすごす。

これを生理的必要時間と自由時間という。人間はこの時間にエネルギー

を回復することで、翌朝また家庭から仕事場に向かうことができる。こ

れが労働力の再生産である。マクロに言えば、次世代の資本の再生産を

担う労働者づくりも労働力の再生産である。そのためには恋愛・出産・

経済原論
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育児・教育・介護の時間が必要となる。資本主義経済とは、資本と労働

力の再生産が車の両輪となって前進するシステムといえる。

　現在わが国では、労働力の再生産を担う食事・掃除・洗濯・子育て・

介護など一連の家事労働を、両性間または社会の中でどのように割り振

るべきかが問題となっている。「少子化」「子育て支援」「女性活躍」「待

機児童」「過労死」「働き方」などは、いずれも労働力の再生産の困難に

関わる問題である。問題の原因は、日本型資本主義の政・官・経済界の

制度が、資本主義の持続にとって不可欠のはずの家事労働の時間を排除

する形で成立している点にある（39 頁）。その結果、出産と主に家事を

担う女性が有形無形さまざまなハンディキャップを背負うことになる。

　たとえば、フルタイム労働の女性賃金は男性の 70％程度であり、女

性労働者の非正規率は 50％を超える。これは、競争の結果女性の能力

が男性に劣ったからであろうか？もちろんそうではない。競争よりも、

入社時の正規職・非正規職の区分、正規の中の総合職と一般職の区分と

いう、「制度」によって決められる部分が大きい。非正規・一般職は、

出産や家事労働の時間はつくりやすくとも、給与・昇進・年金が低く設

計されている。それではなぜ、女性はこのような職をあえて選択するの

か？長時間労働や遠隔地転勤をいとわぬ男性労働者を標準モデルとする

企業の雇用・賃金制度と、専業主婦家庭を標準とする税と社会保障制度

とが、女性の選択をある意味で誘導しているからである。長時間労働を

自明とする男性モデルの働き方に加えて、出産と家事までは負担できな

い。こうして、「女性の低賃金が男性の長時間労働を誘い、長時間労働

が男性の家事参加を阻んで女性の外での就労を妨げ、それがさらに男性

の長時間労働を生む」（127 頁）社会となる。
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　このような問題を取り上げると、男女二項対立の枠組にあてはめる議

論にとかく向かいがちである。たとえば、「男も妻子を抱えて残業で大

変なんだ」という反応である。しかし、女性が生きづらい社会は男性に

とっても生きづらい社会ではないだろうか？妻子・恋人・友人との時間

を犠牲にする長時間労働や単身赴任。そして男性であっても、家事労働

を一旦引き受けると、途端に困難に直面する。子供の送迎の時間を求め

れば上司や同僚から批判され（131 頁）、家事と会社の仕事に追われる

イクメンのうつが NHK で報じられたこともある（2016 年 11 月 30 日）。

介護・育児時間のために離職し、低賃金労働に従事する男性も多い。

　また仮に男女の均等待遇が実現するにせよ、女性の深夜労働の全面解

禁に典型的に見られる通り、日本のそれは、家事分担を前提しない男性

の働き方に女性が一方的に合わせることを意味する。その逆はありえな

い。これに対して EU では、男性の方が女性の働き方に合わせた平等化、

あるいは男性が家事に入りやすくするような平等化に向けて制度が進化

してきた。たとえば、女性の深夜労働禁止規定を男性にも拡大し、最低

連続 11 時間の休息時間を義務化する（39 頁）などである。

　家事労働の割り振りは、今後だれもが必ず直面するはずの課題である。

こういう問題を理論的に深めたい人には、上野千鶴子『家父長制と資本

制』（岩波現代文庫）にチャレンジしてほしい。そして欧米の家事時間

創出のための制度設計と実証分析については、佐藤博樹・武石恵美子『男

性の育児休業』（中公新書）と筒井淳也『仕事と家族』（中公新書）をお

すすめする。資本と人間の再生産という考え方については、内田義彦『資

本論の世界』（岩波新書）を手に取ってほしい。

経済原論
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■髙橋聡先生　紹介書籍

１．『現代経済学の群像』
都留重人著、岩波現代文庫
　第 1 話　ソースタイン・ヴェブレン
　第 2 話　アルヴィン・ハンセン
　第 3 話　ミハル・カウツキー
　第 4 話　ジョーン・ロビンソン
　第 5 話　ウィリアム・カップ
　第 6 話　柴田敬と安井琢磨
　あとがき

２．『怠ける権利』
ポール・ラファルグ著、平凡社ライブラリー
　怠ける権利
　資本教
　売られた食欲

３．『家事労働ハラスメント』
竹信三恵子著、岩波新書
　序　章　被災地の百物語
　第 1 章　元祖ワーキングプア
　第 2 章　「専業主婦回帰」の罠
　第 3 章　法と政治が「労働を消す」とき
　第 4 章　男性はなぜ家事をしないのか
　第 5 章　ブラック化するケア労働
　第６章　家事労働が経済を動かす
　終　章　公正な家事分配を求めて
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1．�高野文子（2014）『ドミトリーともきんす』中央公論新社
　乾いた涼しい風が吹いてくる読書なのです（高野 2014：117）。

　高野先生は、自然科学の本の読後感を先のように表現している。「科

学者たちの言葉」を紹介する本書も涼しい風が吹き抜けるような、風通

しのよい読書案内になっている。この漫画は、朝永振一郎、牧野富太郎、

中谷宇吉郎、湯川秀樹の 4 人の科学者たちが、まだ世に出る前に、とも

子さんと娘のきん子さんがまかなっている「ドミトリーともきんす」で

下宿をしていたらというところから始まる。「トモナガ君 泣かないで」

の中では、朝永振一郎がドイツ留学時代に書き記した『滞独日記』が紹

介されている。大学で同級だった湯川秀樹の中間子論は世界から注目さ

れている一方で、朝永青年は「彼、はり切って研究している。ぼく怠け

て計算の誤りをしている。たまらない自己けん悪を味わう」と文章を刻

んでいる。この日記からは、新しい学問を創り出そうするときに、風が

やんでしまい、索漠とする中で、必死にもがいている青年の様子が浮か

び上がってくる。

　この本から涼しい風が吹いてくる理由は、いくつかの抑制のもとでこ

の漫画が描かれているところにある。まずこの本では自分（高野先生本

涼しい風と薄闇と勇気の物語

中　島　満　大
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人）を出さないように。あとがきには「絵を、気持ちを込めずに描くけ

いこをしました」と述べられているように、自分自身が出てこないよう

に抑制されている。前作の『黄色い本』が、自分のことを考え抜いて書

かれていることとは対称的に。次にこの作品では、物語が始まらないよ

うに慎重に抑制されている。この本の中ではトモナガ君をはじめとする

キャラクターたちが冒険しようとするギリギリのところで、案内人のと

も子さんが登場し、物語は始まらない。こうした抑制は、この本に涼し

い風を通してくれる。そしてその風は、紹介された本を読むために図書

館へと読者の背中を押してくれる。

　では社会科学ではどうだろうか。涼しい風ばかりではないように思え

る。そして自分を出さないで書くことは可能なのだろうか。ただ温度や

湿度の違いはあれども、読者を図書館へ、あるいはフィールドへと背中

を押してくれる本はたくさんある。ほらこの大学にも、本屋さんにも。

2．�中屋敷均（2019）『科学と非科学　その正体を探る』�
講談社学術新書

　本書は、科学と非科学のはざま、言うならば、「光」と「闇」の間に

ある、様々な「薄闇」に焦点を当てた本である（中屋敷 2019：6）。

　本書の冒頭に述べられるこの文章に違和を感じる人もいるのではない

だろうか。科学と非科学をきれいな直線で分かつことができると考えて

いる人、あるいはなんとなくそれができそうだと思っている人。しかし

ながら本書は、様々な「薄闇」に関する事例を紹介しながら、社会にお

ける科学の位置づけ、科学が包含する限界、あるいは科学がどのような
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ときに板挟みになっているのか等を読者に説明してくれる良書である。

　本書の中で、中屋敷先生は、「科学と非科学に線を引けるとするなら、

それは何を対象としているかではなく、実はそれに関わる人間の姿勢に

よるのみなのではないか」と述べている（中屋敷 2019：75）。科学的な

姿勢の特徴として、根拠となる事象の情報がオープンにされていること、

誰もが再現性に関する検証ができること、自由に批判・反論が可能であ

ることが列挙されている（中屋敷 2019：75）。ということは、根拠とな

る事象が秘匿されていたり、再現性の検証ができなかったり、批判を許

さなかったりすることは、非科学的な姿勢ということになる。両者の違

いは何か。それは物事が発展・展開するために必要な資質を備えている

かどうかという点にあるという。

　たとえば、ゼミで研究発表をしているときに、フロアから内容につい

ての間違いを指摘されたとする。自分の顔が熱く、紅くなっていること

がわかるほど、本人はバクバクしてしまうだろう。自分でもう一度検証

した結果、その研究のある部分が間違っていたことがわかる。けれども

間違いがわかれば、修正したらよい。特に研究や調査を始めたばかりの

人（いやそうとは限らないか）は、真剣に考えたこと、論証しようとし

たことが、間違うことを恐れるかもしれない。でも間違ったことを認め、

どこで間違えたのかを把握し、修正した結果を提示することができれば、

それでよいのではないだろうか。その「素直さ」は、科学的な研究にお

いても、そして社会科学の領域においても、大切な資質であると思う。

　蛇足ながら、多少「ひねくれ」た部分も大切である。「素直さ」と「ひ

ねくれ」は、同一個人内で両立するような気がする。根拠は示せないけ

れど。

涼しい風と薄闇と勇気の物語
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3．�川添愛（2017）『自動人形の城　人工知能の意図理解を
めぐる物語』東京大学出版会

　たとえば、他人と比べられるのが怖い、自分が何も知らないことを知

るのが怖い、などいった思いだ。……中略……何かを学び始めるという

のは、ある意味、その分野におけるもっとも低い位置に自分を置くこと

を認め、それを甘んじて受け入れるということだ。そしてそれは考えよ

うによっては、心の奥底の恐怖をかき立てることでもある（川添 

2017：107）。

　上記の言葉は、勉強嫌いのルーディメント王子に対して、魔術で黒猫

にされてしまった教育係のパウリーノが、彼の勉強嫌いの背景に、「怠

け心」の他にも何かあるのではないかと論じたシーンの中でのセリフで

ある。

　この本は、邪悪な魔術師の力をかりて、わがままな王子様がお城で働

く人たちを、従順な人形に置き換えてしまうところから始まる。そして

その物語は、本書の副題にもあるように人工知能の意図理解という観点

から進んでいく。

　AI という言葉が人口に膾炙してからというもの、喧しいほどに言葉

が消費されていく。AI に奪われる仕事や職業という煽り文句を見聞き

することが多くなった。そういった言葉に煽られないためには、現時点

で AI は何ができて（あるいは何が得意で）、何ができないのかを正確

に把握することが必要だろう。そういった点からみると、この本は、人

工知能が人間の意図を理解しようするときに、直面する課題やその限界

について説明されている素晴らしい本である。
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　しかしながら、私は本書には「学ぶこと」についての本という側面が

あると思う。川添先生は意図していないかもしれないけれど、学ぶこと

と、そのために必要な勇気がこの本には詰まっている。お城の人たちを

人形に変えた魔術師ドニエルと、王子のお世話係で彼が大好きなポー

レット（ちなみにポーレットはパウリーノと婚約している。このことは

王子がパウリーノという存在を憎んでいることとも関係している）が、

ドニエルが人間から何を奪おうとしているのかを論じ合うシーンがあ

る。魔術師ドニエルは、私たち人間から何を奪おうとしているのか、そ

して人形しかいないお城で、王子はどうやってサバイブしていくのか、

そして彼はどんなふうに成長していくのか、ぜひ本書を読んで味わって

ほしい。

■中島満大先生　紹介書籍

1．『ドミトリーともきんす』　　　　　　　　　
高野文子【著】、中央公論新社（2014 年） 
　球面世界
　ドミトリーともきんす
　　プロローグ
　　1　 トモナガ君　おうどんです　朝永振一郎「鏡のなかの物

理学」
　　2　 ト モ ナ ガ 君　泣 か な い で　朝 永 振 一 郎「滞 独 日 記

（一九三八年四月七日－一九四〇年九月八日）」
　　3　マキノ君　お正月です　牧野富太郎「松竹梅」
　　4　ナカヤ君　お手紙です　中谷宇吉郎「簪を挿した蛇」
　　5　ナカヤ君　コタツです　中谷宇吉郎「天地創造の話」
　　6　マキノ君　蝶々です　牧野富太郎「なぜ花は匂うか？」
　　7　ユカワ君　お豆です　湯川秀樹「数と図形のなぞ」
　　8　ユカワ君　松ボックリです　湯川秀樹『「湯川秀樹　物理講義」を読む』
　　9　ユカワ君　ハゴロモです　湯川秀樹「自然と人間」
　　10　 ようこそ、ガモフさん　ジョージ・ガモフ『G・ガモフコレクション①トムキンス

涼しい風と薄闇と勇気の物語
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の冒険』
　　11　 詩の朗読　湯川秀樹「詩と科学―子どもたちのために―」
　　ともきんすと白銀荘について
　　参考資料
　　あとがき
　T さん（東京在住）は、この夏、盆踊りが、おどりたい。

2．『科学と非科学　その正体を探る』　
中屋敷均【著】、講談社学術新書（2019 年）
　第 1 話　デルフォイの神託
　第 2 話　分からないこと
　第 3 話　消える魔球
　第 4 話　無限と有限 
　第 5 話　科学と似非科学
　第 6 話　科学は生きている
　第 7 話　科学と非科学のはざまで
　第 8 話　ドイツの滑空王 
　第 9 話　リスクととともに
　第 10 話　アフリカ象と大学人
　第 11 話　「無駄」と科学
　第 12 話　閉じられたこと
　第 13 話　この世に「形」を生み出すこと
　第 14 話　確率の話
　エピローグ
　あとがき

3．『自動人形の城　人工知能の意図理解をめぐる物語』
川添愛【著】、東京大学出版会（2017 年） 
　主な登場人物
　第 1 章　絶望と呪い
　第 2 章　人形と猫
　第 3 章　炎と涙
　第 4 章　戦闘と料理
　第 5 章　作戦と作法
　第 6 章　逡巡と決断
　第 7 章　敵と客人
　第 8 章　献身と意志
　第 9 章　贖罪と喜び

　解説
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　1　人間の言語能力
　2　言葉による意図理解
　3　言われたとおりに行動すること
　4　その他の話題
　あとがき
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　私は、「労働経済学」を専門分野として研究していて、政治経済学部

でもこの科目を担当しています。労働経済学は、「労働」、つまり「働く」

という状況で起こっていることを経済学に基づいて解明する学問です。

研究手法は複数ありますが、私は、計量経済学的手法に基づいてデータ

分析を行うというスタイルで研究をしています。まずは、これに関連す

る本を 2 冊ご紹介したいと思います。

　そして、最近では、行動経済学の手法を使った研究も盛んになってい

ます。行動経済学は心理学と強く関係している経済学で、比較的新しい

分野なのですが、面白い研究がたくさん行われているので、3 冊目にご

紹介します。

1．『データ分析の力：因果関係に迫る思考法』
　経済学というと、ミクロ経済学やマクロ経済学で学ぶ経済理論を思い

浮かべるかもしれませんが、理論だけが経済学ではありません。理論が

本当に現実経済を描写しているのかを、データを使って分析して検証す

ることも、経済学の大事な一分野です。これを、実証分析といいます。

　実証分析を行うには、「因果推論」という考え方が必要です。因果推

論とは、「因果関係」なのか「相関関係」なのかを正しく見分けるため
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の方法論のことです。

　因果関係とは、「X のせいで、Y が起こった」という「X が原因で Y

が結果である」状態のことです。一方、相関関係とは「X と Y の間に

は単に関係がある」という「X と Y に関係があるものの、原因と結果

の関係にあるとは言えない」状態のことです。実は、この 2 つの区別が

できていない人が少なくありません。なぜ区別できることが大事なので

しょうか？

　日常生活のなかでも、データ分析の結果をよく目にしますよね。でも、

ただデータを使って計算しただけのもの（＝因果関係と相関関係を区別

して結論を導いてないもの）を信じてしまうと、根拠のない通説にだま

されてしまい、私たちはとるべき行動を誤ってしまいます。

　たとえば、ピアノを習っている子どもは成績がよい、という通説があ

るとしましょう。これを「ピアノを習うと、子どもの成績は上がる」と

解釈してしまう親は、子どもにピアノを習わせようとするでしょう。で

も、ここでよく考えてみましょう。ピアノを習っている子どもの家庭は

裕福であることが多いです。裕福な家庭の子どもは、教育環境もよいか

もしれません。つまり、ピアノを習っている子どもは教育環境がよい家

庭で育っているから成績も高いのかもしれません。よって、ピアノと成

績の間には因果関係があるのではなく、ピアノと成績には関係はあるけ

れど、原因と結果の関係にあるとは言えない、つまり相関関係と考えた

方が納得できます。

　私たちがデータに騙されないために、そして私たちがデータを使って

誰かを惑わせないためには、結果が何によってもたらされたのか、つま

り原因と結果の関係を理解し、その結果の真の原因を識別できること、
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すなわち「因果識別」の理解が必要になります。この本は、そのための

入門書としては最適です。明治大学在学中に、データが氾濫するこのよ

うな時代だからこそ、根拠のない通説にだまされないデータ・リテラ

シー・スキルを身につけてください。

2．�『この世で一番おもしろい統計学：誰も「データ」でだま
されなくなるかもしれない16講＋α』

　統計学もぜひしっかり学んでください。なぜか？　みなさんは、もし

かしたら、授業や就職してから、データ分析をやらざるをえなくなるか

もしれません。その可能性は高いと私は思っています。そして、「因果

識別」を実践したいと思ったら、統計学や計量経済学といった科目の知

識がどうしても必要です。

　たとえ因果識別を実践する必要がなくても、統計学は私たちが生きて

いくうえで必要不可欠な学問なのに、初心者にはハードルが高いですよ

ね。数式がいっぱい出てきます。また、平均、標準偏差、分布、信頼区

間などを学んでも、実際にどのように使えばいいのでしょうか。大学 1

年生の時に、私はそんなことを感じました。

　でも、この本は、統計学初学者にうってつけです。「統計学が生活に

どのように役立つのか」がわかります。そして、データ分析の結果を信

頼するために何が必要で、そのためにはどのような統計概念の知識が必

要かが丁寧に書かれていて、各統計概念が私たちの生活にどのように関

係するのかがよく分かります。

　そして、この本には数式がでてきません。しかも、漫画なのです。で

も、内容は至極真面目です（余談ですが、私の友人の大学教授は、この
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本を授業の参考図書に指定していました）。キャラクターたちと一緒に、

具体的なイメージをもって、統計学が私たちの生活にどのように役に立

つのかをまずは学んでください。その後だったら、ちょっと難しめのテ

キストにもチャレンジできるはずです。

　でも、学ぶより慣れろ！　統計学が分からないからデータ分析をあき

らめるのは、もったいないです。少し勉強してみたら、分からないこと

があっても、実践してしまいましょう。実践することで、「あ、こうい

うことだったのか！」と理解できることもあるのです。また、実践する

なかで、「ここが分からないと先に進めない」と必要に迫られると、必

死で勉強するので、前は分からなかったことでも、理解できるようにな

ります。理論→実践→理論→実践→…　頭だけでなく、手も動かしなが

ら、知識やスキルを高めてください。

3．『ワークデザイン　行動経済学でジェンダー格差を克服する』
　労働分野の研究は、最近はデータ分析によって大きく発展しています

が、行動経済学的手法による研究からも新しい発見がたくさん報告され

ています。そこで、ここまではデータ分析に関する本をご紹介しました

が、もう 1 冊は行動経済学的手法で労働問題を解決するための方法を探

索した本をご紹介します。

　みなさんは、「思い込み」によって正しくない行動をしてしまうことが、

日常生活でありませんか。たとえば、大雨避難警報が出ているのに、「我

が家は大丈夫」と思い込んでしまい、避難が遅れてしまい、悲しい結果

になってしまったというニュースを聞いたことがあるのではないでしょ

うか。つまり、私たちが意思決定をする際、無意識のうちにバイアスの
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影響を受けてしまうことがあり、もしもバイアスの影響を受けずに適切

な意思決定ができていれば、不幸にならずにすんだかもしれないのです。

　日本経済に目を向けると、男女間の経済格差は小さくありません。た

とえば、平均でみると、今でも男性のほうが女性よりも高い賃金を受け

取っています。このようなジェンダー経済格差は、日本だけでなく、世

界中で観察されています。実は、これは無意識のバイアスによって引き

起こされている可能性があることを、本書では様々な研究成果に基づい

て明らかにしています。

　無意識のうちに生み出されたものをどうにかしようなんて無理、とあ

きらめたくなるかもしれません。でも、この本の著者は、メカニズムの

理解を通じて、無意識のバイアスを取り除き、ジェンダー経済格差を縮

小するための「ワークデザイン」のアイデアをたくさん出しています。

つまり、いかに発想を転換し、新しいアイデアを生み出していくのかを

示してくれているのです。

　経済学の入門科目の多くは、合理的な意思決定をする経済主体を主に

取り上げます。でも、私たちはいつも合理的には行動できるわけではな

く、バイアスの影響を受けることがあります。この本はジェンダー経済

格差に関心がある人だけでなく、入門科目から一歩進んで、無意識のバ

イアスが私たちの意思決定・行動選択に与える影響についても知りたく

なった人に、ぜひ読んでもらいたい一冊です。
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■原ひろみ先生　紹介書籍

1．伊藤公一朗（2017）『データ分析の力：因果関係に迫る思考法』、光文社新書。
　第 1 章　なぜデータから因果関係を導くのは難しいのか
　第 2 章　�現実の世界で「実際に実験をしてしまう」�

――ランダム化比較試験（RCT）
　第 3 章　「境界線」を賢く使う RD デザイン
　第 4 章　「階段状の変化」を賢く使う集積分析
　第 5 章　「複数期間のデータ」を生かすパネル・データ分析
　第 6 章　�実践編 : データ分析をビジネスや政策形成に生か

すためには ?
　第 7 章　上級編 : データ分析の不完全性や限界を知る
　第 8 章　さらに学びたい方のために

2．�ダブニー，アラン（2014）『この世で一番おもしろい統計学：誰も「データ」
でだまされなくなるかもしれない16講＋α』、山形浩生訳、ダイヤモンド社。

　Chapter�1　はじめに
　　どうして統計学が必要なの？
　PART�1　統計を集めよう
　　Chapter�2　数字
　　　あなたを惑わす身近な存在
　　Chapter�3　無作為に集めた生データ
　　　主観という偏見を取り去るべし
　　Chapter�4　並べ替え（ソート）
　　　グラフはデータを「見える化」するためにある
　　Chapter�5　探偵仕事と標準偏差
　　　標本を見極めるための「4 種の神器」
　　Chapter�6　化け物じみたまちがい
　　　こっそり潜む「変数」に気をつけろ！
　　Chapter�7　標本から母集団へ
　　　「直接はかれないもの」をはかるにはどうすればいい？
　PART�2　パラメータを探そう
　　Chapter�8　正規分布と中心極限定理
　　　データは「釣り鐘形」になる（長い目で見れば）
　　Chapter�9　中心極限定理と確率
　　　正規分布が便利な 2 つの理由
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　　Chapter�10　推定
　　　たった 1 つの無作為標本からヒントを引き出すための「お絵かき」
　　Chapter�11　信頼度
　　　「しっぽ」を切れば、ほしい数値が見えてくる
　　Chapter�12　信頼度の推定を応用しよう
　　　「憎しみ」を数直線にのせて
　　Chapter�13　仮説検定と p 値
　　　「当てずっぽう」で見えてくる真実もある
　　Chapter�14　仮説検定を応用しよう
　　　その新しくて魅力的なアイデアは正しいの？
　　Chapter�15　もっと学べば何がわかる？
　　　空飛ぶブタ、よだれエイリアン、爆竹物語
　Chapter�16　まとめ
　　統計学者のように考える
　Appendix　おまけ
　　数学の洞窟へ

3．�イリス・ボネット（2018）�
『ワークデザイン　行動経済学でジェンダー格差を克服する』、NTT出版。

　序章　行動デザインの力
　第Ⅰ部　問題
　　第 1 章　無意識のバイアスはいたるところに潜んでいる
　　第 2 章　バイアスを取り除くのは容易ではない
　　第 3 章　主張する女性が直面するリスク
　　第 4 章　ダイバーシティ研修の限界
　第Ⅱ部　人事のデザイン
　　第 5 章　人事上の決定にデータを活用する
　　第 6 章　人事評価の方法を見直す
　　第 7 章　求人のメッセージに注意を払う
　第Ⅲ部　職場と学校のデザイン
　　第 8 章　リスクを調整する
　　第 9 章　平等な条件で競い合えるようにする
　第Ⅳ部　ダイバーシティのデザイン
　　第 10 章　ロールモデルを生み出す
　　第 11 章　適切なグループをつくる
　　第 12 章　規範を確立する
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　　第 13 章　透明性を高める
　おわりに　変革をデザインする
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　新入生の皆さんは明治大学政治経済学部において（特に経済学科の学

生は）経済学に関する様々な講義を取り、学んでいくことになります。

その際に学びの入り口として、あるいは自学の際の読み物として、お勧

めしたい本を 3 冊紹介します。紹介する本は全て大学の図書館に所蔵さ

れていますので、興味ある方は是非手に取って頂き、結果として少しで

も皆さんの経済学への理解の助けになれば嬉しい限りです。

１．�市村英彦・岡崎哲二・佐藤泰裕・松井彰彦�編（2019）『経
済学を味わう：東大1、2年生に大人気の授業』、日本評論社

　皆さんがこれから学ぶことになる経済学ですが、一口に経済学と言っ

ても、その中にはさらに研究分野に応じて多く〇〇経済学や〇〇学が存

在します。既にシラバスや時間割をチェック済みの方は、「ミクロ経済学・

マクロ経済学」が経済学科の必修科目になっていることにお気づきで

しょう。この「ミクロ経済学・マクロ経済学」は経済学の基本のきに当

たりますが、これら以外で例えば労働経済学のように「労働者・労働力・

労働市場」やこれらの関連するエリアを扱うものだろうなというように、

初学者でも何となくイメージが付くものもあります。しかし、一方では

国際経済学のように「国際」が付いていてなんか響きは良いけど、実際
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どういうエリアを取り扱っているのか良く分からない分野も存在しま

す。また、それぞれの〇〇経済学や〇〇学は同じ経済学の範疇とは言え、

何を分析の目的として、どのような手法で何を明らかにすることを目指

しているのか、他の分野とどのように関連しているかなどの点において

も（重なる部分も多いですが）大きく違います。もちろん政治経済学部

のシラバスにはそれぞれの講義の内容が記載されていますが、やはり

〇〇経済学や〇〇学が一体どういうものなのかを一度かいつまんで「予

習」しておくことは大いに役に立つはずです。

　そこで皆さんにお勧めしたいのが『経済学を味わう：東大 1、2 年生

に大人気の授業』です。経済学の 12 の分野について、それぞれの分野

におけるトップの研究者が解説した内容がまとめられています。中には

分野の特性上少し専門的な、特に数学的内容を含んだものもありますが、

ほとんどの場合グラフや図などを利用しながら、数式よりも言葉中心の

とても平易で分かりやすい説明が展開されています。さらに、経済学の

各分野がどのようなものであるかといった概要だけではなく、各分野の

特徴的な研究成果を含めたその分野の魅力も紹介されています。分野ご

とに一つの章が当てられていますが、それぞれ独立した内容になってい

ますので、全体を通して読んでも良いですし、興味ある分野だけ読むの

も良いでしょう。ただし、この本はあくまでも「かいつまんでの予習」

としてお勧めですので、実際にはその分野の講義を履修してさらに理解

を深めることが重要です。しかし、この本自体は読み物としては経済学

初学者にとって比較的親切な内容になっていますので、興味ある方は是

非一読下さい。
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２．�ダン・ガードナー（2012）『専門家の予測はサルにも劣る』
（川添節子訳）、飛鳥新社

　何とも煽るような日本語のタイトルが付いていますが、原著は「Future 

Babble: Why Expert Predictions Fail – and Why We Believe Them 

Anyway」というタイトルのベストセラーです。歴史上いつの時代にお

いても、人々は未来について知りたいと思い、各分野の専門家たちは自

信満々に未来を予想してみせてはことごとく外し、それにも関わらず人々

は専門家の予想を求め続けています。この本の中で紹介されている予想

と失敗の歴史の中でも、特に経済予想・予測は大きく取り上げられてい

ます。せっかく先に紹介した『経済学を味わう：東大 1、2 年生に大人気

の授業』で何かしらの経済学の魅力について触れたのに、次に経済予想

がいかに役に立たないかを読まされるのは何とも拍子抜けに思われるか

もしれません。そもそも未来は予測可能かという根本的な問題は置いて

おいて、経済学が未来を予想・予測する学問であるか、あるいは予測に

どの程度重きを置いているかはまた本一冊分ぐらいの全く別の議論にな

りますし、過去の経済学者による予想・予測が抜きんでて他の分野の専

門家よりも劣ることが定量的に分かっているわけではありません。しか

し、景気や資産市場の動向などを含め、経済は一般に多くの人々が興味

を持つ分野であることを考えると、予想・予測に対する「需要」は常に

十二分にあることから、経済予測は良くも悪くも何かと注目されるのです。

　この本の中では以下のような象徴的な事例が紹介されています。1984

年、経済誌の『エコノミスト』は 4 人の元財務大臣、4 人の多国籍企業

の会長、4 人の経済学専攻のオックスフォード大学生と 4 人の清掃作業

員にその後 10 年の経済成長率、インフレ率、為替レート、石油価格お
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よびその他基本的な経済数値を予測してもらいました。10 年後に結果

検証を行ったところ、多国籍企業の会長と並んで清掃作業員が 1 位、元

財務大臣はビリだったのです。『ブリルズ・コンテント』誌も同様の予

想を、アメリカの有名な経済の専門家と、たくさんあるカードの中から

1 枚引かせる形でチッピーという名前のチンパンジーに依頼しました。

その結果、チッピーは常に専門家と同等あるいはそれを上回る成績を残

したそうです。この 2 つの事例が厳密な実験ではないのは言うまでもあ

りませんし、場合によってはそもそも間違った認識に立ちかつそれを煽

るような意地悪なものであるとも言えます。しかし、なぜ経済の専門家

は経済予測において安直な名前のチンパンジーにすら負けるのか、また

予測をことごとく外す専門家の予想を何故人々はいつまでも求め続ける

のかは、誰しもが思う疑問だと思います。ここまで読んで同じように思っ

た皆さんは是非この本を手に取ってみてください。この本を読み終わっ

たとき、この 2 つの問いに関して何かしらの答えが得られることでしょ

う。余談ですが、この本のタイトルを検索すると、その内容を要約した

YouTube 動画が出て来ます。もちろんこの動画を投稿された方に何の

恨みもありませんが、最初のメッセージでも伝えましたように、是非皆

さんの想像力でこの本と向き合ってみてください。

３．�ダニー・ロドリック（2018）『エコノミクス・ルール　憂
鬱な科学の功罪』（柴山佳太・大川良文訳）、白水社

　先に紹介した 1 冊目を読んでもらえると、かいつまんでではあります

が、経済学の素晴らしさに触れられると思います。しかし、お勧めの 2

冊目を読めば予測という点における経済学の限界に関する例がこれでも
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かというほど出てきます。それを受けてのお勧めの 3 冊目である『エコ

ノミクス・ルール　憂鬱な科学の功罪』ですが、今度は経済学に対する

他の分野からの歯に衣着せぬ批判がてんこ盛りです。この本の著者であ

るダニー・ロドリックは経済学者ですが、社会科学の他の分野の研究者

たちと同じ研究所に所属していた期間があり、そこでの経済学者の評判

の悪さに驚いたといいます。人類学、社会学、歴史学、哲学や政治学の

研究者から見た経済学者は、「分かり切ったことを言ったり、単純な枠

組みを複雑な社会現象に無理に当てはめて失敗を犯したりするような存

在」（p. 8）であり、「社会科学における知識豊富な馬鹿者」（p. 8）でし

かなく、「数学や統計学には優れているが、それ以外のことでは役に立

たない」（p. 8）というわけです。出だしの 8 頁目でこれだけのことを

言われていますが、読み進めていくうちに経済学科に入ったのを後悔し

始めるぐらい、さらに経済学者の悪口が次から次へと出て来ます。しか

し、著者は経済学者として言い返したいことは山のようにあるようです

が、このような批判を受け止め、経済学者がこのような批判にさらされ

るのは経済学者自身に問題があるといいます。では、なぜ経済学者はこ

こまで評判が悪いのでしょうか。

　本の中でも指摘されているように、経済学を経済学たらしめるものは

モデルです。モデルこそ経済学の根幹と言っても過言ではなく、経済学

者である著者直伝の最も経済学者を傷付けるセリフは「君の話にはモデ

ルがないね。」（p. 18）です。しかし、まさに経済学者の一部がモデル

とそれを記述するための数学に取り憑かれ、現実社会を顧みず、全てを

説明する万能で唯一のモデルを作り出そうとしていること、また外部か

ら見た経済学者全てがこのような変わり者であるかのように見えること
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が、これまで経済学が成し遂げた輝かしい実績を損なって余りある経済

学者の悪評を作り上げていると著者は指摘します。当然この本を皆さん

にお勧めするのは、経済学者の悪口を覚えてもらうためではなく、タイ

トルにある「功罪」の「功」の部分についても知ってもらいたいからで

す。この本において著者は経済学者への批判を受け止めるだけではなく、

それに加えて十分に認識されていない経済学の「功」の部分と、経済学

者がより良い経済学を目指す上で何をすべきか、経済学がどういう学問

であるべきかについて議論を突き詰めています。『専門家の予測はサル

にも劣る』にも登場する「キツネとハリネズミの寓話」がこの本にも登

場することは、経済学を考える上で偶然ではありません。今この本を読

んで、もしかするとピンとこないかもしれませんが、経済学を学ぶのに

合わせて時々引っ張り出して読むのもありですし、興味ある経済学関連

講義を一通り履修した後に読むのもありでしょう。経済学を学べば学ぶ

程味わい深い、そんなお勧めの一冊です。

　最後にこれまで紹介した 3 冊の本を通じて、経済学の魅力をかいつま

んで学び、そして山のような事例でその有用性を疑い批判し、最後には

またその良さと、さらに良くするための議論に触れてもらえれば、皆さ

んにこの 3 冊を紹介した人間としてはこれ以上の満足はありません。た

だ言うまでもありませんが、大切なのは皆さん自身がたくさんの講義と

たくさんの書物を通じて学び続けることです。皆さんが「ハリネズミ」

ではなく、「キツネ」として成長していくことを心から願っています。

経済学を学び、疑い、批判する
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■宮崎イキサン　紹介書籍

1．『経済学を味わう：東大1、2年生に大人気の授業』
市村英彦・岡崎哲二・佐藤泰裕・松井彰彦【編】、日本評論社、
2019 年、1,800 円 + 税
　はしがき
　01　経済学がおもしろい〈ゲーム理論と制度設計〉
　02　市場の力、政府の役割〈公共経済学〉
　03　国民所得とその配分〈マクロ経済学〉
　04　データ分析で社会を変える〈実証ミクロ経済学〉
　05　実証分析を支える理論〈計量経済学〉
　06　グローバリゼーションの光と影〈国際経済学〉
　07　都市を分析する〈都市経済学〉
　08　理論と現実に根ざした応用ミクロ分析〈産業組織論〉
　09　世界の貧困削減に挑む〈開発経済学〉
　10　歴史の経済分析〈経済史〉
　11　会計情報開示の意味〈財務会計と情報の経済学〉
　12　デリバティブ価格の計算〈金融工学〉
　あとがき

2．『専門家の予測はサルにも劣る』
ダン・ガードナー【著】、川添節子【訳】、飛鳥新社、2012 年、
1,600 円 + 税
　まえがき - その予測を信じる前に
　第 1 章　始めに - 専門家の予測はいつでも間違っていた
　第 2 章　 予測できない世界 - 「蝶の羽ばたき」が未来予測

を吹き飛ばす
　第 3 章　専門家の頭の中 - 優秀だから専門家は間違える
　第 4 章　 今日と同じ明日 - 世界は変わらない。変わると

しても今日のように変わる
　第 5 章　 不確実性による不安 - 楽観論より、悲観論が売れ

る理由
　第 6 章　 メディアスターたちの予測 - 人気者ほど、予測

が下手
　第 7 章　予言が外れる時 - 専門家たちの言い訳
　第 8 章　終わりに - それでも未来を知りたい人たちへ
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3．『エコノミクス・ルール　憂鬱な科学の功罪』
ダニー・ロドリック【著】、柴山佳太・大川良文【訳】、白
水社、2012 年、1,800 円 + 税
　はじめに　経済学の正しい使い方、間違った使い方
　第一章　モデルは何をするのか
　第二章　経済モデルの科学
　第三章　モデルを舵取りする
　第四章　モデルと理論
　第五章　経済学者が間違える時
　第六章　経済学と経済学批判
　おわりに　十二の戒め

経済学を学び、疑い、批判する
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１．まずは食べてみよう！
① �『新版　日本経済の事件簿』�
武田晴人著、日本経済評論社（2009年）

② �『昭和経済史』�
中村隆英著、岩波現代文庫（2007年）

　「『日本経済史』とは、どのような学問分野か」、最も平易にいえば「日

本経済の歩みを検討する学問」ということになると思います。「当たり

前じゃないか」と思われるかもしれませんが、案外そうでもありません。

そもそも「日本経済の歩み」とは何のことなのか、数量的に跡付けられ

るかぎりのものを記述することは「日本経済の歩み」を辿ることになる

のか、時代ごとに卓越していた産業や時代ごとの経済にまつわる課題、

それらの変遷を列挙してゆけば、その要件を満たすのか、……など、「検

討」対象の定義からして実は少し曖昧ですし、「検討する」というのが

どういうことなのか、こちらも別途「検討」を要する課題だったりします。

　とはいえ、例えば「『ヤンソン氏の誘惑』とは、どのような料理か？」

という疑問を抱いたときに、詳細な解説を聞いて必死に想像しようとす

るよりは、実際に食べてしまうほうが手っ取り早く理解できるというこ

ともありましょう。上に示した 2 冊は、いくつかの意味で、とりあえず

日本経済史
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「実際に食べてしまう」のに向く本だと思います。第一に、いずれの本

も市民講座での講義内容を文字に起こしたものなので、話し言葉で書か

れており、ソファに寝転びながらでも、おやつをつまみながらでも、気

楽に読みやすいでしょう。第二に、これらは私たちの生活や身の回りの

出来事に引き付けた叙述スタイルを持ち味とする本ですので、専門知識

を欠いた状態でも比較的に理解しやすいと思います。第三に、これほど

気楽に読める本である反面、データの提示も充実しており、ただ受け身

でいるのではなく、自分自身も考えながら読むことを通じて理解が進む

効果も期待できます。第四に、どちらも重量が軽い本ですので、通学電

車のお供として持ち歩くにも都合が良いはずです。

　「実際に食べてみてほしい」とはいっても、丹精込めて皮から作り上

げた餃子にマヨネーズをかけて食べられたのではちょっと黙っていられ

ない人間というのも世の中にはいて、私もそうしたタイプに属する者か

もしれません。「経済史」、「経済の歴史」といっても、「経済活動」とい

うものを、ただそれだけ純粋に抽出するというのは、理論の世界はどう

あれ、現実には不可能です。「私が友人とともに、昼食にカツ丼を食べ

てきた」という行為を、純粋な「経済活動」と、例えば「生き物として

の代謝活動」、「舌と胃袋の快楽追求」、「連れとの交際」などの諸側面と

に切り離して考えることはできっこないでしょう（「経済学」ではしば

しば「動機はどうであれ、取引が成立していること」それ自体を重視し

ますが、「経済史」は「たとえ結果が同じであっても、動機が違う」と

いうことを容易に無視できないタイプの人に向く学問です）。上記の本

はいずれも、人々の生活、社会通念、文化、政治といった諸側面と絡み

合う経済、それらの相互作用を丁寧に描いています。我々の携わる経済
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活動がモデル計算の通りにはゆかないという当たり前のことを踏まえる

ならば、「経済学」と「歴史学」の中間領域にあたる「経済史」ならで

はの、こうした特性もよくよく味わっていただきたいように思います。

２．何を問題にしているのか、真面目に知りたくなったら……
③『史学概論』遅塚忠躬著、東京大学出版会（2010年）
　①、②を通読され、うっかり「経済史学」という学問領域に強烈な関

心を抱いてしまったときには、それが「幻の恋」であれば、そのことに

早く気付いて傷を浅く済ませるため、あるいは、それが「奇跡の出会い」

であったのなら「運命の恋人」を正しく愛するため、こちらの本を読ま

れることをお勧めします。（日本）経済史学をも含む史学（歴史学）と

は何であるか、他の学問とはどのように異なるのか、歴史学の目的・対

象・効用は何か、といった諸点について、徹底的な考察を加えた著者渾

身の一冊です。優れた研究者というのがどれほど謙虚であるのか、論理

に一切の妥協を許さない姿勢に対して「誠実とは、このようなことか」

と思わずにいられません。

　西洋史学者である著者の遅塚氏は、病をおして本書の執筆を続け、初

版が世に出たほんの半年後、78 歳で逝去されました。この事実を前に

すると、本書を貫く論理的追究の厳しさが、より一層、身に沁みます――。

181



３．おまけ
（ア）�『人間、この信じやすきもの』�

T.�ギロビッチ著、守一雄・守秀子訳、新曜社（1993年）

（イ）�『組織化の社会心理学〔第2版〕』�
K.E.�ワイク著、遠田雄志訳、文眞堂（1997年）

　「経済学」は「一般に当て嵌まりのよい議論」をするために、必要に

応じて、世界を単純化して捉え、分析の俎上に乗せます。これに対して、

「経済史学」は「歴史学」の一部でもありますから、「事実がどうであ

るのか」ということを重視する特徴をもっています。例えていうなら、

巨大な円形を再現してみようとするとき、そして、それが一挙に為すに

は困難な仕事であったとするとき、「まずは、円に内接する三角形を描き、

徐々に変数を増やして、円に内接する四角形、五角形……」というかた

ちで円形に接近してゆくのが理論的な「経済学」の方法、「円周の一部

分である弧を切り取り、その縁に沿って少しずつ歩きながら経路を確認

してゆく」のが「経済史」の方法、……と表現できる面があるかもしれ

ません。円に内接する三角形や四角形が円そのものでないのと同様、弧

も円ではないのですが、両者が相互に意識しあいながら、協力して仕事

を進めてゆくようなところがあると思います。このとき、「経済史」の

側にいる人たちは、しばしば「ちょっと待って、世の中そんなに単純に

割り切れないのよ！」という立場に回ることが多いようです。

　加えて、「歴史学」では、過去の「事実」を扱うときに、「現在を生き

る我々にとって当たり前の常識」を「過去を生きた人々」にとっても常

識であったかのように投影してしまうことを恐れ、価値観の多様性に敏

感であろうとする姿勢が求められます。例を挙げれば、戦前の日本の財
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閥では、持株会社が、必ずしも投資収益率の高くない事業を手元に残し、

投資収益率の高い事業の株式から売却してゆくような行動がみられまし

た。こうした行動を「持株会社なのに、クズ株ばかり手元に残すのはイ

ンカムゲインを軽視している」とか、「投資収益率の高い株式の時価は

高いので、より高いキャピタルゲインを得るためには合理的だ」と評価

することもできますが、それは現在を生きる我々の尺度で考えた場合の

話であって、もしかしたら、当時の価値観では「その財閥の起源、アイ

デンティティに関わる事業を手放すことなど考えられなかった」のかも

しれません。そして、異なる価値観の間には、基本的には優劣が存在し

ないものです。

　この意味で、自分が特定の思考パターンに囚われていることに気付か

せてくれるような、あるいは、自分が当然と思っていることをひっくり返

してくれるような読書体験が、大きな宝になるでしょう。上に挙げた本は、

そうした知的興奮を与えてくれる良書だと思います。なお、（イ）の『組

織化の社会心理学』については、我々の思考回路を根本から掻き回すよ

うな内容ゆえ、和訳の文章も止むを得ず複雑になっていますから、こち

らは原著を読まれたほうが、案外わかりやすいかもしれません（K.E. 

Weick, The Social Psychology of Organizing, 2nd ed., 1979）。
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■日向祥子先生　紹介書籍

１．『新版　日本経済の事件簿』
武田晴人著、日本経済評論社（2009 年）
　黒船襲来―開港の意義
　維新の税制改革―中央集権国家の形成
　明治一四年政変―民権と国権
　足尾鉱毒事件―産業化の光と陰（1）
　別子暴動事件―産業化の光と陰（2）
　大正政変―大正のデモクラシー
　米騒動―現代社会への転換
　昭和恐慌―古典的資本主義経済の終焉
　二・二六事件―戦争への岐路
　敗戦―民主化と非軍事化
　ドッジ・ライン―安定と成長の枠組み
　保守合同と五五年体制―高成長の開始
　新日本製鐵の成立―大企業体制の確立
　ドル・ショックと石油危機―安定成長への転換と日本的経営の優位
　財政再建と民営化―大きな政府批判
　プラザ合意とバブル経済―狂った歯車
　不良債権と金融危機―不安な時代

２．『昭和経済史』
中村隆英著、岩波現代文庫（2007 年）
　第 1 章　恐慌のなかの変容―一九二〇年代
　第 2 章　バターも大砲も―一九三二 - 三七年
　第 3 章　戦争の爪痕―一九三七 - 四五年
　第 4 章　廃墟からの再建―一九四五 - 五一年
　第 5 章　「強兵」なき「富国」―一九五二 - 六五年
　第 6 章　「経済大国」―一九六六 - 七五年
　第 7 章　古典的経済への回帰―一九七五年以後
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３．『史学概論』
遅塚忠躬著、東京大学出版会（2010 年）
　序　論　史学概論の目的
　第 1 章　歴史学の目的
　第 2 章　歴史学の対象とその認識
　第 3 章　歴史学の境界
　第 4 章　 歴史認識の基本的性格
　むすび　ソフトな科学としての歴史学、およびその後
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　みなさんこんにちは。私は主に、和泉キャンパスにて「ミクロ経済学」

「マクロ経済学」の授業を担当しています。以下では、ミクロ経済学・

マクロ経済学を学ぶ際に役に立つような入門書を 3 冊紹介します。

１．�『日本経済読本（第20版）』�
金森久雄 /大守隆編、東洋経済新報社（2016年）

　この本は、日本社会の経済面での状況について、様々な角度から平易

にかつ丁寧に説明しています。日本経済を知るのに必携といえるベスト

セラーであり、版も 20 版を重ねるに至っています。経済学の専門知識

は持たずに全く読むことができます。（経済学の知識を得た後に読むと

さらに理解が深まります。）この本では、まず日本社会が経済面でどの

ように発展していったのか、歴史的な側面を解説するところから始まり

ます。江戸から明治にかけての産業振興、開戦と敗戦、戦後の高度経済

成長、1980 年代におきた資産価格の高騰・そして反落（いわゆるバブ

ル崩壊）、そして今に至るまで長く続く不景気・低成長の様子を丁寧に

説明しています。その後、現代日本の抱える様々な課題について、財政・

物価・社会保障・地方経済・労働などの各項目について詳しく分析して

います。政府が公的なサービスを行うのに支出したり、その財源の確保

ミクロ経済学／マクロ経済学
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のために税金をかけたりすることを財政と呼ぶのですが、日本の財政は

多くの課題を抱えています。日本社会は世界にも類を見ない高齢化を経

験しており、そのため、医療費や年金に多額の費用が掛かります。日本

政府はそれらの費用を税金のみでは賄うことができず、結果多額の債務

を抱えることとなり、その存在が大きな問題となっています。日本経済

の問題は財政以外にもあります。社会には無数の品物があり、それぞれ

に値段がついていますが、その値段の全体的・平均的状況を物価と言い

ます。通常どこの国も物価は毎年 2% 程度、場合によってはそれ以上増

えていくのですが、日本だけはこの物価が長期的にゆっくりと下がって

います。この状況をデフレと呼ぶのですが、この本は、物価の状況やデ

フレのもたらす問題についても丁寧に説明しています。そしてこの本は

最後に日本経済の再生をどのように行ったらいいのか提言しています。

　具体的には今述べたような政府債務の問題やデフレの問題をどう解決

したらいいのか、あるいは長期的な発展を遂げるために必要な日本経済

の構造の改革がどうあるべきかなどについて解説しています。ここで構

造とは、企業の構造、あるいはお金やモノをやりとりする市場の構造を

指しています。この本を読めば、今の日本の経済的な立ち位置や今後の

在り方を理解することができるでしょう。
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２．�『スタンフォード大学で一番人気の経済学入門―ミクロ編』
ティモシー・テイラー著、高橋璃子訳、池上彰監訳、かんき出版（2013年）

　この本は経済学の基礎分野の一つである「ミクロ経済学」を解説して

いる良書です。著名なジャーナリストの池上さんが監訳しており、非常

に文章も読みやすくなっています。経済学を簡単に言うと、品物の売買

やそれにともなうお金の動きを分析する分野です。その経済学の基礎的

学問領域として、「ミクロ経済学」と「マクロ経済学」があります。本

のタイトルともなっているミクロ経済学のミクロとは、細かく見るとい

う意味の microscopic から来ています。その名の通り、ミクロ経済学と

は小さな経済の分析、すなわち各個人や各企業がどのように品物を売り

買いするかを考える学問領域です。ミクロ経済学では通常、需要曲線・

供給曲線といった曲線を用いて数学的議論をするのですが、この本は、

難しい数式なしに上手に解説しています。皆さんが受ける大学の講義で

は数式が出てくると思いますが、その講義の導入としてこの本はふさわ

しいと思います。この本の最初では、経済学の考え方そのものについて

説明しています。皆さんは「費用」、あるいは「コスト」という言葉を

よく耳にしたり口にしたりすると思います。コスパがいいなどというと

きのあのコストです。このありふれた言葉ともいえる費用ですが、経済

学では費用を通常より広くとらえます。経済学は、例えばただ家に座っ

ているという行為にも費用がかかっていると考えます。経済学では、あ

る行動をとるとき、あるいは取らないとき、そのせいで犠牲になってし

まうものすべてを費用にカウントします。こういった費用の概念を機会

費用と呼びます。先述の、家に座っているという行為は、外出して友達

と話をするという機会、あるいは大学で授業を受けるという機会を犠牲
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にしていますので、こういったことの価値も機会費用に含まれます。そ

んなに広く費用をとらえてどんなメリットがあるのでしょう？この本を

よく読むとその理由がわかるでしょう。この本ではその他にも、分業の

メリットや、価格の決まり方、経済的規制の影響や貧困問題に至るまで、

ミクロ経済学のカバーする様々なトピックについて平易に解説していま

す。本格的な経済分析を行う前にこの本を読むと授業の理解もさらに深

まるでしょう。

３．�『世界のエリートが学ぶマクロ経済入門』�
デヴィッド・モス著、久保恵美子訳、日本経済新聞出版社（2016年）

　先に紹介した本はミクロ経済学についての本でしたが、この本は、経

済学のもう一つの基礎的分野であるマクロ経済学について平易に解説し

ています。マクロ経済学とは、一つの国あるいは地域の全体の経済の動

きについて成立する原理、原則を学ぶ研究分野のことです。マクロとい

う言葉は，巨視的なという意味の英単語の macroscopic からきていま

す。ミクロ経済学をいわば足し合わせた学問分野と言えます。ところで、

どんな映画にもドラマにも通常、「主役」「脇役」といった様々な登場人

物がいて、それぞれが重要な役割を果たしています。それと同じように、

マクロ経済学にも様々な登場人物がいます。登場人物の第一は、所得を

稼いで、支出をする私たちです。この私たちのことをマクロ経済学では

「家計」、あるいは世帯と呼びます。第二の登場人物は、品物を生み出

して利益を上げる「企業」、つまり会社です。企業のことを私たち人間

と同列に並べるのはすこし変に聞こえるかもしれませんが、経済学では、

会社という組織を家計と切り離して分析します。そして、公的役割を果
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たす「政府」も登場人物の 1 人です。政府も企業も人間ではなくて組織

ですが、利益を上げることを目的とする企業と政府はその存在意義が大

きく違います。さらに、お金を発行する「中央銀行」もマクロ経済学の

重要人物です。日本ではお札を日本銀行が発行しているのは皆さんもご

存知だと思いますが、日本の中央銀行である日本銀行は、それだけでな

く、他にも重要な役割を担っています。この「世界のエリートが学ぶマ

クロ経済入門」では、これらの「プレーヤー」が社会全体に果たす経済

的役割について、丁寧に説明しています。また、マクロ経済学において

重要な研究領域に、「経済政策」があります。先に述べた政府と中央銀

行は、ともに「政策」を用いて経済を安定化させる重要な役割を担って

います。政府が行う政策を財政政策、そして中央銀行が行う政策を金融

政策と呼びますが、この本では財政・金融の二つの政策がもたらす経済

的効果についても、数値例などを用いて平易に説明しています。この本

は、著者がビジネススクールで行っている講義をもとに作られており、

実際のビジネスにも役立つ知識を得ることができます。

■平口良司先生　紹介書籍

１．『日本経済読本（第20版）』
金森久雄／大守隆編、東洋経済新報社（2016 年）
　第 1 章　課題先進国になった日本
　第 2 章　日本経済の歩み
　第 3 章　日本の経済政策
　第 4 章　財政赤字の拡大と再建への取組み
　第 5 章　異次元の金融政策の効果とリスク
　第 6 章　創生に取り組む地方経済
　第 7 章　国際的な競争環境の変化と企業行動

ミクロ経済学／マクロ経済学

190



　第 8 章　労働力の減少と雇用の二極化
　第 9 章　国民生活の現状と格差問題
　第 10 章　少子高齢化時代の社会保障
　第 11 章　国際収支と円レート
　第 12 章　資源エネルギー戦略の再構築
　第 13 章　経済との関係が強まる環境問題
　第 14 章　危機を超えて新たな成長を目指す世界経済
　第 15 章　日本経済の再生に向けて

２．『スタンフォード大学で一番人気の経済学入門―ミクロ編』
ティモシー・テイラー著、高橋璃子訳、池上彰監訳、かん
き出版（2013 年）
　イントロダクション　経済学の考え方
　第 1 章　経済学とは何か
　第 2 章　分業
　第 3 章　需要と供給
　第 4 章　価格統制
　第 5 章　価格弾力性
　第 6 章　労働市場
　第 7 章　資本市場
　第 8 章　個人投資
　第 9 章　完全競争と独占
　第 10 章　独占禁止法
　第 11 章　規制と規制緩和
　第 12 章　負の外部性
　第 13 章　正の外部性
　第 14 章　公共財
　第 15 章　貧困と福祉
　第 16 章　格差問題
　第 17 章　情報の非対称性
　第 18 章　企業と政治のガバナンス
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３．『世界のエリートが学ぶマクロ経済入門』
デヴィッド・モス著、久保恵美子訳、日本経済新聞出版社
（2016 年）
　第 1 部　�これだけは知っておきたい　マクロ経済の 3 要

素
　　第 1 章　�産出高（アウトプット）（GDP はどうやって測っ

ているのか ?；なぜどの国も貿易黒字を望むの
か ?；アウトプットを減らすもの、増やすもの；
景気後退や不況の原因とは ?；資産とアウト
プットはどちらが重要か ?）

　　第 2 章　�貨幣（貨幣の影響はどこまで及ぶのか ?；よく耳にする「名目」と「実
質」の違いについて考える；商業銀行も「通貨」を生み出す ?；各国
の中央銀行は何をやっているのか ?）

　　第 3 章　�期待（インフレ期待が現実世界を動かすしくみ；期待とアウトプット；
金利や為替レートへの影響）

　第 2 部　マクロ経済学の視点から、今の論点を読む
　　第 4 章　�通貨と金融政策、これまでの流れ（「ドル」の価値を定めることから

始まった；金本位制のメカニズム；連邦準備制度はこうして生まれた；
変動相場制で変わった金融ルール；金融政策の変遷）

　　第 5 章　�GDP 統計の基礎（3 つの計算法；広く使われている支出法；「固定資
本減耗」の考え方；どう違う ?GDP と GNP；比較をするためには調整
が必要；GDP 統計を読み解く）

　　第 6 章　�国際収支表の読み方（典型的な国際収支表はこうなっている；「貸方・
借方」を理解する；国際収支統計のもつ力と落とし穴）

　　第 7 章　�為替レートを理解する（経常収支との関わり；インフレとの関係を理
解する；もっとも強力な変動要因・金利；結局、通貨市場は予測でき
ないのか ?）

　まとめ　それぞれの要素を組み合わせる
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　2022 年 4 月、明治大学のキャンパスに学生たちが戻ってきた。膝を

つき合わせ、言葉を交わし、思考を深める、探究する。その機会が開放

されたのである。リバティタワー。ぎゅうぎゅうのエレベーターに乗っ

て、教室へ向かう。満席、抽選。ざわつきの中にそっと声を落とし、講

義をスタートさせる。そのままわたしは、学生たちの熱気につり込まれ

ていった。

　15 年以上前になるけれど、わたしは同志社大学文学部で学んでいた。

京都御所に隣接した今出川校地は、都市的な緑のなかに美しく機能的に

レイアウトされており、講義の合間など、学生も教員も皆が一度同じ道

に出てきて、自由なひと時を過ごしてはまた、次の目的地へと動いてい

く。その集合と離散の運動のなかに、赤いベレー帽をかぶり、長く白い

顎鬚をゆったりと蓄えた老齢の知識人が、静かに歩み去っていく。経済

学者の宇沢弘文先生である。

　当時、同志社大学に招かれた宇沢先生は、社会的共通資本研究センター

を主宰されていた。その圧倒的な、しかし威圧的というわけではない、

不思議な存在感に惹かれて、わたしはセンターの講義やセミナーに顔を

出していた。宇沢先生は、話を始めるや眼光鋭く、しかし声は穏やかに、

社会的共通資本論、
宇沢弘文の生き方としての経済学

藤　本　穣　彦
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わたしたち学生に伝えるべきこと一つひとつに魂を充填して、言葉を繋

いでいた。あのとき、チャペルの柔らかな光のなかで、わたしはなにを

受け取っていたのか。

１．『社会的共通資本』（宇沢弘文、2000年、岩波新書）
　ケネス・ジョセフ・アローの下で頭角を現した宇沢（以下、敬称略）

は、若くしてシカゴ大学の正教員となり、主流派経済学の中心にいた。

その後宇沢は、現実の社会問題と正面から格闘するなかで、効率性から

の立論を基礎とする新古典派経済学における社会的正義の欠如を批判す

る立場をとった。「すべての人々の人間の尊厳と魂の自立が守られ、市

民の基本的権利が最大限に確保できるという、本来的な意味でのリベラ

リズムの理想が実現される社会」（宇沢、2000：p. 3）を「ゆたかな社会」

として、その実現はいかにして可能かを問うた。「ゆたかな社会」の経

済体制と社会制度はどのような性質をもったものか。その具現化のため

にどのようなイメージをもてばよいのか。その応答として練り上げられ

たのが、「社会的共通資本」（Social Common Capital）という考え方で

ある。

　宇沢は、社会的共通資本を以下のように表現する。

　　 「社会的共通資本は、たとえ私有ないしは私的管理が認められてい

るような希少資源から構成されていたとしても、社会全体にとって

共通の財産として、社会的な基準にしたがって管理・運営される。

社会的共通資本はこのように、純粋な意味における私的な資本ない

しは希少資源と対置されるが、その具体的な構成は先験的あるいは

社会的共通資本論、宇沢弘文の生き方としての経済学
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論理的基準にしたがって決められるものではなく、あくまでも、そ

れぞれの国ないし地域の自然的、歴史的、文化的、社会的、経済的、

技術的諸要因に依存して、政治的なプロセスを経て決められるもの

である。」（宇沢、2000：p. 4）

　社会的共通資本とは、自然資本（大気、水、森、川、湖沼、海岸、土

など）、社会資本（道路、上下水道、電力・ガス、交通機関など）、制度

資本（教育、医療、金融、司法、行政、出版、言語、文化、都市、農村

など）から成る、その社会全体にとっての共通財産である。

　その「社会的なもの」の意味内容は、それぞれの国や地域の個性的な

文脈にそって表出し、民主的に合意される。社会的共通資本から生み出

されるサービスは、市場の基準によって分配されるのではなく、「市民

の基本的権利の充足という点でどのような役割、機能を果たしているか」

（宇沢、2000：p. 22）という「社会的な基準」にしたがって分配される。

　宇沢によれば、「社会的共通資本は全体としてみるとき、広い意味で

の環境を意味する。社会的共通資本のネットワークのなかで、各経済主

体が自由に行動し、生産を営むことになるわけである。市場経済制度の

パフォーマンスも、どのような社会的共通資本の編成のもとで機能して

いるかということによって影響を受ける」（宇沢、2000：p. 22）。つまり、

それぞれの社会的共通資本が安定的に維持・管理され、その資本から得

られるサービスが社会正義に適ったかたちで、市民一人ひとりに分配さ

れる「制度」をいかに実現するかが課題となる。

195



２．�『始まっている未来――新しい経済学は可能か』�
（宇沢弘文・内橋克人、2009年、岩波書店）

　「制度」について考えるために、社会的共通資本としての「農村」に

ついてみていこう。「農の営みが、人類の歴史でおそらくもっとも重要

な契機をつくってきたものであり、将来もまた基幹的な地位を占めつづ

けることは間違いないであろう」（宇沢・内橋、2009：p. 174）として、

宇沢は次のように述べる。

　　 「農の営みは、人間が生きてゆくために不可欠な食料を生産し、衣

と住について、その基礎的な原材料を供給し、さらに、山、森、川、

湖沼、海、土壌のなかに生存しつづける多様な生物種を守りつづけ

てきた。農の営みは、自然環境をはじめとする多様な社会的共通資

本を持続的に維持しながら、人類が生存するためにもっとも大切な

食料を生産し、農村と言う社会的な場を中心として、自然と人間と

の調和的な関わり方を可能にし、文化の基礎をつくり出してきた。

このような意味で、農村自体もまた一つの重要な社会的共通資本で

ある。」（宇沢・内橋、2009：p. 174）

　社会的共通資本論の卓見の一つは、自然、自然環境に「自然資本」と

して明確な位置づけを与えたことである。また宇沢にとって、「自然」

と「文化」は一体のものであった。「ある一つの社会において、自然と

みなされているものが、他の社会では『文化』と考えられる」（宇沢、

2000：p. 211）。

社会的共通資本論、宇沢弘文の生き方としての経済学
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　　 「伝統的社会の文化は、地域の自然環境のエコロジカルな諸条件に

かんして、くわしい深い知識をもち、エコ・システムが持続的に維

持できるように、その自然資源の利用にかんする社会的規範をつく

り出してきた。自然資源の利用にかんして、長い、歴史的な経験を

通じて知識が形成され、世代からつぎの世代に継承されていった。

自然環境にかんする知識と、その世代間を通ずる伝達によって、文

化が形成されると同時に、文化によって新しい知識が創造されてゆ

く。何世代も通じて知識が伝達されてゆくプロセスで、社会的制度

がつくり出される。そして、日常的ないし慣行的な生き方が、社会

的制度として確立し、一つの文化を形成することになる。」（宇沢、

2000：p. 211-212）

　宇沢は、アダム・スミスの『国富論』に立ち返りながら、「自然と、

そこに住み、生活している人々の総体をとらえた Nation （国家）」の根

本として、社会的共通資本としての農村の重要性を論じている（宇沢・

内橋、2009：p. 133）。また農業においてこそ、「そこに働く人々が、自

らの人格的同一性を維持しながら、自然のなかで自由に生きることが可

能となる」（宇沢、2000：p. 49）という。「農の営みもあり、自分の志

を貫く生き方もあります。それらを社会が支えてきたのが昔の農村の基

本でした」（宇沢・内橋、2009：p. 123）、とも。

3．�『「成田」とは何か――戦後日本の悲劇』�
（宇沢弘文、1992、岩波書店）

　社会的共通資本としての農村を再構成するために、宇沢は、農の営み
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を基本とした「農社」を興そうとしていた。このアイデアは、宇沢の成

田での経験に根ざしたものであった。

　　 「成田空港周辺地域は一見、農業的基盤の崩壊、地域経済の劇的な

転換という形でとらえられているように思われる。しかしひとたび、

その内部に足を踏み入れるとき、まったく異なった状況が展開され

つつあることがわかる。この、新しい状況を担っているのは、反対

同盟の農民たちと、この地に定住して協同作業に従事している支援

に集ったかつての青年たちである。これらの人々は、25 年の風雪

に耐えて、思想的にも、人間的にも大きく成長し、この地域がおか

れた状況を的確に認識し、新しい展開をもとめて苦悩をつづけてい

る。これらの人々はすでに不惑を越えて、それぞれ一家をなしてい

るが、ゆたかな人間性、深い洞察力をもった人々の集団が、この成

田闘争の長い歴史のなかから生み出されていて、新しい展開を求め

て力づよく動きはじめている。この人たちのアスピレーションと希

望が現実のものとなるような形で成田空港問題が解決できたらとい

う思いを抱くのは筆者（宇沢）だけではないであろう。」（宇沢、

1992：p. 32-33）

　そのために「一応の解決をみたとした後も、私（宇沢）は支援者たち

の生きざまを全うする道として新たな共同体を成田につくろうとしまし

た。かれらには共同体という言葉に拒否感があるので、私はそれを『三

里塚農社』と名付けました」（宇沢・内橋、2009：p. 135）。このように

宇沢は、社会的共通資本としての農村のかたちをつくろうとしていた。

社会的共通資本論、宇沢弘文の生き方としての経済学
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　残念ながら、この「三里塚農社」は上手く立ち上がらなかったようだ

（宇沢・内橋、2009：p. 135）。ただし、『「成田」とは何か』（宇沢、1992）を

手にとれば、宇沢が出会い、対話した成田の人々の生活世界と思想的基

盤の在り処を今でも知ることができる。では、宇沢の「農社」の理想を

生かし直し、農の営みの復興と社会的共通資本としての農村をいかにし

て再構成するか。

　果たしてわたしは、宇沢の生き方としての経済学からあの時手渡され

ていた「問い」に、直面することになったのである。

■藤本穣彦先生　紹介書籍

１．『社会的共通資本』
（宇沢弘文、2000 年、岩波新書）
　序章　　ゆたかな社会とは
　第 1 章　社会的共通資本の考え方
　第 2 章　農業と農村
　第 3 章　都市を考える
　第 4 章　学校教育を考える
　第 5 章　社会的共通資本としての医療
　第 6 章　社会的共通資本としての金融制度
　第 7 章　地球環境

２．『始まっている未来――新しい経済学は可能か』
（宇沢弘文・内橋克人、2009 年、岩波書店）
　第 1 回　市場原理主義というゴスペル
　第 2 回　日本の危機はなぜこうも深いのか
　第 3 回　人間らしく生きるための経済学へ
　第 4 回　新しい経済学の息吹
　補論 1 　 社会的共通資本としての農の営み 

――農業と食料の危機にどう対応すべきか
　補論 2 　社会的共通資本と 21 世紀的課題
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3．『「成田」とは何か――戦後日本の悲劇』
（宇沢弘文、1992、岩波書店）
　 第 1 章　空港の社会的費用
　 第 2 章　成田闘争の軌跡（1）
　 第 3 章　成田闘争の軌跡（2）
　 第 4 章　成田闘争の軌跡（3）
　 第 5 章　成田闘争の軌跡（4）
　 第 6 章　成田闘争の軌跡（5）
　 第 7 章　「徳政をもって一新を発せ」

社会的共通資本論、宇沢弘文の生き方としての経済学
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　私は、駿河台で経済変動論というマクロ経済学領域の科目を担当して

います。地味な科目ですが、講義の中で触れている話題から面白いもの

を選び、その道しるべとなる書籍を紹介したいと思います。

１．�ダイアン・コイル『GDP�〈小さくて大きな数字〉の歴史』
みすず書房

　皆さんはすでに GDP という言葉を知っているでしょうか。経済学科

で学んでいるなら、マクロ経済学の授業で最初に教えてもらったかもし

れません。GDP とは、ある経済圏においてある期間に生み出された付

加価値の合計のことですね。今では当たり前のように諸国で計算され、

報道などで目にする数字です。しかし、GDP の推計はいろんな統計を

組み合わせ膨大な労力を投入する、とても大変なものです。では、何故

GDP の推計が必要で、また何故それが始められたのでしょうか。経済

学を修めて社会に羽ばたいていく皆さんなら、知っておいて損はないと

思います。

　ここに挙げたダイアン・コイル『GDP 〈小さくて大きな数字〉の歴史』

は、GDP が生まれた背景や今後の展望について簡潔に教えてくれます。

GDP は、国家が形成されていく中で必然的に重要となる財政規模の見

「経済変動論」

盛　本　圭　一
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積もりと関わっています。その経済圏全体にどれほどの担税能力がある

のかは、財政を運営していくうえで最も基本的な情報ですが、それを知

るには生産価値の総和が分かる必要があるのは明らかでしょう。特に国

民の租税負担の限界に迫っていく戦時においては、国家にとって、GDP

はどうしても知らなくてはならないものとなります。それゆえ、実は、

GDP につながる国民経済計算が整備された背景の多くは、戦争に備え

ることだったのです。

　本書では、フランスの王政時代から遡り、イギリス、アメリカにおけ

る国民経済計算の策定過程が紹介されています。そこでは政府の思惑と

関わった専門家の考えが錯綜し、数々のドラマが描かれることになりま

す。例えば、現在の国民経済計算に直接的な形を与えた 1930 年代アメ

リカの議論においては、効率的な担税能力の測定を目指す商務省と「国

民の豊かさ」の指標を探ろうとする経済学者の対立がありました。後者

の主張は最終的に通らなかったのですが、現在とても問題視されている、

GDP が「国民の豊かさ」を必ずしも測れていないということが浮き彫

りになりました。先進諸国が高度成長を終え成熟した社会に到達する中、

生産された市場価値の水準が豊かさの尺度ではないという認識は、もは

や公然のものになっているでしょう。本書の最後では、豊かさを測る尺

度に向かうべく GDP の発展・拡張可能性が語られます。とても面白い

です。

２．�ジョン・ガルブレイス『バブルの物語』�
ダイヤモンド社

　バブルという言葉、これは聞いたことがあるのではないかと思います。

「経済変動論」

202



バブルとは、資産が基礎的条件（本来どのぐらいの収益をもたらすもの

なのか）を明らかに上回る過剰評価を受け異常な高価格をつける現象の

ことです。例えば、皆さんにとって遠い過去の歴史的事実であろう日本

の平成バブル（1990 年ごろ）では、株価や地価の高騰が起こり、その

崩壊で日本経済は大きな痛手を受けました。では、バブルの発生と崩壊

は、あの頃の日本特有のものだったのでしょうか。そんなことはなく、

かなり昔からいろんな国で繰り返し起こり、そして今後おそらく何度で

も起こることだろうと思います。

　ジョン・ガルブレイス『バブルの物語』では、17 世紀以降、欧米で

起きたバブル現象について平易な言葉で語られています。最初に紹介さ

れるのは、17 世紀オランダで発生したチューリップ・バブルです。こ

れは読んで字の如し、チューリップが大人気となり、その球根の価格高

騰が投機の機会となった事例です。愚かしいことに思えるでしょう。も

ちろん、珍しいチューリップの球根を手元に置いて飯が食えるわけでは

ないことは、当時の人々も分かっていたはずです。しかし、「高く売れ

るんだから自分も手に入れて労せず大金をつかんでやろう」という衝動

は、冷静な判断力を思考の裏側へ追いやります。家を投げうってチュー

リップの球根を買う人まで現れましたが、当然、しばらくして狂乱は終

わり、彼らは路頭に迷うこととなりました。

　今の日本に生きていると、平成バブルの影響で、株式や土地といった

「金目のもの」がバブル的投機の対象という印象を持つかもしれません。

しかし、そうとも限りません。上で述べたチューリップも違いますし、

日本では過去にウサギを巡ってバブルが生じたことがあります（ウサギ

の価値がどんどん上がると思っていました）。つまりバブルは、資産本
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来の価値はどうでもよく人々の選択によって決まる市場価値に関心があ

るから生じるのです。「労せずして儲けたい」という人間の性がもたら

す現象と言えます。それゆえ、バブルの発生・崩壊は大して顧みられる

ことなく、何度も繰り返されることとなります。ジョン・ガルブレイス

『バブルの物語』は、歴史的事例を整理し、バブルが繰り返されるメカ

ニズムを金融に関する記憶の短さと市場参加者の無責任感という側面か

ら鋭く抉っています。過去の話をしているように見えて近い将来を語っ

ている書物と言ってよいでしょう。

３．�高槻泰郎『大坂堂島米市場』�
講談社

　金融とは何でしょうか。資金の融通のことですが、もう少し正確に言

うと、ある条件下で資金を受け取る権利を売買することによって現在の

資金と将来の資金を交換する行為のことです。資金の交換により、それ

がなかったら実行されなかった経済活動が実行され、莫大な価値が生み

出されています。よって、金融は人類最大の発見の一つと言っても過言

ではないでしょう。私たちがイメージする金融商品は、例えば住宅ロー

ンだったり、国債だったり、株式だったり、現代的な制度と複雑な資金

需要・供給に支えられたものです。では、こんな大掛かりな仕掛けは現

代に至るまで存在しなかったのでしょうか。実は、そうでもないかもし

れません。

　高槻泰郎『大坂堂島米市場』は、18 世紀の大坂（今の大阪）におけ

る米の流通に基づいた金融市場について、市場と行政の関わりという視

点から論じています。当時の日本では、貨幣に支えられた商品の交換も
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盛んに行われる一方、課税基盤が米であり財政の基礎でもありました。

米はそもそも生活必需品で需要が安定しているわけですが、経済のビッ

グプレイヤーである行政もそれに大きく依存していたということです。

そこで、各藩は、経済都市として繁栄していた大坂に蔵屋敷を持って徴

収した米を集め、それを売りさばいて資金調達を行なっていました。そ

れだけであれば、単なる米の販売だったのですが、実際は行政の信用を

元手とした金融活動が生み出されたのです。米切手という一定量の米と

交換可能な証券が発行され、行政はその売り上げを担保に資金の融通を

受けることを繰り返し、さらに米切手は市場で転売され流動性のある金

融商品となっていきました。つまり、米と行政の信用と人々の知恵が絡

み合い、一つの金融市場が成立したのです。

　話が面白くなるのはここからです。米切手の転売が行なわれると、適

正な米価の形成ができなくなるかもしれません。基本的には転売によっ

て価格上昇圧力が掛かるからです。実際、当初、幕府はこうした取引を

（少なくとも建前では）空虚なものとして規制していました。しかし、

そのうち幕府はある経済問題に直面しました。米価の下落です。これは

17 世紀に一気に進んだ農地開発と人口増加が止まり米の需要増加が落

ち着いたこと、比較的温暖な年が続いて米の供給が増えたことが原因で、

直接的に回避するのが難しいものだったようです。とはいえ、税収を米

に頼る行政にとって米価の下落は致命的であり、何とかしないといけま

せん。そこで、幕府は、米切手など米に関わる金融商品の取引を容認す

る方向に舵を切ります。つまり、行政側は市場とうまく付き合っていく

道を選択したのです。以後、金融市場の発達への対応として、幕府は市

場設計のため数々の施策をとっていきます。そこは本書、高槻泰郎『大
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坂堂島米市場』に譲ります。金融取引というものの根本的な性質、市場

の政策的デザイン、これらは現代の我々にとっても決して色あせたもの

ではありません。ぜひ一読しみてください。

■盛本圭一先生　紹介書籍

１．ダイアン・コイル『GDP ＜小さくて大きな数字＞の歴
史』みすず書房
　第 1 章　戦争と不況―18 世紀―1930 年代
　第 2 章　黄金時代―1945―1975 年
　第 3 章　資本主義の危機―1970 年代
　第 4 章　新たなパラダイムズ―1995―2005 年
　第 5 章　金融危機―現在
　第 6 章　新たな時代の GDP―未来

２．ジョン・ガルブレイス『バブルの物語』ダイヤモンド社
　1　投機のエピソード
　2　投機に共通する要因
　3　古典的なケース 1
　 　チューリップ狂、ジョン・ローとロワイヤル銀行
　4　古典的なケース 2
　 　サウスシー・バブル
　5　アメリカの伝統
　6　1929 年の大恐慌
　7　再び 10 月がやって来た
　8　教訓は歴史から

３．高槻泰郎『大坂堂島米市場』講談社
　第一章　中央市場・大坂の誕生
　第二章　大坂米市の誕生
　第三章　堂島米市場の成立
　第四章　米切手の発行
　第五章　堂島米市場における取引
　第六章　大名の米穀検査
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　第七章　宝暦一一（一七六一）年の空米切手停止令
　第八章　空米切手問題に挑んだ江戸幕府
　第九章　米価低落問題に挑んだ江戸幕府
　第十章　江戸時代の通信革命
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政治経済学部ブックガイド― 地域行政学科 ―

明治大学政治経済学部
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【自治体経営論】
　� �牛　山　久仁彦 （�217�）

【異文化理解とコミュニケーション】
　� �海　野　素　央 （�224�）

【環境経済学】
　� �大　森　正　之 （�229�）

【社会保障論】
　� �加　藤　久　和 （�235�）

【社会学】
　� �鍾　　　家　新 （�240�）

【国家論、現代国家分析】�大学生になったのだから○○してほしい！
　� �西　川　伸　一 （�244�）

【行政学、公共政策学】
　� �西　村　　　弥 （�249�）

【都市政策・都市行政】
　� �野　澤　千　絵 （�255�）

政治経済学部「ブックガイド」―地域行政学科―
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【地域分析法、経済地理学】
　� �廣　松　　　悟 （�261�）

【地方財政論】
　� �星　野　　　泉 （�267�）

【中小企業論】『新入生に読んで欲しい本』
　� �森　下　　　正 （�276�）



【執筆者紹介】

牛山久仁彦（うしやま　くにひこ）
　【担当科目】　自治体経営論
　【現在の主な研究テーマ】
　�地方分権改革に伴う自治体行政改革の課題と展望
　【新入生へのメッセージ】
　大学の４年間は、長いようで、あっという間に過ぎてしま
います。知識と経験を着実に積み上げて、ステップアップす
ることをめざしてください。学生だからできること、もてる
時間、これらが貴重であることを忘れないで、前へと歩んで
いただけることを期待しています。

海野　素央（うんの　もとお）
　【担当科目】
　�異文化コミュニケーション、実践異文化ビジネス論
　【現在の主な研究テーマ】
　2020 年米大統領選挙
　【新入生へのメッセージ】
　グローバル時代に生きる学生諸君には、異文化理解が不可
欠です。授業及びテキストで学習した理論や概念を実際の場
面に応用することによって、効果的な異文化コミュニケー
ションの能力やスキルを習得できます。学生諸君の一層の頑
張りに期待しています。
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加藤　久和（かとう　ひさかず）
　【担当科目】
　社会保障論（少子高齢化社会のセーフティネットのあり方
を考える）
　【現在の主な研究テーマ】
　公共経済・マクロ経済等の実証分析、マクロ計量モデルの
作成
　【新入生へのメッセージ】
　新入生のみなさん、入学おめでとう。これからの 4 年間が
みなさんの人生を決定づける時間になるはずです。
　焦らず、じっくり、しかしためらわずに一歩一歩前へ進ん
で下さい。4 年後には進んだその道のりは相当に長くなって
いるはずです。歩めば歩むほど迷うこともあるでしょう。し
かし歩いた距離がみなさんのその後の人生を豊かにするはず
です。

鍾　　家新（しょう　かしん）
　【担当科目】
　社会学（国際比較の視点から、社会学の基礎的な概念や発
想を学ぶ）
　【現在の主な研究テーマ】
　社会福祉政策および社会変動に関する日中比較研究
　【新入生へのメッセージ】
　社会福祉への理解は現代社会への理解である。

大森　正之（おおもり　まさゆき）
　【担当科目】
　環境経済学（エコノミーとエコロジーの矛盾を解明し統合
を目指す）�
　【現在の主な研究テーマ】　
　環境経済理論の形成と発展、環境政策論�
　【新入生へのメッセージ】
　大学の図書館に自分の好きな座席を、街の中に落ち着いて
文庫本が読める喫茶店を、見つけましょう。近所に友と語り
歩く散歩道を、そして、国内外に一人旅を楽しむ第二のふる
さとを、見つけましょう。

執筆者紹介
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西川　伸一（にしかわ　しんいち）
　【担当科目】
　国家論、現代国家分析（現代日本の国家の諸断面を具体的
に分析する）
　【現在の主な研究テーマ】　
　�日本の裁判所行政を人事の観点から研究する
　【新入生へのメッセージ】
　私の学生時代は、思い出したくもない後悔に満ちています。
みなさんには悔いのない学生生活を、などと月並みなことは
言いません。結果がわかっていれば、後悔なんてありえない。
計算高くふるまうより、たくさんつまずいて！　悔いは心の
杭になるはずです。

西村　　弥（にしむら　わたる）
　【担当科目】　行政学、公共政策学（行政機関の果たしてき
た役割、これからの役割について分析する）
　【現在の主な研究テーマ】
　民営化と「行政の守備範囲」の変動に関する研究、危機管
理行政
　【新入生へのメッセージ】
　二十歳前後から、一年間が過ぎゆく「体感速度」が一段と
加速してきます。「いつかやろう」という姿勢は厳禁です。「気
が付いたら卒業」という事態に陥らぬよう、四年間の大学生
活を「一生もの」にしてください。

野澤　千絵（のざわ　ちえ）
　【主要担当科目】　都市政策・都市行政
　【現在の研究テーマ】
　人口減少社会における都市政策・まちづくり
　【新入生へのメッセージ】
　政治経済学部の先輩方は、視野が広く、刺激的な学生さんが
たくさんいます。社会問題に深い洞察力のある学生、オンライ
ン授業期間を利用して地方と2 地域居住をしている学生、起業
の準備をしている学生、ボランティアに取り組む学生など、先
輩や同級生からたくさんの刺激を受けられる環境があります。�
ぜひ、みなさんのこれからの暮らしに直結する都市政策やまち
づくりも学び、これからの時代を打開する力を身に付けて下さい。
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廣松　　悟（ひろまつ　さとる）
　【担当科目】　地域分析法、経済地理学
　【現在の主な研究テーマ】
　ポリティカルエコノミーと空間形成、フロンティア空間の
政治経済学
　【新入生へのメッセージ】
　明治大政経学部地域行政学科という、一つのローカリティ
の可能性に賭けて新たに入学された皆さんとともに、少しず
つでも着実にそのユニークな可能性のすそ野を広げていける
よう、微力ながら努めたく思っています。

星野　　泉（ほしの　いずみ）
　【担当科目】　地方財政論（自治体財政の国際比較）
　【現在の主な研究テーマ】　財政および地方財政の国際比較
　【新入生へのメッセージ】
　人を幸せにするにはどうしたらいいか。そんなことを考え
る学問が財政学です。
　でも、すべての人を一度に幸せにすることはなかなか難し
い。そんな時、地域の単位、人間対人間の関係が役に立ちま
す。本を読んで、たくさん語りあおう。

森下　　正（もりした　ただし）
　【担当科目】
　中小企業論（現場重視の中小企業経営の実態を解明する）
　【現在の主な研究テーマ】
　ベンチャー・中小企業の経営実態、経営者行動の実証的研究
　【新入生へのメッセージ】
　人・モノ・金・情報の動きを観察・注視することで実態経
済の動きをつかみ、分析できる力をやしないましょう !!

執筆者紹介
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　私が講義を担当する自治体経営論は、一般的にいえば、地域の自治体

行政が、どのように地域の課題を解決し、厳しい財政状況や少子高齢化

といった状況に相対していくのかを考えるものである。では、なぜ、国

家の中に自治体が設置され、地方自治は必要なのだろうか。それは、複

雑多様化する現代社会の問題解決をしていく上で、国（中央政府）、県（広

域自治体政府）、市区町村（基礎自治体政府）がそれぞれの機能や役割

を分担し、適切に課題に対応していく必要があるからである。

　明治維新以降、続いてきた「官治集権」の体制は、近代化を進める過

程では必要なものであったかもしれないが、現代社会における問題解決

を進めるには、多くの課題がある。地域の課題解決には、地域に根ざし

た基礎自治体が適切に対応する方が効率もよく、また、住民のニーズに

も即応できる。また、基礎自治体で解決が難しい広域的な課題には、都

道府県が対応することとなる。国は、国家の存立に関わる外交や防衛、

国家として取り組むべき政策、例えば通貨や金融、国家や国際規模での

経済など政策などを担う。その役割分担と連携がうまくいってこそ、住

民は地域で安全、安心、快適に暮らすことが可能になるのである。

　こうした考え方は、2000 年の「地方分権一括法」の施行によって、

一層明確にされたが、それは、長年の行政学の研究の中で蓄積されてき

地方自治を学ぶための推薦図書
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た研究成果によって支えられている。では、地方自治を学ぶ上で、どの

ような本から読み始めるのか。もちろん、地方自治を研究する上では、

法律学、財政学、経済学、社会学など、さまざまな側面からのアプロー

チが考えられるが、ここでは、私の研究領域である行政学を学ぶことか

らはじめると想定し、読んでおきたい基本的な著書を紹介しておこう。

　行政学の基本的なテキストとしては、以下の 2 冊があげられるだろう。

１．西尾　勝　『行政学［新版］』（有斐閣、2001年）

２．村松岐夫『行政学教科書［第2版］』（有斐閣、2001年）

　この 2 冊は、いずれも行政学の基本的なテキストとして、広く読まれ

ているものである。公務員試験などを受験する際の基本書でもあり、必

須の文献であろう。その意味では、ここで推薦図書にあげるには、適切

ではないという指摘もありうる。もう少し、読みものとして興味が持て

るようなものを推薦するべきなのかもしれない。内容としても、新入生

にはやや高度で、堅い印象を受ける可能性もある。しかし、少し背伸び

をしつつこれらのテキストに向き合ってほしいと思うとともに、両者を

読み比べてみていたただきたいと考えるのである。基本的な知識として

は共通の項目を多く含みながら、西尾、村松、両先生の行政を見る視点

には異なる点もある。両書を読み比べる中で、政治と行政の関係、中央

- 地方関係などが、どのように論じられているのか、考えてほしい。大

学での研究は、さまざまな学説や視点を学ぶことによって、自分自身で

真理を探究していくものであることを学んでほしいのである。

地方自治を学ぶための推薦図書

218



　この 2 冊を読んでもらうことによって、行政学の基本を学び、政府と

は何かを考えることになるが、その中でも一部触れられているように、

日本の行政学研究においては、諸外国に比べて、地方自治の比重が高い

ことが知られている。それは、集権体制の下で、国と地方の行政が密接

に関係し、一体化していたことや、日本の自治体の数が多く、国地方の

関係も複雑であったことに起因する。地方自治の研究は、行政学にとっ

て重要な一分野を形成しており、さらには地方分権改革の進展によって、

さらに重要度を増しているのである。

　では、地方分権改革とはどのようなものであったのか。90 年代以降

の分権改革の推進については、多くの文献が存在しており、さまざまな

アプローチが存在している。その中で、以下の本を推薦しておきたい。

３．兼子仁　『新地方自治法』（岩波新書、1999年）

４．　同　　『変革期の地方自治法』（岩波新書、2012年）

　いずれも、著名な行政法学者である兼子先生の著作である。その意味

では、地方分権への法律的なアプローチが中心になるが、新書でもあり、

比較的読みやすいものといえるだろう。地方分権改革は、地域社会にさ

まざまな影響をもたらしたが、私は、その中でも自治体がやる気になれ

ば、さまざまな取り組みが可能となる法制度の整備がなされたことが重

要であると考えている。分権改革の結果、機関委任事務が廃止され、国

の関与が法定化された。ここでは、それらについて述べる紙幅はなく、

両書を読んでいただきたいが、要は自治体の自由度が増し、自治体行政
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の権限が拡大したということである。そして、2000 年以降、市町村合

併が推進されたり、財政の改革や行政事務の民間化が進められた。『新

地方自治法』を読むことによって分権改革による法制度整備を学び、そ

の後の地域社会の変化や具体的な動きを、『変革期の地方自治法』を読

むことによって知ってほしい。地方分権については、さまざまな視点か

ら学ぶことが可能なことは先にも述べたが、この 2 冊を通じて、もっと

も基本的な制度の改革がどのように進められ、具体化されたのかを学ぶ

ことができるだろう。

　ところで、近年、地方自治に関連してよく耳にするのが、「地方創生」

という言葉であろう。日本創生会議が発表した、人口減少による「地方

消滅」（896 の自治体消滅）がマスコミを賑わしたことは記憶に新しい。

地方分権がいわれるのとは裏腹に、人口減少・少子高齢化による地方の

「危機」が進行していることが指摘されたものであろう。2014 年に発

売された、いわゆる「増田レポート」（日本創生会議・増田寛也代表）は、

財政危機と人口減少にあえぐ地方の町村を中心に衝撃を与え、全国の自

治体が取り組んできた地方創生戦略の策定に道を開いた。そうした議論

に一石を投じ、反論をしたのが以下の本である。

５．小田切徳美『農山村は消滅しない』（岩波新書、2014年）

　この本の中では、増田レポートが指摘した地方消滅は「農村たたみ」

であり、「選択と集中」による「コンパクトシティ」によって農村から

撤退しようとすることは、間違いであるとの指摘がなされる。これから

の日本の地方を元気づけるのは豊かな「農山村」の再生であり、都市と

地方自治を学ぶための推薦図書
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農山村の交流や連携、内発的な発展によるものであるという指摘はうな

ずけるものである。確かに、東京など、大都市の現状をみると、今後の

50 年から 100 年ほどを展望すると、75 歳以上の高齢者は地方都市以上

に増え、老人福祉費は大幅に増加する。こうした中で、都市のコミュニ

ティは衰退しており、孤立死を防ぐことは困難になる。都市と農山村と

の交流は不可欠なものとなろう。なお、増田レポートで指摘された課題

も無視できず、両者を読み比べることで地域の将来像を考えてもらいた

い。

　以上、地方自治を学んでいくという視点から、行政学の基本的な理解、

地方分権改革をふまえた地方自治の基本的な法制度への理解、さらには

地方自治と地方創生をめぐる現状への理解が進められる著書を紹介して

きた。これから地域のさまざまな課題を学ぶ学生諸君の参考になれば幸

いである。

■牛山久仁彦先生　紹介書籍

１．『行政学（新版）』
西尾勝【著】、有斐閣（2001/4）

行政サービスの範囲
官僚制と民主制
アメリカ行政学の展開
行政学の構成
現代国家の政府体系―中央集権と地方分権
戦後日本の中央地方関係
議院内閣制と省庁制
現代公務員制の構成原理
官僚制分析の視座
官僚制組織の作動様式〔ほか〕
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２．『行政学教科書―現代行政の政治分析』
松村岐夫【著】、有斐閣（2001/12）

第１章　行政学の枠組み
第２章　近現代国家と行政システムの発展
第３章　現代日本の行政システム
第４章　中央地方関係と地方自治
第５章　政策過程と企画立案
第６章　行政組織の基礎理論
第７章　組織の設計
第８章　公務員制度と人事行政
第９章　組織の管理運営
第 10 章　政策の実施
第 11 章　政策評価と行政責任

３．『新地方自治法』
兼子仁【著】、岩波新書（1999/9/20）

1　�住民の生活と地方分権（住民生活のための自治体行政地方分権の改革と新し
い地方自治法）

2　�憲法にいう「地方自治の本旨」と自治制度の原理（自治
体と自治権の保障住民自治とはなにか）

3　�住民自治のしくみと展開（「直接請求」と住民投票のダイ
ナミズム「住民監査請求・住民訴訟」のはたらき　ほか）

4　�自治体および自治権の動き（自治体のいろいろ自治事務か
法定受託事務か　ほか）

むすび　�住民と職員にとっての地方自治法（地域で生活する
住民のための地方自治法自治体職員にとっての地方
自治法）

４．『変革期の地方自治法』
兼子仁【著】、岩波新書（2012/1/21）

1　�進む地域自治の改革（地域自治を裏づける新法制地方自
治法を変革する必要）

2　�変わる自治体（“地域自治体”という考え方市町村合併を
経た「基礎自治体」広域自治体・都道府県のこれから）

3　�地域の自治権を自立させる（自治体の事務と国の関係地域
の自治立法権を生かす自治体の法解釈自治権のはたらき）

地方自治を学ぶための推薦図書
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4　�住民協働時代の議会と首長（自治基本条例に見る住民協働住民につながる自
治体議会と公選首長）

5　�住民協働の実践例―住民訴訟と指定管理者制度（住民監査請求・住民訴訟の
定着公の施設の「指定管理」をどう見るか）

５．『農山村は消滅しない』
小田切徳美【著】、岩波新書（2014/12/20）

序　章　「地方消滅論」の登場
第１章　農山村の実態―空洞化と消滅可能性
第２章　地域づくりの歴史と実践
第３章　地域づくりの諸相―中国山地の挑戦
第４章　今、現場には何が必要か―政策と対策の新展開
第５章　田園回帰前線―農山村移住の課題
終　章　農山村再生の課題と展望
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１．�『はじめのコーチング』ジョン・ウイットモア著　清川美幸訳（ソフ
トバンクバブリッシング株式会社、2003年）

　ウイットモアはテニスコーチとして有名なティモシー・ガルウェイの

言葉を借りながら、コーチングとは「人の潜在能力を解き放ち最高の成

果を高めることである。教えるのではなく、自ら学ぶことを助けること

である」と述べている。ウイットモアによれば、コーチングは命令・統

制型マネジメントの対極に位置する行動であり、以下の点で新しいマネ

ジメントスタイルと言える。

　第 1 に、コーチは自分の考えや意見をコーチングを受けるコーチーに

押しつける（プッシュ）のではなく、相手のそれを引き出す（プル）。

第 2 に、コーチはコーチーにめったに解決方法や処方箋を与えたりしな

い。第 3 に、コーチはコーチーに効果的な質問を投げかけて、相手の意

識を目覚めさせ責任感を持たせる。第 4 に、コーチはコーチーの過去の

成績ではなく、将来の可能性を重視する。

　ウイットモアはコーチがコーチーに質問をする順序に注目し、4 つの

段階に従うことを提案している。それが GROW（目標・現実・選択肢・

「何・いつ・だれ・意思」）コーチングである。まず、コーチとコーチー

異文化コラボレーターの育成

海　野　素　央
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は一緒に考えながら短期的及び長期的な目標を設定する。次に、現実の

状況を把握する。その上で、目標設定の選択肢をつくる。最後に、「何」

を「いつ」「だれが」するのかを明確にし、実行に対してどの程度の確

信があるのかを確認する。

　本書は個人を対象にしたコーチングに加え、チームコーチングも扱っ

ており、極めて実践的である。異文化環境で文化的背景の異なる現地従

業員をマネジメントする際、上で述べたコーチングの基礎を学習してお

く必要があるだろう。

２．�『ファシリテーター型リーダーの時代』フラン・リース著 黒田

由貴子�P・Y・インターナショナル訳（プレジデント社、2002年）

　リースによれば、ファシリテーション（促進）はリーダーシップの一

形態である。説得型及び協力型といった従来型のリーダーシップに対し

て、ファシリテーションは新しいタイプのリーダーシップスタイルであ

る。ファシリテーションのスキルを備えたファシリテーター型リーダー

は、組織やチームにおいて「メンバーを鼓舞し、誘導し、参加を促して、

創造性及び当事者意識、生産性を引き出す」役割を果たす。

　ファシリテーションのスキルには、効果的な質問をする、掘り下げる、

言い換える、すでに出た意見やアイデアを振り返る、異なる意見を歓迎

する、視点を変える、要約する等が含まれる。それらのスキルは、組織

の成功に不可欠なリーダーシップの要素であるとリースは主張している。

　さらに、リースは、優れたファシリテーター（促進者）は非言語的ス

キルを発揮していると分析している。ファシリテーターは自分の動作、
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表情、態度及び声のトーンといった非言語的メッセージが組織並びに

チームのメンバーに正確に伝わっているか否かを意識しながら行動して

いる。同時に、ファシリテーターは、彼等から発信される非言語的メッ

セージを読み取っている。

　文化的背景が相違するメンバーから構成された異文化チームをマネジ

メントする際、本書で取り上げているファシリテーションのスキルは極

めて重要であることを強調しておきたい。

３．�『かくれた次元』エドワード・ホール著　日高敏隆・佐藤信行訳（みす
ず書房、2007年）

　文化人類学者のホールは、空間と距離の感覚における文化的相違を明

らかにした。ホールによれば、距離には密接距離、個体距離、社会距離

及び公衆距離の 4 つの距離帯が存在し、それぞれには遠近の相がある。

ところが、人々は文化により距離帯の差があることを意識していない。

例えば、1 つの文化では密接距離であっても、他の文化ではそれが個体

距離乃至公衆距離と認識される場合がある。

　さらに、ホールは、時間の概念により文化を M タイム（単一時的時間）

と P タイム（多元的時間）に 2 分している。時間の概念の文化的相違は、

効果的な異文化マネジメントに対する阻害要因の 1 つである。M タイ

ムの文化では、スケジュールや時間厳守に価値を置き、1 つの仕事に専

念し、それを済ませてから次の仕事に向かう「一時一事主義」的な傾向

がある。一方、P タイムの文化では、計画の作成に固執するよりも、む

しろ人との関わり方に重点を置く傾向がある。そこでは、時間厳守はそ
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れほど重要ではない。

　本書は、空間の使い方並びに時間の概念を異文化的な視点から分析し

ており、文化的洞察を深め、異文化間コミュニケーション能力の向上を

図りたい学生諸君には欠かせない。

■海野素央先生　紹介書籍

１．『はじめのコーチング』
ション・ウィットモア【著】、ソフトバンクパブリッシング株
式会社（2003/7/30）

２．『ファシリテーター型のリーダーの時代』
フラン・リース【著】、プレジデント社（2002/11）
　第 1 部　�ファシリテーションとは何か（現代の組織における

ファシリテーション；ファシリテーションの役割）
　第 2 部　�ファシリテーションの基本スキル（質問・発言・要

約の技法―何をいうか；話を聴く・表情・動作の技
法―何をするのか　ほか）

　第 3 部　�ファシリテーターの手法とツール（意見・情報を生
み出し、整理するためのツール；意見・情報に優先
順位をつけ、評価するためのツール）

　第 4 部　�効果的なファシリテーションの設計（ファシリテー
ションをどう設計するか；グループ作業を活性化する）

　第 5 部　�会議の生産性を高める（会議の生産性を高める原則；会議の環境を管理
する　ほか）
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３．『かくれた次元』
エドワード・ホール【著】、みすず書房（1970/10/30）
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　今わたしの手元にある数冊の著書を皆さんに紹介します。まずは元滋

賀県知事、嘉田由紀子さんの『知事は何ができるか』（2012、風媒社）

です。今年（2015）の秋に滋賀県で開催された所属学会「日本環境会議」

の大会で、わたしたちは再会しました。最初の出会いは、彼女が新進気

鋭の環境社会学者で、わたしが環境経済学を専攻する大学院生の時です。

農村問題に関する学会の場でした。このたびの再会がきっかけとなって、

彼女が研究者時代から知事時代を経て、現在まで一貫して追究している

治水政策をテーマとするシンポジウムを、国土交通省の協力を得て、12

月に明治大学で開くことになりました。もちろん基調講演は嘉田さんに

お願いしています。

　この著書『知事は何ができるか』では、知事時代に取り組んだ滋賀県

内の治水ダム建設の中止や新幹線新駅誘致の中止、そして、それに代わ

る地域振興策としての新エネルギー産業の誘致を取り上げています。ま

た琵琶湖の水域環境の修復・保全政策、子育て支援政策、自然エネルギー

開発による「原発卒業」政策、これらについても語られています。地域

行政のトップとして直面した様々な課題に、彼女は研究者時代に行った

琵琶湖総合調査の成果である「生活環境主義」の立場から挑戦しました。

その実践の詳細な記録として、この著書を皆さんにお薦めします。

君たちの「なつかしい未来」のために
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　さらに彼女を含む共同研究者が紡ぎ出したこの立場を、自ら解説した

著書『生活環境主義で行こう！琵琶湖に恋した知事』（2008、岩波ジュ

ニア新書）の併読もお薦めします。彼女は自らの立場を、つまり地域社

会をどのように見るかという独自の視点を身につけるために、琵琶湖周

辺の三世代（祖父母、父母、子供）の地域住民から膨大な聞き取り調査

を行っています。そして、祖父母世代が高度成長期に失った湖水地域で

の自然と人間の共生関係を取り戻すことを、つまり「なつかしい未来」

（スウェーデンの女性環境活動家へレナ・ノーバーグ = ホッジの著書

のタイトル Ancient Future の訳）を獲得する活動を、学者として、ま

た政治家として担いました。

　次に、この「なつかしい未来」へと地方は着実に向かっている、と述

べている著書を紹介しましょう。藻谷浩介と NHK 広島取材班による『里

山資本主義：日本経済は「安心の原理」で動く』（2013、角川 ONE テー

マ 21）です。2014 年 11 月に 16 版に達したベストセラーです。取材班は、

2011 年の晩夏から始まったテレビ番組の制作に際して、同じくベスト

セラーとなった前著『デフレの正体』（2013、角川 ONE テーマ 21）の

著者、藻谷さんに協力を求めました。なお前著は、長引く日本のデフレ

経済の原因を人口構成の動態から分析しました。

　この「里山資本主義」論では、まず岡山県真庭市での木質バイオマス

発電や木質バイオマスを利用するボイラーとストーブの利用拡大が取り

上げられます。次に海外編としてオーストリアで、林業が先端産業に生

まれ変わり、木質バイオマス利用のボイラーや地域暖房だけでなく、強

度を高めた建材による高層木造建築が国内外に広まっている事例が紹介

されます。これらの事例を踏まえて、藻谷さんの中間総括、「『里山資本

君たちの「なつかしい未来」のために
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主義』の極意：マネーに依存しないサブシステム」が加筆されます。つ

まり「物々交換の見直し」と「規模の利益への抵抗」として食料と燃料

の地域内での自己調達を増やすことが提唱されます。さらに分業化や専

業化ではなく、「一人多役」によって地域経済を活性化することの重要

性が指摘されます。

　次に、取材班は山口県の瀬戸内海に浮かぶ周防大島を取り上げ、いわ

ゆる I ターンや U ターンの人々が食品加工業で起業し地域を盛り上げ

ている事例を紹介します。また高知県大豊村の製材業者の成功事例、島

根県の耕作放棄地の畜産業や飲食業での利用事例、さらには鳥取県で耕

作放棄地において食用淡水魚を養殖している事例などを取り上げます。

加えて、広島県庄原市における、地域通貨を活用して福祉施設へ近隣の

高齢者農家から余剰食材を安価で調達する事例（地域通貨は同施設や隣

接レストランなどで使える）も紹介されます。そして、こうした地方の

里山資本主義の進展と都会でのスマートシティ化によるコミュニティの

復活を、「なつかしい未来」への途として提示します。この著書は藻谷

さんの次のような最終総括で締めくくられます。つまり、こうした里山

資本主義の普及こそが、人々の不安や不満や不信感を払拭させて、この

国の本当の危機である少子化を解決に導くと主張するのです。

　最後に、保守派の論客で経済学者の佐伯啓思さんの近著『さらば、資

本主義』（2015、新潮新書）を紹介します。タイトルにあるように、こ

の碩学は「今日、経済成長は難しくなってきている。ということは、確

かに『資本主義は終わった』ということにもなるのです」（154 頁）と

主張します。そして、資本主義を駆動させてきた「拡張願望」や「自由

への欲求」という近代の価値観を見直し、「新自由主義的な競争社会」
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でも「福祉的な社会民主主義の社会」でもない未来を、「脱成長主義社会」

として各人が模索することを唱導します。私には、それは嘉田さんや藻

谷さんのいう「なつかしい未来」に思えます。

　「なつかしい未来」とは、「幸せだった過去」からではなく、また「空

想的な未来図」からでもなく、地域社会の「いま」と「ここ」から、君

たち自身で紡ぎだすものであり、その実現に向けて人々を説得し、共に

協力し合うためのビジョンだと思います。より多くの地域社会の「いま」

と「ここ」に君たちが出会うためのきっかけに、ここで取りあげた著書

がなれば幸いです。

■大森正之先生　紹介書籍

１．『知事は何ができるのか―「日本病」の治療は地域から』
嘉田由紀子【著】、風媒社（2012/4）

第 1 章　共感―軍艦と手こぎ舟に対比された知事選挙
第 2 章　 信念―税金のムダ使いもったいない、新幹線新駅の

中止
第 3 章　攻防（上）―地域のことは地域で決める
第 4 章　攻防（下）―ダム計画をめぐる国との闘い
第 5 章　再生―琵琶湖の受難の歴史に光を！
第 6 章　命の絆―子育て、仕事、人生の見送りまで支え合う
第 7 章　共生―生命・自然に根ざした文化、誇りをびわ湖から
第 8 章　自立―未来可能な地域経済の強化へ　自然エネルギーと卒原発
第 9 章　 政治は未来をつくるもの―リスク社会を生き抜く政策は地域から

２．『生活環境主義でいこう！―琵琶湖に恋した知事』
嘉田由紀子【著】、岩波ジュニア新書（2008/5/29）

序　歴史的であり多様な価値をもつ琵琶湖
1 章　琵琶湖との出会い
2 章　琵琶湖の調査を始める
3 章　生活環境主義の誕生
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4 章　住民自身が地域を調べる
5 章　人と琵琶湖のかかわりを見せる博物館
6 章　生活環境主義による治水政策
7 章　琵琶湖の恵みを受け継ぐために
8 章　琵琶湖は地球環境の小さな窓

３．『里山資本主義　日本経済は「安心の原理」で動く』
藻谷浩介【著】、角川 one テーマ 21（2013/7/10）

はじめに　「里山資本主義」のススメ
第 1 章　 世界経済の最先端、中国山地―原価ゼロ円からの経

済再生、地域復活
第 2 章　 二一世紀先進国はオーストリア―ユーロ危機と無縁

だった国の秘密
中国総括　 「里山資本主義」の極意―マネーに依存しないサ

ブシステム
第 3 章　 グローバル経済からの奴隷解放―費用と人手をかけ

た田舎の商売の成功
第 4 章　 “無縁社会”の克服―福祉先進国も学ぶ“過疎の町”

の知恵
第 5 章　 「マッチョな二〇世紀」から「しなやかな二一世紀」

へ―課題先進国を救う里山モデル
最終総括　 「里山資本主義」で不安・不満・不信に訣別を―日本の本当の危機・

少子化への解決策
おわりに　里山資本主義の爽やかな風が吹き抜ける、二〇六〇年の日本

４．『デフレの正体―経済は「人口の波」で動く』
藻谷浩介【著】、角川 one テーマ 21（2010/6/10）

思い込みの殻にヒビを入れよう
国際経済競争の勝者・日本
国際競争とは無関係に進む内需の不振
首都圏のジリ貧に気づかない「地域間格差」論の無意味
地方も大都市も等しく襲う「現役世代の減少」と「高齢者の
激増」
「人口の波」が語る日本の過去半世紀、今後半世紀
「人口減少は生産性上昇で補える」という思い込みが対処を
遅らせる
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声高に叫ばれるピントのずれた処方箋たち
ではどうすればいいのか（1）高齢富裕層から若者への所得移転を
ではどうすればいいのか（2）女性の就労と経営参加を当たり前に
ではどうすればいいのか（3）労働者ではなく外国人観光客・短期定住客の受入を
高齢者の激増に対処するための「船中八策」

５．『さらば、資本主義』
佐伯啓思【著】、新潮新書（2015/10/16）

第 1 章　今こそ、脱原発の意味を問う
第 2 章　朝日新聞のなかの“戦後日本”
第 3 章　失われた故郷をもとめて
第 4 章　ニヒリズムへ落ち込む世界
第 5 章　「グローバル競争と成長追求」という虚実
第 6 章　福沢諭吉から考える「独立と文明」の思想
第 7 章　トマ・ピケティ『21 世紀の資本』を読む
第 8 章　アメリカ経済学の傲慢
第 9 章　資本主義の行き着く先
第 10 章　「がまん」できない社会が人間を破壊する

君たちの「なつかしい未来」のために
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　大学に入学して最初に戸惑うことは、学びのための羅針盤がないこと

だと思います。高校時代は教科書や参考書が勉強の方向を定めてくれま

すが、大学生になると専門分野はともかくとして何から学べばいいかを

指し示してくれるものがありません。授業に臨めば先生がテキストなど

を指定してくれますが、しかし政治経済学部の知の世界を広く吸収する

には、何らかの指南書が必要になると思います。そんな中、私が以前か

ら大学一年生にすすめている本は岩波ジュニア新書の一冊である「経済

の考え方がわかる本」（新井他、岩波書店）です。地域行政学科ではミ

クロ経済学は必修ではありませんが、しかし世の中を広く分析するには

経済学の考え方をしっかり身につける必要があります。この本は、みな

さんが高校時代に学んできた政治経済とは異なり、希少性、機会費用、

比較優位など学問としての経済学のもっとも基本的な考え方を説いたも

のです。その意味で学科に関係なく、政治経済学部の学生には全員読ん

でほしい本です。ぜひ、本屋さんなどで一度手に取ってみてください。

もしかすると、少しやさしすぎると感じる人もいるかもしれませんが、

取り上げている内容は実は奥深い、まさに経済学のエッセンスが詰まっ

ています。本書がやさしいと感じる方にはちくま新書の一冊である「高

校生のための経済学入門」（小塩隆士、筑摩書房）もおすすめです。タ

知的好奇心を育てるための三冊
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イトルには高校生となっていますが、大学生でも十分に読み応えがあり

ます。

　私はこれからの時代、大学での専門科目に加えて、英語と統計学は社

会人としての必修科目であると考えています。グローバル化の時代、否

応なしに英語を学ぶ機会は増えるでしょう。さらに IT 化がさらに進歩

し、ビッグデータなどが身近な話題となると基礎的な統計学の知識も不

可欠になるはずです。高校時代に統計を少し学んだ人はいるかもしれま

せんが、より実用的にデータを扱うことを勉強してほしいと思います。

実用的な統計分析の直接的な入門書ではありませんが、昔からのベスト

セラーである「統計でウソをつく法」（ダレル・ハフ、講談社ブルーバッ

ク）を読むと、この分野に対する興味がわくのではないでしょうか。こ

の本が日本で出版されたのは 1968 年ですからもう 50 年近く前になりま

す。さすがに出版年からこの本の中で取り上げられている事例は古いも

の（歴史上のもの？）も多いのですが、その内容はまだまだ古くなりま

せん。統計学はとっつきにくい学問であるという印象があるようですが、

しかしダレル・ハフの本は身近な例を挙げて読者を飽きさせません。も

う少し進んだ入門書ということであれば、同じくブルーバックスから出

ている「やさしい統計入門―視聴率調査から多変量解析まで」（柳井他、

講談社）もいいかもしれません。ただし、ダレル・ハフの本に比べると

正統的な入門書になっていますので、実際に手に取って比べてみてくだ

さい。

　新入生に勧める本を三冊ということでしたが（すでに四冊になってい

ますが）、あれもこれもといろいろな本が思い浮かんでしまいます。三

冊ではなく三分野ということであれば、最後は地域行政学科とも関連

知的好奇心を育てるための三冊
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の深いところで「地方消滅―東京一極集中が招く人口急減」（増田寛也編、

中公新書）をおすすめします。先ほどはグローバル化に触れましたが、日

本社会のもう一つのトレンドは人口減少です。少子高齢化とともに急激に

人口が減少すれば、世の中のさまざまな分野に影響を与えることは容易に

想像がつくと思います。とりわけ、地方では人口減少が顕著で、また高齢

化も進んでいます。一方、地方から教育機会や仕事を求めて東京圏に移動

してくる若者も多く見受けます。とりわけ、十代後半から二十代前半にか

けて東京圏に多くの若者が移動しています。地域行政学科に入学したみな

さんにもあてはまることではないでしょうか。この本では、このような東

京圏への一極集中が日本の国土構造を歪め、さらには人口減から消滅する

地方自治体も増えてくる、などの問題を提示しています。この本の元とな

る日本創生会議人口減少問題分科会の提言は、日本全体に衝撃を与え、地

方消滅という言葉も人口に膾炙されるようになりました。私もその提言に

関わった一人ですが、ぜひ若い皆さんに日本の地域のあり方、人口減少問

題の深刻さなどを学んで欲しいと思います。

　「若者が本を読まなくなった」と言われ続けています。確かに通学の

電車の中でスマホを見ている人は増えましたが、本を開いている人は

めっきり減ったように思います。もちろん電子書籍を読んでいる人もい

るでしょう。しかし紙の本を開いて、その本を読んでいる若い人をみる

と、スマートでかっこいいな、と思うようになりました。それは私が歳

を取ったからかもしれませんが、地域行政学科のみなさんがそうしたス

マートでかっこいい若者になってほしいと願っています。
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■加藤久和先生　紹介書籍

１．『経済の考え方がわかる本』
新井明／荒井紀子【著】、岩波ジュニア新書（2005/6/21）

帰省ラッシュは解消できるか（希少性と選択）
失敗した買い物は（機会費用）
値段はどうやって決まるんだろう？（市場と価格）
値段のあるもの・ないもの（さまざまな価格）
産地値段は安くない？（裁定取引）
勇者のもちものは？（貨幣）
おこづかいアンケート（所得と財政）
どんな会社をつくるか（企業と起業）
無人島脱出大作戦（比較優位）
ケーキの分け方・つくり方（資源配分・資源分配）
為替市場の風雲児登場（為替レート）
経済が発展する条件は（経済成長）
この格差をどう埋めるか（南北問題と援助）
経済を学ぶと幸せになれるか？

２．『高校生のための経済学入門』
小塩隆士【著】、ちくま新書（2002/3）

序章　�経済学を学ぶ前に
第 1 章　�需要と供給の決まり方
第 2 章　�市場メカニズムの魅力
第 3 章　�なぜ政府が必要なのか
第 4 章　�経済全体の動きをつかむ
第 5 章　�お金の回り方を探る
第 6 章　�税金と財政のあり方を考える

３．『統計でウソをつく法―数式を使わない統計学入門』
ダレル・ハフ／高木秀玄【著】、ブルーバックス（1968/7/24）

４．やさしい統計入門―視聴率調査から多変量解析まで
柳井晴夫／田栗正章【著】、ブルーバックス（2007/6/21）

第 1 章　�統計学＝データの科学とは何か―統計学の体系・

知的好奇心を育てるための三冊
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データの見方
第 2 章　�データに語らせる―記述統計学・データ解析の話
第 3 章　�チャンスをはかる―確率・確率分布の話
第 4 章　�統計的推測はどこまで可能か―推定・検定の考え方
第 5 章　�多変量の情報をうまく活かす―多変量解析の考え方
第 6 章　�統計学の広がり―統計学の過去・現在・未来
付章　�発展的な話題

５．『地方消滅―　東京一極集中が招く人口急減』
（中公新書）2014/8　増田寛也編著

序　章　人口急減社会への警鐘
第１章　極点社会の到来―消滅可能性都市 896 の衝撃
第２章　求められる国家戦略
第３章　東京一極集中に歯止めをかける
第４章　国民の「希望」をかなえる―少子化対策
第５章　未来日本の縮図・北海道の地域戦略
第６章　地域が活きる６モデル
対話篇　�（やがて東京も収縮し、日本は破綻する
　　　　人口急減社会への処方箋を探る
　　　　競争力の高い地方はどこが違うのか）
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１．�岩田正美・上野谷加代子・藤村正之『社会福祉入門』有斐
閣アルマ、1999年

　現代社会への理解は現代人にとって自己への理解でもある。社会福祉

は現代社会を理解する窓口の一つである。社会福祉に関する考察によっ

て、現代社会の仕組みや個人と国家・地域との関係を知ることができる。

本書は社会福祉に関する入門書である。つぎの諸特徴をもっている。①

一般の社会福祉の概要に関する著書は「児童福祉」「老人福祉」「障害者

福祉」などといった分野によって構成される傾向が強いが、本書ではこ

うした分野ごとに構成された著作ではなく、こうした諸分野に共通に貫

く社会福祉を究明しようとしている。②一般の社会福祉の議論は社会福

祉の「きれいな側面」を語ることがよくみられる。本書は社会福祉の制

度・実践・理念・思想に潜在している矛盾・混迷について、真正面から

議論を展開している。③本書は社会福祉を現代社会の構造・仕組みと現

代の社会問題のなかで、幅広くみるという視点を強調している。④本書

は生活の現場や社会福祉の実践の場における本音・疑問を多く呈示して

いる。本書の学習によって、つぎの諸点に関する知識が深められる。社

会福祉の意味、社会福祉の制度・組織・財政、社会福祉問題、社会福祉

ブックガイド（地域行政学科編）

鍾　　　家　新
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の範囲、社会福祉の専門援助、地域福祉の動向、社会福祉における性別

役割・自己決定、世界の福祉国家の収斂傾向。

２．大泉啓一郎『老いてゆくアジア』中公新書、2007年

　経済規模の維持や社会保障費用の負担などから、日本社会の高齢化は

深刻な社会問題の一つとして注目され対処されてきた。しかし、人口高

齢化の問題は日本社会だけの問題ではなく、今後のアジア全体の問題で

もある。本書では、アジアで進む少子高齢化の実態と今後のゆくえを究

明しようとしている。つぎの諸視点は参考になる。①アジアにおける出

生率低下の傾向とその背景、②人口ボーナスという視点からみた「東ア

ジアの奇跡」、③中国・ASEAN の高度経済成長の壁、④人口高齢化に

対処するためのアジアの社会保障制度構築の課題、⑤地域福祉の可能性

と東アジア共同体のゆくえ。「21 世紀はアジアの世紀」という予測はあ

るが、しかし、アジア全体の少子高齢化という傾向をみると、21 世紀

のアジアにおける経済発展にとって楽観が許されない。日本におけるこ

れまでの高齢者問題に対処してきた経験・教訓はアジアの他の国にとっ

ても参考にある。本書の学習によって、日本の高齢化の問題をより幅広

く考えることができる。

３．湯浅誠『反貧困』岩波新書、2008年

　貧困問題は人類の発展に伴う問題の一つである。近代社会において、

貧困問題は労働者階級の出現に伴って、深刻な社会問題として対処され
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てきた。戦後の日本経済成長によって、日本社会は豊かな社会となった。

そして、日本社会における主な貧困問題は絶対的な貧困から相対的な貧

困へ変化した。本書は豊かな日本社会における貧困問題の実態・原因を

分析した。つぎの諸視点は注目に値する。①雇用・社会保険・公的扶助

という三層のセーフティネット、②貧困の世代間連鎖、③絶対的な貧困

に対する日本政府の態度と貧困の自己責任論の流行、④「市民活動」に

おける反貧困の動向、⑤反貧困に動き出した法律家たち、⑥最低生活費

と最低賃金の維持、⑦反貧困のネットワークの形成をめざす。長年、貧

困問題の現場で積極的に活動を展開してきた著者は貧困の自己責任論を

厳しく批判し、人間らしく生きることのできる「強い社会」への課題と

希望を語った。

■鍾家新先生　紹介書籍

１．『社会福祉入門』
岩田正美／上野谷佳代子／藤村正之【著】、有斐閣アルマ（1999 年）

0　福祉の世界へログイン
1　社会福祉って何だろう
2　福祉をつくりあげる仕組み
3　福祉のフィールド 1・問題発見
4　福祉が必要になるとき
5　どこまでどのように福祉がかかわるか
6　福祉のフィールド 2・援助
7　多様な主体で福祉社会を創る時代へ
8　福祉は経済成長のおこぼれか
9　身近な問題から地球規模の広がりへ
10　福祉と共生への新たな視点
New Stage　終わりのない関係づくり

ブックガイド（地域行政学科編）
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２．『老いてゆくアジア』
大泉啓一郎【著】、中公新書（2007 年）

第一章　アジアで進む少子高齢化
第二章　経済発展を支えた人口ボーナス
第三章　ポスト人口ボーナスの衝撃
第四章　アジアの高齢者を誰が養うか
第五章　地域福祉と東アジア共同体

３．『反貧困』
湯浅誠【著】、岩波新書（2008 年）

第１部　 貧困問題の現場から（第一章　ある夫婦の暮らし／
第二章　すべり台社会・日本／第三章　貧困は自己
責任なのか）

第２部　 「反貧困」の現場から（第四章　「すべり台社会」に
歯止めを／第五章　つながり始めた「反貧困」／終
章　強い社会をめざして）
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１．鈴木邦男（2010）『鈴木邦男の読書術』彩流社

　大学生になったのだから、本をたくさん読んでほしい（だから、この

ブックガイドもあるのだが）。本書のサブタイトルに「言論派「右」翼

の原点」とある。筆者は右翼団体「一水会」の最高顧問である。とはい

え、本書は読者を右翼思想に洗脳しようなどというケチな了簡から書か

れたものではない。

　冒頭に「自分ではもう右翼も左翼も超えたと思っている。（略）読書

の力によって、左右の「翼超え」が出来たと思う」とある。読書にかけ

る筆者の執念は、まさに「体を張った」感があり、すさまじい。「ノル

マ式読書法」と称して、1 か月に 30 冊を読破するノルマを自分に課し

ている。「こうでもして自分で自分の尻を叩かないかぎり、読書など出

来ないものである」。

　月に 30 冊となると、本代が当然かかる。「そこで考えた。ゼイタクは

しない、服は買わない。酒は飲まない。だが、これだけでも本代はうか

ない。そこでメシを減らすことにした」。「一食や二食の食事代しかポケッ

トになくそれでどうしても欲しい本があった場合は、迷わずに本を買う

ことにしている」。「ともかく本でも読むしかないという時間を持つこと

大学生になったのだから○○してほしい！

西　川　伸　一
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である」。たとえば、「人と待ち合わせをしている時なら、一時間前位に

行って読書する」。これなら遅刻もしないので、一石二鳥だ。

　読書中の本の具体的な「汚し方」も伝授してくれる。「あとで必要があっ

た場合、すぐに探し出せるようにしておくことである。そういう考えか

ら、もっぱら赤のサインペンを愛用している」。これで線を引いたり印

を付けたりするのだ。資料は汚して読むのが鉄則である。さっそく君も

この本からはじめてみよう！

２．大野裕之（2015）『チャップリンとヒトラー』岩波書店

　大学生になったのだから、映画をたくさん観てほしい。「映画を見な

い人生より、見る人生の方が豊かです」（阿奈井文彦、2006『名画座時代』

岩波書店 , 165 頁）という映画館主のことばもある。若いうちに映画を

たくさん観ておくことは、きっとその後の人生への滋養になろう。生活

用品の企画・製造・販売を手広く扱うアイリスオーヤマの大山健太郎社

長は、高校時代映画部だった。「勉強より映画を多くみたことがプラス

になったと思う」と振り返っている（2016 年３月７日付『日本経済新聞』

「私の履歴書」）。一方、おくての映画ファンの私は、チャップリンの映

画に人生のすべてが凝縮されていると思っている。

　筆者は日本におけるチャップリン研究の第一人者である。チャップリ

ンは 1889 年 4 月 16 日にロンドンで生まれている。その 4 日後の 20 日

にヒトラーがオーストリアのブラウナウ・アム・インで産声を上げた。

前者は喜劇王として映画を通じて世界中の人々に笑いと希望を与えた。

後者は独裁者としてヨーロッパの人々を悲劇のどん底に陥れた。絶滅収
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容所はその極致だ。2016 年に日本で劇場公開されたハンガリー映画「サ

ウルの息子」を観よ！

　本書は、生年月日が近いばかりか同様のちょび髭までたくわえた両者

を、映画「チャップリンの独裁者」（1940 年）の製作過程、作品分析を

通して対比的に描いていく。ちなみに、両者の髭の謎解きもおもしろい。

　この映画で、チャップリン扮する主人公がカメラに直接訴えかける異

例のラストは、「世紀の 6 分間」とよばれる。本書によれば、このシー

ンのために、残されているだけで 1,000 枚以上のメモなどをチャップリ

ンは書き付けている。これまた有名な、独裁者ヒンケル（ヒトラーを模

している）の地球儀の風船とのダンスのシーンは、一挙手一投足まで脚

本に克明に記されていた。

　果たして、当のヒトラーはこの映画を観たのだろうか。それは読んで

のお楽しみ。その前に、君自身でこの映画を観てね！

３．佐々木健一（2014）『論文ゼミナール』東大出版会

　大学生になったのだから、受験勉強とは違う勉強をしてほしい。言い

換えれば、入試に受かるための勉強ではなく、興味をもったことを自分

で調べて理解する勉強である。その集大成として、4 年生になって卒業

論文を作成する。この期に及んで、論文の「お作法」がわからないでは

困る。

　いまのうちから、論文の書き方を身につける訓練をしておこう。「です・

ます」調でわかりやすく書かれている本書は、そのための格好の道案内

になる。

大学生になったのだから○○してほしい！
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　筆者は「論文を書くことは技術だ」と主張する。「論文については、

ことばを話すことができるし、メールのメッセージを書くことができる

のだから、簡単に書ける、と思い込んでいるのではないでしょうか。実

際に取り組んでみれば、これがそう簡単にはいかない、ということがす

ぐにわかります」。

　より踏み込んで、筆者は「「である調」で断定する」ことが論文だと

いう。「「です・ます」調で語るときには、聞き手あるいは読み手に話し

かけるという体勢をとっています。（略）これに対して「である」は読

者の意識をもちません。（略）「である」調で書くということは、断定す

る、ということです」。一方、筆者は「という考え方もできるのではな

かろうか」という言い回しをするのは「臆病なひと」であり、「なまく

らな言い回し」だと手厳しい。こんな逃げを打っても「批判されるとき

には批判されます（略）断定するほうが潔い、というものです」。

　私のようにおやじになってからでは手遅れだ。君こそいまから潔い論

文を書くクセを会得しよう！

■西川伸一先生　紹介書籍

１．『鈴木邦男の読書術』
鈴木邦男【著】、彩流社（2010/4）

２．『チャップリンとヒトラー―メディアとイメージの世界大戦』
大野裕之【著】、岩波書店（2015/6/26）

第 1 章　 チャップリンの髭、ヒトラーの髭
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第 2 章　 ヒトラーの台頭とチャップリン攻撃
第 3 章　 「チャップリンのナポレオン」―幻の反“独裁者”

プロジェクト
第 4 章　 「プロダクション＃ 6」―『独裁者』製作準備
第 5 章　 開戦、そして撮影開始
第 6 章　 演説
第 7 章　 完成―作品分析、公開とその衝撃
第 8 章　『独裁者』というメディア

３．『名画座時代―消えた映画館を探して』
阿奈井文彦【著】、岩波書店（2006/3/28）

人生坐（東京・池袋）
日活名画座（東京・新宿）
佳作座（東京・神楽坂）
東急名画座（東京・渋谷）
前橋文映（群馬県前橋市）
門司・映画館小史（北九州市門司区）
伊予・松山銀映（愛媛県松山市）
沖縄・映画館戦後史（沖縄県那覇市）
福岡・大洋シネサロン（福岡市博多区）
北海道・浦河大黒座四代（北海道浦河町）
広島サロンシネマ（広島市中区大手町）
京都京一会館（京都市左京区一乗寺）
倉敷東映（岡山県倉敷市）

４．『論文ゼミナール』
佐々木健一【著】、東大出版会（2014/8/20）

第 1 部　 論文を書くとはどういう経験か―原理篇（論文は、
なぜ、必修課題なのか；論文を書くことは技術であ
る；論文とはなにか）

第 2 部　 論文を書く―実践篇（基礎的トレーニング―ノート
と要約；論文の主題を見つける；設計図と施工；論
文のモラル；文章法；見直しと推敲；書式に関する
指針；特別処方八か条）

大学生になったのだから○○してほしい！
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　本稿では、近年、自治体をめぐって生じた「論争」に関係する本を 2 冊、

そして行政学を楽しく学ぶための教科書 1 冊を紹介したい。

１．�砂原庸介（2012）『大阪――大都市は国家を超えるか』
中公新書

　研究に行き詰った大学教員が次のような宣言をしている様子をみた

ら、皆さんならどのように感じるであろうか。「現状では私の研究能力

は限界に達している。それゆえ事態を打開するため、下の名前を『弥』

から『大天才』へ改名する」。ほぼ間違いなくその人物の学者人生はそ

の時点で完全に終了し、受講している学生たちはあきれて教室から立ち

去っていくであろう。名称を変更することと、その人物が有している能

力との間には何の関係も存在しないことは一般の人の目にも明白だから

である。

　しかし、これが大阪「府」を大阪「都」に改名するとなると、ある人々

にとっては魅力的な「解決策」としてとらえられ、国政を巻き込んだ一

大政治争点となってしまうようである。むろん上記のたとえ話は不正確

なところがある。いわゆる「大阪都構想」においては、政令指定都市（大

自治体をめぐる「論争」と行政学

西　村　　　弥
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阪市）の特別区への分割や、府と新設の特別区の間での権限の再配分と

いった変更にともなって、ある程度までは「能力」の変更も生じうるか

らである。ではどのような変化が生じるのであろうか。また、地域の市

民にとって望ましい効果がえられるのであろうか。そもそも府と市の間

での権限配分について、多くの市民は熟知していないはずであるにもか

かわらず、「都構想」にこれだけの関心が集まったのはなぜであろうか。

　賛成派や反対派それぞれのホームページやツイッターをみれば、双方

の主張はひととおり理解できるであろう。だが、問題はそれほど単純で

はないかもしれない。本書の著者は次のように指摘する。「都市計画を

軸として発展しようとしてきた『大阪』は、明治期以来、他の都市とは

異なる大都市として特別な扱いを求め続けてきた。しかしその期待は、

戦前・戦後の特別市運動、1960 代の市域拡張とたびたび挫折し、とり

わけ 70 年代以降は深刻なリーダーシップの欠如が問題となっていた。

現在の『大阪』の病弊として議論される、経済成長の鈍化と中心部から

の人口流出による財源不足、権限と財源の分散による非効率、古くから

の都市問題の象徴である住宅問題や 2000 年代以降再び焦点が当たって

きた貧困問題など、最近の問題に見えても、実のところ同型の問題が繰

り返されているに過ぎない」（pp. 211-212）。

　本書は大阪を題材としているものの、大阪にとどまらず日本における

（とくに都市をかかえる）自治体の歴史や改革の方向性、自治体と国と

の関係、自治体をめぐる政治や政治家について基本的知識を学ぶことが

できる一冊である。本書の読後に「都構想」をあらためてみたとき、賛

否いずれの立場にせよ、読む前とは異なる感想や意見がわいてくるはず

である。

自治体をめぐる「論争」と行政学
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２．�増田寛也編著（2014）『地方消滅　東京一極集中が招く
人口急減』中公新書

　「地方消滅」という挑発的なネーミングのせいもあり、賛否それぞれ

の立場から論争となった著作である。「日本は 2008 年をピークに人口減

少に転じ、これから本格的な人口減少社会に突入する。このまま何も手

を打たなければ、2010 年に 1 億 2,806 万人であった日本の総人口は、

2050 年には 9,708 万人となり、今世紀末の 2100 年には 4,959 万人と、

わずか 100 年足らずで現在の約 40％、明治時代の水準まで急減すると

推計されている。人口予測は、政治や経済の予測と比べて著しく精度が

高いと言われており、大きくぶれることはない。（中略）『人口減少』と

いう、これまで経験したことのない問題に私たちは立ち向かわなければ

ならない」（pp. 1-2）。現在の行政サービスや社会保障サービスが国民

からの税金や社会保険料でまかなわれている以上、人口とその年齢構成

は無視できない重要な要素である。

　東京に立地する明治大学に通学していると、人口減少を肌で強く感じ

る機会は少ないかもしれない。つねに東京以外の地域（地方）から人口

が流入してきているからである。事実、これまでは人口が流出する地域

の「過疎化」が話題にされてきた。しかしその東京の 2014 年度の合計

特殊出生率は 1.15 であり、日本全体の出生率 1.42 を大きく下回ってい

る。東京がいつまでも人口を地方から吸い上げ続けられないことは論理

的に明らかであり、やがて東京も人口減少と極端な高齢化に直面するこ

とが予測されている。

　「人口減少は問題ではない、これまでの人口が多すぎたのだ」という
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意見や、「地方（自治体）は消滅しない」という批判もありうる。しか

し賛否いずれの立場に立つにせよ、上述のとおり人口予測は大ハズレす

ることが少ない予測であることを念頭におく必要がある。ならば、今後

の人口動態についてどのようなことが予測されているのか、その点をま

ず正確に把握することが重要であろう。人口減少によってどのような課

題が生じうるのか、どのような対策がありうるのか、そもそもなぜその

ような人口減少が生じるのかについて、本書が網羅しているわけではな

い。が、今後日本社会に生きていく限り直面し続ける現象について、具

体的に考える材料は提供してくれている。

３．真渕勝（2009）『行政学』有斐閣

　行政学基礎、行政理論基礎という科目を担当している関係で、行政学

の教科書についてどれがよいかという質問を受けることがある。数十年

前であれば、行政学の体系的な教科書が少なくて困るという事態に直面

したのだが、現在は多数あるため選べなくて困るという（ある意味で幸

せな）状況にあるようである。本稿を読んでいるのは行政学の初学者で

あることを考えると、まずは書店で見比べてピンときたものを購入すれ

ばよい、というアドバイスをするわけにもいかないであろう。

　行政学は、まさに眼前に展開されている国や自治体の行政活動をいか

に正確に把握、理解しうるか、また、行政上の課題をいかに抽出しうる

か、さらに、それらについていかに理論化するかということに取り組ん

でいる学問である。そう書くと難しく感じられるかもしれないが、いず

れにしても、あの市役所や県庁の奥で何が行われているのか、国の役人
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と地方公務員では何が違うのか、給料はどれくらいなのか等々、具体的

な事実についての知識なしでは成立しない学問なのである。とくに初学

者たる学生諸君のなかには、テレビの中の（つまり想像上の世界の）国

家公務員や行政しかみたことがない人が多数いるのではないかと思われ

るから、いかに具体的な事実・知識を踏まえながら体系的に学んでいく

かというのが重要になってくる。

　そこで基本的な論点について網羅されているだけでなく、具体的な事

例やエピソードの充実度にも着目して選定したのが上記の書籍である。

その厚さと定価に驚くかもしれないが、お役所や役人に少しでも興味が

ある学生なら安い買い物になるであろう。

　なお、2016 年度現在、行政学基礎と行政理論基礎の講義では特定の

教科書は使用していないので、勘違いして慌てて本書を購入することの

ないように。

■西村　弥先生　紹介書籍

１．『大阪―大都市は国家を超えるか』
砂原庸介【著】、中公新書（2012/11/22）

大都市の成立と三つの対立軸−問題の根源
都市問題と政治―先進地域としての縮図
未完の再編成―拡張の模索
改革の時代―転換期に現れた橋下徹
大都市のゆくえ―ふたつの論理の相克
「大阪」の選択に向けて

２．『地方消滅　東京一極集中が招く人口急減』
増田寛也【著】、中公新書（2014/8/22）

序章　人口急減社会への警鐘
第 1 章　 極点社会の到来―消滅可能性都市 896 の衝撃
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第 2 章　 求められる国家戦略
第 3 章　 東京一極集中に歯止めをかける
第 4 章　 国民の「希望」をかなえる―少子化対策
第 5 章　 未来日本の縮図・北海道の地域戦略
第 6 章　 地域が活きる 6 モデル
対話篇　 （やがて東京も収縮し、日本は破綻する；人口急減

社会への処方箋を探る；競争力の高い地方はどこが
違うのか）

３．『行政学』
真渕勝【著】、有斐閣（2009/5）

第１部　日本の官僚制（国家公務員の採用
　　　　国家公務員の昇進
　　　　国家公務員の退職と天下り
　　　　内閣制度
　　　　中央省庁
　　　　行政ネットワーク
　　　　行政管理と行政改革
　　　　官民関係（１）民営化と規制緩和
　　　　官民関係（２）民間委託と NPM
　　　　予算編成過程
　　　　特別会計と財政投融資
　　　　決算と会計検査院
　　　　制度的行政責任
　　　　非制度的行政責任）
第２部　日本の地方自治（地方自治（１）事務と権限
　　　　地方自治（２）財政
　　　　地方自治（３）組織と人事
　　　　大都市行政
　　　　広域行政）
第３部　行政の理論（政策過程の理論
　　　　官僚制の合理性と非合理性
　　　　官僚制の演繹モデル
　　　　官僚制の帰納モデル
　　　　中央地方関係の理論）
　　　　日本の行政システム
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　全国で人口減少や頻発する災害への対策が強いられ、 さらに新型コロ

ナのパンデミックで浮き彫りになったのは、過密な大都市が持つ脆弱性

でした。しかし、こうした都市問題は新たに発生したものではなく、長

年指摘されながらも、なかなか本腰を入れてこなかったことばかりです。

特に、人口減少時代を迎えた日本では、多岐に及ぶ問題が絡まり合って

いるため、さまざまな分野の研究・調査をつなげ、複雑な“連立方程式”

を解かなければ解決できません。政治経済学部で地域行政を学ぼうとい

う皆さんは、まずは既に指摘されている問題構造を知り、既に多難な状

況の中で解決にむけた取り組みを知ることから始めることが大事です。

将来、都市問題の「連立方程式」を解く力を養っていくために、例えば、

下記のような本から学びを始めていきましょう。

１．�『人口減少時代の都市　成熟型のまちづくりへ』�
諸富　徹（著）、中公新書、2018年

　本書は、人口減少、高齢化、低成長に直面する日本の課題を様々な視

点から提示している、いわば概論的な本。自治体の財政難が深刻化する

中で、老朽化したインフラや公共施設の維持・更新、公共交通ネットワー

都市問題の「連立方程式」を解く力を養おう
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クの維持、空き家問題など、様々な分野にまたがる都市の危機を紹介し

つつも、この危機を逆に「住みよい都市」を実現していくチャンスとと

らえており、都市経営の観点から戦略を示しています。

　特に、本書の中で「都市における開発圧力が弱まれば、空き地・空き

家を集約しつつ住宅区画を拡大し、より大きな居住空間を実現すること

ができるだろう。また、これまでは収益を生まないとして後回しにされ

てきた公園や緑地帯面積を増やせば、都市の風格を高めることができる

だろう」と指摘されており、アウターコロナ時代の都市政策にもつなが

る論点も提示されています。

　ちなみに、私自身、読み進めていてびっくりしたのですが、恥ずかし

ながら、拙著（『老いる家　崩れる街―住宅過剰社会の末路』（講談社現

代新書）で警鐘を鳴らした都市の使い捨て問題にも触れられていました。

　本書を読んだ上で、あなたが住む自治体の現況や将来推計を確認し、

どのような都市経営をしていくべきか、自ら調べ、考えていくことを期

待します。

２．�『夕張再生市長　「人口減少ニッポン」を生き抜くヒント』�
鈴木　直道【著】、講談社

　2007 年 3 月、自治体の財政破綻が北海道夕張市でおきました。この

背景には、多額の借金を投じて進められた炭鉱産業から観光産業への転

換の失敗があります。夕張市は、明治時代に炭鉱が拓かれ、そこで働く

ために人が移り住むようになり、1960 年代の最盛期には 12 万人もの人

口を有し、当時は、民間の炭鉱会社が炭鉱職員用の住宅、電気、ガス、
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水道、病院などを運営しているほどでした。しかし、1962 年の原油輸

入自由化により、国のエネルギー政策が「石炭から石油へ」と転換し、

炭鉱閉鎖に伴って、人口減少が進み、税収が落ち込んでいきました。ま

た、炭鉱会社の撤退で残った住宅やインフラ・病院は、夕張市が買いと

ることとなったため、多大な負担が必要となり、ますます財政は悪化し

ていったのです。こうした状況を立て直すために、「炭鉱から観光へ」

という政策を掲げて、大型リゾート開発に乗り出しましたが、身の丈を

超えた過大な投資と第 3 セクターの放漫経営により、2006 年、夕張市

はついに財政破綻してしまったのです。

　こうした中で、2011 年、当時、東京都庁職員で夕張市に派遣されてい

た鈴木直道氏（現北海道知事）が、地元からの出馬要請を受け、夕張市

長として当選。財政破綻した夕張市再生の舵取りを担うこととなります。

　本書は、単に借金を返すための財政再建ではなく、真に地域を再生さ

せようという鈴木直道氏の苦闘の物語です。

　ただ、夕張市は、何も特殊な事例ではなく、全国各地の自治体が共通

課題として抱える人口減少・少子高齢化・財政難の行く先を先取りして

いると捉えることが重要でしょう。

　さらに言えば、人口減少都市は何も日本だけの問題ではありません。

世界に先んじて日本で取り組まれる人口減少都市の再生モデルは、世界

各国でも役立つことも期待されています。

　地域行政を学ぼうという皆さんにとっては、政策論としてだけではな

く、地域行政の現場で悪戦苦闘された実話を読むことで、将来、自分が

どのような立ち位置で、どのような役割を担っていきたいかを考えるヒ

ントにして下さい。
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３．�『MaaS戦記　伊豆に未来の街を創る』�
森田　創【著】、講談社

　みなさんは、MaaS （マース）という言葉を聞いたことがありますか。

MaaS とは、「Mobility as a Service」の略で、直訳すると「サービスと

しての移動」です。具体的には、バス、電車、タクシーからレンタカー、

ライドシェア（相乗り）、カーシェア、シェアサイクルといったあらゆ

る公共交通機関を、IT を用いてシームレスに結びつけ、人々が効率よく、

かつ便利に使えるようにするシステムのこと。ヨーロッパでは既に取り

組みがスタートしており、フィンランドが先進事例としてよく出てきま

す。日本でも、自治体、鉄道会社や自動車会社などでも取り組みが始まっ

ています。

　本書は、東京急行電鉄会社の職員が、伊豆で MaaS の立ち上げに奮闘

した、まさに「戦記」なのです。2018 年 3 月、当時、広報課長であっ

た著者の森田創氏は、社長から衝撃の人事異動を命じられることから話

が始まります。

　「10 年後、20 年後の東急を支える事業を創ること」と「世界で生まれ

たばかりの新しい産業である MaaS で伊豆を再生する」という 2 つの

ミッションが課される中で、MaaS という言葉すら知らなかった著者が、

地域の衰退化が著しい伊豆で Izuko という観光型 Maas を如何に立ち上

げていったかのドキュメンタリーです。

　特に面白いのが、東急（株）のチームメンバーだけでなく、JR 東日

本企画、楽天、伊豆急行、東海バス、伊豆箱根鉄道、静岡県、ムーベル

社（フィンランド）など、関連した企業や登場人物が実名で忌憚なく描
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かれている点。それぞれとの連携や交渉のプロセスとその難しさ、自ら

の反省点などが時系列的に臨場感を持って書かれており、民間企業の実

際の仕事場の雰囲気もイメージできるのではないかと思います。

　是非、皆さんが住む街で、どのような MaaS を立ち上げれば、その地

域の再生につながるのだろうか？といった視点を持ちながら、読み進め

てほしい一冊です。

■野澤千絵先生　紹介書籍

１．『人口減少時代の都市　成熟型のまちづくりへ』
諸富　徹【著】、中公新書、2018 年、800 円＋税
　第一章　人口減少都市の将来
　第二章　「成長型」都市経営から「成熟型」都市経営へ
　第三章　「成熟型都市経営」への戦略
　第四章　持続可能な都市へ

２．『夕張再生市長　「人口減少ニッポン」を生き抜くヒント』
鈴木　直道【著】、講談社、2014 年、1,400 円＋税
　第一章　都庁から夕張へ
　第二章　高齢化日本一のまちの日本一若い市長
　第三章　自ら省みて直くんば、千万人といえども吾行かん
　第四章　三十歳市長、財政破綻に挑む
　第五章　コンパクトシティ－適正規模のまちづくり
　第六章　悪戦苦闘の三年半
　第七章　見えてきた新たな可能性
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３．『MaaS戦記　伊豆に未来の街を創る』
森田　創【著】、講談社、2020 年、1,700 円＋税
　1　春の社長室
　2　舞台の背景
　3　運命を変えた無料セミナー
　4　踏み出した第一歩
　5　MaaS に共通解はない
　6　肌感覚でつかめ
　7　伊豆の雨と夕陽
　8　共感と軋轢
　9　補助金ください！
　10　大臣とインフルエンザ
　11　まだ見ぬアプリは Izuko にぞある？
　12　フェーズ 1 開始：4 月 1 日の狂騒曲
　13　ショー・マスト・ゴー・オン
　14　寝姿山とスマホの壁
　15　ダウンロードと葛藤の日々
　16　岩田の涙と伊豆戦略
　17　さらば、ムーベル
　18　伊豆の風になれ
　19　捲土重来・フェーズ 2 開始！
　20　「Izuko＝ニッチ」
　21　Izuko が描く伊豆の未来
　22　Starting Over
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１．�石牟礼道子（1927～2018）『苦界浄土―わが水俣病―』
（1969、講談社文庫・新装版）

２．�『椿の海の記』（1976、池澤夏樹編日本文学全集24「石牟礼道子」収録）

　明治維新から現在までの日本社会は、国外でも通用する普遍地名をい

くつかもつことになった。トーキョー、アキバ、キョート、フジヤマ等々、

グローバル政治経済及び文化（なかでも特にインバウンド・ツーリズム）

の諸側面との関連において、今日のネットを前提としたグローバル活字

環境の中では、そうした名称に出会わない方がむしろ困難な位である。

それらは結局、近代日本社会を生み出すとともにその牽引の旗頭として

の機能を有した「ハレ」の場所の名称群であったということができるだ

ろう。これとは対照的に、同様の普遍性は有しながらも、近代以降現在

に至る日本の歴史社会の「負性」をもっぱら担ってきた「ケ」の地名群

もまた確かに存在する。言うまでもなくそれらは、ヒロシマ、ナガサキ、

フクシマ、そしてミナマタといった、地方・都市の名称群である。前の

三つは言うまでもなく核開発という、戦争行為だけでなく平和時エネル

ギー利用を含め様々な意味で人類史上画期的かつ宿業的な集団的営為に
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直接間接に関わる事象である。それらに対し、ミナマタ、は、明治維新

以降一貫して近代化を推進してきた日本社会が一方的に踏み敷き続けて

きた「自然」や前近代的「共同地域社会」の決定的変質と徹底的な解体

を、その土地が有してきた固有の自然と住民の生活の崩壊のありさまを

通じて端的に示してきたという意味において、特に近代日本社会が孕ん

でいた歴史的「負性」を鮮やかに象徴する場所となっている。

　そうした日本近代の象徴たる水俣の地で、自身の人生の成り立ちや権

利回復運動への参画、被害者や関係協力者との連帯といった諸活動を通

じてさまざまな運動の拠り所で一貫してあり続けつつ、地域社会と住民

の権利回復プロセスの全体像を、一連のルポルタージュや詩文、自伝的

試みや新作能のテキスト創作までに至る多彩なスタイルを通じて一貫し

て描き続けてきた石牟礼道子の作品群（先年、藤原書店よりその全集も

出版された）のなかで、ここでは、よく知られた上記二作品を挙げてお

く。前者はルポ的、後者は自伝的試みとスタイルは多少異なっているも

のの、彼女にとっても揺籃であった不知火（しらぬい）海の豊かな自然

と社会文化上のルーツであり続けた故郷水俣の地が、戦前から存在する

財閥系で大戦中は軍需産業でもあった同地立地の大工場を排出源とする

有機水銀汚染と国家を含めた様々なレベルでの組織的介入を通して、近

代日本の「負性」を一手に担う「ミナマタ」へと決定的変貌を遂げる有

り様の一部始終が、見事なまでに一貫して描出されている。

　講談社文庫最新刊の新装版では、彼女とともに運動とその表現活動を

共にした地元熊本在住の優れた評論家渡辺京二の詳細で教えられるとこ

ろの多い長文の解説に加え、彼女・彼らとともに水俣病患者認定に長年

携われた医師であった故・原田正純の詳細な歴史的展望や詳細なローカ

地域行政学科新入生への読書案内

262



ル・マップも併せて収録されていて、普遍的ローカリティとしてのミナ

マタの全体像を得る上で大変得る所の多いものとなっている。なお、こ

の文庫版は、あくまで全体の第一部であり、「道行の序詩」（＊） でもよく

知られた『天の魚』（第三部）を含めたその全体像は、先に触れた先年

刊行の全集で初めて明らかなものとなった。本書を読んで興味を深めら

れた向きには、諸図書館等でのそれらの読書も併せて薦めたい。

（＊）

生死のあわいにあればなつかしく候

みなみなまぼろしのえにしなり

御身の勤行に殉ずるにあらず

ひとえにわたくしのかなしみに殉ずるにあれば

道行のえにしはまぼろしふかくして

一期の闇のなかなりし

ひともわれもいのちの臨終（いまわ）かくばかりかなしきゆえに

けむり立つ雪炎の海をゆくごとくなれば

われよりふかく死なんとする鳥の眸（め）に遭えり

はたまたその海の割るるときあらわれて

地（つち）の低きところを這う虫に逢えるなり

この虫の死にざまに添わんとするときようやくにして

われもまたにんげんのいちいんなりしや

かかるいのちのごとくなればこの世とはわが世のみにて　われもおん身も

ひとりのきわみの世をあいはてるべく　なつかしきかな

いまひとたびにんげんに生まるるべしや　生類のみやこはいずくなりや
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わが祖（おや）は草の親　四季の風を司り

魚の祭りを祀りたまえども

生類の邑（むら）はすでになし

かりそめならず　今生の刻をゆくに

わが眸ふかき雪なりしかな

（講談社刊『天の魚』，1980 年，p.７）

３．�松下竜一（1937～2004）『砦に拠る』（1977、�ちくま文庫・
講談社文庫）

　先に挙げた石牟礼さんの著作はどれも、重い水俣の話でも語り口は何

かしら軽妙、また、限りなく美しい不知火海と重く残酷な汚染と病の現

実の描写が交錯する、一読上はどこか大変不思議な感じを受けるもので、

彼女のそれをかの宮澤賢治の作品群に喩えていたある評者の見解に、評

者は強く共感するものである。さてここでは、社会科学としての地域へ

の客観的なアプローチを基本的により重要視するであろうわが地域行政

学科諸兄姉のために、同じ中部九州におけるローカリティを取材した、

この昭和の傑作ノンフィクション作品も併せ推薦しておきたい。

　この本は、九州一の大河筑後川の上流部、日田美林で知られる阿蘇外

輪北麓山間部（地元では津江・つえと呼ばれる中山間地域）に第二次大

戦後計画され実行に移された治水ダム建設を巡る、地元山林地主であっ

た室原智幸の、治水を管轄する当時の責任官庁建設省を中核とした国家

に対する己の存在を賭けた「手に汗握」る一連の駆け引きの記録である。

自身早大政経学部在学中はかの江の島ヨットハーバーの会員でもあった
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という、江戸期からの全国ブランド日田杉を産する大山林地主・資産家

の長男として生まれた室原は、卒業後帰還した阿蘇北麓の地元において

比肩のない闘争の理論家であると共に地主層としては稀有の反権力の実

践者となった。民法や行政法の詳細を熟知した彼による、大山川（筑後

川上流部の一支流）河畔を舞台としたいわゆる津江「蜂の巣城」の攻防

戦は、一山越えた西隣りの筑後大牟田三池の地で当時進行していた一大

労働争議と共にその現代的意味を再検証する意味でも、現在でもアニメ

や映画（かの故・大島渚はかつて現地取材に基づいた映像ルポを作って

いる（＊））で改めて再現する価値が十分にあるものと思われる。

　ちなみにこの本の著者松下竜一は、歌集『豆腐屋の四季』や『明神の

小さな海岸にて』といった平明な文体で綴られた作品群でもよく知られ

ており、大分県中津市で当時家業としての豆腐製造を生涯営む傍ら、高

度成長期における地元豊前海岸の環境の改編と地域社会の変貌について

告発的な著作と地域に根差した社会運動を一貫して続けた人であった。

現在なら小学生でも唱えるグローバル環境保全主義の根幹にある、近代

憲法で保障された基本的人権としての生存権のなかの「環境権」がこの

国において確立していくうえで、彼のそうした著作と自身の地元ローカ

リティに根差した社会的活動が果たした意味の大きさについても、上っ

面の改憲論などよりもまず先に、この本をはじめとして残された彼の著

作群を今一度読み返しながら、改めて考え直してみたい。

（＊）「反骨の砦」https://youtube.com/watch?v=xXXG-Ybhkoc
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■廣松　悟先生　紹介書籍

１．『苦海浄土』
石牟礼道子【著】、講談社文庫（2004/7/15）

２．『椿の海の記』
石牟礼道子【著】、朝日新聞社（1976）

３．『砦に拠る』
松下竜一【著】、ちくま文庫（1976）
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　社会が多様性を受け入れられなくなってきているのではないか。同じ

ような人々とのみ交流する、自分のまわりのみをすべてと勘違いする。

それに合わないものを否定する。ネット社会となってその傾向はより強

くなってきているようである。

　大学入学後の人間関係でも、部活やサークルのメンバー、ゼミのメン

バー、バイトのメンバー等々とのみ交流する。もちろん、大学内外に多

くの人々が多様な人生を歩んでいるわけで、大学外の人々となれば、年

齢、性別、職業、居住地、生活環境等、様々。それは、世界中に広がっ

ているということ。みんな、いろいろなことで喜び、怒り、悲しみ、毎

日を過ごしている。とは言っても、時間的空間的制約の中で、世界で起

きているすべてのことを知り、共感や批判を行うことは無論無理なこと

である。それなのに、ネットという手段によって情報にアクセスしやす

くなり、何か関係が近くなった、すべてわかったような気にさせる。ネッ

トは素晴らしい手段であるが、それだけでは情報不足。熟慮の前提には

むかず、安易な考えに傾きがちとなる。

　大学生活というある程度自由な時間を許されたのであれば、まずは、

読書。現場に行かなくても、かなり効率的に情報、思想に触れることが

できる。新聞各紙（１紙でなく）を読むことも大事。その際、歴史と国

どこが問題か。本を読んで考えよう。
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際比較の観点も重要だ。それぞれの情報や主張がすべて正しいとも限ら

ないから数多くの多様な議論に当たる。そのあとで現場に出てみよう。

人と議論してみよう。

　われわれは、〇〇問題などと簡単に言うが、問題とは、問題とされる

から問題なのである。空気、川の水、海が汚くなったからといって、公

害問題、環境問題が発生するわけではない。汚いというだけでは、単に

「なんか汚いような気がする」というだけである。数字上で高齢者が多

くなっても単に「なんかお年寄りが増えたね」というだけである。環境

汚染による健康や地球への影響、高齢者の生活環境のあり方を考え、数

字や事実を問題視するから問題となる。原発立地問題や沖縄基地問題は、

少なくとも全国的には単なる地域の経済問題と理解されていた。原発は

安全とされていたし、沖縄の意思も全国紙で紹介されることが少なかっ

たからである。正確な事実の把握のためには、政府の徹底した情報公開

が必要。でも、それは完全ではないからその不十分なところを補う手段、

証拠を集め議論を深める手段が必要となる。書物もその一つ。その中か

ら、問題点を探る。問題があるかないかも含めて。少ない情報に頼って

いると、そこになければ問題がないことになり、あったとしても大きな

勘違いを犯しているかもしれない。

１．阿部彩『子どもの貧困』岩波新書、2008年

２．阿部彩『子どもの貧困Ⅱ』岩波新書、2014年　

　OECD が公表しており、2009 年、ようやく日本でも、厚生労働省に

どこが問題か。本を読んで考えよう。

268



よって発表された相対貧困率。世帯人員を加味して全国の可処分所得の

中央値、その半分の金額を下回る人がどの程度いるのか、つまり貧困と

いわれる人たちが国内にどの程度いるのかという計算である。

　OECD の発表する相対貧困率のデータ（2010 年）では、大きい方か

らイスラエル、メキシコ、トルコ、チリ、アメリカ、日本。データのあ

る OECD34 か国中６番目で、OECD 平均をはるかに上回る。日本は相

対的に見れば、貧困層がある、格差があるということになる。特に、他

の相対貧困率上位国に比べ失業が多いわけではなく、統計的にはむしろ

少ない方。仕事があっても貧困ということが特徴である。この傾向は、

ひとり親世帯、高齢者単身世帯で顕著である。とくに、子供を持つ世帯、

次代の日本を創る子供たちにどういう影響を持つのか。子どもに焦点を

あてた貧困問題を提起しており、極めて興味深い。（貧困、格差とは、

を考える２冊）

３．神野直彦『「分かち合い」の経済学』岩波新書、2010年

４．�神野直彦『「人間国家」への改革―参加保障型の福祉社会
をつくる』NHKブックス、2015年

　『「分かち合い」の経済学』では、まず、「オムソーリ」という一つの

スウェーデン語が紹介される。社会サービスのことを意味し、その原義

は「悲しみの分かち合い」である。さらに、もう一つ「ラーゴム」。こ

れは「ほどよいバランス」を意味する。極端に豊かになることも貧しく

なることも嫌うというラーゴムが、優しさを与え合うというスウェーデ
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ンの人間らしい生活の基礎となっているのである。この考え方が、世界

で最高レベルの税負担を負うスウェーデンの、高い経済力の基礎である

と知らされる。日本の常識では、税負担がこんなに高い国であれば国際

競争力は世界最低レベルにならなくてはならないはずなのに、なぜ高い

競争力を維持しているのか。その謎を解き明かす。

　人間の生きがいは他者にとって自己の存在が必要不可欠だと実感でき

た時。「『分かち合い』は指導者によって創り出されるものではない。社

会のすべての構成員の行動を必要とするからである」。解決の鍵は、わ

れわれ一人ひとりの心の中にあることを知らされる。現在の若い学生に

とって、昭和はもはや歴史的事項。そこで何があったか。ぜひお読み頂

き、現在の常識が本当に常識なのかどうかを考えていただきたい。もう

１冊は、ポスト福祉国家の時代、競争重視の現状に対し、参加型民主主

義による解決を提唱している。（幸せな生活とは、を考える２冊）

５．�宮本太郎『生活保障―排除しない社会へ』岩波新書、2009年

　普遍主義と選別主義は、一般に、福祉サービスや給付について、資産

調査や所得調査があるかないかで規定される。困った人を探し出し、そ

うした一部の人のみにサービス提供する選別主義。一般的に全体に提供

する普遍主義。イギリスのベヴァリッジ報告は、通常、救貧目的の選別

的な制度から普遍的社会保障制度への移行を提唱したとして、普遍主義

制度の代表的例とされるが、そう単純とはいえない面もある。社会保険

による所得保障は保険料の拠出を前提とするものであり、拠出しなけれ

ば除かれた。均一給付で普遍主義のベヴァリッジ年金でも、給付水準が

どこが問題か。本を読んで考えよう。
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低いとホワイトカラー層の生活水準を満たすことができず、その多くは

労働協約による職域年金や私的年金に走ったとされる。戦後、国民皆年

金・皆保険の成立から 1973 年の医療費自己負担無料化まで、高度成長

を背景に福祉の拡大が進められ普遍主義化が進んだ。一方、1980 年代

以降は、財政再建に伴う臨調路線の下で、選別主義が拡大してきた。近

年の状況を現実的にみれば、ミーンズテストが皆無の福祉制度は設計で

きず、普遍主義と選別主義を共存させざるを得ず、両者のバランスが問

題となってきている。

　本書は、普遍主義論とともに、雇用と社会保障を連携させる北欧型ア

クティベーションの観点から論を展開したものであり、新しい社会保障

論を展開している。（普遍主義のあり方を考える１冊）

６．�藻谷浩介『デフレの正体�経済は「人口の波」で動く』角川
新書、2010年

７．�小野善康『成熟社会の経済学――長期不況をどう克服する
か』岩波新書、2012年

　「まち・ひと・しごと創生総合戦略」では、予定通り人口減少に歯止

めがかかり、2040 年までに合計特殊出生率が 2.07 まで回復した場合、

2060 年には総人口１億人程度を確保し、2090 年頃には人口が定常状態

になると見込んでいる。「人口の安定化」とともに「生産性の向上」が

図られ、2050 年代の実質 GDP 成長率は、1.5～２％程度が維持される

とみる。　
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　国の長期ビジョンを受け、各自治体で 2019 年度まで５か年の政策目

標・施策を策定する地方版総合戦略づくりが進められた。しかし、合計

特殊出生率の将来目標を、２を大きく超えるありえないレベルに設定す

る自治体が出現するなど、数値に裏付けが乏しく十分な検証が行われて

いないケースが多く、付け焼刃の感は免れない。2011 年 OECD の資料

によれば、出生率が２程度ある先進国は、ニュージーランド、フランス

などほんのわずか。北欧４カ国も 1.8～1.9 の水準。多くは世界でも特に

高負担の国々であり、女性就業率も高く、移民受け入れも熱心である。

第二次大戦の枢軸国で家族主義的結びつきが比較的強いドイツ、イタリ

ア、日本はいずれも 1.4。途上国とされる国々でさえ、産業の発展に伴い、

出生率がかなり下がってきている事実を見ておく必要がある。

　出生率の低いドイツでも成長率は高いから、人口減少が経済成長には

あまり関係ないとの論もあるが、どうなのか。まずは、デフレを人口減

少と関連づけた藻谷氏の新書を読むところから始めていただきたい。

　もう一冊、小野氏の新書は、高度成長期、バブル経済の期間を過ぎた

21 世紀初頭。社会の成熟化により、もうものは十分ある。ものよりお

金を重要と考える人々の出現が経済成長を妨げているとの論。こちらも

一読に値する。（不況の要因分析と日本経済を考える２冊）

どこが問題か。本を読んで考えよう。
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■星野　泉先生　紹介書籍

１．子どもの貧困
阿部彩【著】、岩波新書（2008/11/20）
　第１章　貧困世帯に育つということ
　第２章　子どもの貧困を測る
　第３章　だれのための政策か―政府の対策を検証する
　第４章　追いつめられる母子世帯の子ども
　第５章　学歴社会と子どもの貧困
　第６章　子どもにとっての「必需品」を考える
　第７章　「子ども対策」に向

２．子どもの貧困Ⅱ―解決策を考える
阿部彩【著】、岩波新書（2014/１/22）
　第１章　子どもの貧困の現状
　第２章　要因は何か
　第３章　政策を選択する
　第４章　対象者を選定する
　第５章　現金給付を考える
　第６章　現物（サービス）給付を考える
　第７章　教育と就労
　終　章　政策目標としての子どもの貧困削減

３．「分かち合い」の経済学
神野直彦【著】、岩波新書（2010/４/21）
　第１章　なぜ、いま「分かち合い」なのか
　第２章　「危機の時代」が意味すること―歴史の教訓に学ぶ
　第３章　 失われる人間らしい暮らし―格差・貧困に苦悩する

日本
　第４章　 「分かち合い」という発想―新しい社会をどう構想

するか
　第５章　いま財政の使命を問う
　第６章　人間として、人間のために働くこと
　第７章　新しき「分かち合い」の時代へ―知識社会に向けて
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４．「人間国家」への改革―参加保障型の福祉社会をつくる
神野直彦【著】、NHK ブックス（2015/６/23）
　第１章　歴史の「峠」に立ちて（危機を「理解」する
　　　　　 「人口減少社会」の教訓　導き星としての制度主義

　「大きな社会」へ）
　第２章　 「人間国家」へ舵を切る（知識社会への転換「学び

の社会」を創る生活保障から参加保障へ）
　第３章　 財政を有効に機能させる（租税国家の危機「人間国

家」を支える租税制度）
　第４章　 民主主義を活性化させる（「遠い」政府を「身近な」

政府に変える「参加型」民主主義を構想する）
　終　章　「人間国家」が導く「懐かしい未来」

５．生活保障―排除しない社会へ
宮本太郎【著】、岩波新書（2009/11/21）
　はじめに―生活保障とは何か？
　第１章　断層の拡がり、連帯の困難
　第２章　日本型生活保障とその解体
　第３章　スウェーデン型生活保障のゆくえ
　第４章　新しい生活保障とアクティベーション
　第５章　排除しない社会のかたち
　おわりに―排除しない社会へ

６．デフレの正体―経済は「人口の波」で動く
藻谷浩介【著】、角川 one テーマ 21（2010/６/10）
　思い込みの殻にヒビを入れよう
　国際経済競争の勝者・日本
　国際競争とは無関係に進む内需の不振
　首都圏のジリ貧に気づかない「地域間格差」論の無意味
　 地方も大都市も等しく襲う「現役世代の減少」と「高齢者の

激増」
　「人口の波」が語る日本の過去半世紀、今後半世紀
　 「人口減少は生産性上昇で補える」という思い込みが対処を

遅らせる
　声高に叫ばれるピントのずれた処方箋たち
　ではどうすればいいのか（１）高齢富裕層から若者への所得移転を

どこが問題か。本を読んで考えよう。
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　ではどうすればいいのか（２）女性の就労と経営参加を当たり前に
　ではどうすればいいのか（３）労働者ではなく外国人観光客・短期定住客の受入を
高齢者の激増に対処するための「船中八策」

７．成熟社会の経済学―長期不況をどう克服するか
小野善康【著】、岩波新書（2012/１/21）

第１章　 発展途上社会から成熟社会へ（お金をめぐる社会の
変遷成熟社会に足りないもの混乱する経済政策）

第２章　 財政政策の常識を覆す（乗数効果という幻想雇用創
出と税負担財政支出の使い道）

第３章　金融政策の意義と限界
第４章　 成熟社会の危機にどう対応するか（高齢化社会と少

子化問題災害対応環境・エネルギー政策と市場の創
出）

第５章　 国際化する経済（内需と為替レート企業の海外移転
と産業保護）
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　地域行政学科の新入生にまず読んで欲しい本の第１冊目は、山崎　亮

著『コミュニティデザインの時代〜自分たちで「まち」をつくる〜』中

央新書（2012 年）である。

　日本の人口が減少していることは周知の事実であるが、地方、特に過

疎や離島地域での人口減少は今に始まった話では無く、「まち」はすっ

かり寂しくなってしまっている。一方、大都市圏への人口集中が進み、

多くの人であふれ、一見すると賑やかで繁栄しているように見える。し

かし、隣の住人は何をする人なのかもわからない希薄な人間関係、いわ

ゆる無縁社会の出現によって、孤独死や引きこもりなどの社会的な問題

が常時発生している。こうした厳しい状況から目を背けるのでは無く、

今こそ人と人とのつながりを自らの手で築き上げねば、日本は足下から

崩壊していく。

　筆者は、全国 50 カ所以上の地域でコミュニティづくりに取り組んで

いる実践から導き出した独自理論を本書で紹介している。ハードのモノ

づくりのデザインでは無く、人間同士の「つながりをデザインする」と

いう新しい仕事の世界は、日本国内の地域や企業だけでは無く、家庭で

も、またグローバルな事業を展開する企業にとっても必要とされる。本

書を通じて、コミュニティデザインが「なぜ」「いつ」「誰と」「何を」「ど

『新入生に読んで欲しい本』

森　下　　　正
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こで」「どうやって」展開できるのかを学べるであろう。

　第２冊目は、佐藤可士和・四国タオル工業組合著『今治タオル奇跡の

復活〜起死回生のブランド戦略〜』朝日新聞出版（2014 年）である。

　日本全国の産地は、グローバル経済の厳しい競争と生産拠点の国内空

洞化により厳しい状況に陥っている。特に、繊維産地では、製造品等出

荷額が最盛期の 10 分の１にまで落ち込んでしまっている。タオル生産、

国内最大の産地である愛媛県今治も例外では無かった。

　こうした中、産地の中小製造業者からなる協同組織である四国タオル

工業組合は、今治商工会議所が主体となって開始した「今治タオルプロ

ジェクト」に 2006〜09 年まで取り組んできた。この間、東京で株式会

社サムライを経営するクリエイティブディレクターの佐藤可士和氏を招

聘し、今治タオルのブランド化を図った。ブランドマークの導入のみな

らず、新製品開発と展示会への出展、世界に通用する今治独自のタオル

品質基準やタオルソムリエ資格認定制度の導入などを行ってきた。

　さらに、地域団体商標の登録、東京の百貨店や美術館での常設販売、

今治タオルメッセの東京開催など、プロモーション活動も展開した。

2010 年からは地域資源活性化事業に取り組み、海外見本市への出展、

技能検定の導入などを展開する。そして、12 年には愛媛県外初の今治

タオル直営店を東京青山に開店する。現在では、今治市内にも本店、国

際ホテル店の２店がある。

　ちなみに、今治タオルプロジェクトがスタートした 2006 年からの事

業所数、従業者数、製造品出荷額等、粗付加価値額の推移をみると、10

年にはこれら４つの指標全てで過去最低を記録した。しかし、その後、

回復基調となり、10〜13 年までに事業所数は横這い、従業者数は
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13.8％増、製造品出荷額等は 21.0％増、粗付加価値額は 10.1％増を記録

した。

　今治タオルは再び全国ブランドとなり、海外市場への進出も開始した。

本書には、元々あったモノづくりの潜在能力を開花させた佐藤氏と四国

タオル工業組合のメンバーが取り組んだブランド戦略の秘密が明かされ

ている。中小製造業者の多くが「いいモノをつくっても売れない」状況

にあるが、今治では「いいモノをつくっているからこそ売れる」に変身

できたのは理屈だけでは無い、汗と涙の物語から真の地域再生の現実を

知って欲しい。

　最後に、これまでの２冊が地域産業おこしの内容であるが、第３冊目

は全く異なる内容の秋山利輝著『丁稚のすすめ〜夢を実現できる、日本

伝統の働き方〜』幻冬舎（2009 年）である。

　筆者が経営する秋山木工では、今の日本では珍しい徒弟制度による人

材育成を通じて、一人前のできた
0 0 0

職人を育成し、独立開業をさせている。

同社では、入社すると丁稚として木工職人になるための厳しい修行を積

む。入社後４年間は寮生活で、携帯電話・スマホ、親との面会、恋愛は

一切禁止、休みはお盆と正月だけである。木工の技術だけでは無く、食

事の食べ方・作り方、手紙の書き方、人との話し方に至るまで徹底的に

社員教育を行う。現在、30 名の社員がいるが、約半数が丁稚である。

４年間の下積み生活を終えると終了試験を受け、合格すると一人前の職

人として、御礼奉公し、さらに４年間に勤務する。その後は、自動的に

退社することになるが、自ら独立して新しい会社を立ち上げるか、他の

会社に就職、あるいは海外に活躍の場を移すのか、本人の意思で選択さ

せ、さらに技を磨いてくこととなる。

『新入生に読んで欲しい本』
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　こうした取組を筆者は既に 30 年以上も続けてきた。何故、こうした

活動を続けてきたかといえば、それは筆者の幼い時の体験に基づいてい

るのである。「手に職があれば強いよ」との村のおばさんからのお言葉、

自身が丁稚時代に育ててくれた多くの先輩職人達の支えなどである。

　すでに、大学生となった皆さんにとって、これからの４年間をいかに

過ごしていくべきかについて示唆を与えてくれると同時に、多様な生き

方があることを深く認識することにつながるであろう。

■森下　正先生　紹介書籍

コミュニティデザインの時代―自分たちで「まち」をつくる
山崎亮【著】、中公新書（2012/９/24）

第１章　�なぜいま「コミュニティ」なのか（自由と安心のバ
ランスまちが寂しくなった理由　ほか）

第２章　�つながりのデザイン（宣言についてまちの豊かさと
は何か　ほか）

第３章　�人が変わる、地域が変わる（人が育つ（中村さんの
場合）コミュニティ活動に参加する意義（小田川さ
んの場合）　ほか）

第４章　�コミュニティデザインの方法（コミュニティデザイ
ンの進め方ファシリテーションと事例について　ほか）

今治タオル奇跡の復活―起死回生のブランド戦略
佐藤可士和【著】、朝日新聞出版（2015/４/30）

第１部　�今治タオルのブランド戦略（「本質的価値」×「戦
略的イメージコントロール」ブランディングを可能
にした産地の奮闘ブランドは「つくる」よりも「守
る」ほうが難しい）

第２部　�世界一のタオル産地を目指して（存亡の危機に立た
された今治タオル産地復活を可能にした「白いタオ
ル」集結し始めたタオル産地・今治の力今治から東
京・南青山、そして世界へ）
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丁稚のすすめー夢を実現できる、日本伝統の働き方
秋山利輝【著】、幻冬舎（2009/12）

『新入生に読んで欲しい本』
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政治経済学部ブックガイド― 教養系 ―

明治大学政治経済学部



政治経済学部「ブックガイド」―教養系―

目　　次

《言語教育》
（英語）

地理空間を批判精神と知的好奇心をもって「読む」� �石　山　徳　子 （287）

アメリカの「複雑さ」を知る――歴史と現在� �兼　子　　　歩 （289）

Johnny�George�book�recommendations�for�

　　1st�year�students�at�Meiji　� �ジョージ，ジョニー. Ｅ （291）

すぐに役立つ経済効果が上がる研究とは違うが、�

人間にとって重要な研究領域で遊ぶ� �虎　岩　直　子 （293）

ことばと芸術　� �中　村　幸　一 （295）

書を持ってたびをしよう　優れた紀行文やガイドブックを�

携えて時空を旅してみよう� �永　江　　　敦 （297）

Book�Recommendations�for�Incoming�Freshmen

　　� �ネルソン，リンジー. レベッカ （299）

異文化との出会い：アメリカと日本� �廣　部　　　泉 （301）

James�York�book�recommendations�for�1st�year�students�at�Meiji

　　� �ヨーク，ジェームズ （303）

（ドイツ語）

都市を読み解く� �飯　嶋　曜　子 （305）

民間伝承の中に生き続ける古代の神々、�

奥深いドイツ文化の魅力� �田　村　久　男 （307）

長編小説を読む愉しみ� �永　川　　　聡 （309）

（フランス語）

贈与の謎�

――贈り物にはなぜ「気持ち」をこめるのか� �佐久間　　　寛 （311）
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フランス文学は『星の王子さま』や�

『レ・ミゼラブル』だけではない� �瀬　倉　正　克 （313）

「問い」からはじまる歴史学� �前　田　更　子 （315）

（中国語）

解るとは自分が変わるということ� �羽　根　次　郎 （317）

中国の古典世界に旅立つ前に� �本　間　次　彦 （319）

世界史の視点から日本とアジアの関係を�

考える読書案内� �丸　川　哲　史 （321）

（スペイン語）

選ぶのはキミだ、決めるのはキミだ、考えるのはキミだ、�

ほかの誰でもないんだ�

（Rhymester,�“The�Choice�is�Yours” より）� �内　田　兆　史 （323）

プレイボーイの典型を生んだスペイン、�

享楽と憂鬱と宿命と� �仮　屋　浩　子 （325）

歴史のダイナミズム、フロンティア精神に突き動かされて

　　� �武　田　和　久 （327）

（国語）

日本人だって知らない不思議な日本語� �池　田　　　功 （329）

本当にすごい日本の近代長篇小説� �嶋　田　直　哉 （331）

「恋愛」の日本近代文学� �冨　澤　成　實 （333）

レポート必勝法、教えます。� �植　田　　　麦 （335）

《健康・運動科学》
スポーツからみる多様な世界、スポーツの近現代史� �後　藤　光　将 （337）

「考える」対象としてのスポーツ� �高　峰　　　修 （339）

骨格筋を中心とした最新スポーツ科学� �武　田　紘　平 （341）

《自然科学》
ガリレオ・ガリレイの肖像―科学史への招待� �稲　葉　　　肇 （343）
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大学数学への誘い� �遠　藤　直　樹 （345）

《人文社会科学》
効果的な異文化間コミュニケーション� �海　野　素　央 （347）

弱者を救済することは正しいことなのか？� �柴　崎　文　一 （349）

現代の戦争のメカニズムとその背景にある�

矛盾した国際秩序を知るためのブックガイド� �佐　原　徹　哉 （351）

世の中がひっくり返っても、希望はある� �山　岸　智　子 （353）
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１．�『転換期の日本へ　「パックス・アメリカーナ」か「パック
ス・アジア」か』�
ジョン・W・ダワー、ガバン・マコーマック共著、明田川融、吉永ふさ子共訳、
（NHK出版新書、2014年）

　私たちの目の前に広がる景観は、生きとし生けるものが長い歴史を通
じて育んできたものである。地理学とは、そのような景観を観察し、そ
れぞれの場所に暮らす人びとや、その他の生き物との対話を繰り返しな
がら、空間構築の歴史的プロセスを文化、社会、政治経済、生態環境な
どの側面から解明していく学問だ。
　地理空間を観る、そしてそれを読み込んでいくということは、島国に
暮らす私たちが、つい既存のものと思いがちな「国境」や「領土」、そ
して平和構築のプロセスについて、批判的に、且つ知的に問いなおす作
業にもつながっていく。
　本書は、現代日本をめぐり多方向に展開する地理空間を、トランス・
ナショナルな観点から分析し、持続的な平和を希求していくにはいかな
る思考が必要なのかを考察している。著者の 2 人は、それぞれ日米関係
史、東アジア現代史を専門とする、アメリカとオーストラリア出身の歴
史家だ。両者による筆致はときに辛辣だが、日本社会へのあたたかい眼
差しが感じられる。
　第二次世界大戦の敗戦国である日本が、アメリカやアジア諸国とどの
ような関わりを持ちながら歩んできたのか、今後どのような選択をして

石　山　徳　子
（教授／英語・国際地域研究基礎論／

地理学・地域研究（アメリカ合衆国））

地理空間を批判精神と知的好奇心をもって
「読む」
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いくべきなのか、米軍基地や領土問題からみえてくる日本社会のあり方
について考えるにあたり、いくつかのヒントを与えてくれる。

２．�『ルポ　貧困大国アメリカ』堤未果著（岩波新書、2008年）
　気鋭のジャーナリストによる、人気シリーズの一冊
目。アメリカ合衆国で深刻化する貧困と格差の問題に
現場から迫り、悲惨な現状を報告する。本書が数々の
賞を受賞し、大ベストセラーになったのは、上質のル
ポルタージュとしての力強さはもちろん、作者が照射
する諸問題に日本の近未来をみる読者が多かったため
ともいえよう。

３．�『好戦の共和国アメリカ—戦争の記憶をたどる』�
油井大三郎著（岩波新書、2008年）

　植民地・建国期の対先住民戦争から、対テロ戦争、
イラク戦争に至るまで、アメリカ合衆国は実に多くの
戦争を繰り返してきた。「アメリカはなぜ好戦的なの
か、デモクラシーの先駆者を自負するのに……」とい
う重要な問題提起から始まる本書は、アメリカ史を「戦
争」をキーワードに読みなおす刺激的な一冊である。

４．�『犠牲のシステム　福島・沖縄』高橋哲哉著（集英社新書、2012年）
　本書は、戦後日本が享受してきた経済発展、安全保
障は、社会的な弱者や、周縁化された土地の「犠牲」
の上に成立したのだと断じる。福島県出身の哲学者が、
怒りと悲しみ、そして希望を込めて書いた一冊。原子
力発電所の事故、沖縄の基地問題に通底する「犠牲の
システム」とは何か、学生の皆さんにもぜひ考えてみ
てほしい。

地理空間を批判精神と知的好奇心をもって「読む」
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１．�『女のからだ――フェミニズム以降』�
荻野美穂（岩波新書、2014年）

　女性の身体は、いったい誰のものなのか。「本人のものに決まっている」
と思った人は、二つ、知っておくべきことがある。歴史をひもとけば、
アメリカでも日本でもごく最近まで、女の身体は女のものではなく、父
親や夫やその他の男たちのものだったり、社会のものであったり、民族
のものであったり、国家のものであったりと、必ずしも本人のものでは
なかったということ。もう一つは、昔とは違うとはいえ、今も何らかの
形で、女性の身体を女性本人のものとは限らなくする力が、この現代社
会には働き続けているということ（たとえば日本で「少子化対策のため
に出生率向上を」という叫びは、誰が誰に何を期待し、それは期待され
る側にとって何を意味するのだろうか）。本書は日本を代表する女性史・
ジェンダー史研究者による書である。女性の身体が何のために誰によっ
てどのように規制されてきたのか、そして当事者たちは自分の身体を自
分のものとするために、いかに格闘してきたのか。その歴史を、女性の
権利運動が勃興した 1960 年代から現在までの、主にアメリカと日本に
焦点を当てて明らかにしている。読み終わったときには、産む・産まな
い・産めない・産ませたい・産ませたくない…といった言葉を、これま
でとは少しだけ違った視点から考えるようになるだろう。

兼　子　　　歩
（准教授／英語／アメリカ社会史・ジェ

ンダー研究）

アメリカの「複雑さ」を知る――歴史と現在

289



２．�『同性婚――ゲイの権利をめぐるアメリカ現代史』�
ジョージ・チョーンシー／上杉富之・村上隆則訳（明石書店、2006年）

　アメリカ合衆国では近年、着実に同性婚の合法化が
進められてきた。同性愛者たちはなぜ同性婚の権利を
求めたのか。結婚できるようになることは、同性カッ
プルにとって何を意味しているのか。アメリカ・ゲイ・
ヒストリーの泰斗が、ゲイ解放運動から結婚平等運動
までの歴史とその意味を、明快に論じる。

３．�『奇妙なアメリカ――神と正義のミュージアム』�
矢口祐人（新潮選書、2014年）

　アメリカは博物館が多い国だが、その中には日本人
には驚くべきものが少なくない。核開発を賛美する博
物館、進化論を否定するための博物館、犯罪と刑罰の
博物館…。そうしたユニークな博物館の紹介を通じて、
アメリカの歴史と現在を知り、アメリカ社会の多様性
と複雑さを知ることのできる書。

4．�『アメリカン・コミュニティ――国家と個人が交差する場所』�
渡辺靖（新潮選書、2013年）

　さまざまな「コミュニティ」の姿を通じて、アメリ
カとは何かを考える書。キリスト教原理主義者の小さ
な村、貧しい非白人が暮らす街角の再生物語、周囲を
ぐるりと壁で囲まれた住宅街、ウォルト・ディズニー
社が開発した町など、多種多様な人の集まり方の現場
を訪ねる著者が、アメリカ社会の複雑な諸相を照らし
だす。

アメリカの「複雑さ」を知る――歴史と現在
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　I find it difficult to narrow down a recommend list to just three, but 
found it a worthy challenge. I want to present a diversity of genres, 
while choosing books that have been popular and accessible to large 
audiences. I have really enjoyed reading these books and I hope you 
can enjoy and learn as much from them as I have.

The Immortal Life of Henrietta Lacks, Rebecca Skloot, 
Crown 2010.
　Skloot reveals the surprising origin of the HeLa 
cell, an immortal cell line critical to scientific 
research. The original HeLa cells were taken from a 
poor African-American tobacco farmer named 
Henrietta Lacks, who went to the hospital for cancer 
treatment. Although the HeLa cell has been critical 
for developing major research in areas as diverse as 
vaccine development and genetic mapping, Lack’s family has never 
benefitted from her research contribution―in fact they live in poverty 
and cannot afford health insurance. This book intersects ethics with 
science, social class and race, and sharply brings to focus the 

ジョージ，ジョニー. Ｅ
（専任講師／英語／言語学）

Johnny George book recommendations for 
1st year students at Meiji
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underlying issues with inequality in the United States. We learn how 
unconscious bias and indifference to inequality produce unjust 
outcomes in society.  

This Means This and That Means That , Sean Hall, 
Laurence King Publishing, 2nd edition 2012.
　This textbook serves as a great introduction to 
the basics of semiotics, the theory of signs. Signs re-
fer to ideas, along with their meaning, transmission 
and interpretation. Hall introduces basic semiotic 
concepts in an extremely assessable way with clear 
examples, colorful pictures and humorous anecdotes. 
True beginners can learn and apply basic concepts of semiotic analy-
sis almost immediately. 

The Hunger Games Trilogy, Suzanne Collins （The Hunger 

Games 2009, Catching Fire 2010 , Mockingjay 2010）, 
Scholastic Press. The Hunger Games series presents 
a dystopian future where people serve as tributes as 
a proxy for war. We also experience the coming of 
age of the heroine Katniss Everdeen. Collins’ intend-
ed audience is young adults （13 to 19 years old） so 
the English is relatively accessible. Nevertheless, the 
main character, plot and themes are compelling to readers of all ages. 
Hunger Games represents many of the challenges and anxieties we 
face as a society. I also found it an insatiable read and far better than 
the movies （which were actually quite good）.

Johnny George book recommendations for 1st year students at Meiji
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１．�『ホモ・ルーデンス』�
ヨハン・ホイジンガ（高橋英夫）、（中公文庫、1973年）

　「より幸福な時代には、果敢にも、私たちの種は『ホモ・サピエンス（賢
いひと）』呼ばれた。」と言う前書きで始まる『ホモ・ルーデンス（遊ぶ
ひと）』をオランダの歴史家ホイジンガ書いたのは、ヨーロッパのふた
つの大戦の間の時期だ。あらゆる人間の文化には遊びの要素がある、と
し、「戦争には遊戯の要素があることを否めない」と論じながら、倫理
的価値が関わってくる故に戦争は遊戯とは言えない、とした。文化の結
実ともいえる芸術と社会の中で倫理的意義も含む役割を考えて行く私の
研究の根底には、『ホモ・ルーデンス』で展開される遊戯と文化、そし
て倫理についての考察がある。

虎　岩　直　子
（教授／英語、ヨーロッパ文化研究／

外国文学、イギリス諸島の文化）

すぐに役立つ経済効果が上がる研究とは違う
が、人間にとって重要な研究領域で遊ぶ
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２．�オウィディウス�変身物語〈上〉（下）、オウィディウス�
中村善也（岩波文庫、1981）

　古代ローマの詩人オウィディウスによって、ギリシ
ア・ローマ神話に基づいて書かれた。神話世界の登場
人物たちが様々なもの（動物、植物、鉱物、更には星
座や神など）に変身してゆくエピソードを集めた物語
となっている。中世文学や西洋古典文学に限らず、西
洋絵画、映画、音楽など芸術作品繰りり返し登場する
モチーフを楽しみ理解するためには欠かせない。

３．�『視覚文化「超」講義』石岡良治（フィルムアート社、2014年）
　現代、人間は膨大な情報を視覚から得ているし、逆
に言えば視覚的な物に支配されている。本書は、現代
文化を支配しているともいえる視覚イメージや視覚的
表象に焦点を当てて 20 世紀後半以降のポピュラー文
化について論じた講義集である。映画、ゲーム、漫画、
アニメ、PV、CG などが作り上げる、学生諸君がこれ
までに曝されてきた現代文化状況を客観的に眺め始め
る契機を、本書は作ってくれるだろう。

４．�『アイルランド紀行—ジョイスからU2まで』�
とち木伸明（中公新書、2012年）

　アイルランド共和国と英国領北アイルランドの文化
を紀行文として語る本書は、空間的広がりと時間的深
度を持つアイルランド島文化の格好の入門書である。
著者は、たとえばダブリンを歩いている折々様々な文
学テキストの朗読が頭の中で始まり、また逆にダブリ
ンを巡る書物を読んでいると、その場所のざわめきや
空気が押し寄せてくる、と言っているが、アイルラン
ドの具体的な場所に染み付いた歴史の記憶をとどめる歴史記述ではない
文学や歌、民謡の言葉の重要さを探っている。

すぐに役立つ経済効果が上がる研究とは違うが、人間にとって重要な研究領域で遊ぶ
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１．『折々のうた』大岡信（岩波新書、1980-1992年）
　全十巻まであり、続編の『続折々のうた』はさらに全九巻ある。日本
には宝石のような詩が残されてきているが、本書はそういう作品から、
詩人である著者が、漢詩、和歌、短歌、俳句、現代詩、世界の詩歌、ま
た詩的散文からもひろく収録し、鑑賞のヒントや寸評を加えたアンソロ
ジーである。
　詩歌は一行で人生を変える力を持つこともある。本書はいちおう伝統
的な分類にしたがって春夏秋冬に分かれているが、好きなページを適当
に開いて読むのがよい（夏に冬の歌を読めば涼しい気分になるかも知れ
ない）。感じるところがあれば印をつけ、再読、三読すると、心が豊か
になるだろうと思う。そのとき、諸君はちょっと大げさに言えば、ひそ
かに続く歌人、詩人の伝統につながったことになる。
　詩ときくと、ポエマーなどと揶揄されるように、あまりポジティヴな
感情をもたないかも知れないが、とりあえず読んでみることを薦める。
そうするうちに、自分にぴったり合う韻律、詩型が見つかるだろう。あ
るいは散文の方がよいと思う可能性もある。何か書きたいと思うように
なるかも知れない。その時は下記 2 の本を参考にして、なにかものを書
きながら生きてゆくのもよいと思う。

中　村　幸　一
（教授／英語、専門演習／英語史、 

比較言語学、人生論）

ことばと芸術
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２．�『今日の芸術』岡本太郎�（光文社文庫、1993年）
　初版は 1954 年だが、今も価値を失っていない（で
きれば図書館や古書店で図版の多い初版を探すことを
薦める）。太郎はパリ大学で民族学や哲学を学び卒業
した超インテリなのだが、縄文文化に影響を受けた「太
陽の塔」など彫刻家・画家として有名である。本書は
芸術だけでなく、生き方そのもの、人生哲学を説いて
いる（目次より：楽しいが空しい、新しいという意味、
流行とは何か、芸術は「うまく」あってはいけない）。

３．�『外国語上達法』千野栄一�（岩波新書、1986年）
　（おそらく）十数カ国語を知るスラヴ語（チェコ語、
ロシア語、ポーランド語など）学者の実用的な語学習
得法である。入門期に心がけるべきこと、語彙、文法、
発音、会話、辞書といったフィールド別に重要事項が
網羅されている（例、「絶えず辞書を引かなければな
らない外国語学習がいかに悲惨なものであるか」）。

４．�『ゲーテ格言集』高橋健二編訳（新潮文庫、1952年）
　私が大学二年のとき偶然見つけ、何回も読んできて
いる（いまだに読むことがある）が、かなり救われた
という思いがする。ゲーテの詩、小説、手紙、談話、
学術書からスパイスのきいた人生訓を選び出したもの
である。短ければ一行、長くとも十数行の抜粋で、読
みやすいが、内容は深い。味わいつつゆっくり読むの
がよい：「バラが太陽の輝かしさを認めたら、／どう
して咲く気になるだろう？」

ことばと芸術
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1．『日本紀行』イザベラ・バード著（上下巻・時岡敬子訳・講談社学術文庫）
　イザベラ・バードという英国人女性が日本にやってきたのは、今から
140 年ほど前の 1878（明治 11）年 4 月のこと。
　九州の内戦（西南戦争）が終結したばかりである。
　やっとのことで権力を奪取した新政府の地固が固められつつあった頃
とはいえ、奥州や「蝦夷地」では、なお江戸時代さながらの人々の生活
が維持されていた。
　道路事情もしかり、食糧事情もしかり……。
　そんな日本の「奥地（unbeaten tracks）」を、たった一人の通訳士兼
ガイド役のイトウを連れて、ほとんど徒歩で約 4ヶ月をかけて、東京か
ら北海道まで旅した記録が『日本紀行』（原題は Unbeaten Tracks in 
Japan）である。
　イザベラは、随所で外国人女性が安全に旅をすることができる日本に
感心している。
　圧倒的な自然の美しさ、庶民の礼儀正しさや、親切であること、勤勉
であることにも驚嘆している。
　しかしながら、山間の集落の貧しい生活にも言及している。
　彼女の筆致は、公平で精確で、ときに鋭利でさえある。
　私は、本書を携えて、イザベラの辿った道を追いかけながら自転車で
走ってみたことがある。
　既に廃道と化してしまった道も多く、近代以降の舗装路を辿らなけれ

永　江　　　敦
（専任講師／表象文化論・英語／英文学）

書を持ってたびをしよう
優れた紀行文やガイドブックを携えて時空を旅してみよう
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ばならないことも多かったが、それでもその険しいルートには辟易とさ
せられたものである。
　イザベラのこの本をガイドブックとして、日本の「奥地」を旅してみ
てはいかがだろうか。

2．『日和下駄』　永井荷風著（講談社文芸文庫）
　永井荷風の『日和下駄』（1915［大正 4］年刊）は、
言ってみれば、極上の「江戸東京散歩案内」である。
　今では、軽便な文庫本として刊行されているので、
散策の友として懐中に忍ばせておけば、思いがけずも、
荷風と時間とによって醸成された江戸東京の風景を追
体験することができるであろう。

3．『江戸名所図会』（ちくま学芸文庫・全6巻）
　震戦災や近代化によって大きく変貌してしまった東
京だが、江戸時代の東京は実に素晴らしい。絵図付の
名所案内は見ているだけで楽しいものである。第一巻
は、駿河台界隈を扱っていて明大生にも興味深いであ
ろう。現代の東京が儲けを基本に設計されているのに
ひきかえ、江戸の町は、美しさを基本に作られていた
ことがよく分かる。

4．�『利根川図志』　赤松宗旦著（柳田國男校訂解題・岩波文庫）
　『江戸名所図会』とほぼ同時代の著作。利根川流域
の旅行ガイドブックにとどまらず、流域をひとつの文
化圏として捉え、地形や産物まで記しているのが面白
い。『江戸名所図会』が太平楽の江戸を描いたとすれば、
赤松宗旦の『利根川図志』は、安政の大地震と黒船来
航を体験した人間のリアルな視点によって利根川を活
写している。

書を持ってたびをしよう　優れた紀行文やガイドブックを携えて時空を旅してみよう
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The Stones Cry Out, Okuizumi Hikaru 「石の来歴」奥
泉光（文藝春秋）
Surugadai Central Library 2nd floor, 913.6/672//H
　The Stones Cry Out is a haunting story of war, memory, and the 
possibility of redemption. Set in present-day Japan, it tells the story of 
a man who witnessed terrible things during the Pacific War and who 
hides from his past through an obsession with stone-collecting, a 
passion that he shares with his young son. When violence strikes his 
family he is forced to confront his wartime memories and face a 
darker side of himself. Okuizumi’s writing is beautiful and full of 
poetry, with powerful images that stay with the reader long after the 
book is finished. He uses the metaphor of stones and crystals to 
illustrate the ways that even the smallest things are part of a much 
larger story, and the way that children are often “facets” of their 
parents. The story leaves many questions unanswered, but that’s part 
of the point: that memory and trauma are full of uncertainty, and as 
human beings the best we can do is attempt to face our past and 
reconcile it with our present, even if we may never get the closure we 
desire. 

ネルソン・リンジー・レベッカ
（准教授／英語／日本文化研究）

Book Recommendations for Incoming 
Freshmen
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Manazuru, Hiromi Kawakami 「真鶴」川上弘美（文春文庫）
Izumi Library 2nd floor, paperback section
　Manazuru is a dream-like story of a woman who 
makes repeated trips to a seaside town after the 
death of her husband, searching for something that 
she can’t quite describe. Again, the point of the story 
isn’t so much plot or character, but the beautiful, 
poetic language that transports the reader to the 
protagonist’s state of mind, and to the town of 
Manazuru, here depicted as a sort of otherworldly, Purgatory-like 
place. 

March Was Made of Yarn「それでも三月は、また」（講談社）
Ikuta Library 2nd floor, 918/128//S
　This collection of short stories written in response 
to the 2011 quake and tsunami contains brilliant 
reflections on disaster, loss, and the absurdities of 
life. Arguably the best is Tetsuya Akikawa’s “Box 
Story,” which imagines a post-disaster world in 
which everyone has to “breed” boxes in their homes 
to survive. 

Out
　Natsuo Kirino’s female-centric murder mystery is 
not for the faint of heart. But if you can get past the 
graphic violence, it’s also a compelling story of 
women and families living on the margins of 
Japanese society, of how empowerment can come 
from strange places, and of the desperate things that 
decent people are forced to do in order to survive. 

Book Recommendations for Incoming Freshmen
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１．�『奇妙なアメリカ―神と正義のミュージアム』�
矢口祐人（新潮選書、2014年）

　学問と言うとなにか堅苦しくて難しいものと思うかもしれません。そ
んなことはないのです。自分の周りにあるものを見たり聞いたりしたと
きに、新しい視点や視角を与えてくれるものなのです。異なった文化を
持つ人が何を考えているかを知り、共感することはむずかしいものです。
ここで紹介する本は、アメリカ各地にある多種多様なミュージアムを通
して、アメリカという国を理解するというとてもユニークな一冊です。
美術館とか博物館などと訳されるミュージアム、世界中どこにいっても
代り映えしないと思うかもしれません。そんな固定観念を覆される
ミュージアムが次々と登場します。核爆弾のボタンを押す体験の出来る
全米原子力実験ミュージアム、刑務所への収監が体験できる犯罪ミュー
ジアムなどなど。風変わりなミュージアムの紹介が面白いのはもちろん、
読み進めるうちに、どうしてそんなミュージアムが作られたのかは、ア
メリカという国家、アメリカ人の国民性と深く関わっていることがわ
かってきます。これらのミュージアムは、アメリカ全土に散らばってお
り、都会にあるものから僻地にあるものまで、すべて著者が実際に足を
運んで見つけ出してきたものです。興味深い写真も豊富な是非読んでも
らいたい一冊です。そして、読めば出かけたくなること受けあいです。

廣　部　　　泉
（教授／英語／日米関係史）

異文化との出会い：アメリカと日本
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２．�『歴史認識とは何か―日露戦争からアジア太平洋戦争まで』�
細谷雄一（新潮選書、2015年）

　幕末から明治初期にかけて西洋列強による植民地
化の危険すらあった日本が、日露戦争に勝利し、第
一次世界大戦後には世界の五大国にまで上り詰め
る。その日本が先を見誤り第二次世界大戦によって
焦土と化す。その過程を巧みに語る優れた書物。今
後の日本の行く末を考える上でも必読。

３．�『外務省革新派――世界新秩序の幻影』�
戸部良一（中公新書、2010年）

　米英に従う姿勢を非難し、異なる道を模索した外
務省の一グループを素材に、1920 年代、1930 年代
の日本外交を鮮やかに描きだす。日本が戦争へと向
かっていった過程を学ぶだけでなく、良質な歴史研
究とはどのようなものかを知る上でも好適な一冊。

４．�『農村型事業とアメリカ資本主義の胎動―共和国初期の経
済ネットワークと都市近郊』橋川健竜（東大出版会、2013年）

　重厚で本格的研究を一つ挙げるとすればこれ。い
まや世界を席巻するに至ったアメリカ型資本主義、
その萌芽を 18 世紀にまで遡り、大量の資料を厳密
に調べていくことで鮮やかに描き出す。取っ付きに
くいかもしれないが是非一度手にとってもらいたい
研究書。

異文化との出会い：アメリカと日本
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１．�The�Grasshopper:�Games,�Life�and�Utopia,�
Bernard�Suits,�Broadview�Press�2014.

　The Grasshopper is one of my favorite books on the topic of games 
from a philosophical standpoint. The book outlines Suits’ definition of 
games as “the voluntary attempt to overcome unnecessary obstacles.” 
To get to this definition, Suits takes the reader on a wonderful, playful 
journey through Socratic dialogues between many charming 
characters such as the Grasshopper himself, Skepticus and Prudence 
(who ask many irritating but productive questions to the Grasshopper), 
Smith and Jones (who discuss how traveling between locations might 
be a game), and Professor Snooze (who is described as “an accident-
prone academic”). This book is not as well known as other books on 
the topic of games but it totally changed my perceptions of what we 
think of as a “game.” I hope Meiji students interested in philosophy 
and games get as much out of this book as I did.

ヨーク，ジェームズ
（専任講師／英語／ゲーム学習、教育学）

James York book recommendations  
for 1st year students at Meiji
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２．Play�Anything,�Ian�Bogost,�Basic�Books,�2016
　In this book, Bogost does not add to the growing 
list of definitions for “game,” instead he focuses on 
play. One of the biggest takeaways from the book 
for me is to start to see “playgrounds” in more and 
more places. Not just physical spaces like tennis 
courts or restaurants, but invisible socially defined 
spaces, like meetings or dates. As a teacher, I often 
think of the classroom as a playground where both students and 
teachers have “rules” that they must follow to allow everyone to enjoy 
playing the game of “university,” “lecture,” or “English class.” What is 
play? When do we play? What kind of attitude do we need to play? 
Who plays and why? If you are interested in finding out the answer 
to these questions, I recommend this book.

３．�The�Name�of�the�Wind,�Patrick�Rothfuss,�DAW�
Books,�2008

　As for fiction, The Name of the Wind is a book 
that I am hesitant to recommend. Not because it is a 
bad book, but because it is the first book in a trilogy 
that is yet to be completed! The genre is epic 
fantasy, so expect a fascinating magic system and 
grand worldbuilding but also beautiful writing 
where it seems that Rothfuss has hand-picked every 
word to fit perfectly. You will see, hear, taste, and feel the world he 
has created. The story is a coming-of-age tale where the protagonist, 
Kvothe, recounts his childhood and life up until the present day. Major 
plotlines revolve around Kvothe’s use of magic over the years, his life 
at university, the mysterious Chandrain, and Denna, another 
mysterious character who Kvothe may have romantic feelings for.

James York book recommendations for 1st year students at Meiji
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１．�『反乱する都市』　デヴィッド・ハーヴェイ�
（森田成也・大屋定晴・中村好孝・新井大輔訳）（作品社、2013年）

　経済地理学者ハーヴェイは、2011 年のロンドン暴動やウォールスト
リート占拠など、近年の都市を舞台にした「反乱」の動きを、資本主義
と都市発展の関係性から読み解いていく。彼は資本の運動過程を、資本
のアーバナイゼーション（都市空間の形成）の過程として捉えようとす
る。都市空間の形成は、資本主義の歴史を通じて、資本と労働の過剰を
吸収する主要な手段であった。国家や金融機関は都市開発のための政策
を整備し、新たな金融手段を発明するが、それはやがて過剰な投機とバ
ブルをもたらし、恐慌を迎える。都市空間の形成過程には、資本家によ
る排除と略奪のプロセスが存在するため、都市は「闘争」の主要な場で
もある。古くはオスマンのパリ大改造、第二次世界大戦後のアメリカ都
市の郊外化、現在の中国での急激な都市化、そして 2008 年の金融危機
をもたらしたアメリカ住宅バブルは、資本のアーバナイゼーションの具
体的な姿であるとされる。ハーヴェイは、都市住民は「都市への権利」
をますます剥奪されており、近年の都市の反乱は、こうした動きに対す
る対抗だとする。その上で、彼は都市を都市住民の手に取り戻す必要性
を述べ、都市形成過程における民主的なガバナンスのあり方を検討して
いる。日本の都市が抱える諸問題を思い浮かべ比較しながら読んでみて
ほしい。

飯　嶋　曜　子
（准教授／ドイツ語／ヨーロッパ地域

論、政治地理学・経済地理学）

都市を読み解く
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２．�『「都市再生」を問う―建築無制限時代の到来』�
五十嵐敬喜（岩波新書、2003年）

　日本の都市をとりまく状況はどのようなものなの
か。ハーヴェイのいう「資本のアーバナイゼーション
と都市の再創造」は、日本で、東京で、いかに見出す
ことができるのか、それとも、できないのか。本著は
10 年以上前に出版されたものであるが、ここで示され
た事例は今でも都市に痕跡として残り、また、新たに
「再生」されている。本書を読了後、その現場に足を
運び、目をむけてほしい。

３．�『ヨーロッパとイスラーム　共生は可能か』�
内藤正典（岩波新書、2004年）

　資本のグローバルな動きは、労働力の移動も促進さ
せる。都市には人が集まり、そこには新旧住民の統
合／分断の問題が生じる。難民問題で揺れるヨーロッ
パでは、すでに移民問題が社会問題化して久しい。本
書は、ドイツ、フランス、オランダの移民政策とムス
リム系移民の実態を取り上げ、ヨーロッパ社会がムス
リム系移民をいかに受け入れ、どのような軋轢が生じ
てきたのかを明らかにしている。

４．�『都市の景観地理　大陸ヨーロッパ編』�
阿部和俊（古今書院、2009年）

　都市を読み解く際に、どのような視点から見れば、
何が明らかになるのか。本書は商業地理学、文化地理
学、歴史地理学など多様な分野の地理学者が、各自の
視点で都市の景観を読み解いたものである。「景観」
として都市を眺め、景観の構造や変化を、その背後の
要因と関連づけて論じている。この本を片手に、身近
な都市を歩き、自分の視点で読み解き、その奥深さと
楽しさを味わってほしい。

都市を読み解く
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 １． 『流刑の神々・精霊物語』 
ハインリヒ・ハイネ／小沢俊夫訳（岩波文庫、1980 年）

　中東パレスチナで誕生したキリスト教が伝わる以前から、ヨーロッパ
にはオリンポスの神々やゲルマン神話など独自の信仰が存在した。厳格
な一神教であるキリスト教の普及ともに、これら古代の宗教は邪教とし
て禁止される。しかし古い神々は完全に忘れ去られたわけではなく、民
衆の間に悪魔や妖怪、妖精の形で根強く生き続ける。19 世紀ドイツの
詩人ハイネ（1787-1856）は、伝説や庶民の伝承に残る古代の神々の足
跡をたどり、変装した彼らの姿を描き出す。例えば、ギリシャ神話の美
の女神ヴィーナスは、キリスト教世界では魔女となり、山奥に追いやら
れ、そこに隠れ住んで敬虔なキリスト教徒を誘惑する（「精霊物語」よ
りタンホイザー伝説）。他にも、傭兵として働く軍神マルス、北極の島
で独り寂しく暮らすジュピターなど（「流刑の神々」）、ユーモアをまじ
えた楽しい文章で興味深い逸話を紹介している。ユダヤ人ハイネは、当
時の大人気作家であったが、歯に衣を着せない鋭い社会批判のせいで敵
も多く、ドイツでは出版活動ができなくなり、パリに移住して不遇な晩
年を過ごす。フランス人に向けてドイツを紹介した本で、民俗学者の柳
田国男もこの本を読んで強い感銘を受けたといい、仏教の伝来によって
神仏が習合した日本の場合と比較するのも面白い。

田　村　久　男
（教授／ドイツ語／ドイツ語圏文学）

民間伝承の中に生き続ける古代の神々、 
奥深いドイツ文化の魅力
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２． 『最後の魔女 アンナ・ゲルディン』 
エヴェリン・ハスラー／島田洋子訳（あむすく、1993 年）

　啓蒙主義運動が盛んな 18 世紀、スイスで奉公人の
女が魔女であるとして訴えられた。事件は激しい議論
を巻き起こす。この進歩した時代にまだ愚かな迷信を
信ずる者がいるとは恥ずかしい、啓蒙主義者はそう批
判し、調査団が派遣される。しかし結局アンナの無実
は証明できず 1782 年、処刑された。アンナは本当に
魔女だったのか。史実に基づくスイスの人気作家ハス
ラー（1933-）の歴史小説。

３． 『ブリキの太鼓』 
ギュンター・グラス／高本研一訳（集英社文庫、1978 年）

　3 歳で自ら成長を止め、おもちゃの太鼓を打ち鳴ら
し自ら発する奇声でガラスを破砕する超能力を持った
少年オスカル。そんな一見メルヘンチックな設定とは
裏腹に、グロテスクなまでにリアルな描写でナチスが
台頭する戦前から戦後にかけてのドイツの市民社会を
批判的に描いた作品。ドイツのノーベル賞作家ギュン
ター・グラス（1927-2015）の代表作。

４． 『わがユダヤ・ドイツ・ポーランド　マルセル・ライヒ = ラ
ニツキ自伝』 
マルセル・ライヒ = ラニツキ／西川賢一訳（柏書房、2002 年）

　ポーランドに生まれベルリンで少年時代を過ごした
ユダヤ人ライヒ = ラニツキ（1920-2015）はナチスの
ホロコーストを生き延び、戦後のドイツで文芸批評家
として大成功をおさめる。彼の自伝は文学への情熱に
あふれ、読書の楽しさを教えてくれる。文学に関心が
なくとも彼の波乱に満ちたサバイバルとサクセスス
トーリーは決して読者を飽きさせない。戦争中のワル
シャワ・ゲットーでの日常生活は貴重な証言。

民間伝承の中に生き続ける古代の神々、奥深いドイツ文化の魅力
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１．�『魔の山（上・下）』　�
トーマス・マン／関泰祐・望月市恵訳（岩波文庫、改版1988年）

　『魔の山』は、ドイツの文豪トーマス・マンが 1912 年に構想してから
第一次大戦による中断をはさんで 1924 年に完成させた作品である。小
説の舞台はスイスの高地にある国際サナトリウム「ベルクホーフ」。こ
の「魔の山」の住人たちは、バルコニーの寝椅子に横たわって無為に時
を過ごす横臥療法を十年一日の如く繰り返し、すでに正常な時間感覚を
喪失している。そんな世界に、主人公の青年ハンス・カストルプが 3 週
間の予定で従兄を見舞いにやって来る。次第に彼も、この安逸と無為が
支配する世界の虜となり、時間感覚を失い、発病してしまう。その妖し
い魅力で彼の病気を誘発するショーシャ夫人、理性と道徳を説く人文主
義者のセテムブリーニやテロと独裁を説く共産主義者にしてイエズス会
士のナフタ、彼らの論争をその圧倒的な存在感で吹き飛ばすペーペルコ
ルン等々。主人公の青年は、奇妙な魅力を持ったこれらの人物たちと深
く関わり、病状をさらに悪化させつつも、自らの拠って立つべき位置を
模索してゆく。そして 3 週間だったはずの彼の滞在は 1 年また 1 年と延
び、ついに 7 年が経過する頃、世界大戦が勃発して……。続きは、ぜひ
和泉図書館にある横臥療法にぴったりの寝椅子の上でどうぞ。

長編小説を読む愉しみ

永　川　　　聡
（専任講師／ドイツ語／ドイツ文学）
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２．�『知識人と政治―ドイツ・1914～1933―』　�
脇圭平（岩波新書、2009年［初版1973年］）

　第一次大戦からドイツ革命を経てワイマール共和国
が終焉を迎えるまでの時代、ドイツの言論界は一種の
思想的戦国時代の観を呈していた。本書は左右両翼相
乱れる知識人の間にトーマス・マンやマックス・ウェー
バーの視座を据えて、この時代のドイツ思想史の一つ
の見取り図を提供している。『魔の山』の成立が遅れ
た理由と、この作品自体をより深く理解するためにも
役立つ。

３．�『白痴（上・下）』　�
ドストエフスキー／木村浩訳（新潮文庫、改版2004年［初版1970年］）

　著者はこの作品で「無条件に美しい人間」を描こう
とした。主人公は癲癇持ちの、どこかキリストを彷彿
とさせるムイシュキン公爵。周囲から「白

バ

痴
カ

」と呼ば
れる主人公の、その純粋性がゆえに引き起こされる、
ロゴージン、ナスターシャ、アグラーヤとの尋常なら
ざる恋愛模様が描かれる。最後に恐るべき破局が到来
して、主人公は元の「白痴」に戻る。聖なるロシア文
学の驚くべき一冊。

4．�『小林秀雄全作品19�真贋』　小林秀雄（新潮社、2004年）
　表題作のエッセイは読み飛ばして、本書所収のドス
トエフスキー論「『白痴』について II」を読んでみて
ほしい。ドストエフスキーの『白痴』を読んで驚いた
人は、小林秀雄の批評を読んで二度驚くはずである。
批評と言うと二次的なものと思われがちだが、文学作
品について書かれた文章も立派な文学作品たり得るこ
とを、著者の批評は証明している。

長編小説を読む愉しみ
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1．�『贈与論�他二篇』マルセル・モース、森山工訳、2014年
　贈与は人類学の古典的主題である。私たちはよく贈り物をする。だが、
それがどんな現象かよく知らない。たとえば人は贈り物を粗末にできな
い。自分で買った物は捨てられても、贈り物は捨てられない。贈り物に
は「気持ち」がこもっているからだと人は言う。だが気持ちとは何か。
ただの物になぜ気持ちが宿るのか。
　古今東西の贈与を調べたマルセル・モースは、贈与が、与え、受け取
り、お返しするという 3 つの義務の複合からなることを発見した。もらっ
ただけでは贈与は終わらない。ヴァレンタインデーにホワイトデーがあ
るように、お返しまでがワンセットなのだ。こうして贈り贈られるとき
物はただの物ではなくなる。モースがマオリ社会の贈与物に宿る霊「ハ
ウ」の分析から解明したところによれば、人は贈り物には贈り手の人格
的な何かが宿っていると感じる。その何かを「ハウ」と呼ぶか「気持ち」
と呼ぶかは社会により異なるが、それが贈り手のかけがえのない一部だ
という点は同じである。贈与するとき人は自らの一部を他者に与え、贈
与されるとき他者の一部を受けとっているのだ。
　現代日本には、モースにとってハウ以上に興味深く映じたであろう贈
与のヒーローがいる。空腹の人に自身の顔の一部を惜しみなく与えるヒー
ロー、アンパンマンである。贈与の謎はかように身近で、かつ奥深い。

佐久間　　　寛
（准教授／フランス語、地域文化特殊

講義／経済人類学、アフリカ地域研究）

贈与の謎
――贈り物にはなぜ「気持ち」をこめるのか
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2．�『マルセル・モースの世界』�
モース研究会編、平凡社、2011年

　モースの業績は『贈与論』にとどまらない。呪術、宗
教、政治、芸術、身体技法など、多様なジャンルに足跡
がある。また彼は著名な社会学者エミール・デュルケム
のオイであり、日本の芸術家岡本太郎の先生でもあるな
ど、人間関係も面白い人だった。本書はこうしたモース
の多面的な魅力に迫った入門書である。

3．�『カール・ポランニーの経済学入門�
　――ポスト新自由主義時代の思想』�
若森みどり、平凡社、2015年

　経済人類学の祖のひとりとして、モースと並んで忘れ
てはならないのがオーストリア、イギリス、アメリカで
活躍した経済思想家カール・ポランニーである。本書は
ポランニー思想の専門家による入門書であると同時に、
経済主義的ではない自由の可能性を拓く思想書でもある。

4．�『借りの哲学』�
ナタリー・サルトゥー=ラジュ、太田出版、2014年

　贈り物をしてもらった人がお返しをせずにはいられな
い理由の 1 つは、もらいっぱなしだとばつが悪いからで
ある。つまり「借り」があるという感覚だ。本書は、こ
の「借り」という感覚と、経済的な「負債」（借金）と
がどのような関係にあるのかを論じた書物である。平明
で面白い。

贈与の謎――贈り物にはなぜ「気持ち」をこめるのか
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１．『悪の華』ボードレール／安藤元雄 訳（集英社文庫、1991 年）
　『悪の華』はフランスの詩人シャルル・ボードレール （1821-1867） が
1857 年に刊行した韻文詩集である。著者 36 歳にして初めて世に問うた
詩集であったが、刊行直後に公序良俗に反するとして裁判にかけられ、
有罪判決を受けた。詩人と出版者は罰金刑に処され、詩集に収められた
101 篇のうち、6 篇の削除を命じられた。
　ボードレールは敗訴に打ちひしがれたが、4 年後の 1861 年、32 篇を
増補した『悪の華』第二版を刊行する。決定版となったこの第二版は
127 篇の韻文詩から成り、序詩のほか「憂鬱と理想」「パリ画布」「酒」「悪
の華」「反逆」「死」と題する 6 つの章で構成されている。
　詩人の生誕から死までを描くこの傑作詩集は、ボードレール自身の孤
独な魂の遍歴を辿りつつ、同時に人類すべてに課せられた宿命の道行を
浮かび上がらせる。背後には、「19 世紀の首都」と呼ばれた近代都市パ
リの風景があり、病み疲れ倦怠にとらわれた人間たちがうごめいている。
　ボードレールの韻文詩は決してやさしくはない。その根底にはキリス
ト教があり、詩人の癒しがたい宗教的苦悩が刻み込まれているからであ
る。一世紀半を経てなお輝きを失わない『悪の華』の詩篇の数々は、混
迷を極める現代世界にあって、人間とは何かという問いに深い示唆を与
えてくれるだろう。

瀬　倉　正　克
（教授／フランス語、 

ヨーロッパ文化研究、／フランス文学）

フランス文学は『星の王子さま』や 
『レ・ミゼラブル』だけではない
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２．『赤と黒』スタンダール／桑原武夫・生島遼一 訳（岩波文庫、1958 年）
　綺羅星のごとく輝くフランス文学の多彩な作品群の
なかから、ここでは 19 世紀の小説に限り、青年を主
人公とする三つの小説を紹介しよう。
　一冊目はスタンダールの『赤と黒』である。主人公
ジュリアン・ソレルはあまりにも有名な、19 世紀小
説のスーパー・スターだ。時代は七月王政末期。ナポ
レオンを崇拝するジュリアンは、平民の出ながら知性
と野心を備えた美青年で、反抗心をうちに秘めながら既成社会のなかで
のし上がろうとする。そこに良家の人妻や侯爵令嬢との激情的な恋物語
が絡んで、物語は息もつかせぬ展開をみせる。原作は 1830 年刊。

３．『ゴリオ爺さん』バルザック／高山鉄男 訳（岩波文庫、1997 年）
　二冊目はオノレ・ド・バルザックの『ゴリオ爺さん』
である。舞台は 1819 年のパリ。主人公は南仏から上
京した学生ラスティニャックである。彼の住む下宿屋
にはさまざまな住人がいて、そのなかで孤独な老人の
ゴリオが青年の興味を惹くのだが、ゴリオは貴族と銀
行家に嫁がせた二人の娘のために破産の憂き目に遭っ
てしまい……。社会の不条理をまえにした青年の思い
を描く傑作小説である。原作は 1835 年刊。

４．『感情教育』フローベール／生島遼一 訳、（岩波文庫、1971 年）
　三冊目はギュスターヴ・フローベールの『感情教育』
である。これも地方出身の学生フレデリック・モロー
が主人公で、1848 年の二月革命前後のパリを舞台と
している。この小説の紹介が一番むずかしい。これも
また、青年の恋と野心の失敗の物語であると言えるだ
ろうが、全編に漂う倦怠感は、前二作に比してこの小
説をより現代的なものにしている。原作は 1869 年刊。

フランス文学は『星の王子さま』や『レ・ミゼラブル』だけではない
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１．�『フランス革命—歴史における劇薬』�
遅塚忠躬（岩波ジュニア新書、1997年）

　この文章を書いている 2015 年 9 月初旬、ヨーロッパにはシリアから
の難民が押し寄せている。海を渡る途中で事故に遭い命を落とす子ども。
ぎゅうぎゅう詰めのトラックの荷台で窒息死する人々。安全で清潔な住
環境さえ奪われた人々を前にして、人権、生存権といった言葉は空虚な
響きしかもたない。
　ドイツに続き、フランスもシリア難民を受け入れる準備のあることを
表明した。戦時中のユダヤ人迫害や植民地帝国下での現地人の虐殺など
非人道的過去をもち、また 21 世紀のフランス社会が、移民出身者への
差別ともとれる言動にあふれていることも事実だが、フランスは今、フ
ランス革命が作り上げた「人権の国」の理想にふさわしくあろうと、生
命の危機にさらされた難民・移民の受け入れに積極的な姿勢を示す。
　本書はいわゆるフランス革命の通史ではない。人間が自由で平等であ
ることを訴え、その権利を獲得していった歴史の偉大さと悲惨さを生々
しく描く。歴史を学ぶとはどういうことか。それは想像力を働かせつつ、
共感と感動とともに当時の人間に心寄せる作業であることを本書は教え
てくれる。普遍的人権の問題を考えるとき、フランス革命の時空間に身
を置くことは無意味ではなかろう。

前　田　更　子
（教授／フランス語／西洋史 

（フランス近現代史））

「問い」からはじまる歴史学
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２．�『アフリカを活用する―フランス植民地からみた第一次世
界大戦』平野千果子（人文書院、2014年）

　第一次世界大戦は、単に大国間の戦いではなかった。
巻き込まれた植民地の人々の数は計り知れない。遠い
未知の国フランスのために、初めて訪れたヨーロッパ
の地で命を落とすアフリカの兵士たち。普遍的人権の
原則と現実にある差別、フランス共和国を多面的に描
き出した、心を揺さぶる一冊。

３．�『死の歴史』�
ミシェル・ヴォヴェル／池上俊一監修（創元社、1996年）

　誰もが避けられない死。だが死への眼差しや感覚は
時代と場所によって異なる。キリスト教の世界と仏教の
世界。呪術的医療に頼っていた中世と多くの人が病院
で最期を迎える現代。ヨーロッパ社会における死の表
象、習俗の変化を論じる本書から、恐怖や悲しみ、愛
の捉え方も歴史的創造物に過ぎないことを学ぶだろう。

４．�『戦争の日本近現代史—東大式レッスン！征韓論から太平
洋戦争まで』加藤陽子（講談社現代新書、2002年）

　歴史研究は「問い」から始まる。「なぜ国民は太平
洋戦争をやむをえないと思うようになったのか」。本
書はその回答を、明治維新までさかのぼり、為政者が
戦争を正当化する論理の形成、国民が戦争を受容する
ようになる感覚の形成、認識の転換の過程を丹念に検
証することから導き出す。

「問い」からはじまる歴史学
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1．�変容する近代東アジアの国際秩序　�
茂木敏夫（山川出版社（世界史リブレット）、1997年）

　みなさん、「中国」って何なのでしょう？
　「中国」と「中華」と「漢民族」は似ています。いや、日本では同じ
だと思われています。でも全く同じというわけではありません。たとえ
ば、台湾には、「中国」は受け入れないものの、「中華」と「漢民族」は
受け入れる人がいます。チベットには、「漢民族」は受け入れないものの、
「中国」と「中華」は受け入れる人がいます。「中国＝中華＝漢民族」
という日本の対中認識は実はかなり単純化されており、現実の中国とは
あまり一致しません。
　「中国とは何か」を考える際、そもそも「中国」という自己認識がど
う作られてきたのかという問題は避けて通れません。日本では、新疆ウ
イグル自治区やチベット自治区、台湾を「中国」と考えることに違和感
を覚える人が多いです。逆に当の中国では、中国共産党にあまり同調し
ない層も含めて、大多数の人がこれらの地域を国内と認識しています。
　中国人のこうした自己認識の形成史を本書は分かりやすく解説してく
れております。著者は歴史学者の立場から、示唆に富む興味深い歴史的
事実をかみ砕いて紹介しているので、一年生にも十分理解できる内容と
なっております。教養の第一歩として読むにふさわしい本書をぜひ手に
取って、そしてページをめくってみてください。新しい世界観がそこに
広がっています。

解るとは自分が変わるということ

羽　根　次　郎
（准教授／中国語・日本アジア地域論・
日本アジア文化論／東アジア近現代史）
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2．�台湾を考えるむずかしさ　松永正義（研文出版、2008年）
　日本では「親日」とばかり紹介される台湾。でも、
その「親日」的表現の背後には思いも及ばぬ複雑な台
湾の事情が存在しています。本書は、その複雑さにつ
いて、清代から日本統治時代そして現代に至る文脈の
中で分かりやすく解説しています。台湾に興味がある
のにどういうトコロなのかよく分からない、大陸中国
以外から中華や東アジアについて考えたい、という学
生にはオススメの一冊です。

3．�日本とアジア　竹内好（筑摩書房（ちくま学芸文庫）、1993年）
　中国語には「你中有我，我中有你」（あなたの中に
わたしがいて、わたしの中にあなたがいる）という言
い回しがあります。本書の問題認識にあるのも、中国
の問題を中国の中に閉じ込めず、「わたし」の問題と
して開いていこうとする努力です。相手の中に自分の
問題を見つけ、自分の中に相手の問題を見つける。こ
れは政治経済学を志す学生が共有すべき観点ともいえ
るのではないでしょうか。

4．�中国史のなかの諸民族　�
川本芳昭（山川出版社（世界史リブレット）、2004年）

　中国史をたどっていくと、拓跋や鮮卑などの一見し
て漢民族とは思えない民族名を見かけることがありま
す。中国の北方は平原地帯が多いですから、民族の交
流や融合は歴史上活発に進んできました。それゆえ、
かつては存在していたのに今は消失した民族が多数い
るわけです。歴史の長さゆえに、例えばアメリカなど
とは異なる民族概念を育んできた中国の文脈を本著は
丁寧に解説しております。

解るとは自分が変わるということ
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１．『李白詩選』松浦友久編訳（岩波文庫、1997年）
　漢詩は、古典中国語表現のエッセンスといってよいでしょう。なかで
も、唐代に様式として確立した絶句と律詩は、その最も洗練された形を
表しています。唐代を代表する詩人である李白は、絶句の名手として知
られます。「牀

しょう

前　月光を看
み

る／疑うらくは是
こ

れ地上の霜かと」（「牀
しょう

」
はベッドのことです）「孤帆の遠影　碧空に尽き／唯

た

だ見る　長江の天
際に流るるを」このような詩句からも、李白のイメージ喚起力のみごと
さがうかがえるでしょう。たとえば、次のような絶句があります。「蜀
国に曽

かつ

て子
し

規
き

鳥
ちょう

を聞き／宣城に還
ま

た杜
と

鵑
けん

花
か

を見る／一叫　一回　腸一
断／三春　三月　三巴

は

を憶
おも

う」松浦友久氏の訳を参照してみましょう。
「むかし蜀の国で、子

ほ

規
とと

鳥
ぎす

の声を聞いたものだ／いままた宣城で、杜
ほ

鵑
とと

鳥
ぎす

にゆかりの杜
と

鵑
けん

花
か

を見ている／血を吐くように一と声鳴けば、一とた
び故郷が回想され、腸

はらわた

も一とたびちぎれる思い／この三春の、三月に、
遠い三巴の地を憶

おも

うのだ」「蜀」と「三巴」は、李白の故郷である現在
の四川省あたりを指し、「三春」は春の三か月を指しています。三、四
句目の訓読と現代語訳を対照すれば、漢詩表現の情報量が実感できるで
しょう。漢詩を読むことは、中国の古典世界に旅立つことです。李白は、
きっと最良の旅先案内人になってくれるはずです。

本　間　次　彦
（教授／中国語／中国前近代思想）

中国の古典世界に旅立つ前に
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２．『杜甫詩選』黒川洋一編（岩波文庫、1991年）
　李白といえば、杜甫です。杜甫の本領は律詩に発揮
されます。「風急に天高くして猿 嘯

しょう

哀
かな

し／渚清く沙
すな

白
くして鳥飛廻

めぐ

る／無辺の落木は蕭
しょう

蕭
しょう

として下
お

ち／不尽
の長江は袞

こん

袞
こん

として来
きた

る」「猿嘯
しょう

」は猿の鳴き声、「蕭
しょう

蕭
しょう

」「袞
こん

袞
こん

」は擬態語です。二句ずつみごとな対句が
構成されています。杜甫の詩表現の精密さは、必ずあ
なたの感受性を刺激するでしょう。

３．�『蘇東坡詩選』小川環樹・山本和義選訳（岩波文庫、1975年）
　詩の表現に知的な遊戯性の要素を導入して、唐詩と
は異なる作風を確立したのが、北宋の大家である蘇軾

しょく

（蘇東
とう

坡
ば

）でした。「横に看
み

れば嶺を成し　側には峰
を成す／遠近　高低　一も同じきは無し／廬

ろ

山の真面
目を識

し

らざるは／只
た

だ身の此
こ

の山中に在るに縁
よ

る」蘇
軾の詩の平明さと独特の開放感は、あなたにも親密な
ものに感じられるはずです。

４．�『陶淵明全集』（上・下）�
松枝茂夫・和田武史訳注（岩波文庫、1990年）

　唐代以前では最も著名な詩人、陶淵明の作品は、政
情不安定な時代の中に書かれたものです。そのためか、
内省的な内容の詩が多く、老荘思想の影響も強くうか
がわれます。「行止は千万端／誰か非と是とを知らん
や／是非　苟

みだ

りに相形
くら

べ／雷同して共に誉め毀
そし

る」思
想詩の可能性を後世に示した彼の詩は、今でも古びて
いません。

中国の古典世界に旅立つ前に
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１．�『歴史と民族の発見』石母田正（平凡社ライブラリー、2003年）
　日本、日本人とはいったい何であるのか、実は考え始めたら、わけが
分からなくなります。昔からそのようにして日本のまとまりがあったか
らだ、という答えが最も妥当でありつつ、その答えはある意味で空洞化
に堕する可能性もあります。日本にあった王朝らしきものも、大陸中国
で残された文献から確認されたりするわけです。どうやら、日本、日本
人なるものをはっきりさせようとするなら、歴史に遡る努力が必要のよ
うです。では、どこまで、どの程度まで遡れば ? これ自体もかなりの難
問です。歴史は書かれてこそ歴史となるのですから、個々の歴史を調べ
る前提として、歴史家という存在の歩みにスポットを当てて見るのも面
白いでしょう。本書は、ずばり歴史や民族（日本人及びアジアの民族）
は元々から自明なものではなく、世界史の中で発見されるものだ、とい
うことをこの作者が自身の歩みの中から明らかにしようとした著作で
す。作者、石母田正は戦前生まれ、戦後の歴史学の第一人者となった方
です。現在を生きる日本人にとって、まさに初めの難関こそ、二〇世紀
の中ほど、戦前と戦後の価値観が大きく変わった事態にあります。しか
も、この大きな変化のあり様に関しては、アメリカ合衆国は元より、ア
ジアの人々との関係構造の激変が介在していた、ということです。

丸　川　哲　史
（教授／中国語／東アジア文化論）

世界史の視点から日本とアジアの関係を 
考える読書案内
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２．�『日本とアジア』竹内好（ちくま学芸文庫、1993年）
　竹内好は、戦前から魯迅など中国文学の研究と翻訳
を始め、そして戦後の中国研究の出発を象徴する人物
となりました。戦前において、当時としては例外的に

「中国には民族意識がある」と言いました。かつては、
中国には民族意識（ナショナリズム）がない、という
ことが中国への軽蔑の根拠だったのです。彼が主張し
ていたのは、隣り合う民族の「心」を知ることが最も
重要だ、ということでした。

３．�『日本の思想』丸山真男（岩波新書）
　ここで言われている「思想」とは、リベラリズムや
マルキシズムといったカテゴリーであると同時に、日
本人的な発想や行動のパターンのことです。ただそれ
を社会学や心理学ではなく、政治思想という研究分野
から考えています。丸山が最も強調したことは、人間
を政治的に解放する価値としての「近代」をどう捉え
るか、でした。そしてそれは、今も日本人の課題であ
り続けているのです。

４．�『世界史の構造』柄谷行人（岩波書店）
　柄谷行人は、人間社会の成り立ちを人類の交換様式
から明らかにしました。共同体内部の互酬関係、国家
と個人との間の徴税と保護、貨幣経済を通じた商品交
換など、その組み合わせから世界史の構造を描き出そ
うとしています。本書が伝えているのは、歴史は単な
る個々の事例の寄せ集めではなく、理論的に把握され
るものだ、ということです。この著作は、世界中の言
葉に翻訳されています。

世界史の視点から日本とアジアの関係を考える読書案内
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１．�『コルタサル短編集　悪魔の涎・追い求める男　他八篇』�
フリオ・コルタサル（木村榮一訳）（岩波文庫、1992年）

　人はなぜ文学作品を読むのだろう。ひとつの理由は、それが他者と世
界を知ることだからだ。はるか昔に書かれたものが、はるか遠くで書か
れたものが、自らといかに同じか、いかに違うかを教えてくれる。たと
えば恋をした君の気持ちは、800 年近く前に編まれた小倉百人一首のど
こかにきっと見つかるし、まったく逆に、同じ国の同じ世代の人間が書
いているものが、君にまるっきり新しい世界を見せてくれることもある
だろう。
　フリオ・コルタサルはアルゼンチン人として生まれるが、生地はブ
リュッセル郊外、その後ブエノスアイレス郊外で育ち、作家活動のほと
んどはパリを拠点として行い、作品はいずれもスペイン語で書いている。
こうした越境性を反映してか、彼の作品にはいつのまにか異世界に（た
とえば現在から過去に、現実から夢に、自己から他者に……）入り込ん
でしまうものが多い。ここに収められた短篇を読んだ後にはもう、眠り
から覚めたとき、授業を終えて教室から出て行くとき、地下鉄から降り
るとき、そこにある世界がまったく同じものであるのかどうかすら、疑
わしくなってくる。

内　田　兆　史
（准教授／スペイン語／ラテンアメリ

カ現代文学）

選ぶのはキミだ、決めるのはキミだ、考えるのはキミだ、 
ほかの誰でもないんだ（Rhymester, “The Choice is Yours” より）
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２．�『カモメに飛ぶことを教えた猫』�
ルイス・セプルベダ（河野万里子訳）（白水uブックス、2005年）

　猫のゾルバはある日、瀕死のカモメから卵と三つの
約束の実行を託される。作家自身によって、「8 歳か
ら 88 歳までの若者たちのための小説」と銘打たれた
この小説には、他者とともに生きること、理解しあう
こと、信じること、望みをかなえるために全力で挑戦
すること、約束をしてそれを守ることの難しさとすば
らしさが活き活きと描かれている。

３．�『何でも見てやろう』小田実（講談社文庫、1979年）
　上記『カモメに飛ぶことを教えた猫』の作者ルイス・
セプルベダは若い頃から世界中を経巡った旅人であっ
た。「ベ平連」代表になる直前、20 代の小田実も世界
を放浪した。そこで見て感じたことを綴ったこの本は、
以来旅する若者のバイブルとなった。読めば旅に出た
くなる。旅先は隣駅だっていい、大切なのは自分の目
で見て、自分の心で感じること。

４．�『ぼくらの民主主義なんだぜ』高橋源一郎（朝日新書、2015年）
　2015 年の夏、国会前をはじめ日本中で、「民主主義っ
て何だ？」と問い続け、その答えを、自分たちの言葉
と行動で模索し続ける若者たち、人びとの数が増えて
いった。小説家高橋源一郎のこの本も、「民主主義」
を探し続け、そのありようを「ぼくらの」言葉で語り
かけてくる。現在の世界と言葉への扉となる一冊。

選ぶのはキミだ、決めるのはキミだ、考えるのはキミだ、ほかの誰でもないんだ（Rhymester, “The Choice is Yours” より）
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１．�『セビーリャの色事師と石の招客　他一篇』�
ティルソ・デ・モリーナ／佐竹謙一　訳（岩波文庫）

　黄金時代といわれたスペインの 17 世紀、ベラスケスやセルバンテス
といった後世に名を残すこととなる芸術家たちが活躍した。演劇は国民
的娯楽となり、劇作の活動も顕著であった。
　その中で、スペインで生を受け国境を越え、ヨーロッパの他の国々に
知られることになったのが、本作品に登場する「ドン・フアン」と呼ば
れた人物である。プレイボーイの典型として 17 世紀スペイン人修道士
の筆によって創出された「ドン・フアン」像は、その後モリエール、モー
ツァルト、バイロン、トルストイなど、多くの芸術家によって書き換え
られてきた。本作品はドン・フアンをモチーフにした世界最初のもの。
享楽主義者で、無神論者のドン・フアンはどんな女性をも夢中にさせる
魅力的な男だ。だが、彼が望むのは快楽のみ。そのうち、天罰が下ると
下男から脅されても、「なんと、気の長い話か」と罪意識などありはし
ない。しかし天罰は恐ろしい亡霊となってやってくる。
　また、女の執念から生まれるハチャメチャ喜劇『緑のズボンをはいた
ドン・ヒル』も本書には収録されている。社会的弱者であった女子が自
分の名誉挽回のために奮闘し、恋人をギャフンと言わせるだけでなく、
機知に富んだ嘘やまやかしによって、周りの人々を魅了する姿は圧倒的
だ。現在も上演され続けている二作品を読むことで、400 年ほど前のス
ペイン人の生き生きとした姿を想像することができるにちがいない。

仮　屋　浩　子
（准教授／スペイン語／スペイン語圏

文学・演劇史）

プレイボーイの典型を生んだスペイン、 
享楽と憂鬱と宿命と
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２．�『カザルスの心―平和をチェロにのせて』�
井上頼豊（岩波ブックレット、1991）

　フランコの独裁政権時に亡命し祖国に戻ることのな
かったチェロ奏者カザルスはカタルーニャの民謡『鳥
の歌』を奏で続け、故郷への思いを募らせた。カタルー
ニャが孕んできた独立問題を、平和主義者カザルスの
生涯を振り返ることで知ることができる一冊。

３．�『カタロニア讃歌』�
ジョージ・オーウェル／都築忠七　訳（岩波文庫）

　『1894』や『動物農園』などの名作を著したオーウェ
ルが一兵士として参加した自らのスペイン内戦（1936-
1939）体験を描いたのが本作品である。バルセロナで
の市街戦、スターリン主義への批判、そして人間味あ
ふれるスペイン人、カタルーニャ人への愛情や敬意が
飾らぬ文体で語られている。

４．�『血の婚礼　他二篇』�
ガルシーア＝ロルカ／牛島信明　訳（岩波文庫）

　スペイン、とりわけ南のアンダルシア地方の人々の
情と宿命が見事に描かれたこれらの劇作品は、スペイ
ン内戦勃発直後に殺された作者の運命を暗示している
かのようである。スペインという国を、演劇、現代史、
社会史、文化史的視点から知るための良書である。

プレイボーイの典型を生んだスペイン、享楽と憂鬱と宿命と
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１．�『新世界のユートピア―スペイン・ルネサンスの明暗―』�
増田義郎（中央公論社、1989年）

　政治経済学部の学生諸君と同様、大学時代の私の専攻はスペイン語で
はなかった。しかし第二外国語として勉強し始めたスペイン語に対する
強い好奇心を抑えることができず（大学一年次に偶然実現したスペイン、
マドリードへの旅の影響が大きい）、将来はスペイン語を使った仕事を
したいと思ったのが三年次の春だった。スペイン語圏にかかわる書物を
読みあさる途上で出会ったのが本書だ。内容は強烈の一言に尽きた。何
しろ高校までの自分が全く習うことのなかった血沸き肉躍る歴史が書か
れていたからだ。「この世がもうすぐ終わる」という終末論が本気で信
じられていた 15 世紀末のヨーロッパ、その最中で起きたアメリカの「発
見」（1492）、幾多の先住民をキリスト教に改宗させることで終末の危機
を脱しようとした宣教師たち。ヨーロッパとアメリカというスケールの
大きな空間で繰り広げられた歴史はダイナミックという以外になかっ
た。そして理想的な世界、つまりユートピアをアメリカで実現させよう
とした当時のスペイン人の生のエネルギーに強く心を揺さぶられた。日
本で普通に暮らしていたら知ることのない歴史がこの本にはつまってい
る。フロンティア精神あふれる人にはぜひとも勧めたい一冊である。

武　田　和　久
（准教授／スペイン語、国際地域研究
基礎論／ラテンアメリカ史、ラテンア

メリカ地域研究）

歴史のダイナミズム、フロンティア精神に 
突き動かされて
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２．�『旧世界と新世界―1492-1650―』�
ジョン・H.�エリオット著、越智武臣、川北稔 訳（岩波書店、2005年）

　植民地化されたラテンアメリカがヨーロッパに与え
た強烈なインパクトを論じたのが本書である。「発見」
がヨーロッパ人に迫った伝統的な歴史認識の修正、大
量の貴金属の流入による価格革命、広大な未開拓地の
領有をめぐる国際紛争など、アメリカは、ヨーロッパ
に支配されていたというよりも、途方もない影響を与
えていたという、読了後はまさに目から鱗の一冊である。

３．�『ラテンアメリカ文化史―二つの世界の融合―』�
マリアーノ・ピコン=サラス著、グスタボ・アンドラーデ、村江四郎 訳（サ
イマル出版会、1991年）

　現在のラテンアメリカでよく目にする教会。「全人
類のキリスト教化」を目標に新世界に渡った宣教師た
ちの夢の跡。旅行ガイドブックもない当時、彼らを危
険な航海へといざなった情熱とは何だったのか。この
本には先住民の改宗のために宣教師がラテンアメリカ
各地に建設した伝道村（レドゥクシオン）の記述が出
てくる。壮大なる社会実験の帰結は本書を手にとって
確かめてもらいたい。

４．�『大学で何を学ぶか―自分を発見するキャンパス・ライフ―』�
加藤諦三（光文社、1979年）

　「他の人と違っていてよいではないか」という本書
の主張に感化され、私はラテンアメリカという未知な
る研究領域へと足を踏み入れた。決して戻ることのな
い今という時間を精一杯生きることの大切さを優しい
言葉で語ってくれるのが本書である。同じ著者の姉妹
編『青春をどう生きるか―いまやらなくて、いつやれ
る―』（光文社、1981 年）もあわせて読んでもらいたい。

歴史のダイナミズム、フロンティア精神に突き動かされて
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１．�『日本人の知らない日本語1・2・3・4』�
蛇蔵&海野凪子（メディアファクトリー）

　「こんにちは」は、「わ」と発音するのになぜ「は」と書くのか。「大
学え行く」と発音するのに、なぜ「大学へ行く」と書くのか。このよう
に発音と表記が異なっているのは、一体何故なのか。また、「私は○○
です」と「私が○○です」の「は」と「が」はどう違うのか。「私とあ
なたは気の置けない仲です」と言われたら、喜んでいいのか怒るべきな
のか。「流れに棹さす」とは時流に乗るのか抵抗するのか。兎の数え方
は「匹」ではなく、「羽」なのは何故なのか。
　このように日本語は奧が深くて難しい。本書は日本語を学ぶ外国人の
視点から、素朴な日本語への疑問に答えるというスタイルをとっている
コミックエッセイである。実際の日本語学校で教えている教師のネタを
もとに、多くの日本語の参考文献を駆使しながら記されている。
　国際化の時代である。そうであるが故に英語をはじめとする外国語を
学ばなければならないが、しかし、それとともに日本に関心を持つ外国
人に、日本語や日本文化の質問にも答えなければならないのだ。そんな
日本語の初歩をこれによって学ぶことができる。もちろんこれはその入
門にしか過ぎないのであるが。
（中野図書館　開架コーナーに配置）

池　田　　　功
（教授／国語表現／日本文学）

日本人だって知らない不思議な日本語
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２．『問題な日本語（正・続）』北原保雄（大修館書店）
　本書はどこかおかしい日本語を取り上げ、なぜその
ような誤用が生まれるのかを解説している。例えば、
「全然いい」という表現であるが、「全然」は否定を
伴うのであり間違いであると考えがちである。しかし、
夏目漱石や芥川龍之介にも使用例がある。また現在一
般的に使用されているので誤りではないと結論づけて
いるなど、柔軟な立場をとっている。

３．�『まちがいだらけの日本語文法』町田健（講談社現代新書）
　私達が小学校から高校まで学んできた学校文法（教
科書文法）は、英文法を手本にした橋本進吉文法をも
とにしている。しかし、学会では英文法と日本語文法
は全く同じではないとして反論がなされている。例え
ば日本語には文節を定義する必要もなく、自動詞と他
動詞の区別や形容動詞も必要なく、未来形時制もない
とするのである。目から鱗が落ちるような刺激を受ける。

４．�『政
お え ら が た
・官・財の国語塾』イアン・アーシー（中公文庫）

　日本の官僚は独特の文体を用いて文章を書く決まり
になっている。「整備」「検討」「把握」「主体」「適切」
「施設」「等」「性」などの漢語を乱発し、難解で抽象
的で決まりきった表現を使うのである。一般社会では
悪文とされてしまうであろう。このような官僚の独特
の日本語表現を、著者は「全く活気がなく死んだも同
然」の文章であると皮肉たっぷりに批判している。

日本人だって知らない不思議な日本語
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１．�『青年の環』全５巻　野間宏（岩波文庫）
　野間宏（1915～1991）は第一次戦後派の代表的な作家である。発表さ
れた作品は多いのだが、現在は文庫本も少なく、実際に読もうと思って
もなかなか読むことができない。それゆえ知る人も少ないだろう。しか
しこの作家にはすごい長篇小説がある。それが『青年の環』である。
1949 年から執筆を開始し、完結したのが 1971 年。実に 22 年の歳月を
かけて完成したのがこの『青年の環』なのである。この作品は矢花正行、
大道出泉の二人を中心に差別問題や恋愛、性など様々なテーマが展開す
る。時間の経過としてたった 20 分くらいの場面に 200 頁近くの描写を
費やしたり、全て大阪弁で展開する場面など実験的な試みもあり飽きる
ことがない。野間自身が発言しているようにサルトルの全体小説を目指
した作品だが、そんな難しいことはわからなくてもごく自然に物語に引
き込まれる。
　文庫本１冊あたり約 900 頁。それが５冊なのだから大長篇小説である。
この作品の連載開始から完結までを粘り強く担当したのは河出書房の名
編集者である坂本一亀。坂本にはピアノが好きな息子がいたのだが、野
間宏が原稿を持って自宅に来たときには作品を読むのに集中するために
ピアノを弾くことを強く禁じたという。その息子がのちの坂本龍一にな
るのだから不思議な縁である。ともかくガッツリと読書したい人にはお
すすめの作品である。

嶋　田　直　哉
（教授／日本近代文学／現代演劇批評）

本当にすごい日本の近代長篇小説
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2．�『豊饒の海』全４巻　三島由紀夫（新潮文庫）
　『春の雪』（1966）、『奔馬』（1968）、『暁の寺』（1970）、

『天人五衰』（1971）の４巻からなる三島由紀夫（1925
～1970）の長篇小説。輪廻転生をテーマに三島の頂点
をなす作品。特に『春の雪』は豪華絢爛な文体で描か
れ三島文学を存分に堪能できる。最後の作品『天人五
衰』の幕切れに壮大なオチが待ち受けている。末尾の
日付が三島の自決の日であるのが感慨深い。

３．�『神聖喜劇』全５巻　大西巨人（光文社文庫）
　記憶力が飛び抜けて優れた陸軍二等兵東堂太郎。彼
の記憶による詳細な軍隊生活の描写、様々な文献から
の引用、戯曲形式に変化する文体など文章スタイルも
様々で大いに知的興奮を覚える作品。野間宏『真空地
帯』（1952）に対抗するように書かれた軍隊小説がこ
の『神聖喜劇』（1980）だが、面白さは比較するまで
もなくこの作品に軍配が上がる。大西巨人（1916～
2014）の傑作であるばかりでなく、日本戦後文学の傑作である。

４．�『大菩薩峠』全20巻　中里介山（ちくま文庫）
　机竜之介を主人公とする時代小説。途中から登場人
物が作者である中里介山（1885～1944）の手を離れて
勝手に動き出してしまい収拾がつかなくなり構造的に
破綻してしまっている点がなんとも魅力的な作品。物
語展開はスピーディーで様々な登場人物が生き生きと
描かれていて面白いのだが、次第に支離滅裂となり結
局は未完（1941）に終わってしまうという構成的には
散々な作品。しかし読了後はその不自然ささえも愛おしく、紛れもない
名作と感じてしまう。

本当にすごい日本の近代長篇小説
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１．『暗夜行路』志賀直哉（新潮文庫）
　『暗夜行路』（『改造』大正 10～昭和 12 年）は、志賀直哉の代表作で
あるばかりか、日本の近代小説を代表する作品でもある。『城の崎にて』
や『小僧の神様』をはじめ短編小説を多く手掛けた彼にとっては、唯一
の長編小説となった。自分の出自や妻・直子との関係をめぐって苦悩し、
過剰な自意識に苛まれ続けた主人公・時

ときとうけんさく

任謙作は、伯
ほう

耆
き

大山の山腹で夜
明けを迎えるクライマックスの場面（第四の十九）で、その雄大な光景
を眼にしながら、小さな存在である自分が大きな自然のなかに溶け込む
快い陶酔感を覚え、平安で調和的な心境にいたる。
　かつて「「暗夜行路」は、傑

すぐ

れた恋愛小説である」（「志賀直哉論」、『改
造』昭和 13 年）と述べたのは、文芸評論家の小林秀雄だった。具体的
には記述されていないので、どこまで額面どおりに受けとめていいかは
疑問だが、それは主人公と複数の女性との関わりのうちに求めることが
できるだろう。青年芸術家の謙作は直子をはじめ、芸者の登喜子や女給
のお加代、さらには祖父の妾・お栄といった女性たちに対して、性質は
異なるがそれぞれに愛情を寄せる。とりわけ婚約した直子と京都・南禅
寺近くの疎水を並んで歩く場面（第三の十二）は美しい。

冨　澤　成　實
（教授／日本文学・国語表現／ 

志賀直哉の文学）

「恋愛」の日本近代文学
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２．『北村透
とう
谷
こく
選集』勝本清一郎校訂（岩波文庫）

　本書収録の「厭
えん

世
せい

詩
し

家
か

と女性」（『女学雑誌』明治
25 年）は、現代のテレビドラマなどでも、なお繰り
返し描かれる「ピュアな恋愛」観の起源にあたる。文
語文であるため読みやすいとはいえないが、この評論
を通じて、それまでの日本の古典文学のなかで描かれ
てきた「色」「恋」「情」とは異なった、精神性を重視
する神聖で高尚な恋愛観の発生の現場に立ち会うこと
ができる。

３．『阿部一族・舞姫』森鷗外（新潮文庫）
　本書収録の「舞姫」（『国民之友』明治 23 年）は二
葉亭四迷の「浮雲」と並んで、わが国最初の近代小説
ということができる歴史的にも重要な作品。留学先の
ドイツで自由という精神に触れた主人公・太田豊太郎
は、若い踊り子・エリスと恋に落ちる。この恋はしか
し、エリート官僚として立身出世を遂げようとする彼
のキャリアに抵触し、そのため彼は激しく懊悩する。
そしてこのように懊悩する主人公こそ、新しい、近代の人間の姿だった。

４．�『にごりえ・たけくらべ』樋口一葉（新潮文庫）
　人は子どもであることを終えて、やがて大人になら
なければならない。本書収録の「たけくらべ」（『文学
界』明治 28～29 年）は大

だい

音
おん

寺
じ

前
まえ

という、吉原遊郭の
隣町を物語の舞台とする。この町に暮らす少年や少女
たちは、どのように大人になっていくのだろうか。将
来、遊女になる美

み

登
ど

利
り

と僧侶になる信
しん

如
にょ

との、淡い恋
と別離のさまを美しく描き出している。作者は満 24
歳で夭折したが、本小説は前年の 23 歳の若き日に発表した作品である。

「恋愛」の日本近代文学
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１．『新版　論文の教室』戸田山和久（NHK出版、2012年 8月）
　大学で授業を受けると、これまでとのちがいに戸惑うことも多いと思
います。その中で最も困惑するのが「レポート課題」ではないでしょう
か。いつも学期末には学生諸君の「レポート課題、2000 字も何を書い
たらいいのかわかんないよ！」という悲鳴が聞こえてきます。そして、
レポートを読む側も「何が書かれてるのかわからないよ！」と悲嘆する
のです。お互い不幸になるんだからレポート課題なんてなければいいの
に……というわけにもいかないのですね。
　さて、稿者はみなさんが受講できる科目のうち、「国語表現」を担当
しています。この授業では、そんな「わけのわからない文章」を書かな
いようにするための内容を学んでもらいます。ただ、授業ではフォロー
しきれないこともあるので、『新版　論文の教室』（戸田山和久、NHK
出版、2012 年 8 月）を紹介しておきましょう。
　当該書は、どうすれば論理的な文章を書けるようになるか、つまり文
章を書くときの構成について学ぶことができるものです。みなさんは、
文章の書き方を言葉だとか文のレベルで捉えているかもしれませんが、
それだけじゃないですよ、ということを知るためにも、この本は有用です。
　最後に、文章を書けるようになるコツをお教えしましょう。それは……
というところで字数が尽きました。続きは授業で。

植　田　　　麦
（教授／国語表現、日本文学／ 

日本古典文学）

レポート必勝法、教えます。
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２．�『新版�大学生のためのレポート・論文術（講談社現代新書）』
小笠原喜康（講談社、2009年 11月）

　レポート・論文執筆のための体裁を知ることができ
ます。レポートや論文を書く際の、基本的な事柄、た
とえば word をどうやって使えばいいか、引用や注釈
はどのように示せばいいか、そもそもレポートの参考
資料を集めるためには？といったことが解説されてい
ます。

３．�『ぎりぎり合格への論文マニュアル（平凡社新書）』�
山内志朗（平凡社、2001年 9月）

　この本では、論理的な文章を書くときの作法を学ぶ
ことができます。「ぎりぎり」と名乗っていますが、
この本に書かれていることがきちんと守られていれ
ば、「十分に」合格水準のレポートが書けます。とこ
ろどころに「心得」として、内容をまとめてくれてい
るのもありがたいところ。

４．�『悪文―裏返し文章読本（ちくま学芸文庫）』�
中村明（筑摩書房、2007年 1月）

　この本では、様々な面から悪文について考察を加え
ています。たとえば「分量の調節」、語られる情報の
分量についての考察です。ところで、稿者に許された
紙幅はここまでなのですが、読み直してみて、ブック
ガイドとしての情報が少ないことに気づきました。タ
イトルも羊頭狗肉ですね。

レポート必勝法、教えます。
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1．�『メンバーチェンジの思想　ルールはなぜ変わるか』�
中村敏雄（平凡社ライブラリー）

　健康志向の高まり、スポーツイベントによる町おこしや新たなコミュ
ニティの創成、オリンピックや W 杯のような国家レベルのイベントによ
る都市計画の刷新や外交関係の改善など、現代社会において、スポーツ
は我々の生活に欠くことの出来ない文化である。しかしながら現状とし
ては、スポーツを優れた文化として捉えるどころか、金銭的利益の手段、
人々を統制する手段として利用される傾向がある。本書における「人間
の尊厳が守られているかどうかという視点からスポーツを考察すること
は、今日、とくに必要かつ重要である」という著者の啓示的なメッセー
ジは、我々がスポーツを考えるうえで有用な示唆を与えてくれる。スポー
ツが我々の社会にとって意義のある文化として発展されるためにも、近
代スポーツの歴史認識を把握することは重要である。本書は、なぜラグ
ビーボールは楕円形なのか、なぜテニスのスコアは 15、30、40 と数える
のか、なぜオフサイドというルールがあるのかなど、無批判に受け入れ
がちな素朴な疑問を切り口にしている。その競技がどのような歴史を歩
み、どのような発展を遂げ、現在の社会にどのような影響を及ぼしてい
るのかという、歴史的経緯からスポーツを理解するには最適の書である。

後　藤　光　将
（教授／運動学演習、 

生涯スポーツ演習、スポーツ文化論／
スポーツ史・オリンピック教育）

スポーツからみる多様な世界、 
スポーツの近現代史
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２．�『倫敦から来たスポーツの伝道師　お雇い外国人F.W. ス
トレンジの活躍』高橋孝蔵（小学館新書）

　明治 8（1875）年にイギリスから英語教師として来
日した F.W. ストレンジ。彼は、日本初のスポーツ指
南書を出版し、スポーツマンシップを説き、運動会を
開催して「部活動」のシステムを作った。のちに日本
近代スポーツの父と呼ばれた F.W. ストレンジの明治
初期の日本人学生との奮闘振りを、綿密な史料調査に
基づき描いている。

3．『東京五輪1964』佐藤次郎（文春新書）
　敗戦から 19 年後、奇跡の復興を遂げ、高度成長を
続ける日本・東京でオリンピック大会が開催された。
本書は、15 日間にわたって行われた 1 日ずつについて
テーマと主人公を選び、15 の物語で構成されている。
有名無名も関係なく、競技者あるいは大会に何らかの
かたちで関わった人々が経験した「それぞれの東京五
輪」。来るべき 2020 年を考える重要なヒントとなるよ
うな内容である。

４．�『なぜ東京五輪招致は成功したのか？』松瀬学（扶桑社新書）
　著者は 1988 年ソウル五輪大会から取材を続けてき
たスポーツジャーナリスト。ジャーナリストとしての
人脈、取材力を駆使して 2020 年東京五輪招致活動の
舞台裏に迫った。テレビマネーと開催都市の関係、
2016 年招致失敗からの再出発、各関係者へのインタ
ビューなど、ルポルタージュの領域を超えた歴史的意
義をも有する内容である。

スポーツからみる多様な世界、スポーツの近現代史
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１．『スポーツとは何か』玉木正之（講談社、1999年）
　みなさんにとってこれまでスポーツは、体育の授業や部活動で「やる」
対象、あるいはテレビやスタジアムで「みる」対象だったと思います。
しかし、現代社会にこれだけ浸透しているスポーツは「考える」対象に
もなり得ます。この本ではスポーツの根源的な要素としてある「遊び」
に始まり、スポーツ界独特の規範である「アマチュアリズム」、日本の
スポーツの発展において特徴的な「企業スポーツ」や「高校野球」、「根
性」など 24 のキーワードが並び、それぞれが章として読み切り型の構
成になっています。
　例えばオリンピックはどのような歴史を経て現在のような隆盛を極め
ているのでしょうか。企業やギャンブル、ジャーナリズムやナショナリ
ズムはスポーツとどのような関わりを持っているのでしょうか。あるい
は、最近耳にするようになった「スポーツ文化」とはどのような考え方
なのでしょうか。
　この本は現代社会におけるスポーツの姿と、それに至るまでの歴史に
ついて幅広く紹介しており、スポーツについて「考え」始めるきっかけ
を作ってくれます。興味のあるキーワードが見つかったら、巻末にある
参考文献に手を伸ばしてみるとよいでしょう。

高　峰　　　修
（教授／健康運動科学、身体文化論、

教養基礎講座／スポーツ社会学、 
スポーツ ･ ジェンダー論）

「考える」対象としてのスポーツ
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２．『オリンピックと商業主義』小川勝（集英社、2012年）
　最近のオリンピックはよく商業主義化されていると
批判されます。ところでオリンピックが商業主義化さ
れたとは、具体的にどのようなことなのでしょうか。
またどうしてオリンピックは商業主義化の道を選択せ
ざるを得なかったのでしょうか。オリンピックにとっ
ての商業主義の功罪は何なのでしょうか。この本はこ
うした疑問に答えてくれます。

３．『サッカーと人種差別』陣野俊史（文藝春秋、2014年）
　スポーツは人々が人種や国籍といった境界を越えて
互いに理解を深める機会になり得ます。しかし同時に、
プレイヤーやファン同士の憎悪が衝突し、差別感情が
刺激される場でもあります。この本は人種差別の問題
について、ヨーロッパのサッカーを舞台によみやすい
文章で解説しています。著者の陣野さんは政治経済学
部の教養演習を担当されています。

４．�『女性アスリートは何を乗り越えてきたのか』�
読売新聞運動部（中央公論新社、2013年）

　女子サッカーのなでしこジャパンが 2011 年にワー
ルドカップで優勝したことをきっかけに、日本でも女
子のスポーツが注目を集めるようになりました。しか
し同時に、女性アスリートの身体や練習環境などさま
ざまな面での条件やサポートが不十分であることも見
えてきました。この本は女子スポーツの現状や問題点
をテーマに書かれた、2012 年に読売新聞紙上で連載
された記事をまとめたものです。

「考える」対象としてのスポーツ
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１．�「乳酸サイエンス�- エネルギー代謝と運動生理学 -」�
八田秀雄（市村出版）2017年

　スポーツ科学を教養科目として学ぶ大学生向けに運動時のエネルギー
代謝、特に乳酸に特化した内容について書かれている。乳酸と聞くと運
動時の「疲労物質」と考えることが多いが、スポーツ科学の世界では利
用可能な「エネルギー源」として認知されている。なぜ疲労物質として
認識されるようになったのか、運動時になぜ乳酸が体内で作られるのか、
作られた乳酸はどのように利用されているかについて、研究結果ととも
にわかりやすく説明している。例えば、サッカーの試合では乳酸は試合
開始直後に多く作られており、後半ではその量が減っている。試合後半
の方が疲労しているにも関わらず、乳酸が減っているということは疲労
物質とは言えない。最近では、乳酸は持久力向上のキープレイヤーとし
ての働きも明らかになりつつある。トレーニング時に乳酸が出ることが
骨格筋のミトコンドリア増加に関わっていることをデータとともに示し
ている。また、乳酸測定を取り入れたトレーニングについても書かれて
おり、運動時の乳酸測定の意義とそのデータ活用についても理解を深め
ることができる。スポーツ科学の入り口としてアスリートのみならず健
康志向の学生が読んでも興味を持てる内容となっている。

武　田　紘　平
（専任講師／健康・運動科学科目／ 

分子筋生理学）

骨格筋を中心とした最新スポーツ科学
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２．�「石井直方の筋肉の科学」�
石井直方（ベースボール・マガジン社）2017年

　著者は骨格筋研究の第一人者でありながら、ボディ
ビルダーとしてもアジアチャンピオンになった経歴を
持つ。理論編と実践編の 2 部構成となっており、理論
編では骨格筋の構造、機能など基本的な内容が中心に
書かれている。実践編では、実際の筋力トレーニング
について最新の知見を踏まえて書かれている。どちら
かの内容に偏ることなく、著者の経歴を踏まえた濃い
内容にまとめられている。

３．�「これでなっとく使えるスポーツサイエンス」
征矢英昭・本山貢・石井好二郎（講談社サイエンティフィ
ク）2007年

　運動・トレーニング・健康に関わる素朴な疑問に対
して各分野の研究者が答える形式で書かれている。「競
技力に素質はどの程度影響するのか」「年をとると筋
肉痛が遅れて出るというのは本当か」など身近な話題
について、研究結果を示しわかりやすく説明されてい
る。スポーツ科学の入門書としては手に取りやすい内
容となっている。

４．�「人はどこまで速く泳げるのか」�
高木英樹（岩波書店）2002年

　タイトルの通りどのようにすれば人間が速く泳ぐこ
とができるか、その可能性について探った作品である。
そもそもなぜ人は泳ぐようになったのかという歴史的
な視点から始まり、人と魚の泳ぎの比較など、物理学、
運動生理学など多角的に水泳を捉えた内容が書かれて
いる。約 20 年前の書籍で古い内容もあるが、水泳に
関する興味深い１冊である。

骨格筋を中心とした最新スポーツ科学
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１．�『ガリレオ・ガリレイ：科学と宗教のはざまで』�
ジェームズ・マクラクラン（野本陽代訳、大月書店、2007年）

　ガリレオ・ガリレイの名は、歴史の教科書にも載るような、科学のひ
とつの象徴である。現代でも、彼にちなんで木星探査機が命名されたり、
『探偵ガリレオ』などの作品が書かれたりするように、その影響力はき
わめて大きい。ところでガリレオといえども、当然のことながら時代の
子であって、決して森羅万象を見通す神のような存在ではなかった。こ
のガイドでは、そんな 16〜17 世紀のイタリア半島に生きたひとりの科
学者の「肖像」を描くためのさまざまな視点を案内しよう。これを通じ
てあなたは、科学史という学問の一端に触れることになる。
　科学史のアプローチのひとつは伝記である。「オックスフォード科学
の肖像」は初学者向けの科学者の伝記のシリーズで、これまでに全 21
冊が刊行されている（興味のある科学者があればまずは探してみるとよ
い）。ガリレオ・ガリレイを扱ったこの巻は、彼の生涯を追うことを通
じて、ガリレオがどのような師から学び、どのように考え、またどのよ
うな影響を後世に残したのか、その概略をつかむのに最適な第一歩を提
供してくれる。そしてそれは第一歩に過ぎない―このことの意味は、次
ページの本へと進むことによって明らかになるだろう。（和泉図書館開架）

稲　葉　　　肇
（准教授／歴史における科学、

社会の中の科学／科学史）

ガリレオ・ガリレイの肖像 
――科学史への招待
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２．�『ガリレオ：望遠鏡が発見した宇宙』�
伊藤和行（中公新書、2013年）

　ガリレオの業績としてもっとも有名なのは、当時発
明されたばかりの望遠鏡を自ら製作し、月をはじめと
するさまざまな天体を観測したことであろう。なぜこ
れがそれほどに革新的だったのか？そのことを理解す
るためには、その頃の「常識的な」見解と、ガリレオ
の出版戦略を踏まえる必要がある。本書はガリレオの
観測天文学研究の第一人者による優れた解説である。
（和泉図書館開架）

３．�『ガリレオ裁判：400年後の真実』�
田中一郎（岩波新書、2015年）

　「それでも地球は動いている」―教会の教えに反し
たかどで宗教裁判にかけられたガリレオはそのように
つぶやいたと伝えられている。しかしこれは伝説に過
ぎない。カトリック教会は巨大な官僚組織であり、宗
教裁判の手続きや文書類を踏まえるならば、ガリレオ
裁判は「正義（科学）と悪（宗教）の対立」という単
純な図式では捉えられない様相を見せるのだ。（和泉
図書館開架）

４．�『ガリレイの生涯』�
ベルトルト・ブレヒト（岩淵達治訳、岩波文庫、1979年）

　ことほどさように、ガリレオの人物像も、彼とキリ
スト教会の関係も、複雑である。そして、一筋縄では
いかないからこそ魅力的であり、文学作品の題材にも
なるのである。20 世紀を代表する劇作家ブレヒトの
著したこの戯曲は、丁寧に読み解くならば、科学研究
の姿や科学と文学の関係についてひとかたならぬ示唆
を与えてくれるに違いない。（和泉図書館開架）

ガリレオ・ガリレイの肖像――科学史への招待
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1．�『長岡亮介　線型代数入門講義―現代数学の《技法》と《心》』
長岡亮介（東京図書、2010年）

　線形代数学に関する参考書である。本書は政治経済学部開講科目であ
る「線形代数学 I、II、III、IV」の内容を全て網羅している。著者は数
学史、数学教育を専門とする数学者で 2017 年まで明治大学理工学部数
学科で特任教授を務めた。余談であるが、東進ハイスクール講師の長岡
恭史氏は著者の弟である。本書は高校数学と大学数学の連続性及び断絶
を意識し、大学数学に困惑しがちな学生を線形代数の魅力的な世界へ誘
えるよう十分な配慮がなされている。理解し難い理論の核心には抽象的
な記述の背後に潜むストーリーを教育的配慮に基づき丁寧に解説されて
いる。また、本書最大の特徴は演習問題にある。「試験に出るかもしれ
ない問題の詳しい解説」ではなく「一題がしっかりわかれば理論的な理
解が得られ、それらを通じ百題千題が解けるようになる」ことを目標に
演習問題が厳選されており、一般的な線型代数の参考書とは一線を画す
ものである。新しい概念や理論が登場する際には、初学者が納得しなが
ら進めるように、背景やモチベーションとなる事実を解説し、また新し
い発想や技術が必要な場面では新しさの勘所や違和感の根拠を著者の秀
逸な説明（本書では「処方箋、痛み止め」と呼ばれている）によって解
説されている。本書の難易度は低くはないが、数学の本質を捉える書き
味は感銘を受けるものである。

遠　藤　直　樹
（専任講師／線形代数学、解析学、数

学概論／代数学（可換環論））

大学数学への誘い
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2．『大学数学の教則』矢崎成俊（筑摩書房、2022年）
　本書は、現代数学を学ぶ上で必要となる考え方や作
法を扱っている。Well-defined な定義から始まり、命
題や命題論理、述語論理、集合や写像、ε-δ論法など「基
礎数学」で扱う内容も数多く含まれている。各概念の
導入に架空の教員と架空の学生との対話が盛り込まれ
ている点も本書の特徴であり、数学を専門としない学
生への配慮がなされている。

3．『考える微分積分』阿原一志（数学書房、2012年）
　微分積分に関する大学 1、2 年生向けの参考書であ
る。本書では、1 変数関数の微分法（「解析学 I」に相
当する内容）、1 変数関数の積分法（「数学概論」に相
当する内容）、多変数の微分法（「解析学 II」に相当す
る内容）に加えて、政治経済学部の講義では扱わない
多変数の積分法に関しても記載されている。

4．『可換環論の勘どころ』後藤四郎（共立出版、2017年）
　代数学の一分野である可換環論の入門書である。難
易度は決して低くはないが、予備知識を殆ど仮定せず
に議論が展開されていく。本書の冒頭の議論で、中学
生の時に公式として暗記した等式「（－1）×（－1）＝1」
が何故正しいのか、その厳密な証明が書かれている。
本書では、高等学校以前とは毛色の異なる数学を体感
することができる。

大学数学への誘い
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１．�『多文化世界―違いを学び共存への道を探る』�
G・ホフステード著　岩井紀子・岩井八郎訳（有斐閣、2013年）

　効果的な異文化間コミュニケーションには、文化的背景が相違する相
手の文化的価値観の理解が不可欠である。文化的価値観とは、ある文化
において重視される価値観乃至優先順位の高い価値観である。ホフス
テードは、1960 年後半から 1970 年前半にかけて多国籍企業に勤務する
社員を対象に文化的価値観に関する調査を実施し、「権力格差」「集団主
義対個人主義」「不確実性の回避」「女性らしさ対男性らしさ」の 4 つを
明らかにした。この調査によれば、日本は権力格差がやや大きく、集団
主義を重視し、不確実性の回避が高い男性らしさの強い社会である。後
に、ホフステードは、5 番目の文化的価値観として「長期志向対短期志向」
を取り上げている。本書は上で述べた価値観に加え、カルチャー・ショッ
ク、逆カルチャー・ショック、文化変容、自民族中心主義及びステレオ
タイプ等、異文化間コミュニケーションにおける基礎的な理論や概念に
ついても紹介している。さらに、本書は異文化とコミュニケーションす
る能力を獲得するための 3 段階に関して論じており、異文化間コミュニ
ケーション論を学ぶ学生諸君には必読書であると言えよう（和泉図書館
開架）。

海　野　素　央
（教授／異文化理解とコミュニケーショ
ン・異文化摩擦とコミュニケーション）

効果的な異文化間コミュニケーション
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２．�『摩擦を乗り切る―日本のビジネス・アメリカのビジネス』�
エドワード・T・ホール　ミルドレッド・R・ホール　國弘正雄訳（文藝春秋、
1987年）

　文化人類学者のホールは、文化をコンテクスト度の
相違により、高コンテクスト文化と低コンテクスト文
化に大別した。ホールはコンテクストを「隠された情
報」という意味で用いている。さらに、ホールは文化
を時間の概念により時間厳守に価値を置くモノクロ
ニックと、それに価値を置かないポリクロニックに 2
分した。本書はこれらの概念を紹介するとともに、日
本のビジネスを異文化的視点から分析している（和泉図書館開架）。

3．�『異文化に橋を架ける―効果的なコミュニケーション』　�
W・B・グディカンスト ICC研究会訳（聖文社、1993年）

　コミュニケーション理論の専門家であるグディカン
ストは、心理的距離が会話のスタイルに現れると述べ
ている。グディカンストによれば、心理的距離には「軽
蔑」「回避」「無関心」「感受性」「対等」が含まれる。
本書で取り上げている異文化環境における不安と不確
実性の管理は、文化的背景が異なる現地従業員をマネ
ジメントするうえで不可欠である（和泉図書館開架）。

4．�『異文化間コミュニケーション入門―国際人養成のために』�
L・A・サモーバー　N・C・ジェイン　西田司訳（聖文社）

　著者は、基礎的な理論や概念について説明した後に、
終章において効果的な異文化間コミュニケーションに
対する阻害要因と対処法について述べている。阻害要
因には自民族中心主義及び信頼の欠如等があり、一方、
対処法にはフィードバックの活用や感情移入等が含ま
れている。海外赴任者並びに留学生にとって、異文化
環境で直面する諸問題を明確化し、そのうえで対処法
を把握しておくことは極めて重要である（和泉図書館開架）。

効果的な異文化間コミュニケーション
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１．�『肩をすくめるアトラス』（全3部）�
アイン・ランド（アトランティス文庫、2014年）

　人類は、医療を発達させることによって、生物学的に弱い遺伝子を存
続させ、福祉を充実させることによって、社会的に弱い遺伝子を存続さ
せているとも言える。あらゆる生物種の中で、このようなことをやって
いるのは人類だけだ。人類以外のあらゆる生物の世界では、強い者だけ
が生き残るようになっている。このようにしなければ、各種は、より強
い種に淘汰され、絶滅してしまうからだ。はたして人類だけは、他のす
べての生物とは異なる生き物なのだろうか。
　本書は、「アメリカが、努力をして裕福になった人間に対して、努力
をしない怠け者（弱者）を救済することを強要するような福祉国家（社
会主義国家）になれば、アメリカは終わりだ」と信じる、共和党の聖書
とも言われている小説だ。物語の中でアメリカは、創意と努力によって
成功と富を獲得できる自由競争社会を排し、国民の利益を国家が管理し、
必要に応じて国民に分配する「協同的共生社会」の実現に向けて、様々
な法制化を進めて行く。そして、ついに努力をしない者の国になったア
メリカは、破滅して行くことになる。
　弱者を救済することは正義であり、全ての人の価値は同等だと考えて
いる人は、ぜひこの本を読んで、ランドを論駁してほしい。

柴　崎　文　一
（教授／哲学、論理学／科学技術社会論）

弱者を救済することは正しいことなのか？
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２．『ニーチェ入門』竹田青嗣（ちくま新書、1994年）
　人間の本質は、盗み、傷つけ、他者と弱者を圧倒す
ることである（『力への意志』）、と言ったニーチェの
思想は、ランドの人間観と通じるところがある。本来
は、ニーチェ自身の著作を読んでほしいところだが、
始めは入門書でもよいだろう。永井均の『これがニー
チェだ』 （講談社現代新書）でも良いかもしれない。

３．『罪と罰』ドストエフスキー（岩波文庫、1999年）
　貧しい学生のラスコーリニコフは、学費を払えず大
学から除籍になってしまう。本当に生きる価値のある
自分が、貧しさ故に不遇であり、生きる価値のない高
利貸しの老婆が裕福であるのは不条理だと考え、彼は
老婆を殺して、金を奪ってしまう。人間には、価値の
差があるのだろうか。無いと考える人は、生命保険や
賠償責任で、人間の命に様々な金額が設定されている
ことの意味も考えてほしい。

４．�『これからの「正義」の話をしよう』�
マイケル・サンデル（ハヤカワ・ノンフィクション文庫、2011年）

　一つくらいはランドに反対する論者を挙げておこう。
「ハーバード白熱教室」で有名なサンデルは、単純に
ランドに反対するリバタリアンではなく、正義は真剣
な社会的討議によって決定されるという「公共主義」
を提唱する政治哲学者だ。しかし彼の思想の根底にあ
るのは、「物は、それを持つのに相応しい人が持つべき
だ」と考えるアリストテレス主義であることを考える
と、どこまで彼がニーチェやランドに反対できると言う
のだろうか。

弱者を救済することは正しいことなのか？
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１．�『新戦争論――グローバル時代の組織的暴力』�
メアリー・カルドー（岩波書店、2003 年）

　本書は、冷戦後の紛争がそれ以前のものと異なり、非国家主体同士で
行われるようになっているメカニズムを説明している。冷戦以前の戦争
は主に国家によって行われる暴力であったが、20 世紀中頃から、非国
家主体による戦争が頻発し始めた。その原因は政府による一元的根領域
支配と暴力の管理を前提とした主権国家体制が揺らいだことにある。冷
戦中、この事実は植民地から独立した国々が国家として未成熟であるた
め、あるいは統治の確立に失敗した例外的事例として説明されてきたが、
冷戦後も所謂「破綻国家」は増加しつづけている。本書はその原因が、

「グローバル化」による国家の二重の摩耗にあることを指摘し、「グロー
バル化」の進展が紛争とテロを促進することを明らかにしている。

佐　原　徹　哉
（教授／歴史学／ 

東欧史、中東史、比較紛争学）

現代の戦争のメカニズムとその背景にある 
矛盾した国際秩序を知るためのブックガイド
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２．�『新自由主義――その歴史的展開と現在』�
デヴィッド・ハーヴェイ（作品社、2007 年）

　本書は、1980 年代から始まった新自由主義のイデ
オロギー、メカニズム、その問題点を簡潔に説明した
好著である。「グローバル化」がもたらしている様々
な問題の根源を理解するための必読書である。

３．『民営化される戦争』本山美彦（ナカニシヤ出版、2004 年）
　本書は現代の戦争が新たな傭兵である「軍事請負会
社」によって担われている現状と、戦争の民営化とアメ
リカの新自由主義政策との相関性を論じたものである。

４．�『The Global Minotaur: America, the True Origins 
of the Financial Crisis and the Future of the 
World Economy.』Yanis�Varoufakis （Zed�Books、2011年）

　本書はギリシャのシリザ政権で財相を務めたヤニ
ス・ヴァルファキスの手によるもので、2008 年の世
界経済危機の原因がアメリカを中心とする余剰再循環
メカニズムの破綻にあり、肥大化しすぎた信用セク
ターが世界経済をいかに歪めているかを説明した好著
である。

現代の戦争のメカニズムとその背景にある矛盾した国際秩序を知るためのブックガイド
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１．�『ペルセポリスⅠ・Ⅱ』�
マルジャン・サトラピ／園田恵子�訳（バジリコ、2005年）

　日本とは対極にあるかのように思われる西アジアの国イラン。そこで
生まれて、革命や戦争を経験しながら大きくなるってどんなことだろ
う？この本にはその実感がグラフィックに描かれています（つまりマン
ガです。この作品を映画化したものも TSUTAYA などを介して簡単に
観られますます。）
　イラン貴族の家系に生まれたマルジャンは、ブルース・リーやヘビー
メタルが大好き。想像力が豊かで、元気いっぱい、機転も利く。けれど
も革命から戦争に向かうイランの情勢は、マルジャンがのびのびとその
才能を伸ばすことを許しません。両親はマルジャンをヨーロッパに送り
出しますが、そこでもマルジャンは壁にぶつかります。ドロップアウト
し、ホームシックに苦しんで帰国。そして…
　マルジャンが起伏の多いプロセスを経て成長してゆく姿は、多くの
人々に親近感を抱かせることでしょう。しかも、作品にあふれるユーモ
ア感覚は、イラン人の友人とこの映画の試写会に行ったときには笑いす
ぎて椅子から転げ落ちそうになったほど。作者の家族の愛情、おばあちゃ
んや左翼運動家のおじさんへのリスペクト、母国への切実な思いも織り
込まれ、西アジアの人々を、テロリスト予備軍としてではなく、フラッ
トな立場で理解することができる秀逸な本です。

山　岸　智　子
（教授／文化論概論／ 

イラン地域研究、文化論）

世の中がひっくり返っても、希望はある
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２．『14歳からの戦争のリアル』雨宮処凛（河出書房新社、2015年）
　イラクから帰還して《償い》の運動をしている元ア
メリカ軍兵士、元自衛官、太平洋戦争を経験した著述
家と女優、イラクに入った日本人、徴兵を逃れるため
にフランスに亡命した韓国人青年、《戦争屋》と自称
する武装解除の現場責任者、8 名へのインタビューを
まとめた 10 代の読者のための本。現場の酷さだけで
なく、貧困と戦争の関係など社会のありさまも考えら
れるように構成されています。

３．�『住んでみた、わかった！イスラーム世界　目からウロコ
のドバイ暮らし6年間』松原直美（SB新書、2014年）

　夫の仕事の都合でドバイに住み、現地の大学で日本
語講師を勤めた著者が、現地生活のおもしろネタや学
生たちとの交流をブログにアップしていたものをまと
めて出版しました。ドバイに住む人々の日常生活―お
しゃれ、恋愛・結婚・出産、断食などの宗教実践―を
わかりやすく、好奇心と親密な思いをこめて紹介して
います。一つ一つの節は短く独立しているので、どこ
から読んでも大丈夫。

４．�『希望論　2010年代の文化と社会』�
宇野常寛・濱野智史（NHK出版、2012年）

　新進気鋭の評論家・社会学者の対話。希望論という
タイトルには、ちょっと無理矢理なところがあります
が、インターネットの登場という時代の転換点につい
ての二人の話から、これからの社会の羅針盤みたいな
ものが浮かび上がります。そうそう、と何十回も、頷
きながら読むことのできた近年数少ない書で、「まず
必要なのは、「戦後」を正しく忘れること」（p. 174）
というところに私は線を引きました。

世の中がひっくり返っても、希望はある
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